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プロローグ　『それは楽しくもバカバカしい教師としての一日』







　清すが々すがしい朝だった。

　天候は晴れ。春の陽ひ射ざしが暖かく窓から差し込んでいる。寝ね起おきの体に、優やさしい陽光を目いっぱい浴びながら、俺おれは凝こった関節を柔じゆう軟なん運動で少しずつほぐしていく。

　静かで、そして爽さわやかな目覚めだった。

　今日はきっと素す晴ばらしい一日になる。そう確信させるほど、爽やかで気持ちのいい朝と言えよう。仕事にも身が入るというものだ。

　――クルストリア王立第一魔ま術じゆつ学院。

　その広大な敷しき地ちの一角に位置する教きよう職しよく員いん寮りよう最上階の角部屋。本年度から教師として赴ふ任にんすることになった俺が得たものの中で、最も素晴らしいものがこの部屋だと言っても過言ではあるまい。

　未来の王国を担になう人材を育成するための学まなび舎やには、王国全土から将来有望な生徒たちが集まってくる。

　今の王国上層部にも、この学院の出身者は多い。そのためだろう、王都最高の宿にも勝まさるだろう豪ごう奢しやながら趣しゆ味みのいい一室。これでお家賃は驚おどろきの無料タダなのだから、教職員の大半がここに住んでいると聞かされても驚くことはなかった。嗚呼ああ、素晴らしきかな国営学校。特に最上階の六階ともなると、ここから学院近くの街まで見み渡わたすことができる。

　空気を入いれ替かえるため開け放った窓に、優しい薫くん風ぷうと小鳥の囀さえずりが運ばれてきた。

　それは五感を楽しませる、ささやかな朝の贅ぜい沢たくと言ったところ。

　窓から下を見れば、そこには朝早くから学院の運営に励はげむ事務職員たちの姿。教師だけでは学校は回らない。陰かげで支える彼かれらあっての、王立第一魔術学院だ。本当にありがたい話だと思う。今も顔を赤くして、何人もの職員が敷地の中を駆かけずり回まわって――うん。

　……おかしいね？

「おい!?　どういうことだ、第三試術場の地面に大穴が開いてるぞ!?　そんな報告受けてない、どうなってる！」

「なんで実験用の宝石が一箱ケースまるまる砕くだけてるの！　これひとつで、いったいいくらすると思ってるわけ!?　あたしの給料なんか簡単に吹ふっ飛とぶっていうのに!!」

　地の底から響ひびくが如ごとき怨えん嗟さの声。いや。いや違ちがう。やっぱりなかったことにしよう。

　何も聞こえなかった。

　ここは最上階なので地上の喧けん騒そうは届かない。そういうことにする。

　俺は窓を閉め、壁かべ際ぎわから離はなれた。間ま違ちがっても下から俺の姿を見られるわけにはいかないとか思ったわけではない。ただ、そう、体操はもう充じゆう分ぶんだし、空気の入れ替えも済んだのだから、いつまでも窓を開け放している理由がないだけ。それだけだ。

　部屋に備えつけの衣装箪笥ワードローブに向かい、着き替がえ用の外套ローブを取り出した。昨今は外套ローブを着る魔ま術じゆつ師しも少数派となりつつあるが、それでも教師たるもの、生徒の模も範はんとならなければ。寝ね間ま着きを脱ぬぎ、それを寝台ベツドの上に放ほうり投なげると、教職員用の黒い外套ローブに袖そでを通し、

　――たところで爆ばく発はつ音おんが聞こえてきた。

「……………………」

　それはもう、爽やかな朝には似つかわしくない強きよう烈れつな爆発音。というか、こんな音が似合う場所など戦場くらいしかねえっつーレベルの、激げき甚じんかつ見事な震しん動どうだった。

　ずがん、という重い衝しよう撃げきが、地上六階のこの部屋までをも震ふるわせている。

　さきほど締しめ切きった窓が、今の衝撃で勝手に開いた。そのせいだろう、飛び込んでくる誰だれかの声が、再び俺の鼓こ膜まくを揺ゆさぶった。ここ六階なのに、大きな声だなあ……。

「一○七教室で爆発だ！　壁が壊こわれてるぞ!?」

「ま、た、か！　また一○七か！　――また救世科の連中か!!」

「ああもうあのバカどもは！　おい、アキ先生はまだ来てないのか!?　誰か担任を呼んでこい！　先生がいないともう収しゆう拾しゆうがつかんぞ!!」

　やはり何も聞こえなかった。

　俺は何も聞いていないし見ていない。そう、だから窓の外に見えている黒こく煙えんは何かの間違いだ。誰かが焚たき火びでもしているんじゃないですかね。私わたくしには関係ございません。

「あ、おい！　そこの！　救世科ソニカ＝アルハーツ！　この騒さわぎはいったい……待て、おいバカやめろ、火を消すのに攻こう撃げき魔ま術じゆつを使おうとするんじゃない!!　火元を破は壊かいすれば鎮ちん火かなんて理り屈くつは、ちょ、おまっ、――あああああああッ!!」

　轟ごう音おん。そして震動。衝撃。土つち煙けむり。爆発の匂においと軋きしむ建物。いや、うん。

　――だから聞こえなかったっつってんだろ。

　外套ローブを着て、俺はとりあえず部屋の中の椅い子すに座すわった。本当は朝の身み支じ度たくのため、水場まで行こうと思っていたのだが、なぜだろう。なんとなく――そう、魔術師に特有の直感的な何かが、この部屋から出るなと囁ささやいている気がする。なぜか。理由はわからないが。ぜんぜんわかんない。先生なんにもわかんない。

　控ひかえめなノックの音が部屋に響いたのは、ちょうどそんなときだった。

　現実から失しつ踪そうを試みていた俺の意識が、その音を呼び声として再び浮ふ上じようしてくる。扉とびらの外から響いてくる音は、察するに誰かを呼んでいるものらしい。

「アキ様、アキ様っ！　大変です、すぐ起きてください！　――アキ先生っ!!」

　いっそ悲ひ愴そうなまでに響く声が、アキとやらを繰くり返かえし呼んでいる。

　否定の余地などなかった。

　完全に、それは、紛まごうことなく俺の名前だ。

　さすがに無視できず、俺は無む駄だな現実逃とう避ひを諦あきらめて扉に向かい、それを開いた。

「――おはよう、リシェ。いい朝だね？」

　爽さわやかな朝に相応ふさわしい爽やかな声で言った俺に、この学院の寮りようつき使用人メイドである少女が丁てい寧ねいに頭を下げる。

　ふわふわと柔やわらかそうな、量の多い茶色の長ちよう髪はつを高いところでふたつに括くくった少女――名前はリシェ。彼かの女じよの翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうが、今は揺れながら俺を貫つらぬいていた。

「おはようございます、アキ様。――あのっ」

「いやあ今日はいい朝だねえ」

　リシェはこちらに何かを言いかけた。だが、その言葉を俺は告げられる前に止める。

　わかっている。こんな足あ掻がきがまったくの無駄でしかないことくらい俺だってもちろん理解している。それでも決定的な言葉を聞きたくなくて、無む闇やみに言葉を費やした。

「気持ちのいい朝だ。ここ最近ではいちばん過ごしやすいよね。天気は快晴、風も暖か。まさに理想的な春の気候だ。こんな日は、きっといいことがあるはずだよね」

「え？」真ま面じ目めなリシェが一いつ瞬しゆんだけ狼狽うろたえる。「あ……えっと、そうですね。とてもいい朝です。今日はお洗せん濯たくものの乾かわきもよさそうです。――それで」

「俺もここで働き始めて七日だ。そろそろ仕事にも慣れてきたところだけど、こんな日はどうせなら仕事を休んで、広い丘おかにでも行きたいね。そう思わない？」

「えと、その、はい。そうですね、できたらわたしも思います。――ですから」

「そうだ。いっそのこと今日はもう休んじゃおう。昼食を持って、どこか町外れの、人がいない誰もいない誰にも脅おびやかされることのない特にバカな生徒とかには絶対に煩わずらわされることのない場所に行こう。それがいい。リシェもいっしょにどう？　日ひ向なたぼっこでもして、一日を優ゆう雅がに無む為いに過ごすという最高の計画プランなんだけど」

「お誘さそいは嬉うれしいんですけど……あの、アキ様。そろそろ現実に戻もどってきてください」

　俺の感情はここで死んだ。

　全すべてを諦めると、俺はリシェに訊たずねる。

「……ごめん。それで、今日はいったい何が？」

「えと、そのですね。イフリアさんとソニカさんが、どうも朝から喧けん嘩かになったそうで。それを止めようとしたアミさんが魔術を発動、教室の壁が爆ばく破はされて壊されたそうです。その余波にラークくんが巻き込まれて気絶――という感じだとか。イフリアさんとソニカさんは、すでに逃とう走そうを試みています」

「なるほど」と俺は頷うなずく。「いつものことか」

　リシェも苦く笑しよう交じりに答えた。

「いつものことですね」

「――じゃあ俺は今から二に度ど寝ねを」

「アキ様！」

　怒おこったように上うわ目め遣づかいで、リシェが俺をむすっと睨にらんだ。

　この視線には弱い。俺が逃にげると、彼女にも迷めい惑わくがかかってしまうだろう。

　学院ではほとんど唯ゆい一いつと言っていい俺の癒いやしというか味方というか、数少ない常識人の仲間であるリシェを、困らせることは本意じゃない。俺は諦めて答えた。

「わかった、行くよ……」

「はい！」花の咲さいたような笑えみを見せるリシェ。「救世科の皆みな様さまを止められるのは、担任の先生であるアキ様だけですから！　お仕事、がんばってくださいねっ！」

「……嬉しくないなあ」

　だが、わかってはいるのだ。あの最高にどうしようもない大バカどもが、俺の受け持つクラス――王立第一魔術学院、一年《救世科》の生徒たちだということくらい。

　そして俺が、その担任教師だということくらい。

　なぜなら俺は、自ら望んでその地位に立ったのだから。こんな現実逃避を、している暇ひまなどあるわけがなかった。俺には、生徒たちを導いてやる義務と、そして責任がある。

　どうしようもなくバカで、どこまでも問題児で――けれど彼らは間違いなく、この世界にとって、替えの利きかない宝なのだ。それは決して、比ひ喩ゆ表現ではなく。

　だからこそ俺は、彼らが最高の魔術師となれるよう鍛きたえ上あげなければならない。

　やがて世界を救う戦いに出る彼らが、そのとき決して折れず、倒たおれず、戦い抜ぬくことができるように。彼らが生きて再び、元の生活へと戻ってこられるように。

　俺は、教師としてその助けになると決めている。

　――けど、まあ、なんというか。

　強烈な爆発音が、再び学院中を震わせた。俺は言う。

「……また誰かがなんかやったかな？」

「また誰かがなんかやりましたね」

　正直なところを言わせてもらえれば。

　あの超ちよう絶ぜつ問題児どもを、ちゃんと導いてやれるかどうかには不安しか感じていなかった。

「大だい丈じよう夫ぶです」と、リシェが言う。「アキ様なら、きっとなんとかできますよ！」

　俺が抱かかえている不安を、彼女は見み抜ぬいてしまったのだろうか。

　それはいけない。リシェは俺の生徒ではないが、それでも年ねん齢れい的てきにはそれと大差ない。彼女に不安を見抜かれているようでは、それこそ教師などやっていけないだろう。

　教師とは何も、ただ勉学や魔術だけを教えればいいわけではないのだから。

　だから俺は、救世科担任教師としての自負を、彼女に告げてやる。

「任せろ。俺は教師だ。生徒あいつらのバカの尻しり拭ぬぐいくらい、いくらだってやってやる」

「はい、その意気ですよ、アキ様！　これから向かわれますか？」

「もちろん。まずは奴やつらをとりあえずボコって、ふん縛じばって、活動停止まで追い込んで」

「あ、あはは……」

「それから学院長を捜さがそう。あの人は忙いそがしいからな……いらっしゃるといいんだけど」

「学院長先生ですか？」

「ああ。生徒のやらかしたバカは、担任である俺の責任だ」

　大人の責任感を、リシェに見せつけて。

　俺は、男の風格を演じ切る。

「俺の土下座を、学院長に決めないといけないからな……！」

「……あ、ははは、は……」

　どこまでも格好よくない俺の宣言に、苦笑いを見せるリシェだった。ほう？　たったの七日で、すでに熟練の域に達した俺の土下座フォームのキレを知らないと見える。

　知ってても同じ反応だろうけど。

　まあ、それでも構わない。頭を下げるくらい、いくらでもやってやろう。

　無様でもなんでも知ったことか。救世科の生徒たちを、生きて戦いから帰す。それが俺の義務であり責任だ。――なぜならば。

　それができなければ、彼らはいずれ必ず死ぬ。それだけは絶対に認められない。

「もう二度と、あんな思いはごめんだからな……」

　思わず呟つぶやいてしまった言葉に、リシェがきょとんと首を傾かしげる。

「アキ様？」

「いや。……行ってくる、あのバカどもを止めないと」

「――はい。行ってらっしゃいませ」

　丁寧に腰こしを折るリシェと別れ、俺は朝の日課であるバカ狩がりに向かった。

　無闇な才能と活力だけがあり余って、けれどそれをゴミ箱に投げ捨てることにまったく躊ちゆう躇ちよのない連中。それを、導いてやるのが教師の仕事だ。跳はねっ返りほどかわいいとか、先せん輩ぱい教師の皆みなさんも言っていたような気がする。

　いやまあ、ぜんぜんそうは思えないのだが。ともあれだ。

　今日も労働に励むとしよう。




　――そのために。

　俺は、この学院ばしよへ戻ってきたのだから――。







第一章　『さよなら給料、また来た地獄』







　――古いにしえの伝承に曰いわく。

　かつて、世界を闇やみに沈しずめんとした魔ま神じんあり。魔ま界かいに君臨するかの神は、その力、魔ま族ぞくの一軍に匹ひつ敵てきし、あまりに強大すぎる能力がゆえ世界に飽あいていた。

　ゆえに、魔の神王が人間世界を滅ほろぼさんとした決意に、理由などない。

　理由がないゆえに説得はならず、魔神に抗あらがうにはただ力をもってするほかなかった。

　だが神の力に、所しよ詮せんは矮わい小しような人類では対たい抗こうできない。そも人間では、隔かく絶ぜつされた異界である魔族の世界――魔界に向かうことすら能あたわなかった。魔界の軍勢の蹂じゆう躙りん、その一方的な脅きよう威いに晒さらされた人々は、ただ滅ぼされるのを待つ以外なかったという。

　――それを救った存在こそ、ほかならぬ《救世衆》であった。

　創世神話に謳うたわれし善神によって、かつて地上にもたらされたという七つの兵器。その力によって魔界に渡わたった救世衆の面々は、ついには魔神を封ふう印いんすることに成功したという。

　救世衆の力によって、人間世界には再び平和が戻ったのだ。

　だが。

　それは封印だ。完全に討滅することができたわけではない。救世衆の力をもってしても、魔神の完全討とう伐ばつは不可能だったということ。

　やがて幾いく星せい霜そうの時が流れたのち、魔神は復活し、その力を取とり戻すだろう。救世衆はそのときのため、彼らが神から賜たまわった武器を世界のどこかへ隠かくした。

　それが、神賜兵装テスタメントだ。

　魔界への道を開き、同時に人間の潜せん在ざい能力を開花させる、それは鍵かぎとしての魔術武装。

　やがて救世衆の権能を受うけ継つぎ、神に選ばれた者たちがこの世に生まれる。

　神賜兵装を扱あつかえるのは、この世でただ彼らだけ。その手の甲こうに聖十字の聖痕ステイグマを刻まれし者があれば、再び世界のために戦う救世主となるだろう――。




※




　俺が《クルストリア王立第一魔術学院》で教師としての仕事を始めてから、今日で七日目を迎むかえている。

　この学院は、第一という数字が示すように、我わがフランフェルト王国で最も歴史の古い魔術師のための教育機関だ。身分や財産によらず、ただ魔術師としての才に対してのみ門戸を開く王立の学院――魔術師を志す全ての若者の、憧あこがれの的と言っていい。

　そんな学院だから当然、厳しい入学試験を潜くぐり抜けて来た生徒たちは、多くが真面目な努力家で、魔術の研けん鑽さんと実力の向上に励む将来を嘱しよく望ぼうされた若人わこうどたちである。

　いわんや、それを導く教師たちもまた、多くが魔術史に多大な貢こう献けんをもたらした有能な人間で揃そろっている。この学院の関係者であるという時点で、優秀さは保証されていた。

　――が、何ごとにも例外はあるもので。

　そのひとつが、俺が担任教師として受け持つ一年七組――正式には《救世科メサイア》と呼ばれている学科に所属する生徒たちだった。

　いわゆるところの問題児。

　つまるところがバカの集まり。

　けれど同時に、学院どころか世界にとって、かけがえのない特待生でもあって――。

「――おいバカども、よく聞けぇ！」

　俺は、教室である一○七教室の扉を開け放つと同時に叫さけんだ。

　今日も早朝から学院の校庭で火事を起こしたり、高価な魔ま術じゆつ媒ばい介かいを無駄にしたり、挙句の果てに教室の壁をぶち抜いたりと、とにかく問題行動ばかり起こしてくれやがった我が愛すべきなのに愛させてくれない生徒たちを、教室にひと纏まとめにして転がしておいた。

　拘こう束そくしてでもおかない限り、どこで何をし始めるかわかったものではないのだ。

　当然、俺としては朝からまず説教を始めなければいけない。の、だが。

　俺が教室に入ったところ。

　なぜか、いるはずだった生徒たちが忽こつ然ぜんと消えていた。

「は……？」

　視界に飛び込んだ光景が理解できなかった俺は、目を皿にして再び教室中を眺ながめる。

　おかしい。今、救世科には計四名の生徒がいるはずで、その全員を俺はここに集めた上で、わざわざ拘束用の魔術まで使ってふん縛って床ゆかに転がしておいたというのに。

　ちょっと目を離した隙すきに……嘘うそだろ？

「――おはよう、アキ兄！　さっき振ぶりだねっ!!」

　そんな俺にかけられる声。それが教室の中ではなく、上から聞こえてきたという事実に俺は戦せん慄りつする。壊された魔ま導どう人形みたいな動きで、ぎちぎちと軋る首を動かし、俺は声が聞こえてきた方向へと視線を向けた。

　――なんとなれば。

　我が一年七組救世科における、筆頭バカたる少女が――なぜか天井から生えていた。

「――はあぁ!?」

「あはは！　アキ兄は朝から元気だなあ！　ところで助けて？」

　その女子生徒が、満面の笑みでこちらに手を振った。花の咲いたような、まるで太陽を思わせるほど快活な笑みだったが、生あい憎にくと俺は苛いら立だち以外の感情を見み出いだせない。

　――だって逆さなんだもの。

　下半身が、天てん井じようを貫かん通つうして上の階に突つき刺ささっている。意味がまったくわからない。

「なぜそうなった!?」

「なんか、こう――ミスった」

「何を!?」

　彼女の名前はアミ＝フォルトヴァール。

　救世科の生徒のひとりであり、名前の響きが似ていることから俺を「アキ兄」と呼んでいる。何度言っても呼び方を《先生》に改める気はないらしく、俺も二日で諦めた。

「と……とりあえず降ろすぞ？」

「うん。はい、手ぇ引っ張ってアキ兄。たぶん抜けるからー」

「……どうしたらこうなるの、これ……？」

　混乱しつつも、俺は両手を挙げる――というか下げる――アミを天井から引ひっこ抜く。すぽん、となんか作物みたいな感じで天井から収しゆう穫かくされたアミは、くるりと空中で器用に身を捻ひねって華か麗れいに着地。再び両手を挙げて、ものすごくキラキラした瞳ひとみで俺を見上げた。

「何点!?」

　俺は答えた。

「人として赤点」

「人として赤点!?」

　ショックを受けてよろけるアミだったが、いや戦慄してんのはこっちだっつーのバカ。頬ほおの筋肉が痙けい攣れんしていることを自覚しながら俺は問う。問わずにはいられなかった。

「……で、何してたの、お前？」

「わたし？　ほら、アキ兄がわたしたちを拘束していったじゃん？」

「そうだな。魔術の縄なわで縛りつけて、決して動けないよう教室に転がしておいたはずだ、俺は。それがどうしてああなった？　言え。答えろ。さもなければその頭を潰つぶす」

「うん。これはアキ兄の試練だと思って！　応こたえなくちゃと思ったからさ」

「思っちゃったかー」

「なんとか逃のがれようと魔術を使ったんだ」

「使っちゃったかー」

「そしたら暴発して、天井に足から刺さっちった」

「そっかー……ダメだ説明されても意味がわからねえ！　なんでそうなる!!」

「てへっ」

「かわいくねえわ!!」

　俺は吠ほえた。だがアミにはまったく伝わっていないらしい。

「それにしても、かわいい生徒を放っておいてアキ兄はいったいどこ行ってたの？」

「たった今かわいくないって言ったのもう忘れた？」

「アキ兄はわたしたちの担任の先生なんだから！　ちゃんと見ててくれなくちゃ！」

「……どこかのおバカさんたちが、朝から問題を起こしまくるから、学校中に謝罪参りをしてきたんですよ。わかりますか？　ねえ、これがどういうことかわかるよね？」

　アミは答えた。

「そっか！　大変だったね、アキ兄！　お疲つかれ様さまっ!!　ドンマイっ！」

　わかっていなかった。

「何がお疲れ様だ、バカなのお前!?　いや知ってるけどバカだって！　でもちょっとくらいは反省してくれませんかね!?　誰のせいだと思ってんだ！」

「わたしじゃないよ！」

「ほーう、じゃあ訊きこうか！　魔術用の宝石をダメにしたのは誰ですか!?」

「イフリアだし！」

「校庭で爆ばく発はつ騒さわぎを起こしたのは？」

「ソニカだもん！」

「よし、じゃあこれが今朝最大の問題だ！」

「よーし、来ーい!!」

「教室の壁をブッ壊したのは!?」

「それはわたし！」

「お前がいちばんとんでもないんだよなあ！」

　俺は、目の前の壁に開かれた大穴を指差して言う。

　教室の奥おく、廊ろう下かと逆側の壁は今、その半分以上が崩ほう落らくしてなくなっていた。これが平へい穏おんな朝の教室の光景だとは、とてもじゃないが思えない。紛ふん争そう地帯ばりの光景だった。

「見て。見てよこれ、この崩落した壁。ねえ？」

「風通しがよくなったねっ！」

「そうだな！　そうじゃない!!　いいかアミ、よく聞け？　これ普ふ通つうに直したらいったいいくらかかると思ってるの？　そりゃ確かに錬金系の魔術で補修はできるよ？　でもね、それでどれだけ俺が苦労すると思ってるのバカなの死ぬよ？」

「死ぬの？」

「死ぬよ！　誰が自腹で業者呼ぶと思ってんだよ！　わかんないよね答えは俺です！」

　冗じよう談だんでもなんでもない。これは本当に死活問題だ。

　具体的には、主に俺の金銭面で。

「その上、天井まで穴が開きました！」

「その上、だけにね！」

「よし泣かす」

　俺は片手でアミの頭を締しめつけた。

「痛い痛い痛い痛い、ごめんごめんごめんごめんごめん！」

「バカっ！　周りを空き教室にしておいた俺さすが！　じゃねえんだよ、バカ！　本当にバカ！　もう、バカッ!!　バカばっか！　バーーカッ!!」

「アキ兄、ボキャブラリーが死んでるよ!?」

「お前らが殺したからなァ!!　就業七日目にしてすでに減給半年間だぞ、どうすんだよ、あり得ねえよマジで……いや本当に。本当あり得ない。新記録だってさ。学院長が言ってた……。ちょっと半笑いだった、あのオッサン……」

「学院の歴史に名を刻んだね、アキ兄！」

「わあ、ありがとう。お礼にお前の頭にも常識を刻み込んでやろう物理的に」

「痛い痛い痛い痛い！　あ、でもちょっとクセになる!?」

「待て。倒とう錯さくした喜びを見出すのはやめろ。待て！」

　悪びれないアミだった。というより、こいつは実際に悪いと思っていないのだろう。

　この辺りでは珍めずらしい黒くろ髪かみと黒くろ眼め。だが受ける印象はどこまでも明るく、ああ、こいつはたぶん何も考えていないんだなあ――ということが見るだけでわかる奴だった。

「でも仕方ないよ、アキ兄」実際、アミは言う。「ソニカとイフリアが喧嘩するから、止めようと思ったんだもん。ほら、しょうがないでしょ？　わたし悪くない」

「――で？」

「うん。止めるために魔術を使ったんだけど、ふたりが避よけたら壁と、あとラークに直ちよく撃げきしちゃっ――いだだだだ、痛い、アキ兄、痛い！　潰れる、アタマ潰れるっ!!」

「使わない頭なら潰れてもいいんじゃないですかね……！」

「使う使う使う使うごめんごめんごめん!!」

　アミの黒い短たん髪ぱつの上から、両のこめかみを片手で挟はさみ込んで握にぎる。同じく黒い瞳に涙なみだを浮うかべながら叫ぶアミは、とりあえず反省したと見てやってもいいだろう。

　今は、それよりほかに訊かなければならないことがある。

「それで。ほかの三人はどこに行った？」

「うぅ……えっと、ソニカとイフリアは第三試術場に行ったよ」

「第三試術場？」

　試術場とはその言葉通り、魔術を試ためすための広い空き地だ。学院の中にいくつかあり、そこでなら周囲に影えい響きようをもたらさず魔術を使うことができるということ。魔術師を育てる機関である以上、そういった施し設せつも必要なわけである。実じつ践せんあっての魔術師だ。

　しかし第三試術場は今朝方、地面に大穴が開いたせいで使えなくなったと聞いていた。というかアミに聞いた限り、その犯人もウチの生徒ということになるようだが――。

「そういや、試術場の地面を陥かん没ぼつさせたの誰だっけ？」

「わたしだよっ！」

「お前は今朝だけで三か所も学院に穴を掘ほったの!?」

「すごいでしょ！」

「そうだな！　自分の入る墓ぼ穴けつを自分で掘るとは感心な生徒だ、あとで埋うめてやる！」

「なんで!?」

「なんでなんでなんですかねえ!?」

「なんて？」

「やかましいわ、わかんねえよ、わかれ！　ああもう、どいつもこいつもよぉ！」

「わたし、ソニカやイフリアよりは静かだと思うけどなー」

　嫌いやな予感がしてならなかった。

　こいつだけでも充分すぎるほど手いっぱいなのに、ウチの問題児はこいつだけじゃない。

「なんだ、あのバカふたりは何しに行った？　心を入れ替えて、陥没した地面を補修しにでも行ったのか？　そうだって言って？」

　一いち縷るの望みを託たくして俺は訊く。そんなわけがない、と心の片かた隅すみで理解しながら。

　そして案の定、アミは俺の希望を打うち砕く答えを笑え顔がおで返す。

「えっとね。――朝の決着がつかなかったから、雌し雄ゆうを決しに行くって」

「反省がゼロ!!」

　ああもう！　と頭を抱える俺であった。

　どうしてこいつらはこうなのだろう。そろそろリシェに頼たのんで、胃痛薬でも都合してもらわないと精神以前に体がもたない気がしていた。けどそんなお金はありません……。

「ていうか止めろよ！　なんで行かせてんだよ！」

「や、だってアキ兄がわたしたちのこと縛っていくから。さっきまで動けなかったもん。解こうとしたら天井に刺さっちゃったし」

「そうだった。くそ、急いでたせいで術式に粗あらがあったな……あのふたりなら解くか」

「同時に解いたから決着つかなかったってさ」

「どうしてそういうところでばっかり優秀さを発揮するかなもう……！」

　ソニカ＝アルハーツ。そして、イフリア＝エルクレグリ。

　どちらも学院きっての才能を持つ生徒だったが、同時にアミとは違った意味で最悪の問題児でもある。類たぐい稀まれな魔術の才覚でもって、俺の拘こう束そく魔ま術じゆつを破壊してみせたらしい。

　俺とて栄はえある王立学院の教師だ、たとえ学院長の下へ急いでいたからといって、そう容易たやすく解除できるような拘束魔術は使っていない。最高学年の三年でも、あれを破るには相当な時間が必要なはずなのだが……まだ一年、入学からたった七日でこの手て際ぎわ。才覚。

　さすがは救世科の生徒だ――と、けれど手放しで褒ほめる気にはなれなかった。

　どうしたらその才能を、もっと有意義な方向へ使ってくれるようになるのやら。

「いやあ、ふたりとも仲いいよね」アミは言う。「どっちも自分のほうが先に解除したって譲ゆずらなかったからさ。それなら決着をつけようって言いながら出てったよ」

「そんなところにすら火種を見つけるのか、あいつらは……。あとお前はそのやり取りのどこを見て仲がいいと判断したの？」

「だって息ぴったりだったよ？」

「ある意味なァ！」

　なまじ才能があるせいで、プライドがだいぶ高いらしい。それは学院生たち全体の傾けい向こうと言えたが、我がクラスの問題児ふたりは、特にすさまじいライバル意識を持っている。

　そのせいか、ことあるごとにどちらが上かを競きそい合っているのだ。

　才能で言えば、もちろんアミもふたりに並ぶ。けれどこいつは細かい魔ま力りよくの制せい御ぎよを不得手とするため、拘束を解くのに時間がかかったのだろう。そうでなくとも、アミはあまり同級生たちに対抗意識を持っていない。その点だけは唯一、救いだと言えた。

「……はあ。仕方ない、第三試術場まで行こう。今日の授業はそこでやることにした」

「え、ホントに？　やった！」

　無む邪じや気きに喜ぶアミ。こいつも魔術師の端はしくれではある。面めん倒どうな座学より、実践のほうが楽しみではあったのだろう。

　もっとも、そんなに愉ゆ快かいな授業をくれてやるつもりはない。

「行くぞ、アミ。ついて来い――あいつらがまたやらかす前に合流するぞ」

「ん、わかった！　早く行こ、アキ兄！」

「と……待て、アミ。その前に、ラークはどこに行った？」

　救世科の生徒は現在、全部で四人だ。アミ、ソニカ、イフリアの三人以外に、唯一の男子生徒であるラーク＝シルデがどこかにいるはずなのだが。

　ラークは先ほどまで気絶していた（アミのせいで）。幸い怪我けがはないようだから、教室に転がしておいたのだけれど、さて。そういえば、奴だけは拘束しておかなかったが。

　アミは言った。

「――『風が囁いている』」

「…………」

「『なんだろう。呼んでる……風が僕ぼくを呼んでいる……』」

「……………………」

「――って言い残して、どっか行った」

「ああ、どうせそんなこったろうと思ったよ、あの思春期拗こじらせ型バカめ……」

　どいつもこいつも本当に。自由気ままにも限度がある。

　まあ、ラークは授業をサボる性格ではない。待っていれば、いずれ姿を現すだろう。

　それ以上に不安なふたり組のほうを、今は止めることを優先しなければならない。俺おれはアミを振り返り、全力で走るから遅おくれるなよ――と、告げようとした。

　その直前だ。




　――校庭の方向から、本日何度目かの爆発音が響ひびいてきた。




　春の青空に響く、それは手て遅おくれの音だった。

　そっか。死神の足音って、《ちゅどーん》とか《どっかーん》とか鳴るんですね……わあ新発見、知らなかったー。今ので失われた金銭的損失は、さーていったいおいくらかな？

「……もう嫌ぁ……」俺は顔を覆おおった。

　アミは、わー、と何かに感心したような吐と息いきを漏もらしていた。

「さすがだなー……あの威い力りよく、たぶんソニカだね！　でもイフリアなら防ぐかなー」

　いや感心するな。頭とお腹なかが両方痛い。

　確実に、今の爆発音は試術場のある方角で響いていた。現実逃避の余地もない。それがあのダブルバカと無関係だなんて、そんな楽観的な考えは浮かんでこなかった。

　アミが、ぽん、と俺の肩かたに手を置いて言う。

「アキ兄、アキ兄」

「……何？」

「どんまいっ！」

「黙だまれ」

「痛い痛い痛い痛い痛いヘッドロックやめてっ!?」

　これは体たい罰ばつではなく常識を脳に直接注入しているだけの教育的指導です。




※




　まあ、そんなわけで。

　俺とアミは一路、第三試術場を目指すこととなった。

「やー。にしても広い学校だよねー」

　俺の隣となりでスキップするように歩くアミは、散歩気分なのだろうか、テンションが高い。別に構わないのだが、この歩く黒歴史製造生命体はいちいち俺の頭痛のタネになるため、あまりまっすぐ見られなかった。

　おかしいなあ。俺が学生だった頃ころは、もう少しまともだったと思うんだけどなあ……。

　そんな考えを振り払はらい、俺はアミに答える。

「広いのは確かだな。この辺りは一面、学院の敷しき地ちだし」

　その広さたるや、三つある王立学院の中でも圧あつ倒とう的てきに最大。なにせ校舎の裏にある小山まで含ふくめて敷地なのだから、その広大さは推おして知しるべしだろう。

　言いい換かえれば田舎いなかということになるのだが、学院の近くにはクルストリアという、それなりに栄えた街がある。この第一学院と同じ名前だが、歴史的には学院のほうが古く、それに付ふ随ずいする形で人が集まったのが起こりらしい。

　クルストリアの街から南に馬車で一日ほど進めば王都に辿たどり着つく辺り、意外と好立地である。西へ進めば山間に、東へ進んで海側に向かえば商都に、そして北へ向かえば聖都に至りと、どこへ行くにも中ちゆう継けい地点となる。独特の発展はその辺りが理由だろう。

　生徒たちが広い環かん境きようでのびのび生活できる、まあ、いい場所なのだ。この辺りは。

　――で。

「第三試術場に着いたわけだが……」

　魔ま術じゆつによる被ひ害がいが外部に影響しないよう、全部で十ある試術場には全て強固な結界魔術が敷しかれている。人ではなく、魔力の通過を制限する防ぼう御ぎよ結界だ。

　逆を言えば通さないのは魔力だけだから、外側からでも中の様子は窺うかがい知れる。

　俺は、そしてアミは、見た。

「ぼろぼろだな」

「そうだね。そろそろローブ買かい換えたほうがいいよ、アキ兄」

「誰だれのせいで先生が貧びん乏ぼうなんでしょうか……！」

「いだだだだだ、すみませんわたしですごめんなさいっ！」

　なんで俺を見てんだよ。試術場の話だっつの。

　俺はヘッドロックからの流れでアミの首を正面に向ける。

　いつでも使えるよう、真っ平らに整地された試術場。その中央が今、まるで空から隕いん石せきでも降ふってきたかのように陥没している。穴はそう広くないが、深さがとんでもない――窪くぼみというより、そこだけ温泉でも掘くつ削さくしたような感じになっていた。

　そして今、真ん中の大穴を挟む形で、二名の女子生徒が向かい合っている。お互たがいに、相手をまるで親の仇かたきか何かのように鋭するどい視線で睨んでいるふたりのバカ。学院が用意している制服――魔ま術じゆつ師し用の外套ローブが、煤すすと焦こげと土汚よごれで見るも無残に変わり果てていた。

「おい。何してんだ、このバカども」

　俺は横合いから、愛すべきなのに愛を受け取ってくれない生徒たちに声をかける。

　その声で、ふたりは一度こちらを見た。

　が、すぐにまたお互い向き直る。明白すぎるまでのガン無視であった。

「いや無視してんじゃねえよ!!　聞こえてんだろが明らかに！」

　再び、今度は叫さけび声ごえで呼びかける。このふたりには教師に対する敬意がまるでない。

　そこでようやく、彼かの女じよたちはこちらに向き直った。片方が舌打ちを、もう片方が溜ため息いきを零こぼして。……ブッ飛ばしてもいいかな、こいつら、ねえ？

　二名のうち、舌打ちを放ったほうが憎にく々にくしげにこちらを睨む。氷のような眼光だった。

「……なんですか、先生。今ちょっと忙しいんですけど。端たん的てきに言って邪じや魔まなんで、しばらくどっかに消えててもらえませんか。なんならそのままこの学院からも」

　完全に舐なめ腐くさったこの態度。仮にも教師相手に向ける視線ではない。

　ソニカ＝アルハーツは、長く鮮あざやかな赤の髪かみを流し、優ゆう雅がな素そ振ぶりで俺を《邪魔》だと断じてくださった。金色の双そう眸ぼうが、路ろ傍ぼうで潰れた羽虫の死体を見る感じで俺に刺さる。

　いや、別にいいですけどね。羽虫は羽虫らしく、小うるさくさざめくだけだ。

「アホぬかせ。今ちょっと忙しいんですけど、じゃねえんだよ、ったく。何しれっと担任教師を学院から排はい除じよしようとしてんだ。ていうか何やってんだ、お前らは」

「見てわかりませんか。決けつ闘とうです」

「見てわかんのはお前らのバカさ加減だけだっつーの。決闘ですじゃないんですよ。もう授業始まる時間なんですよ」

「じゃあ終わるまで待っててもらえますか？　今、先生にかかずらってる暇ないんで」

「――あ？」

　口角が引き攣つるのを自覚する。

　はて。こいつが喧けん嘩かを売っているのは俺ではなくイフリアのはずだったが。

　何、実は俺と決闘したいの？　いいよ、やるよ？　買いましょうか、その喧嘩？

　思わずキレかける俺だったが、隣のアミが「どうどう」と抑おさえてきたので、なんとか留とどまった。いけないいけない、俺は教師だ。この程度で怒おこっていては身がもたない。

「ただ教師を馬扱いはいただけませんなあ……！」

「いだだだだだだだだ！　ごめんなさいごめんなさいアキ兄許してっ！」

　ともあれ。

　ふたりの態度は、初めて挨あい拶さつした七日前――入学式の日から変わっていない。

　今さらではあるだろう。突とつ然ぜんに現れた担任を、なんの根こん拠きよもなく信しん頼らいできない気持ちもわかる。彼女たちは、とにかく特とく殊しゆな立場に置かれているのだから。

「……とにかく、もうやめろ。これ以上は結界がもたねえ」

　仮にも魔術師が魔術を放つために作られた結界だ。その強度は、とてもではないが人間ひとりが破は壊かいできるようなレベルではない――にもかかわらず外まで震しん動どうを響かせてくるのだから、こいつらの才能が窺い知れようというものである。

　その才能を、けれど地面に掘った穴へ不法投とう棄きしているようでは意味がない。

「チッ」ソニカは再び舌打ちをした。「先生が来る前に終わらせるつもりだったのに……」

　いやあの、そういう問題じゃないんですけど。

　彼女の生家であるアルハーツ家は、王国でも名の通った貴族――魔術師の名門家系だ。そのせいかプライドはかなり高く、ひとたびそれを刺し激げきした相手には、本来の生き真ま面じ目めで実直な性格をかなぐり捨ててでも代だい償しようを支し払はらわせようとするのが玉たまに瑕きずだった。

　しかし、ことプライドの話をするのなら、もうひとりの少女も凄すさまじいものがある。

「へえ。ふうん……その程度の実力で、ぼくを倒たおせるつもりでいたんだ。笑わせるよね、時間稼かせぎがせいぜいなクセしてさ。そろそろ負けを認めたらどうかな」

　淡たん々たんとした口調で、けれど明らかに煽あおりながら、ソニカと相対する生徒が言った。薄うすい水色に近い短髪と、その下の淡たん白ぱくな表情が特とく徴ちよう的てきな少女だが、隠し持もつのは鋭えい利りな棘とげだ。

　イフリア＝エルクレグリ。

　低い身長と、大人しそうな見た目に反して、決して御ぎよしやすい性格ではない。ソニカと並べれば水と油――いや、毒薬と爆ばく薬やくみたいな相あい性しようだった。

　要は揃って周りを巻き込むということ。

「……ごめんなさい。今ちょっと聞こえなかったんだけど、イフリア、何か言った？」

　爆薬少女ソニカは、こんなクソ安い挑ちよう発はつでも引火する。

　対する毒薬少女イフリアは、じめじめとした口調でさらなる燃ねん焼しようを煽った。

「ああ、さすがお貴族様。どうやら都合の悪い事実は聞こえないようだね？」

「悪いわね。ええ、あまりに現実とかけ離はなれた妄もう言げんを、思わず脳が拒こばんだみたいで」

「それは出来の悪い頭だね。事実を事実として認にん識しきできないって、魔術師としてどうなんだろうって、ぼくは思うけど」

「そうね、その通り。さすがだわ。図書室に引き籠こもって本ばかり読んでいる人間の脳はカビで覆われてしまうということなのでしょう」

「何かあればすぐ暴れる、爆ばく弾だんみたいなエセ貴族様もいることだしね」

「ふふふ」

「ははは」

「――絶対泣かす」

「かかって来るといい！」

　もう何かの芸みたいに沸ふつ騰とうするバカふたりだった。

「だーもう、ストップストップストップ！」

　俺は慌あわててふたりの間に――駆かけ寄よれないので口で言った。どうしてこう相性が悪いのだろう。お互いがお互いを強くライバル視しており、何かあるたびに決闘が始まる。
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　その意気は買うが、お願いだからもうちょっと別の部分で競ってくれ。

「どうしていつもいつもすぐ喧嘩になるんだよ、お前らは。なんでもかんでも力で解決しようとしないで、もう少し大人しく、お淑しとやかに、魔術師らしくだな――」

「先生ちょっとうるさいよ」

「関係ないんだから引っ込んでてください邪魔です」

　こんなときだけ揃って言うふたりだった。

　はっはっは。まったく元気のいい生徒たちだなあ、本当にもう。

　そんなに爆ばく発はつしたいのかあ。仕方ないなあ。

「――よしブッ飛ばす、かかってこいバカども！　ふたり揃って相手してやらァ!!」

「アキ兄まで乗った!?」

　ぐっと外套ローブの裾すそを掴つかんだアミが、俺を引き留めようとする。俺ははっとした。

「おっと、いかん。つい怒いかりが迸ほとばしって教育的爆ばく撃げきをするところだった」

「教育的爆撃って何!?」

「脳のう裏りに常識を物理で焼きつける魔ま術じゆつ攻こう撃げき的てきな」

「大おお火傷やけどだよっ!?」

「お前らはちょっとくらい痛い目を見たほうがいいと思う」

「ちょっとじゃないよね!?」

　珍しくアミからのツッコミが入った。やることなすことアレな奴やつだが、滅めつ多たなことでは怒らない大らかさゆえに、意外と喧嘩の仲ちゆう裁さい役やくには適しているのかもしれない。

　いや、だからって俺が止められていては世話ないが。思わず冷静さを失ってしまった。

　――ふう、とひと息つく。やはり教師としてはまだまだ未熟だ、と反省。

「まあ落ち着け、お前ら。言っただろう、何ごとも力で解決しようとしないこと。学友と競い合おうという気持ちは買うけどな？　真の魔術師なら感情を制御して然しかるべきだ」

　気を取り直して、俺は教師らしくふたりに告げる。

　魔道の、いや人生の先を歩む者として、後進の見本となるよう心がけなければ。

　アミの仲裁もあってか、ふたりも少し落ち着いて言う。

「……いや、ていうか」

「先生には言われたくないんですけど……」

「…………」

　単に俺が引かれているだけのような気がしたが、おそらく気のせいだろう。

　よって気にしない。

　んん、とひとつ咳せき払ばらいをしてから、改めてふたりに向き直った。

「まあなんだ、一限目の予定は変へん更こうした。そんなに暴れたいなら授業として機会をやる。勉強といっしょにやってもらおうか。――お前らは救世科、だろう？」

　俺が教師として信頼されていないことはわかっている。だが、このままではいけない。

　今日までの七日間。何度、何を言い聞かせてもこいつらが言うことを聞かないのは、俺が教師として未熟だから、信頼されていないからだ。そのせいで舐められている。

　なにせ魔術は才能の世界だ。たとえ年上だろうと教師だろうと、自分より才能のない男に指導などされたくないと、跳ねっ返るのもわからなくはない。――ならばだ。

　ここらで手っ取り早く、実力を示しておくのも悪くない選せん択たく肢しだと俺は考えていた。

　どうせこの試術場はしばらく使えない。なら修しゆう繕ぜんする前に利用させてもらおう。

　イフリアは特に文句もないらしく、そのまま無言になった。こいつはもともと、血の気は多いが面倒がりだ。気勢を削そがれて、今はやる気がなくなっているのだろう。

　一方、ソニカはどうやら言い足りないらしい。攻撃の矛ほこ先さきが、今度は俺に向いた。

「……前も言いましたけれど。私、先生に教わるようなこと何もないです」

　さきほどまでとは違ちがう、それは透とう徹てつした氷のような、冷たく色のない声こわ音ねだった。滾たぎる感情をあえて抑えているかのような。相手に対して、壁かべを作っているような。

　やりにくい。その威い圧あつ感に押おされ、俺は思わず口くち籠ごもってしまった。

　それを機と見て取ったのか、彼女は続けて言う。拒きよ絶ぜつを露あらわにした声音だった。

「だいたい、学院の教師なんかが、私たちに何を教えられるっていうんですか」

「……俺から教わることはひとつもない、って？」

「別に先生が弱いとは言いませんが。仮にも第一学院の教師なんですし。でも」

　そう言ったソニカは、けれど鼻で笑うかのように俺を見下している――見放している。

　そして確かに、彼女の言葉は一面では真理でもあった。この《救世科》の生徒は、ほかの生徒たちとは明確に違う立場にいるのだから。ある意味で、それは教師をも上回る。

「先生では、私たちに何も教えられない。――そもそも、私たちのほうが強いんだから」

　ただ事実を告げるように、ソニカはそう呟つぶやいた。

　アミはおろおろとした様子で、俺とソニカの間で視線を揺ゆらす。イフリアは何も言葉にしないが、思っていることはソニカと同じなのだろう。無機質な視線が俺を突き刺す。

　――クルストリア王立第一魔術学院、救世科メサイア。

　そこに所属する生徒たちは、全員が例外なく王国にとって――いや、この世界にとって重要な立場にある。

　彼女たちは選んでこの学院に来たのではなく、選ばれて学院にやって来たのだ。

　やがて世界を救うために戦う――この世界の救世主候補として。

　神の武器を持つ彼女たちの才能は、ほかのあらゆる人間たちとは比ひ較かくにすらならない。世界で最も強い存在に成長することが、初めから保証されているようなものだった。

「《神賜兵装テスタメント》を使えるのは、聖痕ステイグマに選ばれた私たちだけ。そんな私たちに、ただの魔術師でしかない先生が、いったい何を教えられるっていうんですか」

「……さあな。物の道理とか、常識とかなら、少なくとも教えられると思うが」

「茶ちや化かすのやめてもらいたいんですけど」

　ソニカは俺を、まるで仇のように睨にらんでいた。いや、本当にそう思っているのかもしれない。イフリアへ向けていた敵意とは、その温度が明確に違っている。

　その気持ちは痛いほどにわかった。ソニカは言う。

「私たちには世界を救う――魔ま神じんを倒すという使命があるんです」

「……そうだな」

「だったらわかりますよね。その邪魔になるようなものを受け入れるわけにはいきません。無む駄だな時間は使えないんです。私たちは、戦いに出なければいけないんだから！」

　彼女の言葉の意味は、それが拒絶であることまで含めてよく理解できた。

　およそ数年後。彼女たちは、世界を救うための戦いに出る。

　それは聖痕を持つ限られた人間にしかできないことだ。この世のどこより危険な場所へ、彼女たちは命を賭として向かわなければならない。

　当然。帰ってこられる保証など――ない。

　だから彼女は焦あせっている。投げ込まれるとわかっている戦いを前に、まだほんの十代の少女たちに、平静でいろというほうが無理な話だ。一刻も早く強くなって、誰よりも先に進んでいく――それができなければ、彼女たちは本当に死ぬのだから。

　高価な宝石を盗ぬすみ出だして魔ま術じゆつ媒ばい介かいにしたのも、朝からボヤ騒さわぎを起こしたのも、全すべてがただ強くなることを目的としている。

　それは、救世科の生徒ならぬ俺に口を出せることではなかった。ただの担任教師には。

「――それなのに。もしも世界を救えなかったら、先生に責任が取れるんですか？」

　厳しい言葉、ではあるだろう。実際、彼女たちは今の段階で、多くの魔術師より強いのだから。足りない経験を補える才能が――武器が、彼女たちにはある。

　彼女たちが教師おれを無視して、自分たちだけで魔術を鍛きたえようとする理由がそれだ。

「本当はこのクラスに、担任はいないはずだったんですよね？　先生だって突然、このクラスの担任にされたんでしょう？　だったら別にいいじゃないですか。構わないでください、私たちに。……先生から教わることなんて、何ひとつとしてありませんから」

　ソニカはそう断言した。

　もともと、このクラスに担任の教師がつかない予定だったのも彼女の言う通りだ。本来なら仕事の合間を縫ぬって、学院長が見る程度のものだった。

　とても特殊な立場にいる生徒たちだ。周りの教師や生徒たちも、どこか腫はれ物ものに触さわるような対応になってしまっていることは否定できない。拒きよ否ひ権けんすらなくこの学校に連れてこられた彼女が、いきなり現れた教師に拒否感を示すのもわかる話だ。

　俺は言う。

「――だから、構わないでくれって？」

「ええ。アキ先生だって、私みたいな生徒に構っていられないでしょう？　放っておいてくれれば、それでいいですから。干かん渉しようしないでください。時間なんて、ないんですから」

　わかっている。ああ、それこそソニカの言う通り。

　そんなこと初めからわかっていた。

　それでも、俺は自分の意志でこのクラスの担任を引き受けたのだ。否いや応おうなく戦いに投げ出される彼女たちが、きちんと生きて帰ってこられる実力を身につけさせてやるために。

　だから俺は、彼女にこう告げた。

「――だったらお前、どうしてこんなとこでイフリアと喧嘩してんの？　え？　とっても忙いそがしくて授業を受けてる暇ひまもないんですよね？　そうは見えませんけど？　はあ？」

　ていうか、煽った。

　それはもう我ながら厭いやらしい笑えみで煽った。

「そ……それとこれとは話が別じゃないですかっ！」

　案の定、ソニカは噛かみついてくる。それでいい。俺はさらに煽るのみだ。

「だいたいさあ、だったら方々で問題ばっか起こしてほしくないんですけどマジでー。お前はそれでいいかもしれないけど、俺めっちゃ苦労かけられてるんですけどぉー？」

「い、いや、それは……えっと」

　なんだかんだ迷めい惑わくをかけている自覚はあったのだろう。ソニカが口籠る。

　好機だ。その弱みにつけ込んで、さらに俺はソニカを挑発した。

「なんなの？　私は救世科だからほかの人にはわからない苦労があるんですけど的なアレなの？　だったらお前に迷惑かけられ通しの俺はどうなんの？　それともお前が俺の給料払ってくれんの？　お貴族様が養ってくださるのん？」

「べ、別に先生には関係な……」

「そもそもお前、まだ《神賜兵装》持ってないじゃん。見つかってすらないじゃん。何をそんな偉えらそうにしてんの？　今のお前なんぞ、魔神どころかその辺の魔ま族ぞくにだって余よ裕ゆうで負けますよね？　その程度でよく偉そうなことが言えたもんですよねえ？」

「それを言ったら、先生なんて戦うことすらできないでしょう!?」

「ハッ！　なんだそりゃ！　ちゃんちゃらおかしくて涙が出るね！　確かに俺は魔ま界かいには行けないが、だからって別にお前より弱いとは限らないんですけど。なに教師を舐めてくれてんのか知らないけど、今のお前如ごとき目ぇ瞑つぶってたって俺が勝てるってもんですよ、バーカ！　低レベルな反はん抗こうしやがって、バーカ！　バーーッカ!!」

「な――なあっ!?」

　途と端たん。ソニカの顔が沸騰したように赤くなる。

　そうだよな。お前は、実力を馬ば鹿かにするような罵ば倒とうを受け入れたりしないよな。

　――だから俺は煽るのだ。

「え？　教わることないんですよね俺に？　だったら証明してみせてくださいよー。ねえ、勝てるんでしょ俺に？　おう、だったらやってみようぜ。いいよいいよ心配すんな。何も怖こわいことはない。俺のほうはちゃーんと手を抜ぬいてやるから。三人纏まとめて来いや」

「な、こっ、な……っ!?」

　顔を真っ赤にしてわなわなと震ふるえ出すソニカ。実に扱あつかいやすい。ちょろい。

　しかし、今の言葉にプライドを刺激されたのは、何もソニカだけではなかったらしい。それまで黙っていたイフリアが、目を細めて口を開く。こいつもちょろい。

「先生、今、三人纏めてって言ったよね？　それは舐めすぎじゃないかな……？」

「舐めてんのはお前らのほうだよ」俺は言う。「認めよう。ああ確かにお前らの才能はすげえもんだ。なにせ神様に選ばれてんだからな。この世で魔神を倒せるのはお前らだけ。これはもう、どうしようもなく決まっている現実だ」

「だったら――」

「――でも、それは今のことじゃない」俺は言った。「お前らより強い人間なんて、この国だけでもいくらだっている。お前らには、あくまで可能性があるだけだ。いや、本当なら可能性なんて誰にだってあるものだけどな。それが可視化されてるだけ、他人よりほんの少し恵めぐまれてる程度でしかないんだよ、今のお前らの立場なんざ」

「――それは、《神賜兵装》があってもかい？」

　と、イフリアは問う。

　選ばれた持ち主の潜せん在ざい能力を最大限まで引き出すという神の武器。だがそれも、所しよ詮せんは救世科にとっての力のひとつでしかないわけで。

「お前は持ってるっけな。そうだよ、その通りだ。どれだけ強い武器があっても、使いこなせなきゃ意味なんてない。武器が強いことを、お前が強いんだと勘かん違ちがいするなよ。だいたい、お前らにゃまだ神賜兵装の力の一割も引き出せてない。宝の持ち腐ぐされってヤツだ」

「……へえ」

　顔を伏ふせて、イフリアが暗い笑みを見せる。こいつは性格が捩ねじれ曲がっているから、今の挑発を聞けば黙っていない。確実に俺を陥おとしいれようと勝負に乗ってくるだろう。

「黙って聞いてればいい気になって偉そうにべちゃくちゃと言ってくれるじゃないか」

「じゃあ黙ってないで言い返せば？」

「いいだろうこのクソ男よく言ったそこまで言うならやってやる今に見てろ絶対に泣かしてやる呪のろってやる潰つぶす捩じ切る引ひき摺ずり下ろす呪う呪う呪う呪う……！」

「いや怖こええわ!?　なんだお前、そんなに怒ったの!?」

「フシュウゥウゥゥゥ……ッ！」

「威い嚇かくするな、やめろ。野生動物かよ。怖えよ」

「超ちよう呪のろ」

「何それ超呪うって意味？」

　さすがの陰いん湿しつさだった。陰湿さでイフリアの右に出る人間などそうはいない。

　ともあれこれでふたりとも挑発に乗ってきた。あとはアミだが、

「……まあお前はどうでもいいか」

「なんかわたしだけ雑っ!?」

「そんなことより、あとはラークだな。そろそろ来るんじゃねえかと思うんだが」

「そんなことよりって言ったーー!?」

　地味にアミも挑発しつつ、俺は視線を試術場の外に向ける。すると思っていた通りだ、外からひとりの男子生徒がふらふらと歩きながら現れた。機を窺っていたらしい。

「来たな、ラーク。お前も交ざれ、授業だ」

「おはようございます、先生」

　薄うす緑みどりに近い色をした目立たない短たん髪ぱつに、灰色の瞳ひとみ。痩そう身しんで顔立ちも幼く、見方によっては少女にも見えるこいつが、今の救世科で唯ゆい一いつの男子生徒――ラーク＝シルデ。

　片手を挙げて静かに挨拶するラークは、一見してほかの連中よりはまともに見える。

　だが油断してはならない。こいつも救世科のひとりなのだから。

「やれやれ。朝から実戦とは忙しいことですね」ラークは呟くように言う。「風が騒がしいと思って来てみたら、こんなことに巻き込まれるとは思いませんでしたよ……ふっ」

「何言ってんのかわかんねーよ」

「おっと、これは失礼を。風の声が聴きこえる人間は少ないですからね」

「そうだね。俺の知ってる風は喋しやべらないからね」

　こいつもこいつで面めん倒どう臭くせえなあ……。

　クールキャラ気取りというか、なんというか。いちばん残念なのは、こいつがこれで素だという点だろうけど。何かを演じているわけではなく。

　いちいち言げん及きゆうしていてはキリがないので、俺は顎あごで促うながして中に誘ゆう導どうする。

「いいから入れ」

「ふう。勝手な先生だ」

「早くしろ撃うつぞ」

「あ、はい。わかりました……」

　押せば折れる辺り、ソニカやイフリアよりはまだ御しやすいほうである。言ってることはトンチンカンなのだが。

　四人を試術場の中に招き入れ、揃そろって横一列に並ばせる。俺はその対面に立ち、さっき考えておいた今日の授業について説明を始めた。

「つーわけで、今からちょっとしたゲームをやる」

「ゲーム？」

　きょとんと首を傾かしげたアミに、肩を竦すくめながら俺は答える。

「ああ。魔ま弾だん合戦――やったことないか？　チームに分かれて魔弾を撃ち合あう。当たったら死亡扱いで、先に全ぜん滅めつしたチームの負け……今回はまあ、四対一だがな」

「子どもの遊びじゃないですか。下らない」

　刺とげ々とげしくソニカが不平を漏らしたが、聞いてやるつもりはなかった。

　魔弾合戦。

　とは言葉の通り、《魔弾》と呼ばれる魔ま術じゆつを打ち合って戦う試合形式のゲームだ。魔力を塊かたまりにして撃ち出すという、最も簡単な攻こう撃げき魔術――魔弾。多くの魔術の基き礎そとなる技術を磨みがける上、戦いでの立ち回りも自然と身につく、実に素す晴ばらしい訓練方式なのだ。

「ルールは三つだ。ひとつ、魔弾以外の魔術は使わないこと。ふたつ、相手に怪我を負わせないこと。そして最後に道具を使わないこと。これさえ守れば何をやってもいい」

「……それ、おかしくないですか？」

　と、馬鹿にした空気を纏っていたソニカが、そこで首を傾げて問う。俺は言った。

「何が？」

「いや、道具を使わないって……普ふ通つう、専用の道具を使いますよね？」

「魔ま術じゆつ砲ほうのことか？」

「ええ」

　魔術砲とは、その名の通り筒つつ形がたの魔術用品で、魔術師が好んで使う媒ばい介かいのひとつだった。これの場合は指の先に嵌はめて使い、魔弾の術式を構築する補助をしてくれる。魔弾合戦に用いる場合、魔術砲を《威力ゼロ》に設定して行う、というのが主なやり方だった。

　だが、そんなもんに頼たよっていては、魔術なんて一生上達しない。

「お前らには《神賜兵装》がある。それ以外の媒介で魔術を使ってどうする」

「……でも、それじゃ」

「自力で術式を設定して威力を最低まで抑えろ」

　いいか、と俺は指を立てて言う。そう、これはあくまでも授業なのだ。

「魔術とは世界の法則を書かき換える行いを指して言う」

《枝から離れたリンゴは地面に落ちる》――この世界に、絶対の原則として定まっている物理法則だ。それを、たとえば《枝から離れたリンゴは地面に落ちない》という風に書き換えてやる行こう為い。それを指して魔術と呼ぶのだ。

　この世界を、どんな物語よりも緻ち密みつに書き込まれ設定された情報の塊と捉とらえるのなら、その情報を書き換える、いわばインクが魔力である。魔術師は、言ってみれば筆だろう。

「脳内の術式イメージに従って世界を改変するとき、当然だがそのイメージが緻密で精せい巧こうであればあるほど魔術の質は上がる。その設定を魔道具に頼ってるようじゃ三流がいいとこだ」

「……それくらいわかってます」

　と、ソニカ。もちろんこんな前提の常識、頭では理解しているだろう。

「いいか？　ひと口に《魔弾》と言っても、魔術として扱うにはいろいろと設定しなきゃならない条件がある。込める魔ま力りよくの量や、撃ち出す速度。付加効果の設定――術式で決められることはいくらでもあるわけだ。ただ撃って終わり、なんて、少なくとも王立学院の生徒に求められるレベルじゃないわな。まして救世科ともなればなおさらだ。威力をゼロに設定するくらい、なあ、まさかできないとは言わないだろ、ソニカ？」

「で、できるってのっ！」むっとしたようにソニカが叫さけぶ。「そんなことに、なんの意味があるのかって話をしてるんです！」

「意味ならいくらでもある。……そうだな。ソニカ、試ためしに俺を撃ってみろ」

「は？」

「なんでもいいから俺に魔弾を当てろって意味。ほら、殺す気で撃ってきていいんだぜ。当てられるもんならな？　無理だと思うけど。無理だと思うけど！」

　ちょいちょい、と手招くように挑発する。

　やはりあっさり乗ったソニカは、「ふ――ふふ」と暗い笑みを発してこちらに向かって手を伸のばす。

「いいんですね？　本当に、ぶっ殺すつもりで撃ちますけど？」

「来いよ」

「――言げん質ち取ったァ滅せや雑ざつ菌きんッ!!」

　貴族っていうか、もう淑しゆく女じよとは到とう底てい思えないことを言いながら、ソニカの腕うでから魔弾が放たれる。その速度と威力たるや、さすがのひと言ではあった――救世主候補として持つ膨ぼう大だいな魔力があるからこそだ。こればかりは、努力や訓練では覆くつがえしがたい。

　高速で迫せまり来る魔弾――人間の頭ひとつ分ほどのサイズの、魔力の塊。圧縮された魔力量を見るに、直ちよく撃げきすれば頭ず蓋がい骨こつくらいは軽く砕くだけることだろう。マジで容よう赦しやがなかった。

　その一いち撃げきを、だが俺おれはひょい、と横にずれることであっさり躱かわす。背後の結界に魔弾がぶち当たり、ごいん、と空間が揺れた。ソニカが目を見開き、文句をつけてくる。

「なんで避よけるんですか！」

「いや、避けるに決まってんだろ、アホか。あんなもん当たったら大おお怪け我がだっつの」

　当たりどころによっては、なんなら本当に死にかねない。だがソニカは不満げに視線を細めて言う。

「あんなこと言っといて普通に避けるとか……」

「避けないなんてひと言も言ってないだろ」

「お風ふ呂ろ場ばを掃そう除じするときにカビが避けたら困ると思います」

「うん。さっきからちょくちょく生活感に溢あふれる比ひ喩ゆを行使してきますけどね、エセ貴族様？　――次に俺を菌きん類るいにたとえたら泣かす」

　こいつ貴族のくせに、家事とかすごい好きだよなあ……。ともあれ。

「なんでもいいから俺に当てろって言っただろ？　俺だって何してもいいんだよ。お前はそれに失敗した。赤点。ていうか零れい点てん。ぜんぜん駄だ目め。まるで下手くそ。話にならん」

「ぐぅ……っ!?」

　憎々しげに睨みつけてくるソニカだった――が、これはそういう話だ。俺は言う。

　魔術とは想像力だ。だが、人間の想像力には限界がある。

「まず手で照準つけてるのが駄目。狙ねらいがバレバレ。次に威い力りよく。高すぎバカか。そんだけ強い魔力を込めるってことは当然、撃つまでに時間がかかるし、魔力で狙いを察知されやすくなる。二重三重に躱されやすいってこった。上げるんなら威力じゃなくて速度を上げろや。俺は《当てろ》としか言ってない。たとえ相手がダメージを負わなくても当たればいいって意味だ。総じて零点。当たらない魔術なんぞ魔力の無駄だ。わかったか？」

「ぐぬ、くぅ……うぎぎぎぎ」

「……あの。ねえ、そこまで？　そこまで悔くやしかった？　そんなに俺のこと嫌きらい？」

　血けつ涙るいを流しても不思議ではないほど歯は噛がみするソニカ。いや、確かに煽ったのは俺だけど、だからってそこまで変な顔しなくても……。

　まあ、その悔しさには意味がある。彼女たちは才能に溢れており、なまじその才能だけである程度のところまで行けてしまうからこそ技術を軽かろんじる。

　魔術はイメージだ。とはいえ才能次し第だいで、ただ使うだけならば大して難しくないことも事実だった。その安易さが、けれど致ち命めい的てきな落とし穴となる。それこそ、言葉通りに。

　この程度では圧倒的に足りないのだ。俺に教えられることがあるとすれば、その技術の部分を埋うめてやることだろう。それだけが、彼女たちの命を繋つなぐのだと信じて。

「そんなに言うなら、先生はできるっていうんですか……」

　猛もう火かのような視線で睨みつけてくるソニカ。煽った甲か斐いあって、ソニカだけではない、いつの間にか全員が俺の言葉に集中してくれている。どうやら作戦は成功のようだ。

　……ちょろーい。

「もちろん。んじゃ、次は俺の番な」

　と、俺は人差し指と親指を立て、人差し指の先をソニカへと向けた。手で照準をつけるな、と言っておいてからのこれ――さて、こいつらは読めるだろうか。

「術式がイメージだってことは言ったな？　頭の中でどれだけ、これから発動する魔ま術じゆつに設定をつけられるかの問題。だからこうして狙う方向に手を向ければ、イメージの精度が向上して狙いが強くなるのは道理だな。こういう作法を《儀ぎ式しき》と呼ぶわけだ。――だがさっきも言った通り、それだと狙いがバレバレになる。時間もかかる」

「ならどうして指差してくるんですか？　本当はできないんじゃないんですか？」

「さーて、どうかな。今度は逆だ。どんな手を使ってもどんな魔術を使ってもいいから、俺の攻撃を躱すか、ないし防げ。もしできたらマルをくれてやろう」

「先生、もしかして私のことバカにしてます？」

「してるよ。当たり前だろ。お前じゃ絶対無理だもん。悔しかったら証明してみせろ」

「この、く、ぐ、ぬ……くぅっ！」

　歯噛みするソニカだった。面白おもしろい奴だな、こいつ。俺はさらに煽った。

「――わかりやすくカウントしてやるよ。行くぜ？」

　伸ばした指先で、俺は虚こ空くうに円を描えがく。

　マルを、くれてやろうとばかりに。

「はい、三、二――」

　魔術を発動するのに必要なモノは二つだけ。魔力と、そして術式だ。ただ魔弾を撃つにしても、頭の中で威力や大きさ、速度や軌き道どうまでを明確にイメージしなければならない。

　精密なイメージこそが卓たく越えつした魔術を生む。ただ撃つだけでは意味がない。

「一――」

　一度の魔術に込められる魔力の量は限られる。それを、どのように使うかが鍵かぎだ。十ある魔力を、速度に、威力に、効果に、範はん囲いに――どのように振ふり分わけるかが腕の見せどころ。

　魔力のある限り、想像の及およぶ範囲において、魔術は万ばん能のうなのだから。

「――零ぜろ」

　その瞬しゆん間かん、音が響ひびいた。軽く手を打ったような音だ。

　顔を真横に向かされたソニカが、驚おどろきの表情で目を見開いている。周囲も同様だった。

　――魔弾が、ソニカの頬ほおに直撃したのだ。

　ただし目にも留まらない速度で。

　威力はほとんど込めていない。速度が物理的な威力に影えい響きようしない魔術だからこそできる芸当だった。むしろ、ここまでの速度と威力を両立するほうが魔術では難しい。

「嘘うそ……すごっ。速っ!?」

　ようやく状じよう況きようを理解したらしい。素す直なおに驚きを言葉にしたのはアミだ。

　まあ、これがなんの役に立つのかと言えば、実のところソニカの言う通り役には立たない。必要なのは、それができるという技術――魔力を精密に操あやつる技量のほうだ。

　その前提があるとないとで、魔術の効果は大きく変わってくる。だから俺は告げた。

「とまあ、これくらいできて初めて魔弾を使いこなす、だ。お前らはただ撃ててるだけ。威力が高かろうが魔力が多かろうが、当たらん攻撃に意味はねえよ。わかるな？」

「…………」

　ソニカは答えなかったが、理解はしたのだろう。反論もない。

　根が真ま面じ目めな奴だ。それが自分に必要とされる技術であることを理解すれば、それ以上突つっかかってくることはない。むしろ一秒さえ無駄にせず、モノにしようと足あ掻がく奴だ。

　それを見て取って、俺はさらに説明を続ける。

「込めた魔力を、速度を上げることにだけ使い切ればこうなる。ま、これじゃ速いだけで実戦じゃ逆に使えないが、極きわめればもっと面白いこともできるぜ。たとえば、ラーク」

　と、今度は別の奴を指名した。

　俺から見ていちばん右に立っていたラークは、どこか不敵に顔を上げて答える。

「なんです、先生？」

「次はお前の番な。やることはソニカと同じ。俺の撃つ攻撃を避けるか防ぐ……今度は、さっきより少し威力を上げるからな。当たると痛いぞ」

「わかりました。どうぞ」

　自信ありげに見えるラークだが、こいつはどんなに自信のないことでも一応、自信ありげに振る舞まうという悪あく癖へきを持っているため、実際のところ内心では狼狽うろたえているだろう。

　とはいえ、課された授業には逆らわないため、生徒たちの中では従順なほうだ。ソニカとイフリアはことあるごとに逆らうし、アミに至っては割と従っているのになぜか問題を起こす。生きつ粋すいにして天然のトラブルメーカーなのだ――四人全員が、揃って。

　とはいえ。

　全員、その才能は高い。

「じゃあ行くぞ」

　言った瞬間、ラークは目を細め、すっと体勢を落とした。

　――悪くない判断だ。防ぼう御ぎよを捨て、身体能力で躱すことを選んだのだろう。魔力を体に流すことで、魔ま術じゆつ師しは筋力から反射速度まで、あらゆる肉体性能を容易に強化できる。

　ラークは、イフリアやソニカに比べると魔力の扱いでは劣おとる。というか、そのふたりがあまりにも優ゆう秀しゆうすぎるという話なのだが。

　ただ、そんなラークも豊富な魔力を持っていることは間ま違ちがいなく、その全てを身体能力の強化に費やされると、戦う相手としてはかなり厄やつ介かいだ。ソニカやイフリアよりも、むしろラークのほうが。……なにせ逃にげ足あしが異常に速い。

　常々から『風の声が聴こえる』などと吹ふい聴ちようしているだけのことはある。

「――――」

　俺は何も言わず、手に込めた魔力を撃ち出した。

　瞬間、ラークが動き出す。目で見切っているわけではない。わずかな空気の揺らぎ――魔力の気配を感知して、発射の瞬間を見み極きわめたのだ。感覚が研とぎ澄すまされている証だろう。魔術師は魔力に敏びん感かんだ――たとえ目で見ずとも、肌はだが危機感を察知する。

　だが、その程度では甘あまい。

　軌道とタイミングを読み切って、左へ跳とんだラーク。魔弾は、それを追うかのように、直前で急激に曲がってラークの顎に直撃した。

「いだっ!?」

　顎を撥はね上あげられてラークが呻うめく。俺はニヤリと笑って言った。

「はい、残念」

「ゆ、誘ゆう導どう弾だん……？」

　ソニカが首を傾げたが、それは違う。そこまで面めん倒どうな術式は組んでいない。

「違うよ。初めから右に――お前らから見れば左に曲がるように設定して撃ったんだ」

「でも、ラークがそっちに避けなかったら……」

「位置を見ろ。ラークは逆側には避けられないんだ。そっちにはお前らが立ってるから」

「あ、ああ……」

　ラークの位置取りでは、躱す方向が俺から見て右しかない。そういうこと。

「まっすぐ飛んでくる魔弾を躱そうとするなら、避ける方向は決まってるよな。……防ぐんじゃなく躱そうとした判断はよかったぜ、ラーク。けどな、ほかの選択肢を捨てたことが、俺にまで伝わってたら意味がない。いいか、最も恐おそろしい魔術師ってのは、何をするのかわからない奴、だ。タネが割れた魔術トリツクじゃあ、誰だれも驚いてはくれない。覚えとけ」

「……なるほど」

　と、ラークが割と素の表情で頷うなずいた。アミも興味深そうに聞いている。

　……なんだろう。

　みんな、ちゃんと俺の授業を聞いてくれている。七日目にして、初めて俺は教師として授業ができている気がする……！　うわ、やばいな……ちょっと嬉うれしい。

　それは最低限、俺の授業が聞くに値あたいすると生徒たちが認めてくれたからだろう。

「イフリア、お前もやってみるか？」

「……じゃあ」

　こくり、と頷くイフリア。静かだが、その目には闘とう志しが宿っている。

　体を動かすことを得意とするタイプのラークに比べ、イフリアは頭の回転に頼たのみを置く典型的な魔術師タイプだ。単純な魔術の技量で比較するなら、救世科でもトップだろう。

　ゆえに彼かの女じよは、魔術で防ぐことを選んだらしい。

　何を言うよりも先に、彼女は目の前に防ぼう壁へきを張った。魔力で壁を作る魔術。魔弾と並んでポピュラーな、防御用の術式だった。

「先に防御しておいてもいいんですよね？」

　正面から飛んでくるとわかっている魔弾ならば、初めから正面に防壁を張っておけば当たらない。そういう理り屈くつなのだろう。発想の仕方としては確かに正解だ。

　――しかも、たぶんそれだけではない。

「どうぞ？　どこからでも撃ってきてください」

　しれっとした表情で、なんらかの付加効果を防壁につけている。おそらくは《反射》の術式。撃ち込んだ魔弾が跳はね返かえって俺に当たるよう、なんの気ない顔で罠わなを張っている。

　さすがイフリア。性格の悪さでも救世科随ずい一いちと見える。

　防壁自体の強度はほとんどない。俺が殺傷性の高い攻撃をしないと理解していて、その上で魔力の大半を反射効果の付加に使ったのだろう。まあ、魔術師らしい選せん択たくではある。

　まあそういった意味では、この授業の目的である《用よう途とによる魔力の振り分け》がきちんとできていると言ってもいいのだが……まあ、できてるだけだな、これも。

　ていうかさっきの挑ちよう発はつを、ちゃんとまだ根に持っているらしかった。陰いん険けんすぎる。

「……行くぜ」

　それでも俺は言った。

　発想はいい。だが読まれていては意味がない。

　お前なら、絶対にただ防ぐだけじゃ満足しないって信じてたぜ、むしろ。

「――ほれ」

　と、呟くように俺は言う。

　次の瞬間、イフリアの頭が前に向かってがくっと倒たおれた。

　ご！　という嫌いやな感じの音が遅おくれて響く。

　後頭部に魔弾が直撃し、そのまま彼女が自分で張った防壁に額を直撃させた音である。いっそ芸術的なまでに、それはもう見事な流れの自じ爆ばくだった。

　……たぶん、魔弾が当たるより痛かっただろう。

「とまあ、こういうこともできる」

　俺はあっさりと言った。イフリアが防壁を解いて、憎にく々にくしそうな表情で睨み上げてくるが、いや、そんなに嫌そうな目で見なくてもいいんじゃないの？　怖いよ？

　これはそういうゲームなのだとわかっているのだろうか。

「今のは？」

　と、代わるようにソニカが聞いた。俺は答える。

「魔弾の発射口の場所は、何も手とは決まってないだろう。魔術なんだから、別にどこで発生したっていいわけだ、理論上。――なら、相手の後ろから撃つことだってできる」

「魔弾で、そんなことが……」

「もちろん、手から撃つ、ってイメージは強いからな。《手を伸ばして構える》という儀ぎ式しき行こう為いが、魔術の威力や狙いを向上させるのも事実だ。余裕があるなら使ったっていいさ、魔術には思い込みも重要だからな。要するにイメージの補強だよ――だけど、いざというとき、いちいち儀式をこなさなければ魔術を使えない、なんてことじゃ話にならない」

「手を構えたこと自体を、フェイクにしたってことですか」

「そういうこと。こうして狙いつけてれば、そっから撃つって思い込むだろ？　まあ手を伸ばす、って行為自体がイメージを補強する分、そこ以外から撃つのはむしろ難しくなるんだけどな。こういう小こ技わざは、お前らにはまだ早いかもしれないが」

　ある儀式を行いながら別の魔術を使うのは難易度が高い。が、目指してもらう。

「さすがアキ兄は性格悪いね！」

「嬉しくないわバカ。……まあともあれ、お前らにはただ魔術を撃てるだけでは満足してもらいたくない。できないのと、できてやらないのとでは違ちがうんだ。まず単純に選せん択たく肢しの数が。魔術を修めるとは、不可能の数を減らすことだと理解しておけ」

　中には足から魔弾を撃つほうが強いとか言う奴やつもいるし……まあ、これくらいは当たり前にできるようになって、初めて二流だと俺は思う。

　そう。このくらいは当然の前提だ。手のひら以外から魔弾を打てることではなく、重要なのはそれができるだけの魔ま力りよく制せい御ぎよ力りよくを持っているということのほう。一流なら、さらに最適な形で培つちかった技術を運用できるようにならなければならない。

　ただ魔術を使えるだけの人間を、魔術師とは決して呼ばないのだから。

「よし。魔弾の活用法が広いことはわかったな。一流の魔術師ほど魔弾だけで強つええぜ？」

　主にソニカとイフリアを納なつ得とくさせられたことを見て取って、俺はそう言った。

　結局のところ。彼女たちに認められるいちばんの方法は、実力を示してみせること――俺が彼女たちに魔術を、戦いを教えられるのだと、証明してみせることだろう。

　その意味で言えば、このデモンストレーションは成功だった。

「ま、こんなん口で言っても意味ないし、あとはひたすら慣れあるのみだ。つーわけで、当面の目標は俺に魔弾を当てること。翻ひるがえって魔力とイメージの制御力を向上させて――」

「あ、待ってよアキ兄！」

　さっそく試合を開始しようとした俺を、なぜかアミが止めた。

　なんだろう。まだ訊ききたいことでもあるのかと視線を向けた俺に対し、アミは言う。

「わたしだけまだ撃ってもらってない！」

「…………」

「わたしだけまだ撃ってもらってない!!」

「二回も言うな」

「仲間外れはずるいと思いますー！」

　どうしてこの子は、わざわざ撃たれたがっているのだろう。先生ちっともわからない。

　ええい、無視だ無視。授業時間は限られている。構っていられるか。

「そんなに撃たれたかったら、あとでいくらでも撃ち抜いてやるから黙だまっとけ！」

「ハートを!?」

「いらん質問するんじゃねえよ!!」

　ともあれ。

　試合を始めることとする。




※




「――なんとしてでも！」

　試合前。試術場の端はしに集まった救世科生徒四名は、作戦会議――という名の罵倒大会を開いていた。司会進行はソニカ、解説担当にイフリア。言うまでもなく対象は担任アキ。

「あの澄ました顔に！　一発！　魔弾をブチ込んでやるからねっ!!」

　猛たけるソニカ。対照的にイフリアは静かだったが、お互たがい怒いかりを溜ため込んでいることだけは間違いなかった。普ふ段だんは馬の合わないふたりだが、こういうときだけ相あい性しようがいい。

「そんなことわかってる。問題は作戦だろう？」

　アキの挑発は、ふたりを授業に集中させるという当初の目的を達したものの、それ以上に厄介な事態を呼び込んでしまったのかもしれない。ふたりの目は完全にマジだった。

「まずどう報復するかだけど、とりあえずここは呪いだよね、呪い。呪おう。呪じゆ詛そろう？　それはもう、一週間くらい風邪かぜで寝ね込むくらいの呪いは喰くらわせてもいいと思うな。うん、あの先生ってばちょっとばかりイラっとくるよね？　なら呪われても仕方ないよね？」

　毒薬系少女のイフリア。クールな顔で、実に陰険なことを言ってのける。

　というか、もう魔弾合戦がどうこうではなく、完全に報復しか考えていない。

　一方、爆薬系少女のソニカといえば――はっきり言って大差なかった。

「魔力ではこっちが勝ってるんだから、飽ほう和わ攻こう撃げきで一気に攻せめるのがいいと思う。そんでボコボコにして動けなくなったところでマウント取って顔を潰す。物理で。これよ」

「いいね。ちょうど昨日、学院書庫で見つけた呪じゆ術じゆつをひとつ試したいと思ってたんだ」

「それじゃ私がまず攻めるから――」

「ぼくが隙すきを見て――」

「潰して――」

「呪って――」

　どうしようもない会議だった。だったのだが、実際それができるだけの能力を彼女たちは所有しているのだから割と冗じよう談だんではない。

　確かに、まだ若い魔術師だ。だが、これまでの訓練を否定されることは許せない。

　ソニカも、イフリアも。いや、ラークやアミまで含ふくめてだろう。

　救世主として選ばれるとはそういうことだ。選ばれるに足るだけの何かを持っているということ。生まれたときからずっと、背せ負おっているものがあったのだ。それを否定させる気はなかった。

　アキが言っていた通り――だから、これは実戦だ。

　何も知らない教師などに舐なめられては、積み重なる憤ふん懣まんもあろうというもの。

「――でも、実際どーすんの？」

　と、暗い笑えみを浮うかべるふたりに、アミがお気楽に言った。空気を読めないことに定評のある少女で、入学以来の付き合いであるふたりも、いまいちアミを読み切れない。

　一方、風の声が聴こえる系男子であるラークは我関せず、今は大気と対話をしていた。風の声が聴こえるから、空気を読むのも得意なのだ。こういうときは黙っているに限る。

「アキ兄、かなり強い……ていうか、上手いよ。教師になったのは今年からって話だったけど、前の仕事、何をやってたんだろう。かなり実戦系だよねー。学者タイプじゃない」

　なんの気なく言ってのけるアミだが、その言葉は意外にもかなりまともな推測だった。

　そう言われると、ソニカも気にはなっていたのだ。改めて、あの謎なぞの教師に対する疑ぎ惑わくが湧わき出でてきてしまう。

　――アキとは、いったい何者なのだろう？

　こと魔術というものは、どうしても生まれ持った才能に成長が大きく左右される。魔術師個人が持つ総魔力量は、どれほど訓練したところで鍛きたえられない先天的な資質なのだから。多くの魔力を持っている人間のほうが、絶対に強いとまでは言わずとも、有利なことに違いはあるまい。消費できるリソースの量に、初めから格差があるのだから。

　ただ逆を言えば、ある程度の才能を持つ人間は、簡単な魔術なら大した訓練をせずとも扱えてしまうことがあった。力任せに起動した魔術でも、それが一定の効果を持つのなら問題はない。そう考える魔術師が多いことも、また一面の事実ではある。

　――けれど。教師アキは、それでは駄目だと四人に告げていた。

　実際、こうして見せられてみれば、彼かれの技量が卓越したものであることはわかる。

　いくら才能に左右されるとはいえ、魔術と名がつく通りそれは技術だ。磨き上げ、使いこなすことでこそ真価を発揮する。《救世科》の事情を鑑かんがみれば、ただ魔術を使える程度で満足してはならないというアキの主張は、受け入れざるを得ないものだった。

　それもあって、アキは自分の技術力を証明してみせたのだろう。

　しかし、かといって突とつ然ぜんに現れた身元不明の男だ。そう簡単に信用はできない。

「そもそも何者なのよ、あの男……救世科は担任がいないって話だったのに」

「……事実、救世科の人間にモノを教えられる人間が、そうそういるとも思えないしね。神賜兵装テスタメントを使ったことがある人間が、そもそも今の世の中にいないんだから」

　ソニカの呟つぶやきに、イフリアが答えて言う。同じ立場ゆえに、気持ちはわかるのだろう。

　救世主候補。聖痕ステイグマを持ち、神賜兵装を振るい、膨大な魔力と類たぐい稀まれな魔術の才能で世界を救う者。それ以外の生き方を、何ひとつ認められない存在。

　そこに、自由などない。

　かくあれかしと求められた生き方を逸いつ脱だつする権利を――四人は初めから持っていない。

　――ソニカ＝アルハーツは貴族の出身だ。

　名門アルハーツ家の三女。男児が生まれなかったから、家を継つぐのは長女であり、その伴はん侶りよとなる者だろう。末っ子であるソニカまで、その役目が巡めぐってくることはない。

　それ自体は別に構わなかった。ソニカは血筋ではなく、魔術の実力をもって身を立てようと考えていたからだ。ふたりの姉も同じ第一学院の出身で、高い技量を誇ほこる魔術師だ。ソニカもまた、アルハーツの名に恥はじない才能と実力があった。姉妹きようだい仲なかは良好だ。

　姉ふたりが貴族としての役割を負うのなら、それを外側から支えたいとソニカは思う。

　魔術師として強くなりたい、というソニカ自身の夢とも、その目的は合がつ致ちした。彼女はその足あし掛がかりとして、姉と同じ王立第一魔術学院の入学試験を受け、危あやうげなく突とつ破ぱした。

　――手の甲こうに聖痕が浮かび上がったのは、その直後のことだった。

　なんの前まえ触ぶれもなかった。実家の屋や敷しきでの入浴中、ふと気づけば手の甲に見慣れない痣あざらしき痕あとが刻み込まれていたのだ。その模様が古いにしえから伝えられている《聖痕》と酷こく似じしていることに、初めは気づかなかったほどである。

　以来、ソニカの運命は一変した。

　実力で突破し、本来なら所属するはずだった特待科から、急造の救世科に回される。

　聖痕は魔ま神じん復活の前兆だ。ソニカに拒きよ否ひ権けんなどあるはずがない。

　魔神を討滅できるのは、聖痕に選ばれた救世主だけ。神賜兵装は魔術の礼装であると同時に、魔ま界かいへの道を開く鍵なのだから。ほかの人間では魔界に向かうことさえできない。

　ソニカは否いや応おうなく救世科へと配属される。

　いや、たとえ拒否権があったとしても、貴族である彼女が断ることなどできなかっただろう。彼女自身が、自分にそれを許せないのだ。生まれ持った役割から逃げることなど。

　――酷ひどい話だ。

　お前だけしかできないのだから、命を懸かけて魔神と戦ってこい。聖痕が浮かび上がるということは、言いい換かえればそういう意味になる。ソニカの未来は決定されてしまった。

　それでも腐くさることなく、彼女は努力を重ねていった。実力をつけ、魔神を倒せば、その後の人生はいくらだって自由にできる。救世主として世界に受け入れられることよりも、自分の好きに生きられることのほうが何よりの報ほう酬しゆうだと思えた。失った自由を取とり戻もどせるのだから。

　そんな折、突とつ如じよとして学院に現れた、担任を名乗る謎の教師が言ったのだ。

　――お前らは、このままだと間違いなく死ぬ。

　――それが嫌なら、俺といっしょに強くなれ。

　ふざけるなと思った。お前に何がわかる。私の気持ちなんて、聖痕のないお前にわかるはずがない、と。そんな奴に時間を潰つぶされては、それこそ魔界で死んでしまう。

　だから反発したのだ。得体の知れない教師如ごときに、自分の未来を左右されたくないと。

　そう、思っていたのだが――。

「……学院の教師は、だいたい有名な魔術師だからね。なのに、いきなり救世科の担任になったあの男は無名も無名。わかるのは《アキ》という名前だけ、か。確かに不思議ではあるね」

　淡たん々たんと呟くイフリア。

　担任教師アキの正体の謎が今、四人の中で最もホットな話題と言える。

「王立学院だろう？　なんの実績もない人間が配属されるとは思えないんだ」イフリアは考え込むように言う。「意外と、国の秘密部隊の魔術師だった――という感じかな。かなり実戦主義的だし、ぼくらの教師としては、そちらのほうが適していると王国が考えたのかもしれない。それはそれで、疑問の残る考えではあるけれど……」

　ぶつぶつと呟くイフリアを見るに、アキの正体が気になるという以上に、単純に素す性じようを推理すること自体を楽しんでいるかのようだ、とソニカは思った。はっきり言って相性の悪い相手だが、これでも同じ救世科の仲間だし、その頭の回転は素直に尊敬している。

「でも、父さんも聞いてないって話だった」だからソニカも考えを言った。「なにぶん急な人事だったらしくて、入学式の前日にいきなり話が決まったんだって。名前を言っても、聞いたことすらないって言ってたし――もし本当に王国機関の関係者なら、父さんが知らないってことはないと思う。いくらなんでも」

「アルハーツ家の当主が言うなら間違いないか。だが、となるとなおさら謎だね」

　ちら、とイフリアはアミを窺うかがう。それから言った。

「……似てるよね、君ら」

「ん？　わたしとアキ兄がってコト？」

　きょとんと首を傾げたアミに、イフリアは頷く。ソニカも同じことを考えていた。

　どちらもこの国では珍めずらしい黒くろ髪かみ黒くろ眼め。顔立ちもよく見れば似通っており、仮に兄妹きようだいだと紹しよう介かいされていたら、少なくともソニカは疑わなかっただろう。名前だって実に似ている。

「実は、生き別れの兄妹だったりしないのかい？」

　なんとなくそう訊たずねたイフリアに、アミは首を横に振って答えた。

「それはないかな。そうだったら嬉しいけど」

　にへらと笑うアミだった。敵を作ってばかりのふたりだが、アミを見ていると対たい抗こうするのも馬ば鹿からしく思えてくるらしい。これはこれで、意外といい関係が築けている様子だ。

「アミは、よく懐なついてるわよね、アイツに……」

「んー、まあね。アキ兄、面白いし。あと優やさしいし。わたしは好きだなー」

「……まったく単純でいいわよね、アンタは」

「ソニカは、アキ兄のこと嫌いなの？」

　アミは、話す相手の目をまっすぐに見み据すえて言葉を作る少女だ。

「う……いや」

　こうまでまっすぐに問われると、ソニカも咄とつ嗟さに口くち籠ごもってしまう。いや、はっきり言えば、あの腹立たしい担任は嫌いでしかないのだが、そいつにこうも懐いているアミの目の前で嫌いだと断言するのも、それはそれで大人げないというか躊躇ためらわれるというか。

　一応、同じ救世科ではあることだし。会ってまだ数日だとはいえ、ラークやアミには一定の信しん頼らいを置いているつもりなのだ。イフリアを含めてやってもいいだろう。

　とはいえ、アミのあまりにまっすぐすぎる性質に押おされてしまうことは、この数日でも少なくなかった。どこまでも裏表がなさすぎて、自分のほうが戸と惑まどってしまう。

　誤ご魔ま化かすようにソニカは、その視線をアキのほうへと移す。

　彼は疲つかれた様子で今、中央に空いた大穴の上に魔術で蓋ふたをしていた。さきほどイフリアが使ってみせた防壁の魔術で、大穴を塞ふさいだ形である。器用なことをするものだった。

　ただ、かなりぜえぜえ言っていた。

　――そう。気になる点があると言えば、アキに関してはもうひとつある。

　確かにこの担任は魔術が上手うまい。だが上手いだけで、では強いかどうかを考えると。

「……どうしても、まったく強そうには見えないんだよね……」

　呟いたソニカに、イフリアが答える。

「魔力量が少ないんだろう。だから技術を磨みがいたって感じなのかな」

　大穴に蓋をする程度で息を切らしているのだ、魔力量は四人と比ひ較かくにもなるまい。

「――おーい、お前ら！　そろそろ始めたいんですけどー！」

　と、視線に気づいたのだろう。アキが、塞いだ穴の向こう岸から叫ぶのが聞こえた。

「んじゃ、行こっか。こんな授業、ほかのクラスじゃやってないだろうし。楽しみだね、みんなっ！」

　アミは明あけ透すけな笑え顔がおで、言葉通り楽しそうに呟いた。

「……そうね。それだけは認めてもいい、かな」

　全員、同い年のはずなのだが。なんだか義妹いもうとができたみたいな気分でソニカは呟く――末っ子であるがゆえ、その立場にちょっとした憧あこがれもあったのだ。

　と。そこで、それまで黙っていたラークが、ぼそりと小声で呟いた。

「……大地が囁ささやいている……」

「えっと……ラーク？　あの、何言ってんの……？」

　訊ね返すソニカ。

　救世科唯ゆい一いつの男子生徒の性格キヤラを、ソニカはまだいまいち掴つかみ切れていない。どこか世捨て人じみた、ふわふわとした印象のある男だ。ほかの三人が目立つせいで一見して地味な生徒だったが、これで意外としたたかというか、こいつもこいつで救世科ではあった。

　そんなラークが、大地が囁いたという言葉を三人に告げる。

「――結局、作戦なんにも考えてないわけだけど」

「えっ」「あ」「やべっ」




※




「……さて、と」

　正面に並んだ四人を見み詰つめて、小さく俺おれは呟いた。

　無論。さきほどの言葉ほど、俺はこの四人を舐めていない。彼らが強いということを、俺は誰よりよく知っているのだから。

　この世界で、俺以上にこの四人を信頼している人間もいないだろう。

「なんだかんだで、あいつらは意外と仲よくやってるみたいだし……上手く連れん携けいされるとまずいな。……ああ、やだやだ。あんだけ啖たん呵か切って、一回目で負けたら最悪だ……俺のありがたさを思い知らせる計画がせっかく成功しそうだってのに……教師って大変だあ」

　ちょうどいいことだし、この魔ま弾だん合戦は恒こう例れい行事として今後もやっていく予定だ。いい訓練になるし、ほかのクラスでも導入するよう学院長に進言してみようかと思っている。

　実はこの訓練の方法自体、そもそも学院長から教わったものだけれど。

　俺ひとりが相手なら、何回かやっている内に詰められるだろう。一対一ならともかく、一対四で何度も勝かち越こせるとは思っていないし、その程度ではむしろ困る。いずれあいつらだけでやってもらうつもりだが、今の段階ではまだ俺が勝っておきたかった。

　あいつらに教えてやりたいことが、この先もまだたくさんある。

　その成長が、今の俺にとっていちばんの楽しみだった。教師らしい気分だと思う。

「よし、じゃあ始めるぞ！　準備はいいなー？」

　四人に声をかける。一回目からどこまでやって来るか、ちょっと楽しみにしておこう。

　ぶっ飛んだことばかりする連中だが、それゆえに意表を突いた作戦を練ってきているに違いない。

　審しん判ぱんはない。とはいえプライドが高いゆえに、あいつらは負けを誤魔化さない。ならばあとは号令だけだ。俺は片かた腕うでを高く挙げて、それを勢いよく振り下おろす――。

「始めっ！」

　直後、まず動いたのはソニカとアミだ。身体能力の高いふたりが、まっすぐこちらへと突っ込んでくる。先行するソニカが牽けん制せいに魔弾を三発――それを俺は走って躱かわす。

　ソニカが苛いら立だち交じりに叫さけぶ。

「避よけるな！」

「いや避けるわ！」

「くっ、食器の油汚よごれみたいに頑がん固こなんだから……！」

「なんなのその庶しよ民みん派は比ひ喩ゆ」

「埃ほこりといっしょに隅すみ々ずみまで掃そう除じしてくれるわっ！」

「このエセ貴族っ！」

　魔弾を乱射するソニカにツッコミを入れながら、横目に周囲を観察する。

　注意すべきはイフリアだろう。最も魔力制御に長たけるあいつが、大おお技わざを狙ねらってくるはずだ。スタンダートだが確実な役割分担。あとはどこまで奇き策さくを走らせてくるかだが――、

「――行くよ、アキ兄っ！」

　策という言葉と最も無む縁えんっぽいアミが、さきほど障壁で塞いだ穴の上から叫んだ。攻こう撃げきの前に宣言してどうする、アホ……さっきの話を聞いていなかったのか。

　撃うたれたがっていたことだし、まずアミから落とすか。

　そう考えて、乱発されるソニカの牽制を躱しながらアミを狙った――その俺の目の前で。明らかに膨ぼう大だいな威い力りよくを秘ひめた魔弾が、アミの頭上にきらきら輝かがやいていた。

　たとえるなら、小型の太陽みたいだった。

　小型の太陽みたいな笑みのアミだった。

　人間ひとり確実に消し飛ばし得る魔ま力りよくの籠こもった、それは、あまりに巨きよ大だいな魔弾だった。

　なんなら十人くらい纏まとめて吹ふき飛とばせそうなサイズがある、いっそ爆ばく弾だんだった。

　ルール違い反はん、なんて言葉以前に、まず常識に違反しているレベル。

「……えっ？」

　ちょ、待っ――嘘でしょ？　さすがに呆ぼう然ぜんとするアキ先生なんですけど。

　ちら、と横に視線をやると、ソニカまで驚いた表情で、頭上に燦さん然ぜんと輝く魔弾を見上げていらっしゃった。ああ、やっぱりこれ作戦とかじゃないのね……てことは。

　その一いつ切さいに構わず、アミが叫ぶ。

「喰らえーーっ!!」

「だァから話を聞いてなかったのか貴様はァーーッ!?」

　俺も叫び返した。もう必死も必死、ってかいやマジで死ぬからバカじゃないの!?

　ああ、そうだバカなんだった、忘れてた！　てっへ☆

　――とかバカやってる場合じゃねえ！　クッソ本当に殺す気かあのバカ!?

「ふんぬっ！」

　俺は咄嗟の判断で、穴を塞いでいた魔力障しよう壁へきを消し去った。

　当然、その上に立っていたアミは、足場を失って穴の中へと落ちていく。

「え……うひゃああああああああああああ!?　――むぎゅえっ！」

　危ねえ、マジで危ねえ……立っていた場所が俺の張った障壁の上でよかった。威力ゼロ設定にしろって話を、あのアホはどうやら完かん璧ぺきに忘れていたらしい。

　慄りつ然ぜんとする俺に、穴の下から声が届く。

「ちょっ、何すんのさアキ兄！　足場消すのは反則じゃないの!?」

「どの口が反則を吠ほえるわけ!?」吠える俺である。「あんなもん喰らったら消し炭になるわ！　お前、俺を殺す気だったの!?　事故に見せかけて暗殺するつもりだったの!?」

「アキ兄ならきっと大だい丈じよう夫ぶだよっ！」

「何その無む闇やみに高い信しん頼らい度ど!?　先生そこまでじゃないよさすがに！」

　俺をまったく信頼していないソニカやイフリアから信頼を勝ち取るための戦いで、なぜか妙みように俺を信頼しているアミから命を刈かり取られそうになっていた。

　もうわけがわからない。

　だがアミは大きな声で言う。

「大丈夫だったじゃん！」

「大丈夫じゃなかったらどうなってたと思ってんだ！」

「大丈夫だよ！」

「バカはどうして根こん拠きよがないことばっかり言うの、もうっ！」

「ところで登れないんだけど！」

「反則負けだ！　お前はしばらくそこで反省してろ!!」

　――なんだってー!?　と驚きよう愕がくの声を上げるアミは無視だ。驚おどろいたのはこっちだっつの。

　いや、マジでビビった。死ぬかと思った。

　ともあれ、なんとか死なずに済んだようだ。俺は改めて顔を上げて、

　――今度はそこに、数百は下らない数の魔弾の海を見た。

「質の次は量!?」

「ふふん、油断したようだねアキ先生！」

　言ってのけるのはイフリアだった。俺から最も離はなれた位置で、どうやら術式を完成させていたらしい。試術場の一面を全すべて飽ほう和わするほどの、魔力に物を言わせた膨大な魔弾。

　いっそ美しいまでの光景だったが、その全てが俺を狙っているとなれば笑えない。

「くそ、アミに気を取られてた……っつかお前、あれだけの事件をスルーか！　普ふ通つうなら仕切り直しだろうが！」

「さて。そんなルールは聞いていないよ、ぼくは」

「しれっと言うなあオイ！」

「アミが何かやらかすのはわかってたからね。ぼくはそれも計算に入れていたのさ」

「俺が死ぬ可能性を計算に入れてんじゃねえよ!!」

「なんとでも言うんだね」クールに言うイフリアだった。「ぼくは、報復したいだけだ」

「クールに見せかけて言ってること粘ねん着ちやく質しつの極きわみなんだけどコイツ――!?」

　どんだけ根に持ってんだ、イフリアの奴。陰いん湿しつにも限度があるだろう……しかも。

「いや、ちょっ、聞いてないんだけどイフリア!?」

　アミの奇き行こうに驚いて、動きが止まっていたソニカが叫ぶ。まあ、そうだろうな。

　イフリアがアレを発射すれば、ソニカは間ま違ちがいなく巻き込まれてしまう。そんな捨て石じみた役割を、ソニカがあらかじめ含んでいたとは思えない。
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　だがイフリアはニヤリと笑って、表情だけはクールにこう告げる。

「尊い犠ぎ牲せいだ。君のことは忘れないよ」

「イフリア貴様ァァァァァッ!!」

　ソニカはキレた。

　それはもう、淑しゆく女じよの面おも影かげなど一切残らない、魔ま族ぞくもかくやという表情でキレた。

　それを見て――イフリアは、シニカルな表情で笑う。

「何。ぼくが報復したい相手は、何も先生だけじゃないという話さ」

　完全に私情だった。なんで当然みたいな感じで言ってんだろう、こいつ。

「威力はルール通りゼロ設定だよ。だから、何。喰らったところで大した痛みはないさ」

「数、数、数、数、数ぅ！」

　俺は叫ぶ。威力ゼロっつったって、完全に衝しよう撃げきが無になるわけではない。

　これだけの数を喰らえば……まあ全身打だ撲ぼくくらいは覚かく悟ごする必要があるだろう。そんなもん覚悟してられるかバカ。

　――どうするか。

　俺は迷う。この状じよう況きようを打破するすべがないわけではない。ただ、気にかかっていることがひとつだけあった。イフリアへの対処だけに、気を取られていいわけではない。

　などということを考えていたときだ。

　状況は、けれど俺が何をするまでもなく動き始めた。

「――ふふ、ふ……ふふふふふ」

　闇やみの底から響ひびき渡わたるかのような暗い笑みが、俺の鼓こ膜まくをわずかに揺ゆらした。

　ソニカだった。

　だらりと脱だつ力りよくしたように、手足を下げてゆらり揺れている。もはや幽ゆう鬼きの類たぐいだ。

「ええ、そうね……そうだわ。私ったら、なんて愚おろかだったのかしら。先生を倒すためだから、その間だけでも協力しようだなんて……そんなことを考えた私が愚かだったわね。本当――どこにでも湧わく羽虫ってヤツは、根本から駆く除じよしないといくらでも増える」

　誰にともなく零こぼすソニカ。喋しやべり方かたまでおかしくなっていた。

　――これは、あれだな。やばいな、これな。

　俺は両手を合わせて目を閉じる。このあとのことは容易に想像がついた。

　それを見て、混乱したのはイフリアだ。

「え、ちょっ……先生、何を……ソニカ？」

「あら。何かしら、イフリアさん？　ご機き嫌げん麗うるわしゅう？」

「――ひいぃえっ!?」

　あまりに朗ほがらかなソニカに、むしろそれが気持ち悪いとイフリアが戦せん慄りつしている。その気持ちはよくわかった。ご危険著しゅうって感じだ。何がだ。

　もう手て遅おくれだった。こうなったソニカは止まらない。

「さすがね、イフリアさん。突然の事態に思考を停止させず、術式を練り続けていたなんて。その判断力には敬意を表するわ」

　妙に丁てい寧ねいな物もの腰ごしになったソニカを見て、普段の数倍は戦慄するイフリア。

「何!?　何その喋り方、気持ち悪い！　ていうか怖こわい!!」

「うふふふふ」

「……いや本当に気色悪いんだけど。どうしたんだい、頭打ったのか？」

　なぜ煽あおるのだろう。ふたり揃そろって、負まけず嫌ぎらいにも程ほどがある。

　ソニカは、笑顔のまま言った。

「――泣かす」

　直後だ。ソニカが一いつ瞬しゆんのうちに腕うでを伸のばし、その先から魔弾を撃ち放った。

　さきほど俺がやった、速度を向上させた魔弾だ。

　さすがに習得が早い。突然の、それも高速の攻撃に、イフリアは回かい避ひできず額にそれを喰らった。さきほどぶつけた額に、本日二度目の直ちよく撃げきだ。

「――――――――」

　ごん、と頭を後ろに跳はね飛ばされたイフリアは、その勢いで上を向いた。

　術式の制御が利きかなくなったのだろう、せっかくの魔弾が崩ほう壊かいしてしまった。さすがに、いくらなんでも試合中に味方から撃たれるとは考えていなかったらしい。自分は味方ごと巻き込もうと考えていたくせに。

　大量の魔弾が破は綻たんして、空気中へ溶とけるように消えていく。術式を制御しきれなかったせいで、魔力が霧む散さんしてしまったのだ。

「……」

　イフリアは、無言だった。

　それはもう恐おそろしいまでに無言だった。

　マジで怖い。

　バネ仕じ掛かけの人形みたいな動きで、ぎょりん、と首が元の向きに戻ってくる。動き方が異様なまでに気持ち悪い。挙げ句、表情が死んでいる。虚きよのように無が広がっている。

　――つまり完璧にキレていた。

「ふふ……ふふふふふっ」

　イフリアが笑う。それを見てソニカも笑っていた。

「うふ」

「ふふ」

「――いいんだね、ソニカ？　ぼくは、こうなっちゃ手加減できないわけだけど」

「手加減？　額に魔弾を喰らって意識が飛んで寝ね惚ぼけているのかしら。今のうちに、負けたときの言い訳作りをしておかなくて大丈夫？」

　いい天気だった。

　晴はれ渡る空が実に爽そう快かいだ。

「なるほどね。わざわざ無様を晒さらしたいっていうなら、うん、是ぜ非ひもない。同じ救世科の友達を傷つけるのは心が痛いけど、それが必要なことならぼくも躊躇ためらえないな」

「その割にはずいぶんと陰湿な笑顔だけれど。やっぱり性格がじめじめしていると表にも出てしまうものなのね。まあ、本が主食の引ひき籠もりなら仕方のないことかしら。お洋服だって、たまにはお日様を浴びているというのに。その髪かみの毛けはダニの巣かしらね？」

　今日のお昼ご飯はなんだろう？

　こんな日は食堂じゃなくて、リシェに頼たのんでお弁当を作ってもらえばよかった。

　あとで頼んで間に合うといいんだけど。

「辞世の言葉は遺のこしておかなくて平気かい？　大丈夫、ちゃんと刻んでおくよ。そのあと本にして、学院の書庫に挟はさんでおこう。『ソニカ＝アルハーツのポエム集』と銘めい打うって」

「お優しいのね。もちろん貴女あなたは心配しなくてもいいのよ。ええ、お気に入りのドレスをタンスに仕し舞まうときみたいに、優しく畳たたんであげるから」

「あはははははははははは」

「うふふふふふふふふふふ」

　やっぱり胃薬を買っておいたほうがいいよなあ。

　せっかくの食事も、腹の調子が悪いと美味おいしく食べられないからねえ。

　――俺はもう現実を見たくなかった。

　そして。

「――呪のろい潰す」

「斬きり刻む――」

　示し合わせたように、ソニカとイフリアの乱らん闘とうが始まった。

　俺はもう、それを脇わきから観戦するだけだ。こんなもんどうやって止めろと。

　魔弾が飛び交かう。

　さきほどまでの影えい響きようか、ふたりは魔弾で雌し雄ゆうを決することにしたらしい。実はこいつら、やっぱり仲がいいんじゃないだろうか。ないか。ないな。

　レベルの低い争いだった。

　そのくせ、飛び交う魔ま術じゆつ自体のレベルは無む駄だに高い争いだった。

「吹き飛べこのエセ貴族っ！」

「天日干ししてくれるわ陰湿女ぁ！」

　試術場を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び交う魔弾。牽制に本命を隠かくし、決着の一打を狙い合う。

　俺の思おも惑わくとは完全にかけ離れたところで、互いに技量を高め合っていくソニカとイフリア。やっぱりライバルがいると成長も早いなあ、と現実逃とう避ひしたくなってくる。

　学院の一年では、間違いなくトップレベルのふたりなのだけれど。

　一応、教えた通りの訓練をこなしているとも言えるわけだし、これはこれでもう放っておいてもいい……わけないんだよなあ。教師だし。

「……はあ。仕方ない」

　俺は目の前に右みぎ腕うでを突つき出だし、争い合うふたりの中心に照準を定める。

　片手で、中空に円を描えがく。

　その意味は魔ま術じゆつ陣じん。円形を基き礎そとした、幾き何か学がく的てきな高等術式と、周囲を彩いろどる魔術文字。

　これは本来、頭の中だけで構築する術式を、外側に出すことで補う技法だ。魔術の陣を構築することで――どうしても穴のある人間のイメージをカタチにすることで――確実に狙い通りの魔術を構成する。単に魔術を素で撃ち出すより、精度が高まるのだ。

　実戦では陣の構築で魔術そのものの発動自体は遅おそくなるため、慣れた魔ま術じゆつ師しは基本的に使わない程度の技術なのだが、使えるなら使うに越したことはないと個人的には思う。

　だってどう考えたって、このほうが魔術の出来はいい。

「――《旅人よ謳うたえ。その声高らかに世界へ響かせ、その存在を刻み込め》――」

　灰色の魔術陣。詠えい唱しように呼応するようにそれが変化していく。円が回転し、模様が変質し、文字が書かき換わっていく様は、見ている分にはとても綺き麗れいな神秘の発はつ露ろだった。

「――《重ねた過去を誇りと謳え。辿たどり歩いた道を誇れ。たとえ振ふり返かえることなくとも、積み上げた歴史は証あかされる》――」

　魔術は理り屈くつだ。ゆえに魔術戦とは、単に強度ではなく、どちらがより正確に世界を把は握あくしているかこそが問われる。知っていること、その広さこそを強さという。

　魔力の高まりに気づいたからだろう。ソニカとイフリアが、弾はじかれたように同時にこちらへ視線を向けた。

　だが遅い。それではあまりに遅すぎる。こちらの魔術は、すでに完成しているからだ。

「《灰式魔術システム／グレイ》――《三番サード》」

　直後。俺の発動した魔術の影響が、世界を一瞬のうちに変革した。

　ソニカとイフリアが、互たがいを倒たおすために構築していた魔術が消去キヤンセルされる。

　ふたりは驚きに目を見開いていた。まあ、それも当然だろう。構築しかけていた魔術を強制的に失敗させる魔術など、なかなかお目にかかれるものではない。

「な……固有魔術オリジナルルール!?」

　見たことがない魔術だったのだろう。驚愕を言葉に変えてイフリアが叫んだ。

　だが違ちがう。俺は肩かたを竦すくめ、彼かの女じよにこう言ってのける。

「そんな大層なモンじゃねえよ、イフリア。つーか落ち着け、お前ら。当初の目的を忘れてんだろ」

「でも……今のは」

「とりあえず――その前にラーク！　出てくるのが遅い!!」

　叫ぶなり俺は魔弾を背後に向かって撃った。

「痛あっ!?」

　機を窺っていたラークが、それに撃ち抜ぬかれてもんどり打って転ぶ。もちろん、威力の設定はゼロなのだから、そう大した勢いじゃない。俺は背後に向き直って言った。

「バカふたりがバカやってる間も、虎こ視し眈たん々たんと隙すきを狙ってたことは評価できる。でもそれなら、遅くても俺が魔術を起動したときには出てこないと意味ねえぞ。俺が落ち着くまで待ってどうする。狙うなら攻撃する瞬しゆん間かんの無防備なとこだ」

「うっ……」

　起き上がったラークは、ばつが悪そうに呻うめいた。

　といっても、気配を消して真ま面じ目めに授業を受けていただけ、少なくともほかの三人よりは充じゆう分ぶんに評価できたが。俺は前に向き直り、問題のバカふたりに向けて言った。

「ラークはまだいい！　だがお前らは論外だ！　いったい何やってんだこのバカ！」

「だ、だってイフリアが――」

「言い訳にならん！」

　何ごとか言いかけたソニカを封ふうじる。本当に、こんなんではお話にならない。

「低レベルな争いしてんじゃねえよ！　なんのための授業だ、意味ないだろうが！」

「……っ」

「ほら、何をぼさっとしてる。あとはお前らふたりだぞ、残ってるのは」

　挑ちよう発はつするように言う。

　俺だって、わかってはいるのだ。こいつらが焦あせっていることくらい理解している。

　だとしても――だからこそ、俺が鍛えてやれなくては意味がない。

　その才能を、可能性を、ただ魔神を倒すためだけに使えと押しつけられた連中に対し、それでも俺ができることなんて限られているのだから。

　いっそ憎にくまれ役やくになっても構わない。

　この四人が、生きて帰ってきてくれるのなら。

「ルール変へん更こうだ。もうどんな手を使ってもいいから、俺に一発入れてみろ」

「先、生……」

　小さく呟くソニカに向けて、俺は笑いかけた。

「大丈夫。お前らならできる――俺がそれを保証してやる」

　俺は知っている。

　こいつらが、誰だれより強く、偉い大だいな英えい雄ゆうになれると。

　世界を救うに足るだけの実力を、身につけられるのだと。

　その成長を、ほんの少し後あと押おししてやることくらいしか俺にはできないのだ、むしろ。

「かかってこいよ、ソニカ、イフリア。大丈夫、お前らの先生はまだ、お前らよりは強いからな。少しだけ」

　その言葉で、ふたりも覚悟を固めたようだった。

　瞳ひとみに強い輝きが宿る。その色は、やはり救世主候補と呼ばれるだけのものだった。

「……わかりました。行きます――！」

　そして、ソニカが駆かけ出した。

　距きよ離りを詰めるようにこちらへ走り寄ってくるソニカ。下手に遠巻きから撃って躱されるよりも、乾けん坤こん一いつ擲てきの攻撃に望みを賭かけたようだ。

　それは本来、失策以前の無策だ。ただの捨すて鉢ばちなら意味がない。

　だが、もともとソニカは優ゆう秀しゆうな生徒だ。貴族だけあって、魔術以前に体を動かすことに長けている。格かく闘とうの手て解ほどきくらいは、当たり前に受けていたからだろう。

　魔力によって強化された身体能力は、それだけでひとつの脅きよう威いとなり得る。

　一瞬で俺の懐ふところまで潜もぐり込んできたソニカが、低い姿勢から右の拳こぶしを振り抜いた。

　その攻撃を、俺は後ろに跳とぶことで躱す。

　だがソニカの攻撃は止まらない。彼女は俺が躱すことを読んでいたらしい。

「ふ――っ!!」

　直後、魔弾が俺に向かって撃ち出された。

　威力ではなく速度に重きの置かれた攻撃だ。俺を倒すことではなく、攻撃を当てることのほうに重心が置かれている。俺は魔力で障壁を張ることで、その魔弾の雨を防いだ。

　むっとしたようにソニカが叫ぶ。

「ほかの魔術は使わないんじゃなかったんですか！」

「お前らなんでもアリにしたんだから、必然的に俺もなんでもアリになるんだよ！　ルール変更だって言っただろうが！」

「先生なんですから、それくらいのハンデ背せ負おってくださいよ！」

「お前ら相手にそんなんで勝てるほど俺が強く見えるのか！」

「見えません！」

「先生が傷つくようなことだけ素す直なおに答えるんじゃありません！」

「じゃあなんでそんなこと訊きいたんですかっ!?」

　呆あきれた表情になるソニカだった。

　だが直後、彼女はふっと脇に跳んだ。追つい撃げきを警けい戒かいしていた俺を翻ほん弄ろうするように。

　否いや、彼女はただ避けたのではない。正確には道を開けたのだ。

　その背後でこちらを狙っているイフリアに、攻撃の余地を与あたえるため。

　イフリアは真顔だった。

　本気だった、と言いい換かえてもいいだろう。

　次に来るのはルールに則のつとり、遊びなしに俺を狙う一いち撃げきだ。生なま半なかなことでは躱せない。左の人差し指がこちらを指しており、余った右腕が左の手首を掴んでいた。

　その体勢からでも、いくつかのことを読み取ることができる。

　右手で左手を固定しているのは、それだけ狙いの精度に意思が向いているからだ。そう読み取られる時点でマイナスだということもできたが、実際にその儀ぎ式しきで精度が上じよう昇しようするなら一長一短だろう。何よりイフリアなら、それだけでは決して終わらせない。

「――はっ！」

　短く、切るようにイフリアが息を吐はく。

　その瞬間、魔弾がまっすぐ俺に向かって射出された。

　凄すさまじい速度だ。だが、躱せないほどではない。

　ソニカもまだこちらを狙っている以上、面でしか防げない障壁を張るのは得策じゃない。俺は横合いに躱し、返す攻撃でイフリアに狙いをつけた。

　頬ほおを掠かすめて、魔弾が背後へと飛んでいった。

　――何か、違い和わ感かんがあった。

　前を見続ける俺の目に、イフリアの表情が飛び込んでくる。

　攻撃を躱されたというのに、彼女の目は生きていた。まだ何かを狙っている。

　俺は反射的に、止まらずさらに右手へと駆け続けていった。冷静に探さぐってみると、背後から魔力の流れを感じる。この段階で、俺は自分が感じた違和感に答えを出していた。

　まっすぐ魔弾が飛んでいけば、やがて試術場を覆おおう結界の壁かべにぶつかって音を出すはずだ。違和感とはつまり、それが聞こえなかったことだった。

　つまり魔弾は、途と中ちゆうでその軌き道どうを変えている。

「……追つい尾び、いや、誘ゆう導どう式しきか！」

　器用な真似まねをする――というか、普通はそうそう使える技術じゃない。

　俺は横合いに跳んだ。地面を転がりながら受け身を取って、背後から来た魔弾を躱す。

　射手であるイフリアが狙い続けている以上、この魔弾は俺を狙い続ける。その制せい御ぎよにも魔力を使っているから、ギリギリ躱せる程度の速度なのだろう。

　この手の魔術は、術者に攻撃することで止められる。たとえこちらの攻撃が当たらずとも、制御を誤れば魔弾のコントロールを失ってしまうからだ。

　けれど――それをさせないためにソニカがいた。

「こっち！」

　と、ソニカが魔弾を乱れ撃つ。

　イフリアに比べ、ソニカのそれは精度の面でだいぶ甘あまい。なまじ魔力を多く持つ分、制御が難しくなるのは当然の話で、むしろイフリアの技術力が異常だと言ったほうがいいのだが、それでもただ躱し、防ぐだけならそう難しくはない。

　けれど、ソニカにはそれを補って余りあるほどの火力があった。

　一撃当たったら負けというルール下で、火力を上げることに意味がない――かと言えばそんなことはない。仮に防ぼう御ぎよするとなったとき、それだけ魔力が必要になるからだ。

　彼女たち救世主候補は、その体のどこかに刻まれた《聖痕ステイグマ》から魔力を引き出すことができる。ゆえに持久戦において負けはなく、長引けば長引くほど俺は不利になった。

「づ……っ！」

　ギリギリのところで攻撃を躱す。さらに迫せまりくるイフリアの誘ゆう導どう弾だんを、

「舐なめんな！」

　俺は、横合いから魔弾をぶつけることで軌道を逸そらした。発射口を自分の体以外にする技術には、こういった使い方もあるわけだ。

「また嫌いやに器用だな先生は……」

「というか小こ癪しやくっ！」

　あんまり嬉うれしくない評価をくれるふたりだった。それだけ余よ裕ゆうが出てきたのだろう。

　追おい詰められている。俺の切れる札は少なく、元より魔術への適性という一点において、彼女たちに勝まさろうとするほうが馬ば鹿かげていた。

　――しかし。

　この程度で負けていては、教師だなんて名乗れない。

「大した奴やつらだよ、本当」

　仲が悪いくせして、一度こうして組んでしまえば最高の相あい性しようを発揮するふたり。機動力と反射性に優すぐれるソニカを前衛に、精密性と制御力に優れるイフリアを後衛にすれば、凡ぼん百ぴやくの魔術師などふたりだけで下せるだろう。……けれど、それは未来の話。

　今はまだ、俺のほうに一日の長がある。

「――おらっ！」

　俺は、真下の地面に向かって魔弾を放った。

　その行こう為い自体に意味はない。だが巻き上げられた大量の土つち煙けむりには、俺の姿をふたりから隠す効果がある。その隙に、俺は魔術の準備を始めた。

　魔術師としての俺に、あまり特化した才能はない。平均的に器用だったが、どれもこれも二流で一流には及およばない。

　しかし、だからこそ、手数の多さと小こ賢ざかしさには自負がある。

　――灰式魔術システム／グレイ。

　ある魔女から習ったこの魔術が、今の俺にとって数少ない切り札だ。

　魔術は積み重ねだ。どんな魔術も長い歴史の中で、多くの才ある魔術師たちが構築してきた正しいやり方テンプレートというものがある。ゆえに習得が容易たやすく、高い効果を発揮する。

　確かに、中には自分ひとりで固有オリジナルの術式ルールを開発する天才もいるだろうが、そんなものは稀まれだ。どうせ編み出した奴にしか使えなかったりするし、だから使い手の名が歴史に残っても、魔術そのものは残らない。当然、俺にそんな才能はなく、だから体系化された魔術を学ぶことくらいしかできなかった。

　けれど。

「……こんな反則、使わされた時点で負けみたいなもんだけど。これくらいじゃなきゃ、お前らの訓練相手にすらなれそうにないんでな……！」

　突き出した手が魔術陣を描く。その魔力の輝きは灰色――暗く沈しずむ中ちゆう庸ようの色。

　そう。魔術体系の中でも――この灰式と呼ばれる魔術は独特だ。

　体系化されるということは、普ふ遍へん化かされるということ。無限と言っていい魔術の可能性の中から、最も効率的な手法を構築し、一定の法則に従ったルールとして確立させる。

　ゆえにこそ、誰にでも使える魔術として歴史に遺されるのだ。

　だが、この魔術は違う。灰式魔術を使える人間は、世界にたったふたりしかいない。

　なぜなら、この魔術はたったひとりの人間が、ただ自分のためだけに体系化、確立したものだからだ。それを教わった人間は、たぶん世界に俺しかいない。

　もちろん編み上げた本人が使うより遥はるかに精度は悪いだろう。

　それで構わない。魔術において未知は強さだ。たとえ人ひと真ま似ねでも、効果を持つなら使うだけ。

「《灰式魔術システム／グレイ》《七番セブンス》――」

　魔術を起動した瞬間、空間が歪む。

　灰式魔術はその全てが魔術ですら稀き少しような時空間干かん渉しよう術だ。驚きよう異い的てきに難しいため、俺では本来の力の十分の一も引き出せてはいないが――それでもちょっとした空間転移なら使うことができる。

　一瞬で、俺はソニカの背後に移動した。

「はい終わり」

「え!?」

　威力ゼロ設定の魔ま弾だんを、ソニカの背後から当てた。

　背中に受けた軽い衝撃に彼女が驚くが、それは無視して魔弾をもう一発。

　予期せぬ方向から来た魔弾に、イフリアは為なすすべなく撃ち取とられてしまった。

「な……いつの、間に……」

「反省会な」俺おれは答えないで言った。「まずソニカ。やっぱ攻撃が粗あらい。牽制に徹てつしてイフリアに本命を任せたのは割り切りがよかったけど、それだけで満足してちゃダメだ。お前自身が当たらないと思ってる攻撃になんて、俺も一生当たらない」

「……なら、どうすればよかったんですか」

　不満気な表情で、けれども向上心を見せてソニカが俺に訊たずねた。それを訊いてくれたことがどれほど嬉しかったか、ソニカにはきっとわからない。

　認められた気分だ。表情が緩ゆるんでしまわないよう、気を張りながら俺は答える。

「牽制だから数を撃つ、っていう思い込みがよくなかった。攻撃がワンパターンすぎるんだよ、そりゃ読まれて躱される。もっとバリエーションを作ったほうがいい」

「バリエーション……」

「ま、即そく席せきのコンビネーションにしちゃ悪くなったけどな。なんでもアリっつったんだから、魔弾以外の魔術を使ってもよかったんだぜ。ていうか俺も使ったしな」

「……そんな余裕なかったんですけど」

「その辺は処理能力。魔術陣を使ってでも制御のほうに重きを置いたほうがいい。お前の攻こう撃げき力りよくはひとつの才能だけどな。格闘術も使えるんだから、そっちと織り交ぜて使えるような魔術を探してみたらどうだ。そっちのほうが向いてるぞ、お前」

「……ぼくは？」

　と、こちらに近づいてきたイフリアが言う。

「お前の場合はまず戦せん況きよう判断。魔術はバカみたいに上手うまいくせに、バカみたいにひとつの術式に固こ執しつしすぎるのがよくない。俺を見失った時点で別の魔術に切きり替かえてれば、そのあとの攻撃には対応できたと思うぞ、お前なら」

「バカみたいにって二回も言った……」

「片方は褒ほめてんだからいいだろ。もともと選せん択たく肢しは多いんだから、慣れりゃいける。それこそ固有魔術だって創つくれると思うぜ」

「固有魔術……そういえば先生。さっきのアレはいったいなんだい？」

　イフリアに問われるが、当然に答えない。

　魔女から習ったなんて言えるわけがないのだから。

「魔術師が手札を教えるわけないだろ。ていうか知られたら俺が勝てなくなる」

「勝ちたいんだ……」

　呆れて呟つぶやくソニカだったが、俺は悪びれもせず答えた。

「当たり前だろ、先生なんだから。負け通しじゃ格好つかんしな。いやまあ、どうせすぐ抜かれるとは思うが……それくらいじゃなきゃ、魔ま神じんには勝てないと思え」

「……先生は」と、ソニカが口を開く。

　彼女は俺をまっすぐ見上げた。その視線をどうにも直視しづらいが、かといって目を逸らせるわけもなく、俺は狼狽うろたえる内心を必死に隠しながらソニカに答えた。

「なんだ？」

「いえ……その、先生は、私たちが魔神に勝てると思いますか」

「勝てる。ていうか、勝て。負けるなど許さん」

「許さんって……」

「そんなことは認めない。弱気になってんじゃねえよ、バカ」

　俺はソニカの頭に手を伸ばして、それを無む茶ちや苦く茶ちやに揺さぶった。ソニカは怒おこって、「何するんですか!?」と叫さけぶ。乱れた髪から覗のぞく顔が、少し赤に染まっていた。

「ったく。強気なようでいて、すぐ自信が揺らぐよな、お前」

「なあ……っ!?」

「大丈夫――大丈夫だって」

　その言葉はある意味で、自分自身にこそ言い聞かせていたのかもしれない。

　けれど俺は断言しなければならない。不安なのは俺ではなく、彼女たちのほうなのだ。それを取り除くことはできずとも、和やわらげてやることくらいはしてやりたかった。

　たとえどうしようもない欺ぎ瞞まんだとしても、それが俺の役割なのだから。

「心配すんなよ、焦んなくていい。お前は強くなれる。そのための時間も方法も俺が用意してやる。俺を追い出そうとするのもいいけどな、それよりは利用したほうが得策だぜ」

「別に、追い出そうとなんてしてないですけど……」

「いやしてたでしょう、明らかに」

　ソニカ＝アルハーツは誰より優やさしい奴だ。そのことを、俺は誰よりよく知っている。

　当然だ。自分の生徒のことなのだから。ほかでもない教師である俺が、知っていなくてどうするというのか。

　ソニカはバカだが、決して頭が悪いわけじゃない。

　――彼女は、自分が生きて帰ってこられる可能性が限りなく低いことを知っている。

　だから彼女は他者を拒こばむのだ。

　感情移入させて、それで自分が死んでは申し訳ないから。生きて帰ってこられないかもしれない場所に行くことが決まっている――そんな自分に誰かを付き合わせたくないから。

　だからこそ、たとえ彼女が嫌がっても、俺は絡からみ続けてやる。

「ま、そういうことだ。追い出したいなら、せめて俺に勝ってからにするんだな」

「……そうですか。まあ、そういうことなら利用してもいいですけど」

　素直じゃない奴だ、相変わらず。

　思わず苦く笑しようして、それから俺はもうふたりにも声をかける。
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「ラークは全ぜん般ぱん的てきにビビりすぎ！　お前はもっと気合いを入れろ！」

「感情論？」

「違うよ。いや違わないが、魔術なんて感情論だよ、そもそも。感情を論理で統とう御ぎよしろ」

「わーたーしーはー？」

　と、穴の下からアミの声が響いてきた。なんだかテンションが低い。

　俺は答える。

「お前はさっさと上がってこい！」

「酷ひどい……酷すぎるよぅ……」

「あーもう、うるせえ！　とにかく授業終わり！　次は休みにするから、お前らいったん寮りように戻もどって着き替がえてこい。そのあとで個別に宿題を出すから、仕上げてもらうぜ」

「先生……あの」

　と、立ち去ろうとしたところをソニカに呼び止められた。

　振り向むいた俺に、けれど彼女は視線を合わそうとしてこない。首を捻ひねって、俺は「なんだよ、何か用があるんじゃないのか？」と言葉を促うながした。

　それに押おされて、彼女は視線を逸らしたままで言う。

「……ありがとうございました」

「ん？　おお、どういたしまして。んじゃ、またあとでな」

　ちょっとは心を開いてくれた、ということだろうか。

　手を振って、俺は踵きびすを返すと歩き出す。そろそろ立ち去らないと、体の調子が悪いことが彼女たちにばれてしまうから。

　もともと魔ま力りよくの少ない身だ。

　そんな俺が使うには、灰式魔術はあまりに身に余る高度な術法だった。制御しきれない分の魔力が、肉体そのものに負担をかけることは言うまでもない。

　――けれど、これくらいのことは当たり前だ。

　あの四人を強くするためなら、俺なんて死んだってなんら構わない。

　ふらつく足が、なんとかもつれないように堪こらえつつ、俺は試術場を出ることを急いだ。

「――あのー」

　声をかけられたのはそのときである。見れば細身の男性がひとり、こちらの様子を窺うかがうように結界の外側に立っていた。見覚えのない顔だ。学院に出入りする業者だろうか。

　教師の仕事は、何も生徒たちへの対応だけではない。俺は如じよ才さいなく笑えみを作って、その男に答えた。外向けの顔も作れるのだ、これでも。

「どうかされましたか？」

「あ、私は校舎の修しゆう繕ぜんを任された者なんですけど、救世科の担任のアキ先生って――」

「すみません。私です。すみません」

　ぶっ壊れた壁を直しに来てくれた業者さんであった。また財さい布ふが軽くなるなあ。

　彼かれは言う。

「あの、話では壁に穴がということだったんですが、行ってみたら天てん井じようが壊れてて」

「すみません。天井もお願いします。すみません」

「それは構いませんが、あの……学院長さんが料金のことはアキ先生にと」

「わかってます。ところでですね、その費用なんですが――なんぼまでまかります？」

「え？」

　値切り交こう渉しようの準備を始めた俺と、狼狽える業者さん。本当に申し訳ございません……。

　果たして、これは教師の仕事に含ふくまれることなのだろうか。わからなかった。







第二章　『魔術学院の平凡ではない日常』







　――イフリア＝エルクレグリとの初対面を思い出す。

　あのとき、彼女は図書室にいた。読書好きである彼女は図書室を根城にしており、それどころか図書室の一部をこっそり改造して結界魔術で隠し、秘密基地すら所有している。

　頭のいいアホだった。

「……誰だ？」

　と。学院にすら秘密の根城を突き止とめて侵しん入にゆうしていった俺に、イフリアは胡う乱ろんで怪け訝げんな瞳を隠さず、あるいは敵意さえ滲にじませて睨にらんできたことを覚えている。せっかくの隠かくれ家がなのだ、口くち封ふうじくらいは当たり前に考えていたと思われる。なにせ陰いん湿しつだから。

　けれど俺は、その程度ではめげない性格だった。

「イフリア＝エルクレグリだろ？　俺はアキ。今日からお前の仲間になる男だ！」

　そんな俺の言葉を、彼女がどう受け取ったかなんてことは顔を見ればわかる。

　ものすごく腹立たしく思われてしまったらしい。彼女は俺を睨みつけてこう言った。

「――絶ぜつ殺ころ」

「いや何それ怖っ!?」

　さっそくのように呪じゆ詛そがこちらへ飛んできたことは、今だって忘れちゃいない。

　だけど。誰より賢かしこく、知識に明るく、魔術の上手かった彼女のことを、とても心強いと思ったことも嘘うそじゃなかった。




※




　あらゆる意味で我の強い救世科四名の生徒たちだったが、これで意外にも仲はいい。

　いや、本当に《仲がいい》と断言するには、いささか不安のある組み合わせもあるが。それでも総じて、四人はそれなりにいい関係を築けていた。なんのかんの言って基本的に揃そろって行動していたし、ただの級友という以上の思いを、お互いに抱いだいている。

　救世科は特別で、そして特とく殊しゆだ。ほかの生徒たちとは立場が違う。そんな存在が学院で浮うかないはずもなかったし、彼らが固まるようになったのは必然だとも言えた。

　文字通りの運命共同体。命を預け合う以上、信用と信しん頼らいは必要だった。

　昼の時間。

　午前の授業を（無駄に）終えた四人は、昼食を終えたところで揃って学院の長い廊ろう下かを歩いていた。イフリアが、四人全員を呼び出した形である。

「……本当にやる気？」

　ソニカが、イフリアに対して怪訝さを隠さず問う。

　広い学院だが、校内ならばある程度の地理は把握できている。けれど今歩いている辺りには、これまで一度も訪おとずれたことがなかった。――この先は教員寮なのだ。

「怖おじ気けづいたなら帰ってもいいけど？」

　ソニカの問いに、挑発するような言葉を返すイフリア。

　午前中のアキとのやり取りで、ソニカの沸ふつ点てんが低いということを学び取ったらしい。

「そんなわけないでしょう！」

「へえ？　ならいいけど」

「私はただ、独り身の男の部屋になんて進んで入りたくないってだけ。どうせ小こ汚ぎたなく散らかしっ放しに決まってるんだから……ああもう、それとわかってれば箒ほうきくらい装備してきたのに！　整理されてない部屋を見るとむずむずするのよ……！」

「箒を箒として使う女性魔術師もそうはいないだろうね。さすが庶しよ民みん派はエセ貴族」

「うるさい毒どく舌ぜつ陰いん湿しつ女」

「でも、なんだかんだ言って来るんだろう？」

「だからうっさいっての。仮にも救世科の担任教師なんだから、変なモノを部屋に隠してないか調べるってだけだから。他意なんてない」

「……本っ当にちょろいなあ……」

「今、何か言った？」

「いや何も」

　しらっと小声で吐いた痛つう烈れつな評価を、しれっと流してイフリアは肩を竦める。もっともこの、貴族のくせに妙みように庶民派で家庭的な少女は、ちょっとつつけば乗ってくるだろうと踏ふんでいたのだが。問題は、だからむしろ残るふたりのほうだったとイフリアは思う。

「……はあ」

　背後から聞こえる盛大な溜ため息いき。

　この少女が、こんなにも低いテンションでいるところを、入学以来ふたりは初めて目にしていた。いつも誰より元気だから、見ているだけで触しよく発はつされるのだが。

「はあ……つらい。かなしい。お空に帰りたい……」

　肩を落として、涙なみだ目めでとぼとぼ歩くアミ＝フォルトヴァール。稀け有うな光景であった。

「……アミって空から来たの？」

「ぼくに訊かれても……」

　ふたりは視線を合わせて首を傾かしげる。そんな様子を見て取ってか、目線を上げたアミがじとっとした瞳で、恨うらみがましくふたりを睨んだ。

「いいよね、ソニカも。イフリアも。わたしだけ仲間外れなんだもん……うぅ」

「……いったい何に落ち込んでいるんだ、アミは？」

　午前の模も擬ぎ戦が終わってからというもの、アミはずっとこのテンションだ。イフリアはその意味がわからず訊ねてみる。果たして何にこうまで落ち込んでいるというのか。まあ確かに模擬戦ではいいとこなしだったが、かといって、その程度でこうも落ち込むような性格ではないとイフリアは思っているのだが。それくらいにはキャラを掴つかんだつもりだ。

　果たして。アミは言った。

「わたしだけ撃うってもらえなかった」

「――は？」

「わたしだけ撃ってもらえなかったっ!!」

　先の模擬戦で、アミだけが反則を取られ地面の穴の中に閉じ込められていた。確かに、その意味で彼女だけがアキの魔弾に撃たれていないということは事実だったが――。

　ソニカはさすがに呆れた。

「そういえばさっきも言ってたけど……まさか、撃たれたかったから拗すねてるの？」

「そうだよ！　いや違うよ！」

「どっちよ」

「わたしだけ仲間外れなのが許せないの！」ぷりぷりとアミは頬を膨ふくらませる。「救世科のみんなは仲間なんだから！　一いち蓮れん托たく生しようなんだからっ!!　いっしょじゃないとヤダ！」

「…………」

　敵意も隔かく意いも一いつ切さいない、ただ仲間といっしょがいいというアミの発言。魔ま神じんを討滅するために、命を懸かけて戦う運命を背負った、たった四人の仲間なのだ。言葉は合っている。

　それをこうまで子どもっぽい理り屈くつで断言されてしまうと、辟へき易えきするを通とおり越こして、もう何も言えなくなってしまう。むしろ自分たちのほうが子どもなのではないかと思わされるくらいだ。

　毒気を抜かれる、とでも言えばいいか。アミは救世科の面々にとって、潤じゆん滑かつ油ゆになっているのだ。根が真面目なソニカはもちろん、どこまでも強気なイフリアでさえ、こうしてアミに笑え顔がおを向けられると強くは言えない。争あらそっているのがバカらしくなってしまう。

「はいはい。私たちはいっしょ。それでいいでしょ？」

「ん？　えへへ……わかってればいいよー」

　ソニカに頭を撫なでられ、蕩とろけた笑みでアミは笑った。不満が長続きしないらしい。

　一方、ラークは我関せずとばかりに明後日あさつての方向を向いていた。この男はいつもこんな感じで掴みどころがない。現状、救世科では唯ゆい一いつの男子だからなのか、ほかの三人と衝しよう突とつや摩ま擦さつを起こすことはないものの、マイペースさで言えばアミをも凌りよう駕がする。

「しばらくは乾かわいた晴れ模様が続きそうだ……」

　並んだ窓から外を眺ながめつつ、ラークが呟く。気取っているというより、もう単に天候の予測をしているだけだ。こういうときの彼は無視してもいいのだとすでに学んでいる。

　もっとも意外にも、彼が呟く天気予報は、これまで外れたことがなかったりする。聞き慣れてきた《風の声が聴きこえる》という妄もう言げんを、イフリアもそろそろ信じそうになる。

「で、いったい何が目的なわけ？」

　廊下をゆっくりと歩きながら、ソニカはイフリアにそう訊ねた。

　明るい日差しの差し込む、昼下がりの校舎の一角。どこまでも平和な光景だった。

　けれど四人は、いや、この王国に住む全すべての人間が知っている。

　――この平和が決して永久には続かないことを。

　今でさえ土地によっては、異界から現れる魔族の侵しん攻こうに晒さらされている。人間の世界と、まるで合わせ鏡のように存在する魔ま界かい。そこに住まう全人類の仇きゆう敵てき――魔族。

　向こうはこちらの世界を侵しん略りやくし放題にもかかわらず、人類は魔界へと向かう手段を所有していない。ただひとつの例外である、《神賜兵装テスタメント》とその所有者を除いて。

　そのことを考えれば、こうして救世科の四人で平和に学院生活を楽しめること自体が、ひとつの奇き跡せきのようですらあった。いつか必ず失われることがわかっている平和だ。

　そんな未来に思いを馳はせながらも、けれど今を楽しもうとイフリアは言う。

「もちろんガサ入れだよ。そう言っただろう？」

　四人が歩いている教職員用の寮――その最上階にあるアキの部屋を今は目指している。

「ガサ入れって……」

「あの担任は――アキ先生はかなり怪しい。それはお互たがい共通の理解だろう？」

「……まあ、確かにそうだけど」

「アキ兄だからねっ！」

　と謎なぞの自じ慢まんをするアミは、どうやら高いところまで来てテンションが再び上がってきたらしい。高いところが好きなのだろう。この分なら放っておいてもいいとソニカは判断。

　担任――アキのことを考えてみる。

　救世科には本来、担任の教師はつかないはずだった。そもそも四人中三人は、試験を突とつ破ぱして入学した生徒ではなく、あくまで王国の命令で一ヶか所しよに集められているに過ぎない。その立場を考えれば、急に教員を用意できなくても無理はなかった。

　第一、神賜兵装を扱あつかえるのはこの世で救世科の人間――《聖痕》を持つ者だけなのだ。そんな彼らに、いったい誰だれが何を教えられるというのか。そういう話でもある。

　とはいえ彼かの女じよたち四人が、何も学ぶことがないかといえば違ちがうわけで。今朝の授業で、その事実を突つきつけられた形になっていた。

「仮にも栄はえある王立学院の教師だっていうのに、経歴がまったくわからないなんて怪あやしすぎるだろう？　ほかの教員は軒のき並なみ優秀な魔ま術じゆつ師しが揃っているっていうのに。それらを差し置いて救世科わたしたちの担任としてわざわざ選ばれたんだ。何かあるだろうとぼくは見るね」

「だったらもう少し、マシな先生を呼んでくるとは思うけど」

　考え込むイフリアに対し、ソニカはそう答えた。

　技術力が高いことはわかった――けれど、やはり贔屓ひいき目めに見ても魔術師としての実力が高いとは言えないだろう。もともとの魔力があまりに少なすぎる。

　普ふ通つうに戦えば、技術で負けていようがなんだろうがソニカたちが勝つ。あくまで今朝の敗戦は、ルールの決まった模擬戦だったからだ、と今も思っている。

「だから、だとは考えられないかい？」

　ソニカの考えに対し、イフリアはそんなことを言った。「うん。そうだね。そう思うね。うん」と明らかにわかっていない反応を見せたアミのことはふたり揃ってスルーして。

「だから、って？」

　ソニカは訊き返す。イフリアは小さく頷うなずいて続けた。

「アキ先生は、強いよ。魔力量は確かに低いけど、それを補って余りあるほど《戦い》というものに慣れていると見るね。ソニカだって、それはわかってるだろう」

「……魔ま術じゆつが上手いことは認める。場慣れしてるってことも」

　プライドの高いソニカに、そこまで言わしめる時点で相当ではあるのだ。

　そう。アキは異様に魔術が上手い。あるいは戦いが上手いのだ。学院に多くいる研究者系の魔術師とは一線を画す、明らかに戦せん闘とう者として訓練を積んでいる魔術師だった。だがだとすれば、それこそ名前が知られていないということがおかしい。

　ソニカは貴族だ。貴族ゆえの作法として、相応の戦闘訓練なら幼少期から積んでいる。彼女の家庭教師として宛あてがわれた魔術師といえば、だから軒並み熟練の戦闘者だった。

　そのソニカから見てさえ、アキの戦い慣れは常じよう軌きを逸いつしていた。

　認めたくはない。だが朝のあの一戦だけで、ルールのある模擬戦では絶対に勝てないとまで思い込まされてしまっている。そんな敗北感は、これまで誰に対しても感じたことがなかった。――ああ、確かに気に喰くわない。

「あれほどの魔術師が無名っていうこと自体が、ぼくにはちょっと信じられないね。必ず裏に何かある。先生は魔術師としては大成しないだろうけれど……そうだね、傭よう兵へいとか、もしくは暗殺なんかをやらせれば天下を取ると思うよ。ていうか、たぶんもう取ってる」

「暗殺って……褒めてるのか貶けなしてるのか」

　過激なことを言うイフリアに、ソニカは少し目を見開く。だが当のイフリアは、至って真しん剣けんにその可能性を考こう慮りよに入れているようだった。

「褒めてるよ。まあ、後ろ暗い仕事をしていたとは思えないけれどね。だって仮にも王立学院の教師なんだから――だからこそ、経歴がわからないこと、それ自体が不自然だ」

「……それで調べるために、あの先生の部屋に忍しのび込もうって？」

「そういうことだね。君だってあそこまで言われたんだ、反はん撃げきくらい考えただろう？　何、ぼくらは国の都合で強制的に集められているんだから。多少の無む茶ちやは許される立場だよ」

「この女、タチ悪っ……」

「うっさいなあ。自分に関かかわる人間の経歴くらい、洗っておいて当たり前だろう。情報はあればあるだけ役に立つ。――それにね、何も勘かんだけで言ってるわけじゃないんだよ」

「……なんか、知ってるの？」

「見ればわかる」イフリアは正面を指差した。「着いたよ。ここがアキ先生の部屋だ」

　ソニカは顔を上げて、最上階の角部屋――その入り口の戸を見つめた。

　そして気づく。ソニカだけじゃない、ラークも、そしてアミも同じことに気がついた。

「結界が張られてるね。すごいな、アキ兄。どういう仕組みかちっともわかんないや」

「ていうか部屋に結界って……どんだけ念入れてんの、あの男」

　ソニカは呆あきれた表情になった。研究室でもないただの自室に、わざわざ結界を張っている魔術師など、教師の中でもアキくらいだろう。事実、ここまでひとつも見ていない。

　けれどイフリアは、呆れるよりもむしろ警けい戒かいを強めたらしく。

「そこまでしてでも見られたくない何かを、先生が隠かくしている――そうは思わないか？」

　少しあってからソニカは頷いた。

「……まあ確かに、ちょっと気になってはきた、かな」

「だけど、破れるのか？　こんな高度な結界……僕ぼくじゃ仕組みもわからない」

「抜ぬかりはないさ」ぼうっとしたラークの問いに、イフリアが答える。「今日まで、時間をかけて解かい析せきを進めてきたんだ。大だい丈じよう夫ぶ、一見複雑だけど、破るだけならそう難しくない」

「イフリア、アンタいつからこれ考えてたの？」

「入学した初日に、アキ先生と最初に会ったそのときからさ。なにせ怪しかったからね」

「陰湿……」

「なんとでも言うがいいよ！」

　――なるほど、これだけ高度な結界を破れるだけの対処法を見つけたから、さっきからテンション高いわけか。

　上じよう機き嫌げんのイフリアを見て、ソニカはそう納なつ得とくする。

　実際問題、ソニカとしてもアキの経歴は気になるところだ。教師として一応、最低限、一定の信頼が置けることはわかった。朝の模擬戦がなかったところで、この結界の出来を見れば実力の高さは自おのずと知れる。その技術を伝授してくれるというのだから、逆らわず受け入れたほうが効率的だということは理解していた。

「……少なくとも先生が、私たちを本気で鍛きたえようとしてることは確かみたいだしね」

　それが実際にできるかできないかは別として。彼がきちんと、教師としてソニカたちに向き合おうとしていることだけは評価できると思っていた。なかなか癪ではあるけれど。

　きっとあの教師だけが、本気でソニカたちが世界を救えるのだと信じてくれている。

　――それが違い和わ感かんだったのだ。

　馴なれ馴れしいと言ってしまえばそれまでだが、どうもそういう感じじゃない。けれど、アキは妙に自分たち四人に対して親しげなように思う。

　最初は、死地に送られることが決まっている自分たちに同情しているのかと思ったが、その割にはバカだのなんだのと平気で罵ば倒とうしてくる。ソニカたちもそれに返すが、先生はまるで長い付き合いの友人のように、さらに負けじと言い返してくるのだ。

　争いは同レベルの相手としか成立しない、という言説を思い出すソニカだった。そう、それこそ本当に友人であるかのように、アキはソニカたちを見ている。そのくせときおり妙に透とう徹てつした瞳ひとみでこちらを眺めることもあるから、それが気にかかっていたのだ。

　ソニカが反発した理由のひとつがそれだろう。

　いずれ魔界へと向かう人間だ。生きて帰ってこられる保証はない。だからソニカは救世科の面々を除いた人間と、あまり深く交流する気がない。どちらにとっても傷になるから。

　二度と会えないかもしれないのに。助けてくれるわけでもないのに。

　同情されるのは御ご免めんだ。期待を持たれる以上に嫌いやだ。誰にも関わらないでほしい。

　――繋つながりなんて、ないほうがいい。

　自分たちが悪目立ちしていることには自覚がある。ほかの三人は天然らしいが、少なくともソニカはそうだった。けれど、それが人ひと払ばらいになるのなら問題ないとも思っている。

　だから、ソニカたち四人は学院で浮いていた。

　ソニカたちは何より丁てい重ちように扱わなければならない道具だが、用よう途とが決まっている以上は使い潰つぶされる運命だ。機き嫌げんを損そこねられては困るが、手放す気もない。そんな相手に対する態度など、半ば無視する形で遠回しに囲っておくくらいしかないのだろう。

　勝手にしろと、そう思う。事情を考えれば、こうして学院という受け皿を用意してくれただけで奇き跡せき的てきだ。都合がいいし、だからそれ以上は望まない。面めん倒どうな応対や意味のない厄やつ介かいごとに巻き込まれず済む環かん境きようなのだから、ただ強くなることだけに心血を注げる。

　下らない雑音にかかずらっている暇ひまなどない。

　問題行動だと言われても、それが強くなるために必要な最短経路ならば、ソニカに遠えん慮りよするつもりなどなかった。どうせ強くは出られないし、彼女にしても文字通りの死活問題だ。数年後には魔界に投げ出され、魔神を殺すか、自分が死ぬかの二択たくを迫せまられる。

　――だから私の行動は、この上なく合理的なんだ。

　そんな感情を、けれどあっさり踏み躙にじってくれやがった男がいて。

「いいよ、入ろう。私も、あの先生のことは気にならないって言ったら嘘だし」

「オーケー。それじゃ準備を始めようか」

　イフリアが魔術を起動する。魔力の繊せん細さいな扱いや、術式の解析、構築力では、ソニカも及およばないと認めざるを得ない相手である。言葉にする気はないけれど。

　しかし謎というなら、アキと同じくらいイフリアも不明ではあった。

　貴族の嗜たしなみとして戦闘訓練を受けていたソニカとは違い、アミやラークは、聖痕ステイグマがその身体からだに表れるまでは一いつ般ぱん人じんだったという。だからソニカより技術が低くても仕方がない。

　だがイフリアは、これまでどこで何をやっていたのかも語らない。アキと同じくらい、イフリアの経歴も謎といえば謎だ。どれほどの天才だったというのだろう。

「――開いたよ。先生が戻ってくることがないとは言えない、早めに済ませよう」

　あっさり言ってのけるイフリアに、自分が及んでいないことを自覚しながら。それでもやはり言葉には変えず、部屋の扉とびらに手をかける――と。

「ねえ、イフリア。結界は解除したんだよね？」

　ソニカの言葉に怪訝な表情を浮かべるイフリア。

「もちろん。問題はないはずだけど？　早く開けてくれないか」

「いや、鍵かぎがかかってるんだけど。そりゃ当たり前の話だけどさ。結界は解除できても、扉の鍵が開けられなかったら普通に入れないよね？」

「――あ」

　珍めずらしく、ぽかんと間の抜けた表情を浮かべるイフリアだった。

　どうやら結界対策に本ほん腰ごしを入れすぎて、物理的な錠じようのことを完全に忘れていたらしい。少女は強く歯は噛がみしながら、憎にく々にくしげな表情でここにはいない男へ恨み節を述べた。

「……くそ、あの教師！　どこまで用心深いというんだ！」

「いや明らかにアンタのミスでしょう？　誰だって鍵くらいかけるでしょ普通に」

「だったらどうしろって言うんだ！　部屋の鍵をアキ先生から盗ぬすめとでも!?」

「逆ギレぇ!?」

「ソ、ソニカだって今の今まで気づいていなかっただろう!?」

「いやいやいや！　まさか考えてないとは思わないでしょうがっ！　策を練るなら、もう少し考えておきなさいよ！」

「うるさいな！　このバカげた術式を先生にバレないよう解体するのがどれほど手間だと思ってるんだ!!　次は君の番だ、鍵くらいどうにかしてみせればいいじゃないか！」

「無む茶ちや振ぶりか！　詰めが甘いんだって言ってんだけど!?　こんなの、窓まど枠わくの隅すみの埃ほこりを見み逃のがしておいて掃そう除じは終わったって言い張るようなもんでしょが！」

「なんなんだそのわかりやすいようでわかりにくい庶しよ民みん派は比ひ喩ゆは！　このエセ貴族!!」

「本当に貴族だっての、ブッ飛ばすぞ！」

　もはや状じよう況きようも忘れて言い合いになるソニカとイフリアだった。ある意味で相あい性しようがいい。

　と、そんな折だ。言い合うふたりを横目に、あまりにも簡単にアミが言った。

「うん？　よくわかんないけど、扉が開けばいいんだよね？」

「……そうだけど。それができないから困って――」

「だったら簡単じゃん。そうだ、なんならわたしがやるよ！　わたしの出番だ!!」

「アミ……？　君は……いったい、何を」

「それじゃあ行っくよー！」

　なんでもないことのように言ってのけるアミに、困こん惑わくするソニカとイフリア。まさか鍵開けの技術を持っているとでもいうのだろうか。それはキャラに合わないと思うのだが。

　ふたりとも、その自信満々な様子に押されて思わず口を閉ざした。ただひとり、ラークだけが「まったく、ここは風の通りが悪いな……」などと意味のわからないことを呟き、そっとアミから距きよ離りを取った。彼だけが、たぶん気づいていたのだろう。

　アミがやろうとしている行動バカに。

　次の瞬しゆん間かん。アミは止める間もなく魔ま弾だんをぶっ放し、アキの部屋の扉を破は壊かいした。

「……………………」絶句。

　ソニカも、イフリアも、まさかそこまでのことをやるとは想定していなかったからだ。ラークだけが、ああやっぱり、みたいな表情で平然としていた。

　その反応をいったいどう受け取ったのか、満面のドヤ顔でアミは宣のたまう。

「ほら、開いたよ。これで入れるじゃん。簡単簡単」

「「――いやバカじゃないの!?」」

　ここで声が揃う辺り、ともするとふたりは仲がいいのかもしれない。ある意味。

「なんでっ!?」

　一方、わかっていない様子のアミは狼狽える。どうも褒ほめられると思っていたらしい。バカがバカにバカと言う――そんなバカバカしい光景が広がっていた。

「結界に引っかかるだろう！　少し考えればわかるはずだ！　魔力を感知されて……ああもう、アキ先生に絶対これ気づかれたぞ!!」

「え……結界は解除したんじゃ？」

「できるかあ！」イフリアはもう必死だった。「技術云うん々ぬんじゃなくて、結界なんて解除してしまったらあとで気づかれるだろう！　ぼくは単に結界が侵しん入にゆう者しやを察知する機能だけ一時的に外しただけだ！　結界そのものは生きている！　魔力に反応して――どうしよう!?」

「へえ、そうなんだ。さすがイフリアだねっ！」

「ありがとう！　でももう全部意味なくなっちゃったかなっ！　あはははは!!」

「と、とにかく早いとこ探そう！　ラーク、悪いけど見張りお願い！　イフリアっ!!」

「くっ！　とにかくアキ先生が来る前にコトを済ませよう！　行くぞ!!」

　ソニカとイフリアは揃ってアキの部屋に飛び込んだ。そのあとにアミも続く。ラークは外で見張り役だ。

　こうして救世科四人の、アキに対する家宅捜そう索さくが開始された。




※




　速度と正確さ。そして何より技のキレ。

　重要なのはこの三点だ。それが高レベルで同居して初めて、儀ぎ式しきとして成立し得る。

　そう、これはひとつの儀式なのだ。ならば魔術師が苦手とするはずがない。

　指を揃え、両手の親指と人差し指で三角形を作る。肘ひじの位置は肩かたと平行に真横へ。足は曲げて折おり畳たたみ、最もコンパクトに収納される体勢を作る。

　それを一いつ瞬しゆんで行ってこそ、この儀式は最大の効果を発揮するのだ。もはや熟練の領域に達した俺おれが、その工程でミスをするなどあり得ない。

　あとは呪じゆ文もんを口にすれば、ほら、これで儀式の完成だ。行こう為いが結果を呼び寄せる。

　俺は言った。

「――誠まことに申し訳ございませんでしたっ！」

「あー、うん。いや、いいんですけどね」
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　受けて相手は言った。完かん璧ぺきな土下座――それが俺に赦ゆるしをもたらしたのだ。もうこれはひとつの魔術だと言っても過言ではあるまい。

　あるまいじゃねえよバカ。

「アキ先生は、アレだね。なんか、土下座がとても上手うまくなったね、うん。その体勢まで一瞬だったもんな。驚おどろくっていうか、もういっそ引くくらいキレッキレだったよね」

　しかも許してもらうというより、ただ引かれているだけだった。

　交渉が時に脅きよう迫はくを伴ともなうように、俺の土下座も一種の暴力として完成されつつあるのかもしれない。そう考えると、なんだろう。世の無常さというか、人間の本質が決して綺き麗れいなだけの要素で作られてはいないという事実を突きつけられた気分になってくる。

　端たん的てきに言って死にたくなった。

　土下座になんて慣れたくなかったなあ……。

「ま、ほら。顔を上げてくださいよ、先生。もういいから」

「……いえその、本当にすみませんでした……」

　答えながら顔を上げる。その視線の先には、ひとりの男性の姿。

　年ねん齢れい的てきには、それでもまだ若い。確か四十になるかならないかといったくらいだったと思う。魔術学院のトップ――学院長としては、いささか威い厳げんには欠けるかもしれない。

　実際、割とだらしない風ふう体ていをしていることは否定できなかった。

　くすんだ青黒い髪かみが、肩くらいの長さまで伸のばされている。あまり手入れに熱心ではないらしく、どころか寝ね癖ぐせらしきハネが微び妙みように残っていた。蒼あお色の瞳は細く、体格も細身。一見して覇は気きがなく、何度見てもやはり力強さという要素には欠けていた。

　疲つかれたような笑みを浮かべて、けれど今、彼が腰こしを下ろしている椅い子すは学院長の席。

　――キジン＝イーバック。

　俺にとっては恩師に当たる方で、老ろう齢れいから引退した前学院長に変わって、今年からこの学院の長として君臨することになった先生だ。その初年度に救世科を設けることになった辺り、いっそ哀あわれと言っていいほどタイミングが悪かった。

　これでも、王立学院の学長に任命されるほどの達人であることは事実なのだが。

　本来の性格なのだろう。どうにも気だるげで、やる気がないように見られてしまう。

「いやあ。私も悪いとは思ってるんですよ、先生？」

　土下座する俺を起こすと、キジン先生はそのまま応接用のソファに座すわり直した。正面を視線で示されて、俺は小さなテーブルを挟はさんだ反対側に、おそるおそる腰を下ろした。

「なにぶん、外出が多いですからね。いや、アキ先生のお陰かげで外出できると言ったほうがいいんでしょうけども。それでもあんまり学院にはいられないから、救世科のことは先生に任せっきりになっちゃうからなあ。――実際、苦労なさっているみたいですし」

「あ、いえ……そんな。望んでやっていることですから」

　俺は答えるが、いまいち据すわりが悪い。

　俺にとっては彼が先生なのだから。その相手から《先生》と呼ばれることだけは、どれほど回数を重ねても慣れる気がしなかった。

　まさかキジン学院長から敬語を使われる日が来るなんて、思ってもみなかった。

「力が足りず、申し訳ないです。本当に」

「まだ一年目ですからね。なかなか難しいでしょう。わかりますよ」

「……言い訳になりませんよ」

　俺は自じ嘲ちようするように、小さくそう零こぼす。

　――もう少し、上手くやれるものだと思っていた。

　いや、上手くやれなければならないのだ。失敗するということが、そのままあいつらの死に繋がる以上、俺は完璧に教師をこなさなければならない。それはわかっている。

「教えるって経験がないわけじゃないんですけどね。こうも信頼されないとは」

「怪しいですからね、アキ先生は。なにせ教育免めん許きよの発行からして裏うら技わざなんですから」

「うぐっ」

　身も蓋ふたもない言葉に思わず口くち籠ごもってしまう。その通りではあるのだが。

「ま、学院の中における采さい配はいは私の裁量になってるんでね、大丈夫ですって。そうでもなきゃ、さすがに先生を担任としては捻じ込めませんよ。いやマジで苦労した本当に……」

「ありがとうございます……」

　縮こまる俺だった。土下座していたときより申し訳ない気分になってくる……。

「先生のためではありません」だが学院長は首を振ふる。「生徒たちのためです。彼かれらもこの学院の生徒であることに違いはないですからね。無責任に、世界を託たくすのだとしても」

「そうですか……そうですね」

「あー、アレですよアレ。教えることによって自分もまた教えられる、って。ほら、よく言うじゃないですか。なんかそんな感じみたいなアレです」

「いや、なんかそんな感じみたいなアレって」

　そのおざなりな表現に苦く笑しようする。

　相変わらず掴めない性格の恩師だった。まったく変わっていない――当たり前の、はずだけれど。そのことに、なんだか妙な安心感がある。

「あの子たちもあの子たちで大変ですからねー」

　そんなに大変じゃなさそうな口調で学院長は言う。大変でないはずないのだが。

「いきなり連れてこられて、有う無むを言わせず《世界のために戦え》ときたもんだからね。そりゃ納得できるはずがないし、学院に対して不信感も抱くってもんです。ねえ？」

「実際は、むしろそうならないための学院なんですけどね」

「そんなこと、あの子たちにはわからないでしょう」

「……どっちでもよさそうな奴やつもいますけど」アミの顔を思い出しながら言った。「いや、どうなんですかね。わかんないです、正直。あいつらがどう考えてるのかなんてこと」

　そしてどちらにしろ、あの四人には拒きよ否ひ権けんなどないのだ。

　こうして学院で自由を得ていること自体が、奇跡的だと言っていいほど。

　俺は言う。

「本当にあいつらのためを思うなら、いっそ憎にくまれ役やくを買ってやるくらいでもいいと俺は思うんですけど。それで奴らが言うことを聞いて、強くなってくれるなら――」

「――それは駄だ目めだ」

　言い切るよりも先に、その考えは学院長によって封ふうじられた。気け怠だるげだった口調が鋭するどさを帯びており、透徹した視線がこちらに向かっている。教育者の瞳だった。

　思わず口籠った俺に、学院長はふっと微び笑しようを見せて続ける。

「それはよくないですよ、先生。そう、貴方あなたは先生――教師なんですからね、もう」

「…………」

「そんなことでは、それこそあの子たちは生きて帰ってこられない。いや、たとえ帰ってこられたとしても意味がない。あの子たちが世界のためなんかに食くい潰される時間を思えば、そんなこと許されるはずがないんだ。――青春は、一度きりってヤツだよ、先生」

「……ですね」

「あの子たちにとっちゃ、自分たちを死地に投げ出す周りの人間は、全て敵みたいなもんでしょう。たとえ態度には出さなくても、それを受け入れているのだとしても変わらない。なら少なくともアキ先生だけは、あの子たちの味方であってあげなくちゃ。救世科四人の生徒の気持ちを理解してあげられる大人は、担任であるアキ先生だけなんだから」

　――まったく、と俺は苦笑してしまう。

　教師になったというのに、その俺が学院長から諭さとされていては立たつ瀬せがない。いや、それも含ふくめて、ひとりで背せ負おい込むなということなのかもしれないが。

「ああ、なんか真ま面じ目めな話しちゃって疲れたな……お茶飲みたくなってきた」

　実際に疲れた様子で、首を回しながら呟つぶやく学院長。

　迷めい惑わくかけ通しなのは間ま違ちがいないため、謝罪の意味を込めて俺は言った。

「今度ご馳ち走そうしますよ。リシェに頼たのんで、美味おいしい茶葉でも探してもらいましょう」

「そりゃどうも、と言いたいとこだけど……金ないでしょう、アキ先生」

「ぐっ!?」

「あいつらのやったことは自分が全て責任を取る、とか格かつ好こいいこと言っちゃうから」

「いや、だってあいつらが何かやらかしまくるのは目に見えてたし……」

「しかし、そうだね」ふと、学院長は言った。「先生に言われていた例のブツですが、見つかったそうです。よかったですねー」

「本当ですか!?」

　それが見つかれば、全員の訓練を本腰入れて開始できる。俄が然ぜん、俺は身を乗り出した。

　学院長は、そんな様子を見て「落ち着いてね？」と苦笑する。

「しかし、疑っていたわけではありませんが、こうもあっさり見つかるとなるとね。いろいろ訊きかれて困ったよ。なんせ、情報の出どころなんて言えないし――ねえ？」

　確かに。言ったところで、信じるのは学院長くらいだろう。

「えー、あー……すみません……？」

「謝あやまることじゃないでしょう。神賜兵装テスタメントの回収は何をおいても優先すべきことです。見つかったのなら、それに越したことはありませんから」

　救世科の面々は、聖痕だけでは救世主たり得ない。

　それと対になる神賜兵装があって初めて、彼らは魔ま神じんと戦う権利を得る。

「というわけなんで」と学院長。「確かく認にんも含めて、ソニカさんには王都まで出向いてもらうことになると思うから。早くて来週かな？　まあ時期が来る前に伝えておいてください」

　俺は頷いて学院長に答えた。

　――さて、そろそろ本格的に忙いそがしくなってきそうだ。

「では失礼します、学院長」

　一礼して、俺は部屋を退出しようとする。

　その背に向けて、学院長が小さな声で言った。

「――くれぐれも無理はしないように」

「…………」

「説教臭くさくて悪いけれど。これでも一応、以前は君の先生だったらしいから。そのことが記憶にないとしても、先生らしいことをひとつくらいは言っておかないとね」

「……ありがとう、ございます」

　たとえ、俺を教えた記憶がないのだとしても。

　それでもキジン＝イーバックが、俺の恩師であることに違いはない。

　そのことに、俺は感謝を覚えながら退出した。

　身み許もとさえ不確かな、記憶どころか記録にすら存在しないアキという人間を、この学院の教師として雇やとってくれた。信じて、救世科を預けてくれた。

　それが、たとえ俺という個人を信用しての采配ではなくとも構わない。どうあれキジン学院長が、俺にとっての恩人であることは事実なのだから。恩ばかりが募つのっていく。

「どうやったら返せるもんかね……」

　さしあたり、少しでも早く一人前の教師になりたいところだ。気合いを入れていこう。

　決意を新たにしたところで、ふと、気づくものがあった。魔術師としての感覚が、俺に侵入者を告げている。――誰かが俺の部屋に立ち入った、と。結界に引っかかったのだ。

「……賊ぞくか？　まあいいや、好都合だ。炙あぶり出だしは成功かな……」

　呟き、俺は廊ろう下かの窓から教員寮りようの棟とうを見つめた。

　――さて。この釣つり餌えに、果たして引っかかったのはどんな魚か。




※




　釣り上あげられたバカどもは、未いまだ部屋の中で喚わめいていた。

「どうする、どうする、どうする！　手て掛がかりになるようなものが何もないぞ！」

「意外と片づいてるんだから仕方ないでしょ！　ああもう掃除できると思ったのに！」

「ソニカはいったい何をしにここへ来たつもりでいるんだ！　したかったのか、掃除！」

「考えてみれば、寮にはちゃんと使用人がいるんだから当たり前か……くぅっ！」

「悔くやしがってる場合!?」

「あ、イフリア。そこ汚きたなくしないでよね。出したものはちゃんと仕し舞まって」

「だから言ってる場合かあーーっ!!」

　――ていうか、ソニカもソニカで割とテンパってるね!?

　遅ち々ちとして進まない家探し。焦あせるイフリア。ツッコミも忙しく冴さえ渡わたっていた。

　意外とぜんぜん使い物になっていないエセ貴族をとりあえず放置し、イフリアは一いち縷るの望みを託してアミを振り返かえる。意外性の塊かたまりだから、あるいは何か見つけるのでは、と。

「アミはどうだ？」

「見て、イフリア！　ここ、ここ！　ベッドの下！」

「――!?　そんなところに何かが!?」

「えっちな本が！」

「何を探してるんだアミ!?」

「あるかと思ったけどなかった！」

「楽しそうだねっ!!」

　アミに期待した自分がバカだったか、とイフリアは頭を抱かかえる。どうしてちょっとでも期待してしまったのか。「超ちよう楽たのしいよっ！」と笑えみを見せられてしまってはお終しまいだ。

　何かないか。時間をかけて準備してきたというのに、このままでは全てがおじゃんだ。

　アミは窓を開けて外を眺め始めた。ソニカは掃除の評価をしている。ダメだこいつら、追いつめられるとまるで役に立たなくなる。今ここで頭を働かせられるのは自分だけだ。

　すでに大方のところは探した。あと探していない場所は――いや。

　ここでイフリアに、驚きよう異い的てきな閃ひらめきが走った。

　彼女は、この学院の図書室に秘密の部屋を隠し持もっている。図書室の本ほん棚だなの裏、そこの空間を結界で捻ねじ曲まげているのだ。入学初日から。当然、学院には秘密にしている。

　あれと似たようなことを、もしアキがやっているとしたらどうだろう。普通に探しても見つけられない。魔術を使わなければ、察知することも入ることもできないだろう。

　さきほどの模も擬ぎ戦を思い出す。

　――固有魔術オリジナルルール。

　体系化された普ふ遍へん魔ま術じゆつとは違う、術者当人が開発する技法。読書を趣しゆ味みとする彼女は、使えるか使えないかは別として、確立された大半の魔術ならとりあえず知っている。その彼女が知らないという時点で、それが固有魔術であることはほぼ間違いない。

　あのとき、アキはいったい何をしていたか。

　こちらの魔術を打ち消す魔術。瞬間転移とも見み紛まごうほどの高速移動――その共通点は。

「……時空間干かん渉しよう系。だとしたら」

「イフリア？」

　小さく呟いた文系少女に、ソニカが首を傾かしげる。我に返ったのか。

　ただ今度はイフリアのほうが深く思し索さくに沈しずむ番だった。可能性の模も索さく。状況判断。最も的確な魔術の構築。その手の能力において、イフリアに勝まさる魔術師などそうはいない。

「よし。どうせバレてるんだ、試ためしてみるのも悪くない」

　言うなりイフリアは魔術を構築した。結界に囲われたアキの部屋の中に、どこか不自然な魔ま力りよくの集中がないか。それを、こちらから察知するための魔術だ。

　イフリアの狙ねらいに気づいてソニカは口を閉ざす。この手の魔術は集中力勝負だ。邪じや魔まをしようとは思わない。あるいはラークが部屋の中に入れば、彼が最初に気づいただろう。

　イフリアが魔力の制せい御ぎよを得意とするように、ラークは魔力の察知を得意とする。風の声を聴きいているから――だとは思いたくなかったが、それもあって彼を見張りにしていた。

　果たして、イフリアは叫さけんだ。

「見つけた！　引き出しの中だ！」

「そこ、最初に探したはずじゃ――」

「二重底になってるんだ。ご丁てい寧ねいに物理的にね！　その上で結界で二重に隠している」

　イフリアが引き出しを思いっ切り開く。

　ラークが顔を覗のぞかせ、叫んだのとほぼ同時だった。

「――誰か近づいてくる。僕はもう逃にげるよ」

「くっ――だが手に入れてしまえばぼくが有利！」

「有利って何が!?」

　イフリアもイフリアでハイになっているらしい。ソニカのツッコミも、部屋に飛び入るなり窓から飛び下りたラークも無視する形で、彼女は引き出しの二重底の奥おくから、一冊の手帳を取り出した。結界を使ってまで、アキが隠していたものがそれだ。

　イフリアは忙しくページをめくる。ソニカもそれを横合いから覗き込んだ。

　――果たして。その手帳にはこんなことが記されていた。




《性別転てん換かん魔ま術じゆつに関する考察》




「え、何、気持ち悪っ」

　思わず怖おじ気けを覚えるソニカであった。何を考えているのだろう、あの教師。

　さては変態か。変態なのか。変態教師だったのか。

　さきほどの授業で上がりかけていたアキへの好感度が、一気に下落した瞬間であった。

　やっぱりあの男はいかなる手段を使ってでも追い出したほうがいいのでは？　なんか、こう、もう救世科云々とかじゃなくて、別の理由で。

「……ずいぶん特とく殊しゆな嗜し好こうだが、これは、変身魔術の応用……かな。内容の割に、かなり高度な研究だ」

　ドン引きするソニカとは異なり、イフリアはあくまで知的好こう奇き心しんが前面に出ている。

「わかるの？」

「いや。わからないということしかわからないよ。変身魔術自体、ほとんど不可能の域にあるマイナーな魔術体系だからね。特殊な適性が必要だと聞くから、あの先生が専門とも思えない……んん、さすがにその手の文ぶん献けんはほとんど漁あさったことがないな……」

「……いや、よく知ってると思うわ」

　研究に関しては、理論が複雑すぎてソニカではわからない。座学の成績ならば自分を上回るイフリアでも無理なのだ。どうしようもない。

　ともあれ、内容はとりあえず措くことにした。それをすっ飛ばして読む分には、結論を見て取ることはできる。アキの主題は、それが可能か不可能かという点にあるらしい。

　考察を重ねた結果、アキはそれを不可能だと断じているらしかった。

　とりあえずほっとするソニカ。あの男が性別を偽いつわって妙みような真似まねをする未来はなくなったと見ていいだろう。というか、そもそもなんでそんな考察を。

　再びぱらぱらとページをめくる。いくつかほかの魔術に関する考察が並んでいた。

　時空間干渉系魔術における時間遡そ行こうの可能性について。輻ふく輳そう式増幅魔術陣じん概がい論ろん。猿さるでもわかる黄式魔術の教え方。やんちゃな生徒の正しい折せつ檻かん方法――などなど。

　理解できないレベルのものから、教師としての心得まで、その内容は多た岐きに亘わたる。ある意味で見逃せない後半の記述はともかく、そのひとつに目をつけて、ソニカは呟いた。

「……灰式、魔術……」

「《灰色の魔ま女じよ》が汲くみ上げ、そして組み上げたという、幻まぼろしの魔術体系だね」

　思わず零れた呟きに、イフリアが答えて言う。ソニカも頷うなずいた。

「だよね。……ほかにないよね」

「この世でただひとり、《灰色の魔女》だけが使えるという時空間干かん渉しよう魔術。離はなれた場所に一瞬で移動することができれば、時間を遡さかのぼることさえできるというね。――ふうん？」

　魔術論、というよりはお伽とぎ噺ばなしの次元だ。誰だれでも存在は知っている、けれど詳くわしいことは誰も知らない、そんな魔術。魔術は大まかな種類によって色分けされているが、中でも灰式は存在するとされながら現実には存在しないも同然――ということになっていた。

「……まさか、先生が模擬戦で使ってたのって、灰式？」

　だとするなら、あの男はお伽噺の魔女に会ったことがあるというのだろうか。かの魔女は、もし自らの元に辿たどり着つくものがあれば、それを伝えてくれるという伝承だったが。

　アキの謎なぞを探さぐるどころか、ますます謎が深まった。そんな気分になる。

　妙に馴れ馴れしい、子どものようなあの先生のことが――ソニカは、気になって仕方がなかったのだ。ほかの誰もが、ソニカたちには近づこうとすらしなかったのに。

　なるべく意識しないように心がける、そのことが意識させていると気づかないほど。

　訪問者があったのは、ちょうどそのときだった。

「な、何をやっているんですか……？」

　おどおどとした、けれどはっきりと怪け訝げんを露あらわにした声こわ音ね。誰かが近づいてきている、というラークの忠告を、ふたり揃そろってすっかり忘れていたのだから間ま抜ぬけな話だ。

　廊ろう下か側がわに視線を向けるイフリアとソニカ。

　そこにいたのは、学院が配給している使用人服に身を包つつんだひとりの少女だった。学院付きのメイド、そのひとりなのだろう。寮の掃除にでも来たのだろうか。

「――君は？」

　と、イフリアは逆に訊たずねる。

　どう考えても誰すい何かされるべきはこちらだというのに。そういうトコさすがだわ、と妙な感心を抱いだいてしまうソニカであった。なんでこんなにも偉えらそうなんだろう、この女、と。

「え？　あ、はい。わたしはリシェ――この学院のメイドです」

「どうも。イフリア＝エルクレグリだ」

「……ソニカ＝アルハーツです。一年救世科」

「はい。存じ上げております。アキ様が担任をなさっているんですよね？」

「……アキ様って……」

　メイドに様づけで呼ばせているとは。やはりあの男は油断ならない。

　そんなことを考えているソニカをどう見たのか、リシェは屈くつ託たくない笑みを見せた。

「わたし、今年からアキ様の専属を仰おおせつかったんです。よろしくお願いしますね！」

　他意もなくそう言われてしまっては、返す言葉もなかった。あははと笑って、ソニカは曖あい昧まいに話を誤ご魔ま化かすしかない。ただ、どう考えたところで誤魔化せる状況でもなかった。

「それで、お二方はアキ様のお部屋でいったい何を？」

　当然の疑問を放つリシェ。

　そうですよねそうなりますよね、と口角を引ひき攣つらせるソニカ。視線で「どうすんの」とイフリアに訊ねた。イフリアも視線で、「まあ任せておけ」と答える。

　彼かの女じよは言った。

「いや。実はアキ先生に部屋の掃除を頼まれてね？」

　リシェは答えた。

「どう見ても朝より散らかってますけど……」

「うん。いや、それは、ほら。整理するためには一度はモノを出したりとかだね？」

「はあ……でも普ふ段だんからわたしがお掃除はしているんですが。毎日」

「んっふ」

　言葉に詰つまるイフリアだった。ダメだこいつ。

「無む駄だよ、イフリア。この子の掃除スキルは並なみ大たい抵ていのものじゃない。そんな言い訳は通用しないわ……！」

「君はどの立場から喋しやべっているんだ、ソニカ」

「見なさい。これだけ散らかしても埃ひとつ立たない部屋を。匠たくみの仕事よ」

「もう貴族を廃はい業ぎようしてメイドをやったらいいと思う……」




「――いやいや。それ以前、お前らはいつから盗賊に転職したのかな……？」




　背後から聞こえたその声に、ふたりは揃って硬こう直ちよくした。

　ごとり、と。床ゆかに、何かが倒たおれ込む音。

　そこには全身を脱だつ力りよくさせ、抵てい抗こうの意志を完全に折られたひとりの青年の姿があった――ラークだ。窓から逃とう亡ぼうしたはずの青年は、窓から現れたひとりの男に敗北していた。

　言うまでもなく、アキである。




※




　――何してんの？

　何してんのっていうか、え？　何してんの？　マジで何してんの？

　思わず四回言っちゃったけど、こいつら俺の部屋でいったい何してんの？　五回目。

　警けい戒かいしつつ来てみれば、部屋にいたのは我わが学級の生徒たち。この展開はさすがに予想していなかった。想定していて然しかるべきだった気もするが、――いやできるか。

　俺がこの学校の生徒だった頃ころも正直、かなりヤンチャだった自覚はある。だがさすがに教師の寝しん所じよに潜もぐり込もうとまでは考えたことがない。本当、想定を裏切ってくる奴らだ。

　俺は、割と本気で賊に侵しん入にゆうされたという点まで考こう慮りよしていたのだ。学院結界――学院の敷しき地ちを囲っている、侵入者対策の魔ま術じゆつ防ぼう御ぎよ――があるため可能性は低いと踏ふんでいたが、にしたってまさかこいつらだとは。弱みでも握にぎろうとしていたのだろうか。

　まあ、いずれにせよギルティだ。情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はない。

　地面まで飛び下りてきたラークを見つけ、とりあえず捕ほ獲かくを試みる。完全に俺の部屋の窓から下りてきたので、もうその時点でだいたい察した。「バ、バカな……!?」と戦せん慄りつを見せるラークに、「いやバカはお前だ」と答え、首根っこを引っ掴つかむと、跳ちよう躍やく。魔術でひと息に最上階まで跳び上がり、窓に手をかけたのだ。

　ラークを部屋の中に投げ入れると、その先にはソニカとイフリア。そしてなぜかリシェの姿があって――という顛てん末まつ。この部屋の結界を破れるとしたら、まあ、イフリアか。

　本当に。その優ゆう秀しゆうさを、どうしてこういう方面にしか使ってくれないのですか。

「さて。覚かく悟ごはできているな……？」

　指の関節をベキボキと鳴らして俺は告げる。俺の格かく闘とう技術などそこそこちょいってものだったが、この距離で砲ほう台だい型のイフリアと、武器を持たないソニカに負ける理由はない。拳げん固こ一発で終いだ。いざ折檻タイム。

　と。思った瞬間だった。

　部屋の天てん井じようが突とつ如じよとしてブチ抜ぬかれ、崩ほう壊かいした穴の向こうに青空が広がったのは。

　――は……？

「ひゃあっ!?」「ええっ!?」

　俺と同じくらい困惑するソニカとイフリア。無論、このふたりが魔術を使ったわけではない。それくらいは先に察知して防げる。だから今のはこのふたりではなく――、

「――大だい丈じよう夫ぶ、ふたりとも！　助けに……あれ？」

　俺の部屋の天井を、屋根ごとブチ抜いてできた穴の向こう。そこから、ひとりの少女が顔を覗かせた。誰かなんて言うまでもない。アミである。いないとは思っていたが……。

「ア、アミ？　いつの間に天井に!?」

　驚きに目を見開くソニカ。こいつらにとっても、この事態は想定の外側らしい。まあ、あくまで察知用の結界だ。天井に穴を空けるくらいアミならば余よ裕ゆうだろうが……いやそういう話じゃなくて。そもそもなんでヒトの部屋に穴を開けてるんだって話であって。

　呆ぼう然ぜんとする俺たちの上で、アミが頭を掻かきながら言った。

「なーんだ、アキ兄だったのか。てっきり敵てき襲しゆうかと思っちゃった！」

「――バカじゃないの!?」

　もうこのツッコミもいい加減マンネリしてきたなあ、と頭の片かた隅すみのどこか冷静な個か所しよが告げていた。つまりまったく冷静ではない。

　ひと言ツッコミを入れて、それ以上はもう何も言えない俺だ。ていうか何を言えと。

　こんな状じよう況きよう、いくら俺でも想定できるわけがない。

「アミ……いつの間に、っていうかなぜ屋上に……？」

　呆然と静止してしまった俺に代わり、イフリアがアミに訊ねていた。せっかくの部屋が使い物にならなくなってしまった事実に打ちひしがれてしまい、俺はただ聞いていることしかできない。いや本当に、なんで天井にいるの、この子ってば……？

　おそらくこの場の全員に共通するはずの問いかけに。アミは、当然のように答えた。

「え？　なんでって……だってわたし、高いとこ好きだし」

「理由それだけなのかい!?」

「それだけっていうか。ほら、とってもいいお天気だし。お昼ひる寝ねしようと思って！」

「それでどうして天井を破るんだ……」

「なんか、ヘンな人がものすごい勢いで近づいてきたのがわかったから！」

　ソニカもイフリアもラークもリシェも。全員が一いつ斉せいにこちらを見た。

　……いやいやいや。え、何これ、何この感じ。なんで俺おれが悪いみたいな流れ？

「危ないヒトだといけないから、みんなを助けなくちゃって思ったんだよね！　いやー、まさかアキ兄だとは思わなかったよ！　ドンマイ！　そういう日もあるよねっ！」

「ねえよ。――いや、ねえよ！」

「それにしてもアキ兄、いいお部屋に住んでるね。空が近い！　素す敵てき！」

「お前そんなんで誤魔化せると思うなよ！　何してくれちゃってんのマジで！　空が近いじゃねえよ！　もう空見えちゃってんじゃん！　何この斬ざん新しんな天窓!?」

「ま、まあまあ。ほら、あれだ。晴れた日の夜は、きっとステキな星空が見えるよ！」

「雨の日は!?」

「……ふぅ。なるほど」

　ツッコむ俺を傍かたわらに、ふとソニカが静かに息をついた。

　そして言う。なんだかものすごく可か憐れんな笑みで。

「それなら仕方ないわね」

「今のどこに仕方ないと思える要素があった!?」

「もし学院に侵入者があったら一大事ですからね、ええ。多少の器物損そん壊かいは許されて然るべきかと思います。確か、校則にもそんな記述があったかと」

「ああ、確かにあったね。学則第六条二項こうだ」

　イフリアまで乗りやがった。好機と見たらしい。

「いやふざけんなや！　そんなことで俺の部屋をブッ壊されて堪たまるか！　どうすんだこれ、どうすんだ俺のこれから！　どうやってこの部屋で雨風を凌しのげって言うんですかね!?」

「魔ま術じゆつ防ぼう壁へきとかで塞ふさげばいいじゃないか。ちょうど模擬戦でやったみたいに」

「常に魔力を使ってろと!?」

「ああ。アキ先生、魔力量が少ないですもんねえ。それはたいへーん」

　にっこりと、笑みを見せるソニカだった。

　なぜこのエセ貴族は、こんなときだけ綺麗な笑え顔がおなんだ。

「さて。掃そう除じしましょうか？　掃除していいですよね？　こう、いい感じに瓦が礫れきが降ふってきたことですし。どこかに箒ほうきとかありませんか？　私がやりますよ、ええ。いや別にやりたいとかじゃないですけど。こう、せっかくの機会ですし。隅すみ々ずみまで。丁寧に」

　掃除がしたいからのようだった。メイドがいるというのに。

　俺は深く息を零し、それから天井を仰あおいだ。その先の青空まで見事にシースルー。

　……仕方ない。この手だけは使いたくなかったが、仕方があるまい。こいつらに謝る気がないというのなら、俺としても最終手段に訴うつたえかけるだけだ。

　俺は、笑顔を作った。ソニカやアミにも負けない、それはもう爽さわやかな笑顔のはずだ。

「ひっ――!?」

　廊下のほうに立っていたリシェから、息を呑のむような声がした。おそらく彼女は偶ぐう然ぜん、通りがかっただけだろう。つまり、彼女が怯おびえる必要はないはずなのだが。

「アミ」

　と俺は呟く。名を呼ばれた屋根裏の闖ちん入にゆう者しやは笑みを見せて言った。

「なぁに、アキ兄？」

「――墜おちろ」

　アミの後頭部付近から魔ま弾だんを射出。部屋の中へと叩たたき落おとす。背後から魔弾に撃たれた少女は「むぎゃっ!?」と間抜けな声を立てて落下。真上に墜つい落らくされたラークが「ぐぇ」と断だん末まつ魔まの叫びを響ひびかせた。ソニカと、そしてイフリアは――なんだか固まったように動かない。

「アミは撃ってもらいたかったんだっけ？　ほら、これでいいよな？　おや聞いてない」

　せっかく授業の再現をしているというのに。リアクションなしとは寂さびしいものだ。

　どこからでも魔弾を撃てるようにしておけば、こういうときに便利ですね。いやさすがアキ先生の授業、実じつ践せん的てきだなあ。はは。こんな使い方は想定してないですけどね！

「ア、アキ……先生？　あ、あの、なんで笑って……」

　珍めずらしく、妙に震ふるえた声を出すソニカ。どうしたというのだろう。

　見ればその隣となりのイフリアまで、やけに肩かたを震わせている。こちらも稀け有うな光景だ。

「先生……？　その、笑顔が怖こわいんだけど……？」

「おや、イフリアくん」

「ただただ怖い!?　やめてくれ、その満面の笑みでこっちを見るのは！　超ちよう怖こわ!?」

「その手に持っているのは私の手帳ではありませんか」

「置いた！　はい！　はい今置きました机に置きました！　もう何も持ってません！」

「よろしい。それでは」俺はさらに笑みを深め、行った。「――覚悟はいいな？」

「やばい、やばいぞソニカ！　アキ先生、たぶんこれマジで怒おこってる！」

「何する気ですか!?　暴力に訴えようっていうなら、私たちだってそう簡単には――」

「いいや。暴力なんて振るわない」

「だったら――」

「俺が使うのは権力だ」

　そう。それが俺の最終手段。すなわち。

「――テメエら全員、学院長先生に叱しかられてこいやあ!!」

　上司に丸投げ作戦である。




※




「助かったよ、リシェ。部屋の掃除、手伝ってくれてありがとう」

　あれから。どうしようもない悪童四人を、どうしようもないから俺よりも年長者であるキジン先生にブン投げてから――文字通り縛しばりつけて学院長室に投げ入れてきた――俺は自室まで戻もどってきた。その間、リシェは俺の部屋を片づけてくれていた。申し訳ない。

「いえ。これがわたしのお仕事ですから。アキ様はお気になさらず」

　細ほそ腕うでで力こぶを作る仕し種ぐさのリシェ。筋力があるようには見えないが、頼もしいものだ。

「それより、大変でしたね。まさかお部屋がこんな風に……」

「まあ、あいつらはキジン先生に預けてきたからな。今いま頃ごろは絞しぼられてるだろう」

　学院長先生は、威い厳げんや威い圧あつ感こそないものの俺より大人だ。立場もあるし、もっと直接的な理由もあるため、あの四人も逆らえまい。上手うまく説教してもらうとしよう。

　なんせ寮りよう棟とうの損壊である。学院長に報告して当然の事態だ。連中も、俺に対しては実に生意気だが、理り詰づめで攻せめてくるタイプのキジン先生にはおそらく敵かなわない。

　俺がそうしてもらったように、いずれは四人にもキジン先生の授業を受けてもらうことになる。伊達だてや酔すい狂きようで、あの先生はあの歳としで、この年度に、学院長をやってはいない。

　――王国で十指に入る戦闘系魔術師の実力を、肌はだで感じてもらういい機会だろう。

　授業のカリキュラム自体は、ちなみに救世科もほかの生徒たちと同様のものを組ませてもらっている。ほとんど俺のわがままだったが、あくまで彼らが生きて帰ってくることを前提とする以上は必ひつ須すだと考えた。そういうところで、特別扱あつかいはしないでやりたい。

　彼らを、あくまで戦う者として訓練することは割り切っている。だがそれだけで終わらせる必要もないということ。あいつらには、戦いを終えて帰ってきたあとの人生がある。

　――言いい換かえれば、無事に生せい還かんした暁あかつきには就職活動が待っているということ。

　救世の英えい雄ゆうが、まさか路頭に迷うこともなかろうが。かといって本当にやりたいことができないよりは、選せん択たく肢しを広げてやったほうがいいだろう。学校とはそういう場所だ。

「……結局、説教を学院長に任せてるんだから、情けねえ話だよ」

　軽く肩を竦すくめ、嘯うそぶくように笑う。こんな愚ぐ痴ちは零こぼすべきじゃないのだろうが、リシェの前でつい油断してしまった。生徒じゃないとはいえ、それとほぼ同年代だというのに。

「あ、悪い。別に愚痴を聞かせるつもりはなかったんだが」

「大丈夫ですよ」リシェは、俺の言い訳を封じるように言った。「大丈夫です」

「リシェ？」

「救世科の皆みなさんのこと、アキ様が誰より大事に思ってるって、ちゃんと伝わってます。だから、大丈夫ですよ。アキ様がいれば」

「……ありがとな」

　なぜだろう。リシェから言われると、本当にそうなんじゃないかと思えてくる。それが慰なぐさめや誤魔化しではなく、彼女の本心だということが伝わってくるからか。

「ま、バカばっかやるところは普ふ通つうにやめてほしいと思ってるけどな？」

「あはは！　でもそういうアキ様も、皆さんといるときはとっても楽しそうですよ？」

「えぇ……そんなことないと思うけどなあ。でもまあ、リシェが言うならそうか」

「そうですとも！」

　むん、と胸を張って、リシェは笑みを見せた。豊満な胸がたわわに揺ゆれる。

「だから、がんばってくださいね。先生！」

「……おう！」

　リシェの――この国の全すべての人間の命は、ある意味で俺の肩にも懸かかっている。

　もちろん、それが実際に戦うあいつらには及およばない責任だとしても。いや、だからこそ俺があいつらを見てやらなければならない。そう決めて、俺はここまで戻ってきた。

「あ、そうだ。午後の授業ですけれど」そこでリシェが話を変えて言う。「キニャール先生が代わってくださるそうですよ。伝言を預かってきました」

「そうなの？　ああ、だから俺の部屋まで」

「はい。学院長のところでお話があると伺うかがっていたので、少し捜さがしましたけれど」

「そっか……あとでお礼言わないとな。リシェもありがとう」

「先生も、救世科の方々とお話ししてみたかったんだ、って仰おつしやってましたよ」

「勇者だなあ、あの人……断言するけどロクなことにならんぞ」

　ティフィーシェ＝キニャール先生は、この学校の教きよう諭ゆのひとりだ。今は二学年の担任をしている女性で、俺より少し年上の二十四歳。おっとりと穏おん和わで優やさしい性格で、男子生徒どころか男性教諭からも、おそらくいちばん人気がある。その気持ちはよくわかった。

　まあ、代わってくれるというのなら正直、助かる。本当はダメなんだろうとは思うが、あの学院長ならとやかくは言うまい。救世科自体、ほかの科の生徒や教師たちとは滅めつ多たに交流がないため、いろんな視点から授業を受けることはプラスになるだろう。

　……単純に、俺が少し休みたいだけでもあったのだが。

「ところで、アキ様」と、そこでリシェが、静かに言葉を重ねた。「もしかして、ですけど。どこかお体の具合が悪いんでしょうか……？」

「――――」

　瞬しゆん間かん、俺は返答に詰まってしまう。それが答えみたいなものだった。

　まさか、気づかれるとは思わなかったのだ。学院長でさえ気づかなかった俺の体の不調を、リシェがひと目で見み抜ぬくとは。さすがはメイド……いや、関係あるのか知らないが。

　咄とつ嗟さに誤魔化すには、もう遅おそすぎた。リシェの目つきが鋭するどくなる。

「何があったかは訊きませんが……アキ様は根を詰めすぎです。毎晩、遅くまでいろいろなさっているでしょう？」

「……なんだ。知ってたんだ」

「わたしはアキ様のメイドですから」

「メイドってそういうのだっけ？」

「ええ。わたしが。わたしがアキ様の正式メイドです。あのエセメイドとは違ちがいます」

「誰のこと言ってるの？　こわいよ、リシェさん？」

　エセ貴族どころかついにエセメイドにされているソニカだった。

　まあ、本当に貴族なんだからそのほうが正しい気もするが。どうでもいいか。

「事情はわかりませんが、それならキニャール先生が代わってくださったのは好都合ですね。アキ様は休んでいてください。大丈夫、晴れているので屋根がないくらい！」

「わ、わかったって……」

　リシェの剣けん幕まくに押おされて、俺は午後を自室で過ごすことが決定してしまった。

　しかし、都合自体は確かによかった。リシェの言う通りだ。正確には俺の不調は、根を詰めているせいではなく、さきほどの授業での魔術行使による反動だったが。

　あまり体調がよくないのは事実だ。

　今後のことを考えれば、ここで少し休んでおくのは悪くない。

「いいですか、ちゃんと休んでくださいね、アキ様！　でないと学院長にお話しして、強制的に休ませてもらえるように言っちゃうんですからねっ！」

　脅おどしというにはかわいらしすぎるリシェの言葉に押されて、まだ散らかった部屋を放置してベッドに腰こしを下ろす。

　考えておかなければならないことは、それこそ山のようにあった。

　教職の忙しさに翻ほん弄ろうされて、その辺りが手落ちになっていては本ほん末まつ転てん倒とうだ。授業開始からたった七日でとは情けないものだが、この時間を今後の方針決めに当てるとしよう。

　俺はイフリアから取り返した手帳の表紙を、そっと人差し指でなぞった。指先へと込められた魔力が、手帳に刻まれた術式に反応して、秘ひめられたページを開示する。

　あの毒どく舌ぜつ少女でも、さすがにこの仕し掛かけには気づかなかったはずだ。

　――そこに記されているものは、本来なら知り得ないはずの未来の予定帳。




　今から、およそ一年後。

　魔族の襲撃により、学院が陥落するという未来の記述。




　こればかりは、誰かに見られるわけにはいかない。

　学院がなくなるまであと一年。それを阻そ止しするための時間は、刻一刻と減っていた。

　だとしても、諦あきらめるわけにはいかない。




　俺は、そのために未来から戻ってきたのだから――。




※




　――夜半。俺は夢を見た。

　かつて、俺がまだこの学院の生徒だった頃の夢である。

　その歴史が、たとえこの世に存在しなくても。経験してきたそれらが嘘うそになるわけではないのだから――それは儚はかなくとも、尊く大切な思い出の名残なごり。

　突如として手の甲こうに浮うき上あがった聖痕ステイグマのため、俺は救世科の生徒としてこの学院に入学した。世界を救う役割を担にない、そのことを誇ほこらしく思っていた。

　ソニカと。イフリアと。ラークと。今はいない、ロクサディムという男と。

　たった五人で、世界を救うための戦いに飛び出した。

　そう。それが俺の、かつての肩かた書がき。今は失ってしまった、手放してしまった資格。

　クルストリア王立第一魔術学院一年救世科――アキ＝フォルトヴァール。

　かつてこの学校に入学し、けれど魔神に敗北した運命を覆すために、時間を遡ることで戻ってきた、かつての救世主候補のひとり。

　そう。

　俺たちは敗北した――。

　あらゆる妨ぼう害がいが俺たちの成長を阻はばみ、魔ま界かいへ向かってなお俺たちは神賜兵装テスタメントの真の力を完全に引き出すことができなかったのだ。俺は、救世主には――なれなかった。

　失敗したのだ。

　あらゆることが上手くいかなかった。

　神賜兵装は、魔神を封ふう印いんするに足る武器だ。それは歴史が証明している。けれど二代目救世衆は、神賜兵装の力をまったく扱えずに敗北した。世界の期待を、全て裏切った。

　血で血を洗う戦いだった。人間世界にはすでに多くの魔族が派兵されており、国土の多くが無む惨ざんに焼やき払はらわれ、荒こう廃はいした。俺たちが一年間を過ごしたこの学院も、魔族の襲撃によって完全に崩壊させられてしまっていた。

　滅ほろびへ向かう世界を――それでも、俺たちは救うために戦った。

　魔界へ向かい、たった五人だけで多くの魔族と戦った。俺たちは間ま違ちがいなく、王国で、いや世界で最も強い魔術師だったはずだ。

　――けれど魔神は、そんな俺たちを嘲あざ笑わらうほどに強大だった。

　魔神との戦いの光景は、今も俺の瞼まぶたの裏に貼はりついて忘れられない。

　忘れることなど、できるはずがない。




　最初に死んだのはイフリアだった。俺たちの中で最も魔術の上手かった彼女は、俺たちを逃がすために結界を張り、最後まで魔神の攻こう撃げきを防ぎ切り、魔力を使い果たして死んだ。

　次に死んだのがロクサディムだ。俺たち五人の中では最も年長だった彼かれは、仲間が先に死ぬところは見たくないと、魔神の攻撃を防ぐ盾たてとなって、俺たちを庇かばって消し飛んだ。

　三番目にはラークが死んだ。俺たちの中で最も臆おく病びようで、最も勇気のあった男が、魔神を意識を惹ひきつけるために囮おとりとなって戦場を駆かけた。そして、魔神にその胸を貫つらぬかれた。

　俺とソニカだけが、たったふたりだけで生き残ってしまった。

　最後に、そして――ソニカが死んだ。

　本当は俺が死ぬつもりだった。だが彼女は俺を騙だまし、俺を人間世界へ送り返した。俺に自由はなく、ただ転移の間ま際ぎわに彼女が血を吐はくのを見たのが最後だった。

　――俺だけが、そうして、最後まで生き残ってしまった。

　人間世界は滅めつ亡ぼうした。

　国土は荒廃し、人々は殺され、あるいは飢うえ、もう滅びは避さけられなかった。そんな、終わってしまった世界を俺は歩き続けた。ただひとり残された俺が、自ら命を捨てるわけにはいかなかったから。どれほど死にたくても、死ぬ権利など遺のこされていなかったから。

　仲間を犠ぎ牲せいにして、俺だけが命を拾ったのだから。

　だから俺は、世界中を旅して回った。こんなことがあっていいはずがないと、終わってしまった運命を受け入れずに拒きよ否ひしていた。それ以外に、縋すがるものなど何もなかった。

　俺はお伽噺に頼たよったのだ。

　灰色の魔女。

　時間さえ手中に収めるという伝説の魔女を、もし見つけることができれば。

　そのときは――あるいは過去に戻って、もう一度やり直すことができるかもしれない。そう考えたのだ。どれほどあり得ない考えでも、それ以外にできることなんてなかった。

　――そして、果たして。

　俺は、旅の果てに灰色の魔女を見つけた。

　彼女の力で過去の世界に戻してもらい、再び、今度こそ魔神を倒して、世界を――いや、俺のために犠牲になった仲間たちを救うのだと。そう、意気込んでやって来た。

　けれど、奇き跡せきには代だい償しようが必要で。

　俺は過去に戻ると同時に、救世主としての資格を失った。聖痕は跡あと形かたもなく消え、神賜兵装は俺に反応さえしなくなってしまった。

　その理由は、けれどすぐに知れた。当たり前の話でしかなかったのだ。

　なぜならこの二度目の世界には、すでに救世主として選ばれた、俺ではない俺がいるのだから。救世主候補としての権利はそちらに移り、俺はこの世界ではただの魔術師だ――いや、どころか聖痕を喪うしない、長い旅で力を枯かれ果たした、無様な残ざん骸がいでしかなかった。

　だとしても、諦めるわけにはいかない。俺は仲間を救うために戻ってきたのだ。

　このままでは、みんなは必ず魔神に敗北する。その未来を俺は知っている。

　だから俺は――今度は教師として、かつての仲間たちを導くことを選んだのだった。

　滅んだ世界を旅した経験は、幸いなことに、かつての俺が持っていなかった技術と経験を与あたえてくれた。それを仲間たちに伝えることで、今度こそ神賜兵装の真の力を引き出しさえすれば、魔神を倒し、世界を救うことができる。

　――もう二度と、みんなを死なせずに済むはずだった。

　けれど。そんな俺の考えは、またしても出だしから躓つまずくことになってしまった。

　なんとなれば。




　この世界における俺が、なぜか女の子になってしまっていたのだから――。







第三章　『素晴らしきこの世界は常に騒動を求めていやがってマジでほんとマジ』







　――ラーク＝シルデとの初対面を思い出す。

　あのとき、彼は学がく生せい寮りようの裏庭の片隅に、ひっそりと屈かがみ込んでいた。小さな鉢はちの中で、植物を育てていたのだ。草木や花々、吹ふき抜ける風や陽ひ射ざしが、ラークにはよく似合う。

「……妙な風が吹いている」

　俺が話しかけるよりも早く、こちらを振ふり返かえりもせずに彼は言った。風の気配に敏びん感かんだから、俺の接近に気づいたのだろう。ただ俺はそのとき、彼の言葉を独り言と捉とらえた。

　だからこんな風に答えたのだ。

「そうだな。なんか、こう……あれだな。妙な風だな」

　バカ丸出しの答えだった。けれど、対するラークもマイペースなもので。

「こんな日は、夜から天気が崩くずれてくる……」

　天気予報をしてくれた。今考えてみれば意味不明だったが、当時の俺は今よりもずっとバカだったから、その天気予報を一いつ瞬しゆんで信じて、かつ尊敬したものだった。

「へえ、そんなことがわかるのか。すげえな、ラーク！　――ラークで合ってるよな？」

「……そうだけど。君は？」

　待ち構えていたとばかりに、俺は満面の笑えみで答えた。

「俺はアキ！　今日からラークの仲間になる、救世科の一員だぜ！」

「はあ。よろしくどうぞ」

「あ、はい。どうも。よろしく……」

　なんだか覇は気きのない出会いになってしまってけれど。

　こいつが誰より優しく、誰より勇ゆう敢かんな仲間であることは、このあとすぐにわかった。




※




　それからの一週間。

　俺と、そして救世科四名の生徒たちとの、一進一退の攻こう防ぼうが続いた。なんでだ。

「――魔ま術じゆつの構築が遅いっ！」

「ふぎゃあっ!?」

　ミスをしでかしたアミを、容よう赦しやなく魔弾で撃うち抜く俺。

　恒こう例れいとなった試術場での魔弾合戦。これで勝かち越こせない限り、俺を追い出すことなんてできないぞ――という謎なぞの賭かけとして成立した訓練だったが、進しん捗ちよく自体は悪くなかった。

　まあなにせ、俺はこいつらが将来、その能力を完成させた姿を知っているのだから。

　その俺の指導が何より効果的なのは、言うなれば反則のようなものだった。遠えん慮りよする気などさらさらないが。

「そんな速度じゃ当たる攻撃も当たらん！　いいか、魔術の速度ってのは攻撃自体の速度より、発動までの速度のほうが肝かん心じんなんだ！　消費魔ま力りよくが同じ場合、魔弾では障しよう壁へきを撃ち抜けない！　必要なのは威い力りよくより速度！　そして精密性だ！　当たらん弾たまは魔力の無駄！」

「んなこと言ったって、攻撃にいちいち注文つけられちゃ難しいって、アキ兄！　何さ、《攻撃の属性を毎回変えろ》って！　わたし、火属性以外は苦手だってのに！」

「できないことをできるようにするのが訓練だ！　バカのくせに器用なのが取とり柄えなんだから、それを磨みがけて苦手も克こく服ふく！　一石二鳥の訓練だろうが！」

　なにせこいつ、あらゆる意味でかつての俺とそっくりなのだから。

　認めたくはないけれど。その世界の綺き麗れいな部分しか目に映していないようなバカさ加減まで含ふくめて、アミ＝フォルトヴァールはかつての俺とまるで変わらない。

　……いやまあもう少し賢かしこかったとは思いたいんだけど。

　ともあれ指導の方向性には問題あるまい。俺は続けてもうひとりの生徒に向け叫さけぶ。

「――そしてラーク！」

　俺は前を向いたまま、わずかに屈むことで後ろから来る魔弾を回かい避ひした。俺に当たらず飛んでいった魔弾が、正面にいたアミに直ちよく撃げきする。

「かぺっ!?」

　もちろんそんなものは無視して、俺はそちらを見もせずに背後へ魔弾を放った。

「――っ!?」

　さすがにそれは躱かわすラークだったが、やはり反応が鈍にぶい。

「魔弾で攻撃するときに足を止めるんじゃないと何度も言ってるぜ！」俺は叫ぶ。「お前の取り柄は速さだろうが！　すばしっこさで翻弄してなんぼなんだ！　どんなときでも走ることだけは絶対にやめない！　風の声を聞け、風の声を！」

「北風さん！　助けて北風さんっ！　いったい僕ぼくはどうすればいい!?」

「うん。いや、本当に話しかけるとは思わなかったけれども！」

「あ、え、いや、違うんだ！　違うんだよ、南風さん！」

「おっとどうした!?」

「北風さんと僕はそういう仲じゃ、あ、いや北風さん!?　待って、行かないで!?」

「なんか修しゆ羅ら場ばが展開されてるけど!?」

　なんなのこいつ。北風さんと南風さんにモテてるの？　そもそも誰だれだよ、そいつら。

　とはいえ、風の属性が得意なラークは、速度で言えば救世科最速だ。魔弾なんぞより、もっと直接攻撃できる武器なりを使ったほうが向いているのだが、そこは追々。今はまず魔力を戦闘中に運用すること、それ自体に慣れてもらうための段階だ。

　訓練でできることが、そのまま実戦でできる人間のほうが本来は稀まれなのだから。

　ただまあ。成長の具合で言えば、このふたりが特に著いちじるしい。ふたりはもともとなんの訓練も受けていない素人しろうとだったのだから、たった半月でここまで実力を向上させたことは褒ほめられて然るべきだろう。……本当に大した才能だ。

「違うんだ……二ふた股またとかじゃないんだ……」

「うんわかった。わかったから、お前らの愛あい憎ぞう関係は。だからこっちの世界に戻れ？」

「どうすればいいんだ先生！」

「いや知らねえよ！　本当はなんもわかってねえよ!!　ケジメつけとけば!?」

「僕は悪くな――って西風さんまで!?」

「よし！」

　もうラークは放っておこう。俺はアミに向き直った。

「とりあえず、ふたりはこれでオーケー。課題は今言った通りだ。克服するように」

「うー……スパルタすぎるよ。いつまでこれをやれば……」

「できるまでだ！」

「アキ兄の鬼おに！　悪あく魔ま！　魔族！　アキ兄！」

「最終的に俺の存在を罵ば倒とうに変へん換かんしてんじゃねえぞアミぃ……！」

「痛い痛い痛い痛い久々のヘッドロック!?　あっ、でもちょっと嬉うれしい何この気持ち!?」

「やめろ！　いいか、目覚めるなよ!?　絶対だぞ!?」

「なんでだよぅ！」

「もういいから穴でも掘ほって埋うまってろお前は！」

　なんでこう緊きん張ちよう感がないのか。俺は頭を抱かかえながらも、先にふたりを上がらせた。

　アミは地面に魔術で穴を掘ると、言われた通りその中に埋まった。なんでこいつはこういうところだけ妙みように素す直なおなのだろう。本当に入るとは思わなかった。

　まあ、アミは高いところにいればいるほどテンションが上がり、逆に低い場所に立っているときほどテンションが下がる。なぜか。なぜだ。

　とりあえず、しばらく静かにしていてくれるだろう。

「……つらい。おそらにかえりたい……あな、せまい……くらい……」

「どうあってもうるさいのな、お前は!!」

　もういい。アミもラークも放っておくのがいちばんいい。

　問題は、このあとにも残っている。俺も本ほん腰ごしを入れなければならなかった。

「んじゃ次。ソニカとイフリアの番だ」

　目の前に立つふたりに向けて言う。

　成長幅はばは、確かにアミとラークのほうが大きい。だがそれでも、まだこのふたりの実力には及ばないだろう。もともと訓練を積んでいたソニカと、その才能をすでに開花させ、魔術の技量では並ぶ者のないイフリア。このコンビは、相手取るには厄やつ介かいだ。

「課題はこなしてきたか？　これまで通りじゃまだ俺を倒たおせないぜ」

「当然」ソニカはどこまでもまっすぐに言う。「今日こそ目にもの見せてくれるんだから。覚かく悟ごしておきなさいよ！」

「いやいや」それに対して俺は笑った。「初めはあんだけ俺を拒きよ絶ぜつしてたお前が、言うこと聞くようになってくれて嬉しいよ」

　からかわれると弱いソニカは、見事に顔を赤くした。

「うるっさいわね、やめなさいよその笑顔！　腹立つなあ、もうっ！」

　その面白おもしろさは、すでに俺以外の人間にも標的にされているようだ。隣に立つイフリアが、相変わらずの無表情でぼぞりと零す。わざと聞かせるように。

「ソニカはちょろい」

「黙だまりなさい、イフリア！　アキ先生の訓練に、一定の効果があるって認めただけ！　役に立たなくなったらすぐ切り捨ててやるんだから！　燃えるごみの日なんだから！」

「うわあ……」

「なんっなのよその顔は！　腹立つわね、ふたり揃そろって！」

　このふたりは正直、実力自体をそう向上させられたわけではない。さすがに半月では、まだ訓練の効果もあまり出てきていないのだろう。――まあ、もともと強いからだが。

　ソニカもそうだが、特にイフリアがヤバい。正直マジでコイツはおかしい。

　その実力たるや、すでに一流となんら遜そん色しよくないだろう。才能だけで説明をつけるには、いささか疑問が浮かぶほどに、イフリアは魔術師として完成形に近い。俺が何をせずとも、あとは真っ当に鍛きたえていくだけで――この国始まって以来の魔術師として完成する。

　……いくらなんでも、この時期にここまで強かったかな、イフリア。

　まあ、俺の指導がいいのだろう、と自うぬ惚ぼれておくことにする。弱いよりはずっといい。

　この訓練では、神賜兵装の使用を基本的に禁止していた。それを使われると俺が訓練相手にならないということもあるが、武器そのものがあまりに高性能すぎて、本来の実力を向上させる妨さまたげになってしまうからだ。

　もっとも、ソニカはそもそもまだ持っていないのだが。

「どうでもいいからさっさと始めようよ。いろいろ試ためしたいこともあるし」

　訓練では躍やつ起きになるソニカに対し、イフリアは淡たん々たんと呟つぶやく。新しく習得した魔術を試す、体のいい的として俺を利用することにしたらしい。

　どこか一歩引いた態度、とでも言えばいいのだろうか。結局は俺如ごとき、神賜兵装を用いた実戦なら確実に勝てるという余よ裕ゆうがあるらしい。なかなか本気を引き出せない。

　この訓練自体には楽しみを（歪ゆがんでいるとはいえ）見み出いだしたらしく、真ま面じ目めに受けてくれているのだが。教師として、歯は痒がゆい思いがあることは事実だった。

　どう向き合えばいいのか、俺自身がわかっていない。

　いや、それはイフリアに対してだけではない。ソニカやラーク、アミまで含めた全員に対し、俺は未いまだにもう一歩を踏ふみ込めないでいた。――どうしても迷いがある。

　――これで本当にいいのか、と。

　どうしても、彼かの女じよたちが死んだときのことを忘れられないのだ、俺は。

　思わず苦みのある表情を作ってしまった。

「……あー」

　とはいえ時間は有限で、その前にこいつらを鍛え上げるのが俺の使命だ。

　淀よどむような迷いを振り払うように、俺は掌てのひらの付け根で二度、自分の頭を横から叩いた。教導役である俺が、集中できていなくてどうするというのか。

「うしっ。……やるか！」

　気を取り直して、俺は前に立つふたりを見み据すえた。

　と、なぜかソニカが、俺のほうを睨にらむように見据えていることに気づく。ただ訓練に気合いが入っているというより、俺自身に何か思うところがあるような、そんな視線だ。

「どうかしたか？」

　訊たずねた俺に、ソニカは視線を逸そらして俯うつむきがちに首を振った。

「……別に。なんでもない」

　珍しい態度だった。ソニカは、言いたいことがあれば遠慮せずに言うタイプだから。

「なんだよ。何もないって風には見えないぞ」

「……じゃあ言うけど」ソニカは俺を睨んでいた。「ときどき、先生はその顔で私たちを見るよね。それ、はっきり言って不快なんだけど」

「……その顔？」

　と俺は眉まゆ根ねを寄せる。いくらなんでも、俺の隠かくしている秘密に気づかれるほどの下手は打っていないはずなのだが。

　困こん惑わくする俺に、ソニカは小さくかぶりを振る。

「……やっぱりなんでもない。いいから始めましょう」

「ソニカ……お前」

「うるさい。――私が何を考えてようと、アンタには関係ないんだから」

「そうか……わかった」

　そう言われてしまっては、もう俺に返せる言葉などなかった。

　かつての仲間は――けれど今の生徒だ。

　俺が過去に戻ったところで、あの関係は――もう戻ってこない。

　わかっている。どれだけ綺麗ごとを吐こうと俺は、こいつら四人にとって、拒きよ否ひ権けんなく死地へと送り込むふざけた大人たちとなんら変わりないということは。

　感情など関係ない。俺がどう思っていようと、やっていることだけが現実なのだ。

　――世界だなんて重たいものを、有う無むを言わせず背せ負おわせている。

「……どこからでも来い」

　雑多に浮かび上がる感情を振り払って、精神を理性の統とう御ぎよ下かに置く。

　魔術師ならば基本の儀ぎ式しきだ。シャープに、クールに、クレバーに。感情など捨て去って、自己をただの装置へと変革する。バカに魔術は使えない。

「ふっ――」

　と息を吐き、ソニカが俺おれに肉にく薄はくしてくる。イフリアはその場から動かず、まずは魔力を練る役だ。お決まりの分担だが、決まっているのは有効だから。

　ソニカは今、片手に一本の剣けんを握にぎっている。

　魔ま術じゆつ的てきな効果は特にない、金属製の片かた刃はの直ちよつ剣けんだが、刃は落としてあるため実質鈍どん器きだ。剣けん術じゆつは貴族の嗜たしなみらしく、ソニカはこれを得意としていた。

　このふたりは力量を鑑かんがみて、すでに訓練を先の段階に進めている。武器アリ、魔術アリ、なんでもアリの、実戦形式による模も擬ぎ戦だ。封ふうじているのは神賜兵装と、加えて毎回なんらかの魔術的な縛りが課題となっている。アミたちに課しているものと変わらない。

　今回、ソニカに課した縛りは《必ず魔ま術じゆつ陣じんを起動すること》。

　魔力で陣を描えがくことで、より精密な制せい御ぎよが可能になる。簡単な魔術なら陣なしでも使うことができるのだが、どんな魔術にせよ陣によって制御したほうが遥はるかに精度は増す。

　もちろん、実戦では陣の模様をどう書かき換えるかで、魔術の内容がバレる恐おそれがある。けれど、陣を使ってできないことが使わずにできるわけもない。最終目標は、陣を使わず同レベルの魔術行使を可能とすることだ。

「は――っ！」

　斬きりかかってきたソニカを、俺は懐ふところから取り出した短刀で受け止める。これも刃を落とした訓練用のもの。近接格かく闘とうの実力では、ソニカより俺のほうがわずかに勝っている。

　性別による筋力差は、魔力による強化で均ならされるが、ソニカの剣術が正統派の王国式に則のつとっていることに対し、俺は我が流りゆうの実戦剣術。対王国式に秀ひいでている。

　刃を受け止めると同時、大おお振ぶりの蹴けりを放つ。ソニカはそれを躱すため後ろに跳とんだ。

　――直後の魔術起動はほぼ同時。

　魔術陣が宙に浮かぶ。単純な円えん陣じんが示すのは魔ま弾だんの術式。単に飛ばすためだけの魔術陣を空中で書き換え、その速度から軌き道どう、威力、付ふ随ずいする効果までを精せい緻ちに指定していく。

　ソニカが選んだのは散さん弾だん式の魔弾だった。俺も、それに合わせる形で術式を改変する。

「く――!?」

　憎にく々にくしげに表情を歪めるソニカ。彼女がどう出るかを見て取って、あとから合わせてくる俺に対し、術式の改変速度で敵うとは思えないのだろう。

　ほぼ同時――ほぼ同じ魔術が起動した。

　連射される魔弾。その全てが、お互たがいに正面から撃ち合あわされることで相そう殺さいされる。

　厳密に言えば、完全に同じ魔術というものはこの世に二度は存在しない。

　魔術とは、世界法則を書き換える行こう為いの総そう称しようだ。

　魔弾だってそう。《何もない》空間を《魔弾がある》と書き換えることで魔術になる。

　それはすなわち認にん識しきだ。あり得ないものを、あり得ると思い込む人間の意識が、現実の世界に優先されることで実際にカタチを変えるということ。

　ゆえに魔術は、発動時の条件に左右される部分がわずかながらあった。

　魔術陣による制御を使えという指示には、どんな状じよう況きようでも同じ魔術を発動できるようになれ、という意味があるわけだ。

「――《昏き縁よすがよ、偽いつわりへと誘いざなえ》」

　直後、イフリアによる呪じゆ文もんの詠えい唱しようが場に響ひびいた。

　呪文もそうだ。自己暗示によって、それが可能であると自らを騙す。それが結果的に、世界そのものを偽ぎ装そうする《魔術》へと繋つながる。詠唱はそのための儀式のひとつ。

　世界が、その瞬間、光を失った。

　黒の系統魔術。他者の視界を奪うばう効果を持つ、いわば補助魔術だ。イフリアに対しては、《魔術による直接攻撃をしない》という縛しばりを設けている。彼女にできるのは、ソニカを援えん護ごする魔術と、俺おれを妨害する魔術のほぼ二択たくになっていた。

　そのイフリアの妨害を今回、俺は意図的に受けた。その後の対応を見たかったからだ。

　見たいも何も今、視界は奪われているのだが。完全な闇やみに沈しずんだ視界。当然、ソニカはその隙すきを逃のがさず肉薄してくるが――、

「甘あまい」

「っ……！」

　俺は、ソニカの振るった剣を、視界を奪われたままで防いだ。ソニカは連撃で俺を追おい詰つめようとするが、その全てを俺は捌さばききる。どころか、片手で魔術陣を形成する余裕があった。

「見えてないのに……ここまで!?」

「見えてはいない。が、視みえてはいるってことだ」

　魔ま術じゆつ師しだ。当然、魔力を感覚で察知することなど当たり前にできる。

　ソニカという強大な魔力を纏まとったヒトガタがどう動くのかなど、魔力さえ視えていれば完全にわかるということ。なまじ魔力量が多いがゆえの欠点、と言えないこともない。

「相変わらず無む駄だに器用だね」

　いっそ感心したよ、みたいな口調でイフリアが言う。普ふ通つうに感心してくれないかな。

「さすが先生。しょうもない小こ技わざばっかり磨いた魔術師として右に出る者はないね」

「もう完全に馬ば鹿かにしてんだろ、お前！」

「いやいや。本当にすごいとは思っているんだよ。……無駄だけど」

「よーしわかった、お前あとでブッ飛ばすからなマジで！」

「やってみるといいさ」

　イフリアが続けざまに魔術を起動する。構築された魔術が、俺ではなくソニカへ向かうものだということも、魔力視という第六感が教えてくれた。

　なまじ視界が利きいているより、むしろクリアな感覚で魔力を察知できる。

　俺は魔弾の魔術陣を起動。それをイフリアへと向けた。片手でソニカを捌きながら、残る手で魔術陣の文様を書き換かえていく。イフリアは、それを止めようとはしなかった。

　俺程度の魔力量では、大した攻こう撃げき力りよくが得られないと判断してのことだろう。実際、俺は常に隙を見つけて魔弾を撃ち込むだけ。それで救世科の連中を倒せたことなど一度もない。ルールが決まっているがゆえの勝利でしかないわけだ。

「ソニカ、合わせろ！」

「言われなくても……っ！」

　ふたりが何ごとかをやり取りする。あらかじめ決めていた作戦があるようだ。

　俺は魔術を並列起動する。イフリアに対する魔術陣を右手で改変、左ひだり腕うではソニカの剣を対処することに使っているから、残るは足。実際に体を使っているわけではないが、そのイメージがなければなかなか魔術など発動できない。

　俺は足から魔弾を放つ。さすがに魔術陣など構築している余裕はないため、ただまっすぐぶっ放すだけの攻撃だが、近きん距きよ離りで戦うソニカには邪じや魔まだろう。彼女はまだ、剣術と魔術を合わせて使うことに慣れていない。攻せめ続ければ押し切きることができた。

　やがて、イフリアに対しての術式が完成した。この程度の魔術に三十秒近くかかっているのだから、俺も衰おとろえたものだ――なんて自じ嘲ちようは隠しつつ。

　ただ、ソニカたちも術式の完成を見て取ったらしい。イフリアが叫んだ。

「――行けっ！」

　途と端たん、俺にかけられていた視覚阻そ害がいの魔術が解除される。

　暗くら闇やみから一気に真っ昼間の陽光の下に投げ出され、俺の視覚を今度は光が潰つぶす。掛けるのではなく解くことで魔術に意味を持たせる――上手うまい戦法だ。

　反射的に俺は目を閉じたが、それでも一瞬、俺はソニカを見失った。

　再び魔力を探さぐる俺。そのとき流れるように、イフリアが大量の魔弾を作った。いちばん最初の模擬戦で行ったときと同じか、それ以上に大量の魔弾。込められた魔力も凄すさまじい。

「それは……まずっ!?」

　イフリアの奴やつ、考えやがった。自分のルール設定の甘さを俺は嘆なげくことになる。

　だが後こう悔かいの暇ひまもなく。イフリアが、大量の魔弾を空間にばら撒まいた。

　――そのひとつたりとも俺に当てない形で。

　そう。俺は俺に対する直接攻撃を禁じただけで、攻撃魔術の使用自体は禁じていない。

　正確には普通に禁じたつもりだったのだが、確かに厳密にルールを紐ひも解とけば、使用すること自体はルール違い反はんじゃない。設定の穴を嫌いやらしく突つく、イフリアらしい発想だ。

　そんなことに、本来なら意味はないはずだった。

　だが今、俺は視覚を潰され、魔力感覚だけで周囲の状況を掴つかんでいる。

　その感覚は、こうして辺り一面に大量の魔力をばら撒かれては揺ゆらがざるを得ない。

　俺は、賭けに出た。動かずその場に留とどまり、ソニカの位置を把は握あくすることだけに全神経を注いだのだ。

　こうして止まっている限り、イフリアの魔弾は俺に当たらない。だが無造作に撃ち出された大量の魔弾を、全すべて躱しながらソニカが俺に近づいてくることはできないはずだ。

　光に潰された視界が順応するより早く、そして俺は、ソニカの位置を再び掴んだ。

　直後。

「――づっ!?」

　俺の胸むな元もとに何かがぶつかった。

　硬かたく、そして小さい。たぶんその辺りに落ちていた小石だ。

　魔力が込められていないモノを、魔力視で捉えることができないのは当たり前の話。

　しかし、決着のルールはあくまで《魔弾を喰くらったら》。それでは決定打にならない。

　視界が順応してきた。

　目を開け、久ひさ方かた振ぶりに感覚ではなく眼球が捉えた光景。それは、

「いーーっけえぇっ!!」

　いつの間にか、持っていたはずの剣をどこかに捨て去ったソニカの姿だ。

　彼女は片手を挙げている。なんらかの魔術を、すでに起動しているようだった。

　俺は、弾はじかれるように空を見上げた。

　試術場から見える空。空が見えていたとしても、結界で覆おおわれている以上、天てん井じように相当する場所がある。――太陽の輝かがやきに隠されたその向こう側に、俺は見た。

　放ほうり投なげられた剣を、だ。

　くるくると回転する鉄製の剣。光を弾くそれは、けれど、それだけでしかない。

　――けれど。魔術の発動体には、おそらく充じゆう分ぶんだったのだろう。

　俺が初めての試合で見せた技術だ。自分の体以外の場所から魔弾を放つ。口で言うより難易度の高いそれを、ソニカはまだ使うことができない。

　けれど、媒ばい介かいとなる道具があれば話は別だった。

　高い位置に光る剣。その切っ先から、魔弾が下に撃ち出された。小石の投とう擲てきによって止められた一瞬が、回避という選せん択たく肢しを俺から奪っている。見事な策だと言えた。

　――そこから発射された魔弾が、ソニカに当たらなければの話だが。

「なん――ぱっ!?」

　いささか間ま抜ぬけな声を上げて、自分が撃ち出した魔弾を自分で喰らうソニカ。もちろん魔弾を喰らっているのだから、ルール上これで敗北である。

　俺はそれを確かく認にんもせず、起動していた右手の魔術陣を解放する。

「何を……」

　そんな攻撃など、簡単に防げるつもりだったのだろう。不ふ審しんそうに眉まゆを顰ひそめるイフリア。

　その表情は、けれど次の瞬しゆん間かんには驚おどろきと恐きよう怖ふに沈んでいた。

「いや、ちょっ……まさか!?」

「イフリアなら知ってると思ったよ」俺は言う。「複層式多重魔術陣。同じ魔術の陣を何層にも重ねることで、少ない魔力を補い威力を何倍にも跳はね上あげる超ちよう高こう等とう技法。難しいわ時間かかるわ暴発しかねないわクソ難いわ危ないわ難しいわ危ないわクソ難易度高いわで、使う魔術師なんざ滅めつ多たにいねえが、……いやあ、実は使えるんですよね俺」

「難しいと危ないを強調するね……」

「お前ならわかるだろ。所有者の持つ魔力以上の効果を生むこれが、どれほどの高等魔術なのかくらい。――さて、今回は十層ほど重ねてみましたが、防げるかな？」

　舐なめ腐くさってくれやがっていた罰ばつだ。俺は、めちゃくちゃ厭いや味みったらしい表情で言った。

　一方のイフリアは、もうかなり追い詰められた表情で狼狽うろたえる。無表情のこいつにしては、実に珍めずらしいくらいの慌てっぷりだ。ははは。――愉ゆ快かい。

「ま、待て待て待て、死ぬ死ぬ死ぬ!?　それは、ちょっ、洒落しやれにならな――」

　動転するイフリアに対し、俺は綺麗な笑え顔がおで答えた。

「大だい丈じよう夫ぶ。死なない。魔力を纏う魔術師は、魔ま術じゆつ攻こう撃げきに対する防ぼう御ぎよ力りよくも高いから」

「そういう次元じゃないよねコレ!?」

「さすが優等生。この魔術の素晴らしさがわかったかね」

「あ、わかったごめんなさい降参降参降参！　無理無理無理無理それは無理、死ぬ――!?」

「――死なないってばさ☆」

　俺は、そう言って魔術をぶちかました。

　弾だん丸がんを超ちよう越えつし、もはや光線の域に達した魔弾が、イフリアの真横を通とおり抜ぬけ結界を揺らがす。さすがの学院結界だけはあって、それでもわずかにたわむ程度の影えい響きようだった。

　青あお褪ざめた表情で固まるイフリア。

　その顔に、俺は普通に低威力設定の魔弾をぶつける。

「ぺがっ！」

　額に魔弾を喰らい、ぱこんと上を向かされるイフリアだった。

　その姿で俺は溜りゆう飲いんを下げ、満足する。それから模擬戦の終しゆう了りようを宣言した。

「――はい。というわけで今回も、俺の勝ちってことで」

　恨うらみがましい視線でこちらを見据えてくる、ソニカとイフリア。

　その様子が、実に痛快だった。……いやもう本当、マジで負けるかと思ったけど。

「先生！」

　と、ソニカがこちらに近づいてきて言った。

　彼女も割と間抜けな負け方だったが、それでもイフリアよりはマシだったからだろう。今回はあまり怒おこっていないようで、優等生らしく模擬戦の内容に関して質問が来た。

「私がやられたときのあれ、いったいなんだったんですか？」

「んー、そうだな」少し迷ってから俺は言った。「ソニカはどう思う？」

「私の魔術の支配権を奪った、とか、そんな感じだと思うんですが……詳くわしくは」

「ハズレ」

「むぅ……じゃあなんなんですかっ！」

　頬ほおを膨ふくらませるソニカは、少し子どもっぽくて、ちょっとかわいらしい。

　もちろんそんなことは言葉にせず、俺は解説を始めた。

「他人が使ってる魔術の支配権を奪うなんて簡単に言うけど、その難しさはわかるよな？」

「それは……まあ」

「いくら俺でも、あの状況でそれは無理だ。ほかに魔術を二つも起動してたしな。そもそも、もし魔術のコントロールを奪われてたら、お前だってそれに気づくだろ？」

「……確かにそうですけど」

「なんで不満げなの」相変わらずのプライドの高さに苦く笑しようする。「ま、でもそこだ。魔術のコントロールを奪ったらさすがにバレる。バレないようにするにはどうするか。答えは単純――剣のほうに魔力を仕込んでおいたってだけだ」

「……ああ！」

　わかってみれば単純なことで。

　モノに魔力を込められることは当然。俺はそうしておいただけ。

「じゃあ、もしかして斬り合っている間に？」

「俺の視覚を奪って、それでも俺は魔力視で動いた。……おかしいと思ったんだ」

　ちら、と俺はイフリアを見た。彼女は屈くつ辱じよくを忘れたかのように無表情で俺を見返した。

　だから俺は言う。

「唇くちびるがぴくぴくしてんぞ」

「――ふんっ！」

「どぅおわあっ!?」

　怒いかりに任せた突とつ然ぜんの攻こう撃げきを、俺は身を捻ひねって躱した。

「だーーっぶねえな、いきなり魔ま弾だんを撃うつなバカ！」

「すまないね。魔力が滑すべった」

「そんな斬ざん新しんな言い訳、聞いたことねえよ！」

　遅おくれて近づいてきたラークとアミが、そんなやり取りを見て小声で会話していた。

「見たかい、アミ、今の動き」

「見たよ、ラーク。めっちゃ気持ち悪かったね……」

「ああ。粘ねん性せいの体を持つ魔ま物ものがいるらしいが、あんな感じだろうか」

「気持ち悪かったね」

「思いっ切り聞こえてんぞ、そこのふたりィ！」

　殺気を込めた視線をくれてやると、ふたりは一瞬で逃にげていった。……本当にもう。

　話がいちいち脇わき道みちにずれる。気を取り直し、俺はソニカに向き直って言う。

「……まあ、なんだ。あんまり驚いたように見えなくてな。たぶん、視覚阻害が通じないことまでは計算通りだったんだろうと思った」

「そりゃ、先生の気持ち悪い回避能力の高さは知ってますから。魔力視に秀でているとは思ってました」

「よく見てるね、って言いたいとこだけど今お前も俺のこと気持ち悪いって言った？」

「今日まであれだけ魔弾撃たれて、一発も当たってない人は普通に気持ち悪いです」

　おかしいなあ……。

　そこは俺の実力を認めて、感動するところだと思うんだけどなあ……。

　ともあれ、話を続けさせてもらう。

「なら、魔力視を封じるためにどうするか。当然、魔力が込められていないモノを使おうとするだろうと思った」

「それであらかじめ、斬り結むすんでいるときに私の剣へ魔力を込めておいた、と」

　――うーっ、とソニカは唸うなった。

　本当に、心から悔くやしいのだというように。

「おかしいとは思ったんだけどなあ。私たちに魔術を三つ同時に使えとか平気で要求してくる鬼みたいな先生が、いくら戦いながらとはいえ二つで限界だとは思えなかったのに」

「なんでいちいち俺に対する文句を挟はさむの君は？」

「……悔しいなあ」

　と。なぜかソニカは、俺の顔を真正面から見据えて言った。

　今度は俺が狼狽うろたえそうになる。そんなことを、こんなにまっすぐ言わないでほしい。

「いや、まあ、有利なルール作ってこれだからな。お前らもめきめき技術力は上がってるし、俺を倒せるようになるのもそう遠い話じゃねえよ。うん」

「そういうことじゃないんですけど……ま、いいか」

　なんだか妙な反応をするソニカだった。

　首を傾かしげる俺に、イフリアがじとっとした視線を向けて、ぼそりと呟く。

「ていうか、フォロー下手すぎでしょ」

「うるっさいな」

「反応がソニカと大差ないし……」

「「誰が！」」

　などと反応したことが致ち命めい的てきだった、とでも言うか。

　自分以外にもうひとつ聞こえた「誰が！」の声。そちらを向いた俺と、こちらを向いたソニカの視線が交こう錯さくした。

　不覚にも、まったく同じタイミングで、まったく同じことを言ってしまったらしい。

　思わず見合わせた顔を、けれどいたたまれなさから、すぐ逸らす俺。

「ぷっ……あはははははっ！　ソニカとアキ兄、なんか性格似てるよねー！」

　失態を演じてしまった以上、笑うアミに何を言っても俺の負けだろう。

　もはや俺にできるのは、このまま踵きびすを返してこの場をクールに立ち去ることだけ。せめて颯さつ爽そうと去ろうとだけ心がけて試術場の出口を見たところ、

「……あれ？」

　そこに、人ひと影かげをひとつ発見した。

　俺は片手を挙げて、その影に向かって声をかける。

「キニャール先生じゃないですか。どうしたんですか、こんなところに？」

「はい。おはようございます、アキ先生」

　丁てい寧ねいに腰こしを折ったのが、同どう僚りよう教師のティフィーシェ＝キニャール先生。

　長く、きめの細やかな金きん髪ぱつが特とく徴ちよう的てきな女性だ。瞳ひとみは夜の海を思わせる蒼あお。学院教師の中では群を抜いて若いほうの先生だ。教師としても一年先せん輩ぱいだが、お互いまだ新人ということで、いろいろとよくしてもらっている。

　なにせ突然現れた救世科担任ということで、学院長を除いた教きよう師し陣じんからはどうにも浮ういてしまっている俺なのだ。キニャール先生、いや先輩には、非常に助けられていた。先週も体調を崩くずした俺に代わって、救世科の講義を請うけ負おってもらっている。

　しかし、その先生が試術場になんの用だろうか。

　首を傾げる俺に、キニャール先生は両手を腰に当てると、前まえ屈かがみになってこちらを上うわ目め遣づかいに見た。同時に揺れた豊満すぎる胸に、思わず視線が吸い寄せられそうになる。

　堪たえた（はず）。

　そんな俺の葛かつ藤とうになど気づかず、先生は言った。

「アキ先生。また結界がすごく揺れていました。今度はいったい何をやったんですか」

　おっとりとした見た目と違ちがい、学がく者しや肌はだのクールな口調。とはいえ、これはそう見せようというポーズらしく、優やさしい人なのは間ま違ちがいなかった。

「あー……」

　思わず口くち籠ごもる俺。どう言いい繕つくろおうかと考えていたところ、

「先生がやりました」

「アキ兄です」

「まったくです」

「死ぬかと思いました」

　四人揃って、一いつ瞬しゆんで俺を売うり払はらいやがった。四方向から人差し指を向けられる。

　なぜこういうときだけ息ピッタリなんだこいつらは……！

　全員真顔で口調は平へい坦たん。とてもではないが嘘うそには見えないこのやり口。なんて連中だ。

　いや、まあ、本当に俺だったんですけどね？

「――それは本当ですか？」

　じとっとした視線を下から向けられる。

　なにせ学院長に次いで世話になっている相手だ。誤ご魔ま化かすのはやめて頭を下げた。

「すみません、俺がやりました」

「まったく。気をつけてくださいね、アキ先生」

　理り屈くつを重んじるタイプのキニャール先輩に言われると、俺としても素直に反省せざるを得ない。そうでもしないと勝てそうになかったのだが、まあ、それは言い訳だ。

「学院の決まりは、決して生徒だけが守るために決まっているのではありません。教師が率そつ先せんして守るからこそ、規律として働くんです。いいですね？」
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「気をつけます……」

　そうだそうだー！　横暴教師ー！

　などとほざくアミはあとで折せつ檻かんするとして。

　先生が言う。

「と、それはともかく。そろそろ時間になりますので、準備をお願いします。学院長先生がお呼びですから、アキ先生はひとまずそちらへ。ソニカさんは着き替がえてきてください」

「はい、キニャール先生」

　素直に頷うなずくソニカだった。

　なぜかこいつは、俺と違ってキニャール先生には当たりが柔やわらかいのだ。俺と違って。

「行きますよ、アキ先生」

　上体を上げたキニャール先生。あかん。揺れてる。今年も豊作だ。

　アホなことを考えていると、ふと後ろから蹴りを喰らった。ソニカだった。

「何デレデレしてるんですか……」

「してねえよ」

「してたじゃないですか！」

　生き真ま面じ目めがゆえだろう。ぷりぷりと怒るソニカだった。

　どうやらかなりご機き嫌げんを損そこねたらしい。早々に退散したほうがよさそうだ。

「……それじゃ、行きましょう、アキ先生」

「はい」

　キニャール先生の言葉に頷きを返し、連れ立って試術場を出て行くことにする。

　去りしな、ソニカのほうを振ふり返かえって俺は言った。

「学院長を待たせないようにな。ま、ちょっとした観光だと思えばいいさ」

「うるさい、ばか」ソニカが舌を出して俺を睨む。「さっさと行け！」

「そんなに怒ることねえだろ……」

　ちょっと傷つく俺だった。

　そのまま試術場を出たところで、キニャール先生が言う。

「……懐かれてますね、アキ先生は」

「え。どこがです？　キニャール先生のほうがよっぽど……」

「はあ……まあ、こういうことは、意外と当人がいちばんわからないものですから」

「そういうもんですか」

「そういうもんです」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむキニャール先生だった。かわいい。

　とはいえ先輩が言うのだ。それなら、きっとそうなのだと思う。




※




　試術場に残された救世科の面々は、それからすぐ学がく生せい寮りようを目指して歩き出した。

　今日の授業はこれで終わりだ。午後はフリーになるため、久々に休める一日になる。

　といっても、残念ながらそれはソニカ以外が、という話だった。

「……いいのかい？」

　いちばん後ろを歩いていたソニカに、少し前を行くイフリアが、振り返ることなく声をかけた。男だん子し寮りようのラークとはすでに別れており、いちばん前はアミが歩いている。

　ソニカは小さな声で答える。聞こえなかったらそれでいい。そんな音量だ。

「なんのこと」

「さっきの話……悔しいって言ってただろう？」

「そりゃ悔しいでしょ」

　ソニカの口調は淡々としたものだった。

　まるで、意識的に感情を抑おさえようとしているかのように。

「半月以上もあって結局、アキ先生には一度だって勝ててない。イフリアだって、悔しくないわけじゃないでしょう」

「どうだろうね」イフリアもまた、その声こわ音ねはずいぶん静かだ。「確かに一度くらい、鼻を明かしてやりたいとは思う。――けど、それだけだ」

「それだけ、ね……」

「君が《悔しい》と言ったのは、ソニカ。アキ先生自身のことだろう？」

　核かく心しんを射い貫ぬく言葉だ。だからこそ、ソニカはそれに答えなかった。

　必要ないだろう。たとえ否定したところで、イフリアの中の結論は変わらないのだから。

「ぼくも、驚いてはいるんだ。アキ先生の技術は素す晴ばらしい――いや、凄まじいと言ったほうがいいだろう。どれほど血の滲にじむような努力を重ねてきたのかわからない。はっきり言って、ぼくはあれ以上の技術力を持つ魔術師がいるとは思えない。それほどだ」

「ま、救世科の担任だしね。それくらいの人間を寄よ越こしてはくるでしょうよ、国も」

「――だからこそ、なるほどね。確かにぼくも悔しいと思うよ。それとも惜しい、かな」

　そこで、初めてイフリアは振り返った。

　相変わらずの無表情。けれど、まっすぐ見据えられると何かを感じる。

「無名なわけだ。アキ先生が今後、魔術師として認められることは一生ないだろう」

　同じことをソニカも理解していた。

　才能。それも単純な、魔ま力りよく量りようの問題である。

　アキは、あまりにそれが少なすぎた。あれほどの技術を用いて、結界を揺らがすほどの魔ま術じゆつを完成させる。――その程度は、入学したばかりのアミにも余よ裕ゆうで可能なことだ。

　もし決められたルールが存在しなければ。

　救世科の四人が全員、ひとりでもアキを打倒し得る。その圧あつ倒とう的てきな出力に対し、アキが抗あらがう余地なんてあり得ない。ただの力ちか押らおしで、一瞬のうちに決着がつくだろう。

　だからこそ、アキが技術を磨みがいてきたのだとしたら――。

「ぼくたちは才能があったせいで、救世科なんてものに選ばれてしまった。けれど」

「…………」

「どうなんだろうね。あれほどの研けん鑽さんを重ねてきた先生より、今のぼくたちのほうが圧倒的に強いという事実は。ぼくですら、思うところがないではないよ」

「……そんなこと、私たちには関係ないでしょう」

　気づけば、ソニカはそんな言葉を作っていた。

　言わずにはいられなかったのだ。自分自身を支えるためには。

「だから何？　可哀かわい想そうだって？」

「いや。そんなことはまったく思わない」

「そうでしょう。あるモノはあるモノであって、それを否定しても始まらない。私たちがどう足あ掻がいても救世科であるように、アキ先生はアキ先生でしかない。それだけよ」

　けれど。そうは言っても、思うことがないわけじゃない。

　もしもアキが、聖痕ステイグマに選ばれていたのなら。

　あの妙みような先生だったのなら、そのことを喜んでいたのだろうか。

　――自分とは、違って。

「アミはどう思う？　君はずいぶん、アキ先生に懐いているようだけど」

　と、そこでイフリアはアミに水を向けた。

　アミは「んー？」と、わかっているのかいないのか、首をきょとんと傾げて。

　それから、当たり前のことのように言った。

「よくわかんないけど。たぶんアキ兄、そんなことまったく考えてないよ」

「はい？」

「アキ兄のアレは、そういうんじゃないと思うけどなー、わたしは」

　妙に確信に溢あふれた口調だ。それがあまりアミらしくない気がして、思わず口を閉ざすソニカとイフリア。

　そんなふたりを尻しり目めに、やはりアミはあっけらかんとしたままで告げる。

「ま、少なくともわたしは救世衆に選ばれて嬉うれしかったし。だってやりたいじゃん、救世」

「……！」

「だって、自分で世界を守れるんだから。守れないよりいいに決まってるよ」

　その言葉は。

　少なくともソニカにとっては酷ひどく重いもので。

「――たとえ選ばれてなかったとしても、それでもわたしはなんかしたよ。きっとアキ兄も、自分がやりたいことを、やりたいようにやってるだけだと思うけどなー」

　物事を深く考えないがゆえの端たん的てきな言葉。

　けれど、イフリアは参ったとばかりに肩かたを竦すくめて。

「……アミはときどき核心を突くね」

「そうね。さすが、私たちのクラスメイトだけはあるわ」

　ソニカも思わず頷いて答えていた。

「え、何が？」

　まあ、アミは何もわかっていなかったのだが。




※




「――というわけで、今後のことを改めて説明しておくが」

　あれから、時間を空けて少し経たち。

　再び集合した俺おれたち救世科は、揃そろって校門の前に立っていた。すぐ傍そばには馬車がつけられており、すでに出発の準備は完かん了りようしている。

　この馬車に乗り込むのはソニカだ。付つき添そい役として学院長が随ずい伴はんする。

　目指す場所は王都。このフランフェルト王国の中心であり、女王陛下のおわす荘そう厳ごんな王城がそびえる都市。馬車を使えば、そう長い旅路にはならないだろう。

「目的は神賜兵装テスタメントの確認。――ついに、ソニカの分が見つかったとの報しらせがきた」

「それなら、学院まで届けてくれればいいのにねー」

　換かん言げんすると《わたしは事情をわかっていません！》という意味になる妄もう言げんをアミが吐はいた。俺は頭を抱かかえて、「説明しただろうが……」と呻うめく。ソニカがわずかに笑った。

　アミはきょとんと首を傾げ、

「あれ、そうだっけ？」

「そうだよ。……まあ、下らない話ではあるんだが」

　俺は説明を始める。

　正直、俺も届けてくれればいいのに、と思っていることは伏ふせて。

「まず見つかった神賜兵装が、本当にソニカのものかどうかわからないことがひとつ」

「伝承によれば、救世衆は全部で五人だからね」

　受けてイフリアが続けた。

　読書好きの毒吐き少女だが、これで誰だれかにものを教えることは好きなのだ。

　やりたいようだし、俺は説明を任せてしまうことにした。

「つまり、ぼくたち四人以外にもうひとり、見つかっていない誰かがいる。その五人目の分かもしれないということさ。まあ、これはソニカが触さわればすぐにわかるけどね」

　救世科の中で現状、神賜兵装を持っていないのはソニカひとりだ。アミ、ラーク、そしてイフリアの三人は、すでに神賜兵装を手にしている。

「ま、たぶんソニカのだろうとは思うがな」俺は言った。「ただ、なにせ冗じよう談だん抜ぬきで王国の存亡がかかっている武器だ。それをただ渡わたすってことが王国にはできない」

「要は《女王陛下直々に下か賜しされました》というカタチが必要なのさ。下らないだろう？」

　――ぼくもわざわざ面会したしね、とイフリア。

　アミも同じ経験があったからだろう。ああ、と頷いて言う。

「よくわかったよ！」

「それはよかった」

　イフリアは笑えみで答えたが、甘い。まだアミのバカっぷりを理解していない様子だ。

「ワケわかんないってことが！」

「…………」

「いやー、道理で話を聞いても忘れてたわけだねー」

　愕がく然ぜんとするイフリアに、あっけらかんとアミは言った。

「……ぼくの、説明は……」

「そんなに大事なことだったら、それこそ面めん倒どうな形にとらわれないほうがいいのに」

「くっ、ぜんぜん伝わっていないのに核心だけは突かれた！　なんだこの敗北感……！」

　なんだか打ちひしがれているイフリアだった。

　意外と面めん倒どう見みはいいのに、伝わらないと敗北感を覚える辺りやっぱ性格は悪い。

　あと、アミの意外な勘かんのよさが怖こわかった。動物的すぎる……。

「ともあれ、そんなわけだ」全員に向けて俺は言う。「面倒なことではあるが、そういう儀ぎ礼れい的てきなことも重要なのは間違いない。数日の間、ソニカとはお別れだ」

　ということで、このお見送り会がもたらされたということである。

「あーあ。わたしも王都行きたかったなあ！」

　アミが言う。一度行っただろうが、と思わなくもないが、まあ黙だまっておいた。

「そんなに楽しいところじゃないわよ。観光地ってわけじゃないし」

　ソニカは言う。それにラークが首を傾げ、

「ソニカは王都の出身なのか？」

「あ、うん。実はそう。アルハーツ家の本ほん邸ていは王都にあってね。ラークはどこだっけ」

「西の山さん岳がく地帯のほうだね。ここよりずっと田舎いなかだよ」

「へえ……いいなあ、そっちのほうもいつか行ってみたい」

「はっ。出たよ都会の上から目線。本邸だって……これだから金持ちは」

「おいイフリア、何か文句があるのか、おい？」

「別に？」

「見送りくらい素す直なおにできんのか、この陰いん湿しつ毒女は……！」

「人間火薬庫の君こそ、王都でテロリストと間違われないよう気をつけたほうがいい」

「うふふふふふ」

「あははははは」

「――帰ってきたら見てろよ貴様」

「ちょうどいい。神賜兵装を持った者同士で決着をつけようか」

　アミがちょいちょいと俺の服の裾すそを引っ張って言う。

「やー。ソニカとイフリアはなかよしだよねー？」

「……そうだね！」

　いいんだよ、そういうことにしておけば。

　まあ、実際のところこの四人はだいぶうまくやっていると思う。

　そのことだけは、俺にもとても嬉しく思えた。――本当に、心の底から。

　それを喜べる自分のことが、あるいは嬉しかったのかもしれない。かつて自分を庇かばって死んでいくみんなを目まの当あたりにした、この俺が。それを素直に喜べる今が。

　馬車に乗って去っていくソニカを見送る。

　それから、残った三人に向き直って俺は言った。

「てなわけで、ま、今日は解散。できれば寮りようの中で静かにしてろよ？」

「無理だと思うけどねえ……」

　軽く肩を竦めてイフリア。そちらを睨にらむと、彼かの女じよは「ほら」と視線を移す。

　アミとラークは、すでに姿を晦くらませたあとだった。

　もう影も形もない。

「いや、いつの間に消えた!?」

「さっき普ふ通つうに歩いて戻もどって行ったよ」

「そんなことにも気づかなかったのか、俺は。うわ、ショックだ」

「先生がいちばん最後までソニカを見送っていたからね」ニヤリと笑うイフリア。「たった数日の旅だっていうのに。なんだい、そんなにソニカが恋こいしいのかい、先生？」

　……この女。

　心配に決まってんだろうがうるせえな！

　だが俺はそんなことは言わない。俺はあくまで先生なのだから。

「さーて、そんなことよりバカふたりを捜さがさないとなあ！」

「誤魔化すのが下手すぎるだろう……」

　肩を竦めて、呆あきれきった視線を向けてくるイフリアだった。

　教師の威い厳げんってどこに売っているんですかね……。

「ラークは『風に呼ばれた』とのことだ。またぞろいつもの散歩だろう、害はないよ」

「……アミは？」

「残念だが」イフリアは首を振る。「アミの行動だけは、ぼくにも読めたことがない」

「俺もだけど不安すぎる！」

　バカな真似まねだけはしないでほしいものだが。

　そう祈いのる対象の神様とやらは、生あい憎にくと救世主候補たちの味方だった。




※




　校舎のほうへ戻っていく。声がかけられたのはそのときだ。

「あ、すみません。ちょっとよろしいですか？　ここの先生……ですよね？」

「はい、なんでしょう？」

　ちょうど校舎の入口の前に、ひとりの男が立っていた。先週も会った、結界術の業者の方だ。……あれ、大丈夫だよね？　最近は建物壊こわしてないよね？　俺の部屋くらいで。

　ちなみに部屋の天井は、錬金系の魔術を得意とするキニャール先生に直してもらった。なんかもう、周りの皆みなさんに迷めい惑わくばかりかけている気がする。なんでだ。

「その節はどうも、お世話になりました。いや本当に」

「いえ、仕事ですから」

　朗ほがらかに笑う男だった。敵てき愾がい心しんを抜くような、どこにいてもおかしくない感じの印象。

「すみません、学院長先生は？」

　その彼かれに問われる。ちょうど出かけてしまったところだったため、俺は頭を下げた。

「ああ、申し訳ない――イーバックはたった今、所用で出かけたところでして」

　こういうのも教師としての仕事のうち、ということになるのだろう。決してバカな生徒たちをしばくだけが先生の役目ではないということ。俺は言った。

　その男はふっとわずかに笑って、それからこう言った。

「いえ。作業のほうはもう終了しましたので、では事務にご報告だけでも」

「作業……ですか？」

　何かの作業があっただろうか。俺は首を傾げる。

　作業員の男が、だが続けてこんなことを言ったのだ。

「ええ。今日は学院結界の点検などですね。あ、教室も見ておきましたよ」

「ありがとうございます……」そして仕事増やしてごめんなさい。「いや本当にお疲つかれ様さまでした。事務のほうで、お茶でも頂いて帰ってください」

「いえ、仕事ですから。ありがとうございます。――それでは」

　去っていく男を見送って、それから俺はふっと息をつく。

　黙っていたイフリアが、俺の後ろでぽつりと言った。

「……大変だね、先生という職業も」

「いや、誰のせいだと思ってんだよ誰の」

　まあ深くは言うまい。そのまま俺は校舎の入口からずれた方向に歩き出した。目指す先は中庭である。

　意外にも、イフリアは俺の後ろをついてきた。てっきりいつもの通り、図書室の番人と化すものだと思っていただけに、俺は思わず訊たずねてしまう。

「……なんでついてくんの？」

「いけないかい、先生？」

「いや、いけないってことはないけど……」

　本当はいけないと言いたかった。

　これからやることを、あまり見られたくなかったからだ。特にイフリア相手には。

　こいつの知識量はバカにできない。勘づかれる恐おそれがあった。

　しかし、かといってついて来るなとも言えない。学院のどこにいようと彼女の自由だし、それ以前、そもそもそんなことを言った瞬しゆん間かんに興味を持たれてしまう。そうなれば、どんな手を使ってでも俺の動向を把は握あくしようとするだろう。

　――俺が未来から来た、という事実はひとつの切り札なのだから。

　それを知っている存在など、この世界のどこかにもいるであろう灰色の魔ま女じよを除けば、あとはキジン学院長くらいのものだ。ほかの誰にも――特に救世科の連中にだけは絶対に知られるわけにはいかない。

　まったく面倒な気き紛まぐれを起こしてくれたものである。

　少し迷ってから、俺は諦あきらめて、むしろイフリアを引き込んでしまうことにした。

「わかった。その代わり、ついて来るならひとつ約束してくれ、イフリア」

「ん。なんだい？」

「――これから見ることを誰にも言わないこと」

　俺はまっすぐイフリアを見つめた。

　イフリアは透とう徹てつした視線で俺を見返してくる。けれど、やがてふっと力を抜いた。

「怪あやしいとは思っていたけれど」どこか楽しそうに呟つぶやくイフリア。「やっぱり、何か目的があってこの学院に来たんだね。いないはずだった救世科の担任、か……」

「バカ言えよ」と、俺は答える。「俺の目的なら最初から言ってあるだろ。お前らを、生きて魔ま界かいから戻ってこられるレベルにまで鍛きたえ上あげることだ」

「そういうことにしておこうか」

　意味深っぽく呟くイフリアだった。

　何ひとつ、嘘はついていないんだけどなあ……。

「ま、なんとでも言え。ほら、ぼさっとしてると置いてくからな」

　それだけ告げて、イフリアの反応を待たずに歩き出す。

　校舎の裏側へと回り、試術場の端はしを抜ぬけて敷しき地ちの縁ふちのほうへ。これ以上進むと、自然そのままの原生林が広がるだけだ。特段、何か目立つものがある場所ではない。

　――けれど。

　さすがと言うべきだろう。イフリアは違い和わ感かんに気がついた。

「……学院結界が、歪んでる……？」

「気づいたか」俺は頷く。「大問題だろ？　対処しなくちゃな」

「……自然にってこと、じゃあないよね。誰かが結界に細工をした？　これは……」

「そもそも、学院結界がなんのためにあるか知ってるか？」

　考え込むイフリアに問う。

　少女は白に近い水色の短たん髪ぱつを揺ゆらして、顔を上げると言った。

「侵しん入にゆう者しや対策だろう？　害意ある者の侵入を阻そ止しする。……魔ま族ぞく、だね」

「ああ」頷いて答えを告げる。「学院の敷地を囲む結界は、試術場の防ぼう御ぎよ結界とは別。魔族の侵入を拒こばむようにできてる。最上位の魔族でも、単独で破るのはまず無理だろうな」

　魔族。この世界の裏側、魔界に住まうという――ヒト。

　けれど人間とはまったく違う生命。

　生物ではなく、生命だ。その全すべてが例外なく強大な魔力を持ち、そして例外なく魔ま神じんを主と仰あおいでいる――つまり、人間に対して強きよう烈れつな敵愾心を抱いだいているということだ。

　外見はヒトとそう変わらない。少なくとも、変わらない姿を取ることはできる。

　だが正体は違う。魔族は、一体一体がひとつの種族であるとばかりに、それぞれまったく異なる姿や能力を持っている。単なる魔物とは違い、知能も恐ろしく高かった。

　特に《爵しやく位い級》と呼ばれる上位の魔族は、一体で街ひとつを滅ほろぼすことも可能だという。

　魔神と並ぶ人類の敵。

　魔神の尖せん兵ぺい。

　その戦いの歴史は、千年以上の歴史を遡さかのぼってなお続いている。

「よく気づいたな……というか、知っていたのか？」

「さてな」と俺は嘯うそぶいたが、もちろん知っていたのである。

　何があるかまではわからなかった。だが魔族の襲しゆう撃げきが未来に予定されている以上、その仕込みは必ずどこかに為なされているはずだった。

　だから俺は、知識と技術を総動員して、あるはずの罠わなをずっと探し回っていた。授業の傍かたわら、寝ねる間も惜しんでようやく掴つかんだ敵の尻尾しつぽである。みすみす逃のがすつもりはない。

　かつてと同じ顛てん末まつには、もう絶対にさせない。

「この程度のほつれなら、直すのはそう難しくない。問題は結界に細工があること、それ自体だ。わかるな？」

　どうせだ。これも授業の一いつ環かんということにしておこう。

　訊ねた俺にイフリアは即そく答とうした。

「この細工は内側からしかできない、ということだろう？　つまり――」

「誰かが、この学院に魔族を呼び寄せようとしている」

　そして魔族ではこの学院に入れない以上、それをやっているのは間違いなく人間だ。

　一度目の世界で、俺たちは一年ほどで戦場へ駆り出されることになってしまった。ロクな準備さえできず、俺たちは徐じよ々じよに徐々にその力を奪うばわれてしまったのだ。

「だが……なぜ？」

　こんな話になるとは思っていなかったのだろう。イフリアは狼狽うろたえたように問う。

　その問いに、俺はあえてこう訊きき返した。

「なぜ、ってのはどっちの意味だ？」

「どっちって……」

「なぜ人間が魔族の手助けをしているのかを訊いたのか、それともなぜ魔族がこの場所に来ようとしているのかを訊いたのか、ってこと」

「……後者だ」イフリアは言う。「前者はどうとでもなるだろう。そういう頭のおかしい人間が学院にいたのかもしれないし、そうでなくとも脅おどされているとだって考えられる」

「さすが。その発想がすぐ出る奴やつは意外といないぜ。イフリアの陰湿さは武器だよな」

「褒ほめられている気がまったくしないんだが。というか馬ば鹿かにしてるだろう」

「いや、褒めてる。お前を連れてきてよかった――頼たよりになる。さすがイフリアだよ」

「…………ち。誤魔化されてあげよう」

　すっと視線を逸そらすイフリア。顔がちょっと赤くなっている。

　ああ、本当に変わらない。一度目の世界のお前も、ずっとそういう奴だったさ。なんのかんのと言いながら、その知識を、頭の冴さえを、ずっと俺たちに貸してくれていた。

　小さく苦く笑しようしてから、俺は言葉を続けた。

「しかしそれに気づけるなら、後者に気づいてもおかしくないもんだが。……なるほど、意外と当人だからこそわからない、か。キニャール先生はいいことを言う」

　その言葉で、イフリアの目が鋭するどさを増した。小さく、呟くように零こぼす。

「狙ねらいは――私たちか」

「魔神を滅ぼすことのできる救世主候補。魔族が狙わない理由がないだろ？」

「確かに。考えるまでもなかったね。直すのかい？」

　敷地の端。目には見えない結界だが、魔力を視みれば揺らいでいることがわかる。しかし些さ細さいな変化だ。何かある、と初めから決めてかからなければ、たぶん見つけられなかった。

　当然、学院結界を壊された以上は補修する必要がある。だが――、

「いいや、しない」

　俺はそう答えた。イフリアは低い身長からこちらを見上げて、

「……なぜ？」

「それじゃ下手人がわからん」

「…………」

「あとそもそも、俺の腕うでじゃ直せない。そもそもの設定がわかんねえとこれは無理だろ。技術や魔力量でどうこうなる話じゃないわな」

「それは……そうだね。ならどうするんだい？　まさかここでずっと見張ってるとは言わないだろう」

「それも意味ねえよ。たぶん、犯人は直接ここには来てない」

「遠えん隔かくで、この場所にほつれを作り出したということか」

「だと思うぜ、わからねえが。張り直すより壊すほうが楽とはいえ、これやった奴は相当な腕なんだろうな。ったく、なんで魔族なんぞに与くみするかね……」

　結界の中にいさえすれば、どこからでも介かい入にゆうできるレベルの技量。しかもそれを周囲にバレない程度に少しずつ進めていく周しゆう到とうさ。厄やつ介かいな相手だった。

　学院の教職員たちのことはこっそり調べていたが、未いまだ特定には至っていない。

　だが間違いない。前の世界での記き憶おくも併あわせて、これではっきりした。

　――この学院のどこかに、人類を裏切った魔ま術じゆつ師しがいる。

「ただ一応、罠は張っておこう。ここが結界の弱点になってることは間違いないし、なら何あるとしたらこっからだからな。ないとは思うが、もしかしたら結界を崩した当人が見にくる可能性だって考えられる。――さて」

　呟き、俺は結界の外側に一歩出て行った。当然、魔族を阻はばむ結界に、人間である俺が阻まれることはない。ないのだが、それでも盲もう点てんは意外とできる。

　俺は結界の外側に、小さく呪のろいを張っておいた。もしこの場所に近づく者があれば、そいつに対して魔力を染み込ませる小さな呪いだ。

　もちろん魔力がある以上、よく見れば気づく程度のものだが――。

「ぼくより遥はるかに悪あく辣らつじゃないか……」

　イフリアが小さく言った。心外な。

　憤いきどおる俺を尻目に、彼女は戦せん慄りつしたように言葉を重ねる。

「これは……まず気づかないよ。知っているぼくですら見失いそうな程度の魔力だというのに、ご丁てい寧ねいに結界の外側に置いてある。人間にはなんの影えい響きようもない結界だけど、だとしてもそこに境界があることは間ま違ちがいないからね。無意識のうちに、魔術師は内と外を分けてしまうだろう。……意識の盲点だ。悪辣にも程があるよ。性格が悪いな、アキ先生は」

「いや、それにすぐ気づくお前もちゃんと性格悪いぞ。心配するな」

「いや、先生には劣おとるよ。こんなものを考えつくなんて、可哀想な人生だったね」

「いやいや」

「いやいや」

　俺はイフリアの頬ほおを引っ張ってやった。

　イフリアは俺の足元をげしげし蹴けり飛とばした。

　どっちもどっちだった。

　しばしお互たがいに相手の性格の悪辣さを詰なじり合ってから、気を取り直して俺は告げる。

「ま、ともあれ仕込みは万ばん全ぜん。あとは結果を待つだけよって感じだな」

「気が長いね。いいのかい……これで」

「数日中に結果は出るさ。なにせ学院長がいないからな……狙うなら、そりゃ今だろう。逆探知の準備は進めてるから、あとはかかるのを待つだけだ」

「……なるほど。先生も周到だね」

「いっそ王都に行ったソニカのほうが安全だろうな。なにせ学院長といっしょだ」

「学院長は強いのかい？」

「え、何。知らんの、イフリア？」思わず、俺は言ってしまった。「学院長の前職……ってああ、そっか。あの人まだこれ隠かくしてんだっけ。やっべ……」

　きょとんと首を傾かしげるイフリア。今のはちょっと気が抜けすぎていた。自分のほうがイフリアより知識がある、という状じよう況きように慣れないせいだ。これはよくない失態だろう。

　まあ、言ってしまったものは仕方ない。

　これも秘密な、と念を押してイフリアには教えてやることにする。

「元宮廷魔術師団特務科出身。戦せん闘とうのエリートだよ、学院長先生は」

「特務科って……あの限られた人間しか所属できないという？」

「そ。全部で七人の戦闘特化型魔術師。――要はまあ、この王国で上から七番以内に入る魔術師ってコトだ。俺なんか、逆立ちしたって勝ち目があるか疑わしいぜ」

「そんな大物だったのか、学院長……」

　驚おどろいた様子のイフリアだった。

　まあ、そんな人材が今や学校の先生だ。違和感はあることだろう。

「今年から学院長になったんだぜ？　そりゃ相応の人間を配置するだろ、国も」

　俺はそう言うことで話を誤ご魔ま化かした。救世科の生徒が今年から通うことになる以上、特務科の人間が派は遣けんされることは不思議じゃない――という風に。

　実は国からの命令でこの職に就ついたわけではまったくないのだが。キジン学院長は単に自分の都合で職を辞してこの学院に来た。魔神復活の報が入ったのはそのあとだ。

　けれど、そう告げておいたほうが、きっと安心できる。そう思っての言葉だった。

「それにお前らは、いずれそれさえ超こえて世界最強になるんだ。そのうち学院長も訓練に参加してくれるとは思うけど、一対一で勝てるくらいは最低限の前提だぜ？」

「……気の遠くなるような話だね、まったく」

「何を弱気なこと言ってんだ、イフリア。らしくもない」

　俺は笑った。そう。怯おびえる必要なんてない。

　いずれお前らがそうなることを、少なくとも俺は知っているのだから。

　世界最強なんて当たり前の前提でしかない。魔神と戦うことを考えれば。

「最強なんて、そう難しいもんじゃねえよ。いつも通り偉えらそうに構えとけ、イフリア。お前にはそのくらいが似合ってる」

「……先生には言われたくないよ、それもね」

　イフリアは少し唇くちびるを尖とがらせた。俺は笑う。

「先生だからな。いろいろうるさいこと言うのが仕事みたいなもんだろ？」

「ぼくが言うのもなんだけど」イフリアは小さく笑った。「意外と自信家だよね、先生」

「いやいや、単純なもんだって。ほら、あれだ。今だって、もしも俺より強い人間が全員死んだら、その瞬間から俺が世界最強だぜ？　そんなもんでしかないんだよ」

「単純すぎるよ」

　あまり笑わないイフリアが、小さく笑うことに俺は満足する。

　こいつにだって、本当ならきっと今とは違ちがう生活があったはずだ。性格はアレでも見てくれは悪くないんだし、普通に恋をして、普通に生きていく生活もどこかにあった。

　俺には、それが彼女から奪われることを阻止する力がない。だとしても、いつか取とり戻すための手伝いくらいは、させてもらったってバチは当たらないだろう。

　なんてことを思っていると。

「…………」

　イフリアが、なぜかきょとんとした表情で俺のことを見ていた。

　狼狽うろたえる心持ちを隠しつつ、俺は問う。

「……なんだよ？　どうかしたか？」

「いや……なんだろうね。正直、いろいろまだ不ふ審しんなことはいっぱいあるんだけれど」

　イフリアは言う。隠さずに言うと、正直どきっとした。

　普ふ段だんあまりにどうしようもない部分だけを目にしているせいで気づきにくいが、アミやラークと違いこいつは地頭が回るほうだ。違和感に気づいてもおかしくない。

　というか完全にバレている。

　おそらく、イフリアは俺にこう訊こうとしたのだろう。

　――なぜこの場所で結界に細工がされていることを知っていたのか、と。

　俺は最初からこの場所を知っていた。犯人から場所を聞いたわけではないこともすでに明かしてしまっている。自力で見つけたのなら、とうに対処を終わらせているはずだ。

　ならば、この細工の存在を俺が知っているはずがない。

　不用意なことを言えば、イフリアなら気づく。それがわかっていて――俺はむしろ、その矛む盾じゆんにイフリアが気づくように行動した。自分から明かしてみせたのだ。

　なぜなら彼女たちには、できる限り警けい戒かいしてもらっていたほうがいい。この学院が襲撃されるということは、俺が未来から持ち帰った確実な情報だ。もちろんその未来の知識という圧倒的なアドバンテージを活いかして防ぐために動いてはいるが、この世界は、すでに俺の知る世界とは違ってしまっている。俺という存在があり、過去の自分アミはなぜか女で。あるはずのものがなく、ないはずのものがある――だとしても大筋は変わらないはずだ。

　なら、たとえ俺が疑われるという形であっても、救世科の面々に警戒の意識を保ってもらうことは悪くない選せん択たく肢しだ。だが生憎とほかの三人に、その手のことは望めない。

　期待できる生徒がいるとすれば、それはイフリアだけなのだ。俺たちの中で最も賢かしこく、最も魔術に秀ひいでていた、イフリア＝エルクレグリだけ。

　彼女のほうは、それをどう思っただろう。

　しばしあってから、彼女は軽く肩を竦めると、俺に対してこう言った。

「まあ、訊かないでおくことにしよう」

「……いいのか？」

「訊いても答えないだろう」じとっとした視線を向けられた。「アキ先生は、ぼくらのことを妙に知った風な態度を取っているけれどね」

「…………」

「ぼくらだってこの半月、アキ先生の授業を受けてきたんだから。そこで見てきたものを否定するつもりは……まあ、今のところはないと言っておこう」

「……ありがとよ」

「勘かん違ちがいしないでほしいね、先生」

　礼を告げると、イフリアはソニカみたいなことを言った。

　そう俺が思ったことは、彼女には告げないほうがいいだろうけれど。

　それに、

「これは貸しだ。弱みを握にぎられたと思ってほしいね。使えるときが来れば札は切るよ」

　確かにソニカなら、こんなことは言うまい。けれど思わず笑ってしまいそうになる。

　その握った弱みの札をいったい、彼女はどこで切れるというのだろう。ソニカとはまた違った意味で、彼女も甘あまいことに変わりはなかった。

「……やっぱりお前はイフリアだなあ」

　思わず呟いてしまった俺に、少女は唇を尖らせて言う。

「なんだい、それ」

「いや。安心したってこと」

「それはそれで、そこはかとなくイラっとくる話なんだけどね……」

　肩を竦めるイフリア。こうしている分には、クールな文学少女といった感じだった。

「ところで先生」と、イフリアが首を傾げて訊いた。「いったい、どんな呪いを罠に込めたんだい？　見たところあまり攻こう撃げき力りよくのある罠ではないみたいだけど……」

「ん。ああ、大したもんじゃない。あれに触ると、全身が強烈な悪あく臭しゆうを放つようになるというだけのもんだからな。笑えるだろ」

「された側は笑えないだろう……やっぱり悪辣だよ先生」

「いや、つったってあんな量の魔ま力りよくで、そう簡単に面白おもしろい罠は――」

　言いかけた、その瞬間だった。




　――刹せつ那な。

　背筋を駆かけ抜けた悪お寒かんに従って俺は動いた――。




「――イフリアッ!!」

「ひゃ、わっ――!?」

　返答も反応も待たず、俺はイフリアを胸むな元もとに抱き寄よせ、そのまま倒たおれ込むように地面へと転がった。ほとんど力ちから尽ずくで、イフリアを地面に押おし倒したに等しい。

「な、先生!?」

　イフリアの驚く表情が、すぐ近くに見えている。

　だが、俺おれは何も答えなかった。左ひだり腕うででイフリアを抱きしめたまま、学院の敷地の外側へ向けて伸のばした右みぎ腕うで――その先に視線を送る。

　高く歌われるような声は、ちょうどそちらから響ひびいてきた。




「――あんれ。あらあらあらら、まーさか外すとは思わなかったよ予想外ぃー」




　軽けい薄はくな、聞くだけで神経に障さわる不快な声。

　それとも俺が、声の主を知っているからこそそう感じてしまうのか。

　どちらだとしても構わない。そんなことは問題じゃなかった。

　――こいつは今、一いつ切さいの容よう赦しやなくイフリアを殺そうと攻撃してきたのだから。

「立てるな、イフリア」

　声の方向を睨みつけたまま、俺は呟く。

　落ち着けと、脳内で自分に言い聞かせながら。大だい丈じよう夫ぶだ、問題はない。この襲撃は予期していたものなのだから。それが多少、一年ほど前まえ倒だおしにされようと計画は狂くるわない。

　今の不ふ意い討うちでイフリアを殺せなかったこと自体が、奴にとっては手痛い失敗だろう。俺はゆっくりと立ち上がりながら、左腕でイフリアを抱き起おこした。

　視線は逸らさない。俺にそんな余よ裕ゆうはない。

　けれど、たとえ見なくてもイフリアの表情はわかっていた。

「先生！」

「悪わりぃが話をしてる余裕はねえ。逃にげろ、今すぐ――走って学院中に知らせてこい」

「で、でも、先生っ！　肩かたが！」

　ちょっと攻撃を喰くらって、肩に穴が開いているだけだ。大した問題じゃない。

　魔ま術じゆつの戦いは基本的に必殺の応おう酬しゆうだ。一いち撃げき当てておいて殺せないような奴の攻撃など、何ひとつ恐るるに足りなかった。

「状況見ろよ、イフリア。問答してる暇ひまねえぞ」

「――っ！　その傷でよくそんなことが言えるな先生は！　バカなのか！」

「そういうお前の武器は賢さだろうが」

　吠ほえるイフリア。まったく、逃げりゃいいのに悠ゆう長ちような奴だ。

　救世科で誰だれより知識に秀でたこいつが、目の前の存在の正体を、その脅きよう威いを、わかっていないはずがないというのに。

「いやあ」視線の先でヒトガタが言う。「いやあいやあいやあいやあ素す晴ばらしい。それが人間の愛ってヤツですよね。いや、まっこといいものを見せてもらった気分ですよワタシ」

　癪しやくに障る声こわ音ねだ。耳みみ障ざわりで実に喧やかましい。







[image: ]







　俺は皮肉に笑って、そいつに向かって告げてやる。

「は。そりゃお前にゃわかんねえだろうよ」

「ですかねえ？　これでも、知的好こう奇き心しんは旺おう盛せいなほうだと自負しているのですが」

「いいや。人間様の気持ちなんざ、お前にわかるわけねえよ。――魔族のお前なんぞに」

「魔族などと」ヒトガタが、そこで初めて雰ふん囲い気きを変えた。「人間如ごときが決めた呼び名などで呼ばれるのは、ああ、実に不快ですねえ。勉強になる」

「挑ちよう発はつしてんだ当たり前だろ。意外と安いな。それでも爵位級か？」

「――ほう。それとわかっていて挑発に出ますとは」

　驚いた表情で、そいつは目を見開いた。

　一見、その姿形は人間とほとんど大差がない。だが身に纏まとう瘴しよう気きにも似た魔力が、その正体を告げている。どんな鈍どん感かんでも、このドス黒い空気に気づかないはずがなかった。

　敵意が。

　悪意が害意が殺意が。

　そのままヒトのカタチを取ったかのような存在なのだから。

　――魔族。

　魔界に住まう住人。

　人間を殺す、ただそのためだけに存在する負の概がい念ねんの化け身しん。

　そいつは、いかにも高価そうな貴族風の着衣を身に纏っていた。余よ所そ行ゆきの格好だろうと思う。皮肉として人間を装よそおっているのか、それとも単なる趣しゆ味みなのか。

　いずれにせよ事実はひとつ。

　学院結界が破られ、魔族による侵入を許してしまったということだ。

「……一応訊いておくが。よく結界を破れたな？　よりにもよって魔族のお前に」

「ふむ。それも挑発というヤツですか」

　魔族の男は、こちらを観察するように眇すがめながら呟く。

　実際、奴にとって人間など観察対象でしかないのだろう。文字通り、生きている次元が違う以上は。

「確かに腹立たしいですね――人間如きに測られるなどという事実は。この程度の結界で本当に侵入を拒めるとでも？」

「さて。仮にも王国最高の学院結界だぜ？　お前程度にそう簡単には破れまいよ」

「言ってくれますね」

「本当にそれだけの力を持つ魔族が今、人間界になんぞ来るわけねえだろ。魔神の復活も近いことだしな。――よって、お前如きは大した敵じゃない。証明終しゆう了りようだろ？」

「――なるほど。勉強になる」

　一段階。

　目の前の魔族の声が低くなった。

「この屈くつ辱じよくは知らなかった。教えてくれた礼だ、抵てい抗こうせずそちらの少女を差し出すのなら、君のことは見み逃のがしてやっても構わない」

「へえ。魔族にしちゃ優やさしいこと言うじゃないの」

「人間など、所しよ詮せんは魔神様への供く物もつだ。今ここで殺す理由などないのだよ」

「勉強になったぜ」

　奴の言葉を繰くり返かえして皮肉った。

　魔族の男は笑わず、片手をこちらに差さし伸べて返答を問う。

「回答は？」

「決まってんだろ。――教師が生徒を差し出すか、ボケ」

「よろしい。交こう渉しようは決けつ裂れつ……む!?」

　言葉の途と中ちゆうで、魔族の男が突とつ然ぜんに飛来してきた魔ま弾だんを片手で弾はじき飛ばした。

　イフリアの仕し業わざだ。彼かの女じよはいつの間にか、片かた腕うでに杖つえを持っている。

　救世主候補イフリア＝エルクレグリの持つ神賜兵装テスタメント――その杖の銘めいを《式詩ゴスペル》。普段はチョーカーの形で首に巻いているそれは、真価を発揮することで武器に変わる。

　それを用いて放たれた攻撃を、けれど魔族は腕だけで防いでみせた。それは魔術が直ちよく撃げきしてなお、一切の痛手を与あたえなかったことの証左だ。俺は再び大声で叫さけぶ。

「バカ！　何やってんだ、逃げろっつってんだろ！」

「逃げてどうする！　先生にアレを倒せるとでもいうのか!?」

「んなこたお前が気にしなくていいんだよ！　たまには教師の言うことを聞け！」

「断るっ！」イフリアも、また叫びで答えた。「これがぼくの役割だ。ここで逃げるなら、これまで生きてきた意味がない！　ぼくは救世主候補なんだ！」

「……イフリア」

　咄とつ嗟さに、反論をできなかった。

　その言いようは卑ひ怯きようだ。イフリアを拒きよ絶ぜつできなくなる。

「……何より、先生を置いて逃げられるものか。逃げるなら先生が逃げるんだね」

「なんでこういうときだけそうかな、お前って奴は……！」

　普段は周囲と一線を引いて、斜しやに構えたような態度でいるくせに。実はいちばん仲間に対する情が深い。それが、イフリア＝エルクレグリという少女だった。

　死ぬとわかっていて俺を逃がすくらい、賢いくせにバカなんだから。

　無論、いくら神賜兵装があろうと、イフリアひとりに戦わせる気にはなれない。そんな事態になることだけは、絶対に看過できなかった。それでは戻もどってきた意味がない。

「……わかった、作戦がある」

　俺は正面を見つめたまま、イフリアに告げる。

　魔族の男は、軽く肩を竦すくめて、反はん撃げきすらせずこちらを見み据すえていた。

「まったく。まだ名乗りもしていないのに攻撃してくるとは。教育がなっていないのでは？」

「喧しいんだよクソ魔族。事実だとしても言っていいことと悪いことがあるだろうが！」

「おっと、これは失敬」

「なんで揃そろってぼくをバカにした!?」

　愕がく然ぜんとするイフリアを無視。

「しかし魔族さんよ。こんなところにのこのこ出てくるとは、お前も運がない」

　そう告げた俺の言葉に、魔族の男はむしろ愉ゆ快かいそうな笑えみで答える。

「ほう。アナタにワタシを下す策があると？」

「当たり前だろ、舐なめんな。――お前が来ることなんぞ、半年先から知ってたわ」

「……前ではなく、ですか？」

　答えない。俺は再びイフリアを抱き寄せた。何か策があると思っているからだろう、イフリアは抵抗しなかった。

　だから俺はそのまま有う無むを言わせずイフリアを抱きかかえ、後ろを向いて駆け出だした。

　――というか、逃げた。

　愕然とする魔族、とイフリア。

「――ななななな何をしてるんだ先生は!?」

「見てわかれ、逃げてんだよ！」

「追ってくるに決まってるだろう!?　ああほら、来たじゃないか！」

「じゃあ後ろに向かって攻撃してろ！　俺にはそんな暇はない！　あと肩痛いからあんま暴れんな！」

「滅め茶ちや苦く茶ちやだ！」

　と言いつつ、いわゆるお姫ひめ様さま抱だっこの形で抱かかえられたイフリアは、背後から追ってくる魔族に対し魔弾を乱射する。学院の裏庭に、酷ひどい争いの音が響き渡わたった。

「むっ――!?」

　とはいえイフリアの、それも神賜兵装による補助を通しての攻撃だ。それは牽けん制せいとして十全に働き、魔族の速度を落としている。

　彼女の神賜兵装《式詩》は、魔術の制せい御ぎよ能力と威い力りよくの向上に機能の大半が割さかれている。初代の救世衆において最高の魔術師と謳われた、《式詩》の二つ名を持つ英えい雄ゆうが使用していたという逸いつ品ぴんだ。同じく典型的な魔術師タイプのイフリアとは抜ばつ群ぐんに相あい性しようがいい。

　時には最速で直進する一撃。時には円を描えがき軌き道どうを攪こう乱らんする一発。

　驚きよう異い的てきな制御力によって放たれる魔弾は、そのひとつひとつが並の魔術師を確実に落とせるだけの威力を秘ひめている。何より一発一発の軌道がエグい。

「訓練の成果、出てるみたいじゃねえの。性格の悪さが滲にじみ出でてるぜ」

「教えた人間が教えた人間だからね。移ったんだろう」

「素す直なおに賞賛を受けられないの、お前は？」

「だったら素直に賞賛してくれないかな、先生」

「ま、いいや。俺の教えが活きてるんだったら最高じゃねえの」

「ぼくもそう思うよ。……だが、効いていない」

　イフリアは歯は噛がみするように答えた。

　人間より遥かに《魔》の本質に近い魔族に、そもそも魔術は通用しにくい。奴は膂りよ力りよくだけでイフリアの攻撃を防ぎ、躱かわし、こちらへと迫せまってくる。

　ああもう。これだから魔族なんつーバケモノは厄介なんだ。基本的に人間は性能で劣るから。

「どうする気だい、先生？」イフリアが言った。「作戦があると言っていたが」

「試術場に逃げ込む」俺は端たん的てきに答える。「あの場所なら勝ちの目がある――学院だって、魔族の侵入に対して備えがないってわけじゃないんだぜ？」

　実際には学院ではなく、俺が個人的に備えていたわけだが、それは言わない。

「わかった。――信じよう」

「……オーケー。ならしっかり掴つかまってろよ、イフリア！」

　足に力を込めて、さらに駆ける。

　魔族の膂力には及およばずとも、身体強化は制御能力の見せ場だ。単に大量の魔力を流すのではなく、必要な位置を最も効率よく働かせることで、最高の効果を運用できる。培つちかってきた技術力の見せ場と言えるだろう。腕の中で、「わ……」とイフリアが縮こまった。

　幸い試術場はすぐ傍そばだ。

　これまで何度も使ってきた試術場。その場所に俺は逃げ込んだ。当然、魔族も俺を追って結界の中へと入ってくる。不可解そうな顔をして。

「解せませんね」と、奴は言った。「どうしてわざわざ逃げ場ばのない場所へ？　もっと広い場所へ逃げて、応おう援えんを呼べばいいでしょうに」

　知的好奇心が強い、という自己主張は事実のようで。罠を警戒せず追ってきたのは、それでも俺たちに勝てるという自負がゆえだろう。――その油断が命取りだ。

「俺は教師だ。人が多いほうに逃げられるわけねえだろうが」

「それは愚ぐ策さくというものです。無む謀ぼうというものです蛮ばん勇ゆうというものです」

「ご教授どうも」

「ワタシは戦うなら勇者がいい。お互いの魂たましいを高次元で競きそい合ってこそ、戦いには価値が生まれるのですから」

「何ひとつ共感できねえな。汚きたなかろうがなんだろうが、勝ったほうが勝ちなんだよ、この世界。ご教授ついでに教え返しといてやる。覚えとけや」

「なるほど。勉強になります」

　失しつ笑しようする魔ま族ぞくだった。イフリアが呆あきれ顔がおで俺を見上げる。

「もうどっちが悪役かわからないね……さっきから煽あおる煽る」

「うっせ。茶々入れてくんじゃありません」

「――どうする？」

　俺はイフリアを離はなし、地面に立たせた。

　試術場の真ん中で、俺たちと魔族が睨にらみ合あう形になっている。

　俺は、笑った。

「なーに、言ったろ、策ならあるんだ。いい機会だ、魔族の倒し方を教えてやろう」

「言ってくれ。今は先生に従うことにする」

「……ありがとよ」

　呟つぶやき、俺はイフリアの肩に手を置いた。騙だますのは気が引けたが、仕方がない。

　――悪いな、イフリア。

　俺は、もう二度とお前を死なせたくないんだ。

「《灰式魔術システム／グレイ・七番セブンス》――《翼ある足ライジエル》」

　名前を言葉に。魔術が起動した瞬しゆん間かん、目の前からイフリアの姿がかき消えた。

　魔族の男が、目を細くして「ほう」と呟く。どこか感心した素そ振ぶりで。

「転移……空間干かん渉しようですか。人間の魔術師にしては、妙みようなものを覚えている」

　それを無視して、俺はさらに魔術を続けた。

　次の魔術に俺自身の魔力は必要ない。なぜなら仕込みはすでに済ませている。

　そう。この事態は俺にとって想定していたことでしかない。

　一度目の記憶において。この学院は、魔族の襲しゆう撃げきによって滅ほろぼされた。俺たちは多くの犠ぎ牲せいを出しながら逃げ出し、魔術を研けん鑽さんする暇もなく前線へと投げ出されることとなる。俺たちは常に追いつめられていたのだ。魔族の手によって、強くなることを阻そ害がいされた。

　だからこそ――いや、たとえそうではなくとも。

　あの愛すべきバカどもから、学生としての時間を奪うことは許さない。

　地面に手を突つき、俺は仕込まれた魔ま術じゆつ陣じんを起動する。地面から魔力の光が放たれ、この場所を覆おおっていた結界が機能を変える。防ぼう御ぎよのための壁かべから、攻撃のための檻おりへ。

　魔族はやはり反応しない。

　俺は立ち上がると、改めて目の前の敵を見据え、言った。

「――これでもう、お前はここから逃げられない」

「…………」

「なにせお前らはこの世界と魔ま界かいを自由に行き来しやがるからな。とどめを刺さす前に逃げられたら敵かなわない。――この封ふう殺さつ結界の中なら、魔界へ逃げ帰かえることは不可能だぜ」

「元より、逃げるつもりなどありません。仮に敗北したら、ええ。潔いさぎよく滅びましょう」

「魔族とは思えないことを言うな――アンドレアス」

「なに、逃げられないのはアナタも同じ。その覚かく悟ごに敬意を表したまでですよ。ええ、生徒を逃がすために身代わりとなる教師の愛……実に勉強になりました」

　――しかし、と。

　魔族――アンドレアスは首を傾げて言う。

「ワタシの名前をご存知とは、これはいささか意外ですね。はて、どこかでお会いしたことがありましたか？」

「ああ。そりゃお前の記憶にはなかろうが、実はちょっとした因いん縁ねんがあってな」

「はて……解せませんね」

「気にすんなよ。これはとっくに昔さきの話だ」

　そして、もう二度と訪おとずれない未来かこの話だ。

「不可解な言い回しですが――まあ、いいでしょう」

　一度目の世界において学院を襲撃した魔族、アンドレアス。まずは一手、こいつを撃げき退たいすることで俺は未来を変える。挑発を示すように、俺は人差し指をくいと曲げた。

　アンドレアスはそれに応こたえた。紳しん士し然ぜんとした態度で腰こしを折る。

　儀ぎ礼れいに則のつとった、それは正当な決けつ闘とう前の名乗り。

「――総裁位が一角、《灼しやく毒どく》のアンドレアス」

　俺は、その名乗りに応えた。

「アキだ。悪いが格かつ好こいい二つ名なんぞ持ってねえ。――しがない学院の教師だよ」

「では、尋じん常じように、その命を頂きましょう」

「やってみろ。悪いがお前は俺にとっちゃ、とっくに越えた壁でしかねえ」

　そして――悪あく魔まが、その正体を露あらわにする。

　命のやり取りが始まった。




※




「ああもう！　いったい何を考えてるんだ、あのバカ教師はッ!!」

　アキとアンドレアスの戦闘が始まった瞬間。

　イフリア＝エルクレグリは、試術場の結界のすぐ外側に立っていた。アキの魔術で強制的に転移させられ、こうして結界の外へ弾はじき出されてしまったのだ。

　すでに結界は閉じられてしまっている。イフリアは知らなかったが、それはもし学院に魔族の侵しん入にゆうがあった際、それを確実に捉とらえるための檻だった。つまり土地に流れる膨ぼう大だいな魔力を流用することで作られているということ。いかなイフリアでも、破るのは至難だと言えた。その上、アキによる術式改良アレンジまで加えられており、出るどころか入れもしない。

　つまり、もはや内側に干渉することはできない。

「くそ……くそ、くそ。格好つけるにも限度があるだろうに！」

　イフリアは明らかに冷静ではない。日ひ頃ごろの様子からすれば意外なほど、今は恐きよう慌こう状態に陥おちいってしまっている。その表情には、ほとんど絶望にさえ近い不安があった。

　彼女は魔族が恐おそろしかったし、何よりそれ以上に、身内を喪うしなうことが恐ろしい。

「どうする。どうすればいい。先生ひとりじゃ勝てるわけが――」

「――イフリア？」

　そのときだ。背後からかけられた声に、イフリアははっと振ふり返った。

　彼女に声をかけたのは、同じ救世科のクラスメイト。

「ラークか！　どうしてここに？」

「風が騒さわがしかったからな」

「また意味のわからないことを……いやでもいいところに！　見てくれ！」

　結界の中をイフリアは指差す。

　魔族の男は、その中で次し第だいに変へん貌ぼうを始めていた。筋肉が増大し、角や翼が生えてくる。

　外見はヒトガタでも、これを人間だと思う者はまずいないだろう。ラークも見た瞬間に事態を察し、さすがに焦あせった様子でイフリアへ向き直った。

「ま、魔族!?　どうして学院の中に……というか先生!?」

「あのバカ教師、ぼくを逃がしてひとりで結界の中に閉じこもったんだ！」

「先生が……そうか」

「くそ、どうする――どうすれば中に……」

　焦るイフリア。普段の冷静な態度は消え去って、考えが纏まっていないことは明白だ。それを見て取ったラークは短く、そして鋭するどくクラスメイトに告げた。

「イフリア。とりあえず落ち着こう。焦っても始まらない」

　普段と違うその声音に、イフリアも落ち着きを取り戻した。ラークのまっすぐな視線が、どうやらイフリアを冷静にさせたらしい。

「あ、ああ……すまなかった。そうだな、まず学院に知らせよう。先生たちにここまで来てもらって、それから――」

「この結界は外側から解けるのか、イフリア？」

「……っ！」

　そうだ。来てもらったところで意味がない、とイフリアは気づいてしまう。外から手出しできないのなら、誰が何人ここに来たところでアキを助けることはできない。

　そもそも教師たちを呼んだところで、果たして魔族に必ず勝てると断言できる者が何人いるだろう。生徒は論外だが、教師だって決して戦いに秀でているわけではない。ただでさえこの学院の教師は、戦闘者というより研究者、学者系の魔ま術じゆつ師しが多数派だ。

　魔術師である以上、もちろん常人よりは強い。だが魔族とは、多少魔術を齧かじった程度の教師が相手取れる次元の存在ではないのだ、そもそも。

「……よし。ぼくらでなんとかしよう」

　しばし迷ってから、イフリアは言った。ラークは拒きよ否ひも否定もしなかったが、代わりに静かな口調で問う。

「どうやって？」

「とにかく結界を破る方法を考えないといけない。でも、ぼくひとりでこの結界をどうにかできるとは、さすがに――」

「――三人ならどうだ？」

　ふと、ラークがそう提案した。

　誰のことを言っているのかはわかる。

「アミか？」

「ああ。アミなら呼び出せる」

「呼び出せる？　いや、それこそどうやって……」

「――こうやって」

　直後。イフリアは反射的にラークから距きよ離りを取った。

　そうせざるを得ないほどの威い圧あつ感を、突とつ如じよとして彼かれから感じたのだ。

　風が、ラークの体の周りを流れるように覆っている。渦うずとなったそれは少しずつ広がりを増していき、彼の魔力を含ふくんだ空気が学院中へと渡っていった。

　二秒。たったそれだけのあとに、ラークは言う。

「見つけた。――『アミ、聞こえるか！』」

　そこでイフリアは悟さとった。風を通して、遠えん隔かくでアミに声をかけているのだと。

　ラークにそこまでのことができるとは知らなかった。魔術の実力で言えば、イフリアは救世科でも一段階上にいる。けれど、こと《風》に対する親和性はラークが上らしい。

　彼もまた、未来の救世主のひとりであるのだと悟らせる技術だった。

「『ああ。うん、そう。僕ぼくだ。ラークだ。ああ、聞いてくれ。アキ先生がピンチだ。今、僕たちは第三試術場の前に――』」

　と、ラークが居場所を伝えたときだった。




　――空から、アミが降ってきたのは。




「お待たせーーっ!!」

　という言葉とともに、イフリアの目の前に着地するアミ。驚おどろきすぎて声も出なかった。

　呼び出すとは言ったものの、ここまで早く来るとは予想外だ。ていうか、今までいったいどこにいたというのか。イフリアは上を見て、――その先には校舎の屋根しかないと悟る。

「まさか……屋根の上にいたの？」

「うん。なんかドンドン聞こえるなーと思って、上から見に行ったんだ」

　なんだか理解しづらい発言を聞いた気がしたが、好都合ではあった。また、その言葉は別の情報も同時にもたらしている。アミの奇き行こうに慣れているらしいラークが言った。

「……てことは、先生方も事態を掴つかんではいるはずだね」

　その言葉にイフリアも頷うなずく。どうやら、さきほどアキに抱えられたまま放った魔弾の着ちやく弾だん音おんで、騒ぎ自体は学院中に広まりつつあるようだ。また救世科の連中か、と対応が早くなっているのかもしれない。つまり、知らせに行かずとも応援が期待できるということ。

「それで、どうする？」

　アミが言う。その視線は鋭く試術場の中を睨んでいた。

「どうすればアキ兄を助けられる？」

　逡しゆん巡じゆんや躊ちゆう躇ちよなど一切なく。それが当たり前の行こう為いであるとばかりにアミは問う。

　救世主たり得る、それが素質なのかもしれない。どうする、とは、どうすれば助けに行けるのか、という意味の問いでしかなかったのだから。助けることなど前提だった。

　だからイフリアもそれに答える。ここで作戦を編み出せるのは、彼女以外にいない。

「……力を貸してくれ。ぼくが結界を解くから、ラークとアミに補助を頼たのみたい。役割を分担すれば、介かい入にゆうすることも可能なはずだ。……いや、ぼくたちならできる」

「任せて。なんでもやるよ！」

「ああ」

　口々に頷くアミとラーク。

　仲間たちの存在を心強く思いながら、イフリアは結界の解除に取りかかった。

　――それが間に合うよう、自分を愛するはずの神へ祈いのりながら。




※




　魔族とは、それ自体がそのまま人間の上位存在みたいな奴やつだ。単純な身体能力から魔に対する適性まで、基本的に人間は性能で劣おとる。

　それでも絶対に勝てないわけではない。策ならある、というのは嘘うそではなかった。
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　力が足りないのなら、頭を回してやればいい。

　――幸い、そのための武器なら、最高のものを俺は持っているのだから。

「行くぜ――」

　魔弾を放つ。ただ一発、正面から。

　当然、その程度の攻撃は有効打になり得ない。イフリアの魔弾すら通じない相手に、俺おれ程度の魔力量で傷を負わせようとするほうが馬ば鹿かげた話だった。

　過去の世界へ戻ってきて、救世主の資格を失ってしまったせいだろう。今の俺の魔力量は、全盛期とは比べものにもならない――どころか一いつ般ぱん的てきな魔術師すら下回る始末。

　当然、それはアンドレアスも見み抜ぬいていることだ。奴は悠ゆう然ぜんと、心臓めがけて放たれた魔弾を、さきほどのように片腕で払はらい――、

「――ぬ、」

　その瞬間に弾けた光に、目を晦くらまされて呻うめいた。触ふれた瞬間に光が炸さく裂れつし、視界を潰つぶす術式が込めてあった。

　俺は、あえて追つい撃げきせずに言ってのける。ただ敵意を自分に集めるため。

「やっぱ単純だな、お前。どうせ直撃してもダメージねえのに、わざわざ腕うでで払ってくると思ったよ。読みやすくて何よりだぜ。ちょろいちょろい」

「……その隙すきに、攻撃してこないのも不思議ですが。時間稼かせぎですか？」

「いんや。宣言してやろう」

　言って俺は、片腕で魔術陣を起動。層を重ねていく。

　円形の幾き何か学がく模様が、俺の掲かかげた掌てのひらの前へと広がっていく。

「――お前は、もう負けている、ってな」

　数々の挑発に、アンドレアスは不ふ愉ゆ快かいさを隠かくそうともせず表情を歪ゆがめていた。

　だが不用意な行動は取らない。さすがに魔族だけあって、展開された術式の内容はひと目で把は握あくしたようだ。

「複層式魔術陣、ですか。本当に面白い技術を習得なさっている。なるほど、魔力量の少ないアナタが狙ねらい得る必殺が、それというわけですか。――ですが、持ちますかな？」

「……」

　俺は一いつ瞬しゆん、結界の外側へと視線を向けた。

　イフリアを逃がしたつもりが、なぜかラークとアミまで集まってきていやがる。アンドレアスもそれを見て取って、小さく笑うように言った。

「……イフリア＝エルクレグリ。ラーク＝シルデ。そしてアミ＝フォルトヴァール。三人揃ってわざわざ来てくださるとは、探す手間が省けて何よりです」

「させねえよ」

「それは矛む盾じゆんでしょう」

　アンドレアスは嘲ちよう笑しようするように言った。

　俺の中の迷いを、まるで見抜いているかのように。

「逃がした意味がまるでない。あのままだと入ってきますよ、彼女たち」

「…………」

「それなら最初から全員で戦うべきだった。いくら未熟とはいえ、神賜兵装を持つ救世主候補だ。四人がかりなら、あるいはワタシをも打だ倒とうできたかもしれないというのに。アナタも――アキも教師だというのなら、生徒を信じて託たくすべきだった」

「……あのバカどもに戦わせるつもりなんてねえよ」

「いずれは、ワタシたちの世界へ送り出すつもりだというのに、ですか？」

　――そうだ。その通りだった。

　こんなものは欺ぎ瞞まんだ。もちろん勝つ算段はつけている。俺は死ぬ気など毛頭ない。

　それでも俺はイフリアを追い出した。足あし手で纏まといになどなるはずがない。いっしょに戦うほうが勝つ可能性が高いことくらい初めからわかっていた。

　死なせたくないことと、

　戦わせたくないこと。

　そのふたつは、似ているようで実は違ちがう。これは、俺のわがままの押しつけだ。

　本当に彼女たちを思うなら前者であって、その力を俺は借りるべきだった。イフリアが俺を信じてくれたように、俺もイフリアを信じるべきだったのだ。

　けれど俺は――イフリアを戦わせたくないと思ってしまった。

　それは矛盾だ。鍛きたえておきながら、いざとなっても戦場に出せないという、醜みにくい執しゆう着ちやく。

　そう。俺は恐れているのだ。

　瞼まぶたの裏側に焼きついて離れない光景がある。

　イフリアが。ラークが、ソニカが。目の前で消えていく光景を俺は憶おぼえている。

　忘れられるはずがなかった。それだけは絶対に避さけるために、二度とあいつらを死なせないために、俺は全すべてを捨てて過去の世界まで戻ってきたのだ。魔ま女じよと手を組んで。

「……うるせえな。つべこべ言ってんじゃねえよ、アンドレアス」

　それでも、俺は選んでしまった。手を借りずにひとりで戦うことを。

　ならば勝つしかない。三人が入ってきてしまうより先に。

「いいのかよ、くっちゃべってて。俺の魔術が完成しちまうぜ？」

「構いませんよ。勝つのはワタシですから。もう、あと十秒もあればいい」

「やってみろよ」

「――では」

　瞬間、アンドレアスが爆はぜた。

　ヒトを超こえる膂力。それが生んだ加速によって、一瞬で距離を詰つめてくる。力任せに振るわれた拳こぶしを、俺は片手で受け流して躱し、アンドレアスの脇わき腹ばらを蹴ける。

　岩を蹴り飛とばしたみたいな感かん触しよくだった。

　返す拳が、俺おれの鳩尾みぞおちを打ち抜ぬいて吹ふき飛ばす。

「効きませんねえ！」

「ず――ぁ」

　息が止まるほどの衝しよう撃げき。それでも、魔ま術じゆつの制御を壊こわすわけにはいかない。

　殴なぐられた勢いのまま俺はアンドレアスから距離を取る。奴は片腕をこちらに向け、あのときイフリアに放った熱線を撃った。それを、俺は障しよう壁へきで受け止め、吸収する。

「ほう！　器用な！」

　アンドレアスが、にやり、と笑うのが見えた。

　同時、術式が完成する。俺は奴に向け、構築していた複層陣による魔弾を放った。

　実に十五層に及ぶ多重魔術陣。

　その一いち撃げきは、魔族であれ直撃すれば即そく死しを免まぬがれない威力だろう。

　照準にブレはない。まっすぐ飛んでいく魔弾を、アンドレアスは正面から見据え、

「――惜おしい」

　それを、片腕で散らしてみせた。

　俺はアンドレアスの目の前で、隙を晒さらすように膝ひざを突く。口くちの端はしから血が零こぼれた。

「テ、メエ……っ」

　そう呟いた俺に、まるで種明かしをするような口調でアンドレアスが語った。

「効いてきたようですね、ワタシの毒が」

「……毒」

「言葉をお借りしましょう――アナタは、すでに負けている、と」

　アンドレアスの口が、ニヤリと裂けるように釣つり上あがる。

　愉ゆ悦えつを滲ませた、それは魔族らしい嗜し虐ぎやくの笑み。

「そう。勝敗なら、戦う前から決していたのですよ。あのときイフリア＝エルクレグリを庇かばって、アナタがワタシの熱線を受けたそのときには」

「は……何が戦いの名乗りだ。不意打ちしてきて気取ったこと言いやがる……」

「ですから、名乗ったでしょう？　ワタシの銘を。二つ名を」

　――《灼毒》のアンドレアス。

　その名の通り。奴の放つ火か炎えんの矢には、同時に毒が込められていた。

　肉体を、その魂ごと蝕む魔ま力りよく毒。熱線で殺せずとも、その毒が回れば確実に勝てる。知らずに受けては、それを回かい避ひするすべなどない――悪あく辣らつな初見殺し。

　魔術戦は必殺の応おう酬しゆうだ。それを、最も端的に体現した魔族の攻こう撃げきだった。

「確実性を重視した遅ち効こう毒。だからこそ一度回れば、この毒は同どう胞ほうすら殺します」

「……魔族らしい、クソみてえな術だな。知らずに受けたら終わりってわけか」

　その言葉にアンドレアスは笑い、自分の頭を片手で掻かいた。

「さすがにその状態で、複層式――複層増幅陣を維い持じすることはできなかったようですね。この程度ではワタシを殺せませんよ、先生。決着です」

「そうだな」

　と、俺は呟く。これが、つまりが現実だ。

　今の俺が持つ魔術師としての能力は、酷く弱いものでしかない。いくら技術で誤ご魔ま化かしたところで、勝てない相手には勝てないのだ。それだけの、単なる現実。

　アンドレアスが勝かち誇ほこるのも無理はないだろう。これは当たり前の結末なのだから。

　――けれど。

　そのとき響ひびいた音には、さすがに表情が揺ゆらいでしまった。




「――アキ兄ーーっ!!」




　破は砕さい音おんと、そして爆ばく発はつ音おん。

　それは辺りを覆っていた結界が砕くだける音であり。

　同時に――中へ飛び込んできたアミの攻撃がアンドレアスを強きよう襲しゆうする音だった。

「ぬ――これは!?」

　そのあまりに馬鹿げた威力に、アンドレアスも回避行動を選ぶ。

　直後、地面がいつかのように陥かん没ぼつする。その中心へ降ってきた少女の魔術による、奇き襲しゆうというにはあまりに派手な攻撃のせいだった。

　爆ばく風ふうの余波に吹かれながら、俺は突然の闖ちん入にゆう者しやに叫びかける。

「アミ!?　バカ、お前、何して――!?」

「それはこっちの台詞せりふだこのバカアキ兄ーー！」

「――ぐぼあっ!?」

　避ける暇ひまもなく。こちらに跳とび込んできたアミの頭ず突つきを、思いっ切り顎あごに喰くらって吹き飛ぶ俺。間ま抜ぬけな呻き声ごえが試術場に響き渡った。

「って痛いわ！　いろんな意味で痛いわっ！　何してくれとんじゃこのバカ!!」

　立ち上がって俺は叫ぶ。

　なんで俺がこいつから攻撃を受けねばならないというんだ。乱入するならせめて助けに来いや。なんで邪じや魔ましに来てんだ、このバカは。

　だが俺の言葉に、アミは肩かたを怒いからせて叫さけびをあげた。

「バカはアキ兄だよっ！」

　女になった昔の自分から、バカと罵ば倒とうされる男の気持ちがわかるだろうか。

「よしんば俺がバカだとしても今のお前の行動は正当化されねえよバカ！」

「じゃあふたり揃ってバカでもいいよ！」

「よくはなくない！　それだけはいろんな意味で!!」

「お揃いだね、やった！」

「なんで嬉うれしそうなんだお前は!!」

　というか。

　そんな話ではなく。

「どうして入ってくるかなあ！」

　俺は叫んだ。結界を閉じた意味がまったくない。

「状じよう況きようわかってんのか!?　わかってないだろ！　あれ魔族！　狙いはお前！」

「そうだね！」

「わかってたのに来たの!?」

「――わかっているから来たんだ。決まってるだろう」

　と、そう俺に答えたのはアミではない。

　イフリアだ。

　彼かの女じよとラークまで、アミに続いて試術場に入ってきてしまった。というか、こいつら本当に結界を外部から破ってみせたのか。わかっちゃいたが、凄すさまじい成長具合だった。

　俺の教育方針の妥だ当とう性せいが証明されたというのに、もう何ひとつ嬉しくない。

「お前ら……」

「あれは魔族で、狙いはぼくら。――なら、ぼくらが戦うべきに決まっている」

　イフリアはあっさりとそう告げた。「そうだそうだ！」とアミが同調。

　それに続いてラークまで、

「ま、こうまで騒がしいとね。やれやれ、風がうるさくてかなわない」

　俺はもう頭を抱えるしかなかった。

「風がうるさいって、お前……」

「『あーびゃびゃびゃびゃびゃびゃ』と言っている」

「言語じゃねえけど、それ!?」

「風が怒っている」

「風って怒るとそんな気持ち悪い呻き声出すの!?」

　冗じよう談だんみたいなことを真顔で言う連中だった。

　わかってしまう。全員、本気でそう言っているのだということを。

　だからこそ、俺は訊きかないわけにはいかなかった。

「……わかってんのか。あいつは、お前らを本気で殺すつもりなんだぞ」

　アンドレアスは、突とつ然ぜんの闖入者を警けい戒かいしてだろう。こちらを睨んだまま動かない。

　問いに、まず答えたのはイフリアだった。

　いや、全員が俺を睨んでいる。愚ぐ問もんを詰なじるような視線だった。

「だからって、先生ひとりに押おしつけて隅すみっこで縮こまっていろとでも？　そんなことで世界を救えるとは思えないね」

「そうだよ」

　アミもまた言った。笑え顔がおで、当たり前のように。

「わたしたちだって戦える。だってアキ兄が――先生が、わたしたちを鍛えてくれたんだから！」

「……お前……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、アキ兄」

　アミは、言った。

　こんな状況でさえ、彼女は満面の笑えみで未来を信じている。

「信じて。――わたしたちを、信じてよ」

「……アミ」

「わたしたちは大丈夫。こんなところで負けたりしない」

「なんで……そんなことが」

「――だって、アキ兄が守ってくれるんでしょ？」

　そんなことを、当たり前のように言われてしまって。

　俺にどんな言葉が返せるというのだろう。知っている人がいるなら教えてほしかった。

　かつての俺と変わらない。それは世界の広さと暗さを知らない、どうしようもなくバカの言葉だ。子どもみたいに――子どもだから、世界の美しさを信じてしまっている。

　だが、だというのに。

　なぜその言葉が、こんなにも響いてしまうのか。

「アキ兄、約束してくれたじゃん」かつての自分アミが、今の自分おれを見ている。「わたしたちが魔ま神じんと戦っても、生きて帰ってこられるよう鍛えてくれるって。わたしはそれを信じてる。だから、あんな奴に負けるわけないんだ」

「――――」

「二代目救世衆の、これが初うい陣じんだよ。――わたしたちは、世界を救う」

　――俺が、この手で、世界を救うんだ。

　かつての自分が信じていた言葉を、俺は今、アミを通じて突きつけられていた。

「だからアキ兄、力を貸して？　どうやったらあいつを倒たおせるのか、アキ兄がわたしたちに教えてよ。だってアキ兄は、わたしたちの先生だから！」

　――彼女たちは、誰だれからも期待されていない。

　そのことを全員が自覚している。それを俺は知っていた。

　なにせ、全員がまだ若い。イフリアもアミも、ソニカだって十六歳さい。ラークに至ってはまだ十四なのだ。そんなに若い人間が、救世衆に選ばれるなんて誰も予想していなかった。

　まだ青く、弱く、幼い救世主候補たち。

　多くの期待を、きっとそれは裏切っていたのだろう。

　もっと強く、賢かしこく、経験を積んで成長した魔術師こそが救世主候補に選ばれるのだと、誰もがそう信じていた。年とし端はもいかない子どもが選ばれるなんて思われていなかった。

　けれど、それでも、彼らだけなのだ。

　ほかの人間には、たとえどれほど強かろうと、世界を救う権利すら与あたえられていない。その可能性を持っているのは、この救世科の面々を除いてほかにいない。

　どれほどの重圧だっただろう。

　俺には、それがわかっているはずではなかったのか。その重責に、押し潰されてしまいそうなほどの恐きよう怖ふを感じていることを、俺はわかっていてやらなければならなかった。

　そして、何より、それ以上に。

　そんな重圧に、こいつらが決して負けたりしないことも、俺は信じるべきだった。

　かつて同じ位置にいた俺だからこそ。

　俺だけは、こいつらを信じてやらないといけなかった。

　ただ守ってやるだけでは意味がない。そんなものは救いじゃない。

　世界を救うために戦うこいつらを、だからこそ俺が救ってやれなければ意味がない。

　――魔神を相手に、いっしょに戦ってやることはできなくても。

　戦い方を、教えてやることくらいはできると、そう考えたはずではなかったのか。今、ここで、せめてこいつらが巣立つまでは、いっしょにいてやるために戻もどってきたのではなかったのか。

　ならば俺がやるべきは、こいつらを庇い、守ってやることではない。戦いに向かう救世科の面々を、信じて支えてやることだ。戦うための強さを、与えてやることだった。

　忘れかけていたその決意を、アミに再び突きつけられていた。

　俺ですら信じられなかった俺を、こいつらは信じてくれていたというのに。

　ああ。まさか、よりにもよってアミにそれを教わるなんて。

　皮肉すぎて思わず笑えてくる。やっぱこいつ、昔の俺より絶対にバカに違いない。

「……後こう悔かいすんなよ。そうとなったらスパルタだぜ」

　俺は言った。

　それは、こいつらを信じるという意味の言葉だ。

「どんとこいだよ！」

　アミは笑い、

「期待してもらった分の働きはするよ」

　ラークは肩を竦すくめ、

「というか、最初からそう言っているのにひとりで突っ込まないでほしいね」

　イフリアが視線を細めて呟つぶやく。

　――まったく。頼もしいにも程があるだろう……！

「さて。それじゃ実戦授業と行こう。何、お前らの強さは俺が知ってる。なにせ――」

　なにせいっしょに戦ってきたのだから。

　なにせその強さを見てきたのだから。

　なにせその思いに、守られて生き延びたのだから。

「――なにせ俺が鍛えたんだからな。この程度の魔ま族ぞくに遅おくれを取るようじゃ赤点だ」

　改めて、俺はアンドレアスに向き直った。

　負ける気なんてまるでしない。こいつらの強さを俺は知っている。

　やがて世界を救うために戦う連中だ。

　確かにそう、こんなところで負けるわけがない。

「――貴様」アンドレアスは、さきほどまでの余よ裕ゆうを失って言った。「なぜ、まだ生きている？　なぜ立って、動くことができている……!?」

「なんだ。やけに静かと思ったら、そんなこと気にしてたのか？」

　嘯うそぶくように笑う俺。それを目まの当あたりにして、アンドレアスはついに吠ほえた。

「あり得ない！　ワタシの毒に侵おかされて、生きていられるはずがない!!」

「いやお前、毒っつったって薬品じゃなくて魔術だろ？　――魔術なら、魔術で解毒できないはずがないだろうが」

　当たり前の話だ。どんな魔術も、解除してしまえば脅きよう威いではないという、ただの事実。

　だがアンドレアスは、それが納なつ得とくいかないとばかりに吠え立てる。

「それがあり得ないというのだ！　同族すら殺すワタシの灼しやく毒どくは、ひとたび発現すれば確実に肉体を蝕む！　たとえ解除したところでそれは――」

「だから、言っただろうが。お前の能力なんざずっと未来まえから知ってんだよ」

　確かに奴の能力は、初見ではほとんど防げない。

　攻撃自体は耐たえたとしても、掠かすっただけで全身を回る毒素に侵されるのだから。知っていなければ防げない。悪辣というか、それこそ悪魔じみた魔術ではあった。

　だがそれは裏を返せば――知っているのなら対処できるという意味でもある。

　アンドレアスの襲しゆう撃げきによって一度、学院は壊かい滅めつさせられた。だが逃にげ出だし、生き延びた俺たちが、その能力への対処法を考えていないはずがない。

　最初の不ふ意い討うちですら、防ごうと思えば防げたのだ。イフリアを庇ってなおである。

　あれを肩に喰らったその段階から、俺の策はすでに始動していたということ。

「だから言ったろうが。――お前はすでに負けている、ってな」

「貴様……っ！　ならば、さきほど跪ひざまずいてみせたのは――！」

「ああ。あれ演技」

　――悪いね、と俺は皮肉に笑った。

　軽く肩を竦める俺の横で、イフリアが心底から呆あきれたという風に呟く。

「いや本当に悪いよ。主に性格が最悪だよ」

「なんでお前が俺を攻撃すんの？　誰がお前を庇ったと思ってるの？」

「庇って傷を負った段階からわざとだったんじゃないか！」

「……まあ、そうなるが」

「なんて教師だ！」顔を赤くするイフリアだった。「一度本当に痛い目を見ればいいんだ、先生なんて！　助けに来て損したじゃないか！」

「当たり強いなこいつ……」

　毒に侵されていたほうがいいとでも言うのだろうか。

　ちょっと悲しくなった俺の横で、アミが俺の手を引っ張って言う。

「駄だ目めだよアキ兄！　イフリアがいちばんアキ兄を心配してくれたんだから！　ちゃんと謝あやまりなさい！」

「余計なこと言わないでくれないかな!?」途と端たん、イフリアが顔を真っ赤にした。「ぼくは心配などしていないっ！　アキ先生なんて心配するには値あたいしないっ！」

「えっ!?　でもあんな必死に――」

「やめろと言っているんだ、やめろと！」

　やっぱり状況を理解していないんじゃないかというくらいに間の抜けたやり取りを繰くり広ひろげるアミとイフリア。ラークすら呆れていた。

　俺は思わず吹き出してしまう。

　ああもう、こいつらを戦場から遠ざけようなんて、本当にバカなことを考えていたものだ。確かにアミの言う通りかもしれない。俺は、あまりに間抜けだった。

「何を笑っている……！」

　と、そのせいでイフリアの怒いかりの矛ほこ先さきが俺に向いた。

　なんでもない、と首を振ふり、それから俺はアンドレアスに告げる。

「ま、そういうわけだ。悪いがお前には、こいつらの経験値になってもらうとする」

「……それも挑ちよう発はつというわけですか」

「いいや、ただの事実だ。――お前なんぞ、ただの教材だよ」

「言ってくれる！」

　アンドレアスが両手を合わせ、魔ま術じゆつ陣じんを起動する。

　灼毒の全力放射。火炎で焼きながら猛もう毒どくで灼やくという二重の効果を持つ魔術。

　だが、それは裏を返せば、火力自体は大したものではないということ。毒の効果に魔力を使っている以上、攻こう撃げき力りよくは犠ぎ牲せいにならざるを得ない。

　魔ま弾だん合戦を通じてこいつらにも教えた、それが魔術の基本だった。ゆえに――、

「――イフリア！」

　俺は叫んだ。言われるまでもないと、イフリアはすでに魔術を起動していた。

　彼女の魔力が広がって、俺たち四人を半球状の障壁が包つつむ。彼女の膨ぼう大だいな魔力量と、救世科で最も緻ち密みつな制せい御ぎよ力りよくが構築した防ぼう壁へきは、生半可な攻撃では破れない強度を誇る。

「それでいい。防ぼう御ぎよ力りよくなら、お前のほうに分があるさ」

「だが、これではこちらからも攻撃できない。何よりジリ貧だろう？」

　イフリアは俺を見上げて言った。信しん頼らいしてくれているのだと、そう思う。

　彼女はこう言っているのだ。次はどうすればいいのか、ここで示してほしいと。

　だから俺はイフリアに教授する。彼女の才能の使い方を。

「――この状態で術式を書かき換かえろ。今、この場で魔ま力りよく障しよう壁へきに、別の効果を後づけする」

「一度完成した魔術にあとから効果を増やせって？　相変わらず無む茶ちや苦く茶ちやだ」

「お前ならできる」それを俺は疑っていない。「お前の才能は何より制御力だ。魔術の技量でお前に敵かなう奴は、この世界にいない。そのために魔術陣を使わせてたんだからな」

　ひとりの魔術師が、一度に使える魔力の量は限られている。

　ゆえに、その魔力をどう割わり振るかが重要だ、と俺は魔弾合戦を通じて教えてきた。

　イフリアの障壁は今、防御力に魔力の大半が注がれている。そこに別の効果を足すならば、その分だけ防御力が下がるのは自明だ。

　けれど――その魔術を二度に分けて行うならば話は変わってくる。

　一度目の魔術で防御力に魔力を全振りして、二度目に特とく殊しゆな効果を継つぎ足たす。もちろんそれは、本来なら超ちよう高こう等とう技法に分類されるものだ。魔術とは世界の法則の書き換えであり、一度完結した魔術をあとから改変する、などということができる魔術師はほとんどいない。

　だが、彼女なら。

　イフリア＝エルクレグリにならそれができる。

　それもまた、俺にとっては初めから知っていることでしかなかった。

「陣じんを構築しろ。魔術の二重起動くらい、お前なら余裕だろ？」

「スパルタで訓練されてきたからね」

　俺の言葉に頷き、イフリアが片手を前に出す。その掌の前に、円状の魔術陣が現れた。

　空間に描えがき出された、淡あわい輝かがやきを放つ幾何学模様。その全容は魔ま術じゆつ師しでさえ、完全には把握できていない。けれど、それは確かにひとつの法則を示す記号の塊かたまりで。

　それを正しく書き換えれば――理論上、どんな奇き跡せきだって思いのままに行使できる。

　魔術陣が、流れるようにその文様を移うつし替かえていた。流りゆう麗れいな魔術行使。それがひとつの芸術であるかのように、イフリアの技術はひとつの高みにあった。

　そして、彼女はわずかに口の端を歪ませた。

「――まったく。性格の悪い魔術ばかり覚えさせられたものだね……っ！」

　直後。それまで火炎を弾はじくだけだった障壁が、魔力を吸収し始めた。

「ぬ――これは！」

　膨大な魔力量で押し切きろうとしていたアンドレアスが、咄とつ嗟さに攻撃をやめる。魔力を吸われていることに感づいたからだろう。

　だが遅おそい。イフリアの攻撃は、すでに完成している。

　それは魔力ではなく、正確には術式そのものの模も倣ほう。相手の力をただ流すのではなく、再利用することで相手に返す術式。

　アンドレアスの膨大な魔力を吸収した障壁が、光を放つ。

　そして奴の攻撃を、今度はそのまま反射するように撃ち返かえした。

「ぐ――!?」

　魔族にすら通じるという《灼毒》の魔術。それをそのまま返されては、いかなアンドレアスも対応せざるを得ない。今度はアンドレアスが障壁を造り出す番だった。

　敵てき弾だん吸収、そして反射。

　役目を負えたイフリアの障壁が砕け、こちらを守る防ぼう御ぎよが失われた。

　ならば、今度はこちらから打って出る番だ。

「行け――ラーク！　お前の速度で翻ほん弄ろうしてやれ！」

「――了りよう解かい」

　駆かけ出したラーク。その腕には、細い剣が握にぎられている。腕輪型の待機状態から、武器としての機能を発現した神賜兵装テスタメント――銘めいを《切きり風かぜ》。

　驚きよう異い的てきな加速でアンドレアスに肉にく薄はくしたラークが、その剣を振るう。

　魔術礼装としての効果を除いても、単純に武器として優ゆう秀しゆうなのが神賜兵装の特とく徴ちようだ。むしろイフリアの持つ《式詩ゴスペル》のように、武器として使えないもののほうが例外的だった。

　横よこ薙なぎに振るわれた一いつ閃せんを、アンドレアスが一歩を引いて躱かわす。

「舐なめるな――人間！」

　そして、返すように蹴りが放たれる。

　単純な膂りよ力りよくひとつを取っても、魔族は人間の数段上を行く。まともに喰らえば、全身の骨が砕け散ちることは間ま違ちがいない一撃だった。――ただし、それも当たればの話。

　アンドレアスの蹴りは、ラークを掠かすめることすらなく空を切った。

　すでに背後へ回り込んでいたラークが、隙だらけの背中に再び剣を振るう。その一撃を、今度は前に跳ぶことで躱すアンドレアス。だが、今度は反はん撃げきできなかった。

「……遅いぞ、魔族」

　風を纏まとい、風を切り、凄まじい速度でラークは駆ける。

　驚おどろくことではない。風の声が聴こえるこいつには、最も障害の少ない道が――最速の経路が視みえている。それこそ文字通り、ラーク自身が一陣の風であるかの如ごとく。

　ラーク＝シルデ。

　こいつは、救世科で最速の魔術師だ。

　難しいことは求めない。奴が使っている魔術は、単純な身体強化のそれと、風を味方につけるちょっとした補助魔術だけ。ただそれだけで、奴を捉とらえることはできなくなる。

　田舎いなかでの山を駆け回まわっていた頃ころと、やっていることは変わらないのだろう。

　もちろん、何も魔族を置き去りにできるほど逸いつ脱だつした速度があるわけではない。ただ、こいつは脅威の見み極きわめが異様に上手うまいのだ。風の声が聴こえる――というラークの言葉は単なる事実。俺にはその感覚がわからないが、どんな些さ細さいな空気の流れすら肌はだで感じ取るラークが逃げに徹てつすれば、たとえ魔族だろうと捉えることは至難だった。

　その速度と勘かんで、敵を翻弄する救世科の切り込み隊長。

　それが、ラークの本領だった。

　相手の動きを、魔術の通る道筋を、わずかな空気の感覚だけで察知するラークの逃げ足あしは、アンドレアスをすら手玉に取るのに充じゆう分ぶんだ。

　ましてそこに、イフリアの魔弾による援えん護ごがあれば、もはやアンドレアス如きではラークを捕つかまえることは不可能だろう。

　しかし――それでも、これは逃げに徹しているがゆえの結果。

　ラークが牽けん制せいに振るう剣も、イフリアが放つ魔弾も、ギリギリのところでアンドレアスを捉えるには至らない。この辺りは、さすがに戦せん闘とう経験が違うせいだろう。

　――けれど、ここにはもうひとり。

　常識外れのバカがいることを忘れてはならない――。

「……行くぜアミ。お前が決めろ。その武器の使い方なら、俺がここで教えてやる」

「うん。アキ兄――任せる」

　こいつはバカだ。見ているだけで頭が痛くなってくるくらいにアホだ。

　世界を救えると本気で信じ、その役目が自分に回ってきたことを本心から喜んでいる奴やつなど、たぶんアミ以外にはいなかった。

　なぜならこいつは俺なのだから、それが俺にわからないはずがない。

　まったく頭が痛くなる。俺にとっては、アミなど歩く黒歴史にほかならない。

　かつての俺も相当のバカだったが、おそらくアミはそれ以上。いくら俺でもここまでではなかったはずだ、と信じたい。――だが、バカだからこそできることもある。

　どこまでも単純で。

　だからこそ、ひとつのことに対する集中力は、誰より群を抜いている。

「難しいことは考えんな。お前はただ、全力の一撃を構築することだけイメージしてればいい」

　俺に――アミに、特筆できるような才能は、実のところあまりない。

　爆ばく発はつ力りよくではソニカに、構築力ではイフリアに、速度ではラークに劣おとる。何を取っても、俺たちではいちばんにはなれない――そんな中ちゆう途と半はん端ぱな能力しか持っていない。

　そんな俺たちに、それでも誇れることがあるとするのなら。

　何に対しても前向きに取り組むバカだからこそ、実は何をやらせても器用にこなす。

　どれをとってもいちばんにはなれないが、どれをとっても二番目に上手くやる。

　そんな手数の多さが、魔術師アキ＝フォルトヴァールの武器だと理解してもらおう。

　そして、それはアミにも共通した特性だ。この世で最も効率よくアミを鍛えられる人間は、俺をおいてほかにいないだろう。

　彼女の両りよう肩かたに、後ろから手を置いて耳元で告げる。

「――層を重ねろ。同じ陣を作れるだけ作れ。一いつ切さいの差異なく繋つなげて重ねろ。成功だけを想像しろ。その集中力が――お前の力になってくれる」

　アミが魔術を描き出す。

　そう。感情任せに飛び回りながら、魔術を作れること自体がひとつの適性なのだから。

　それはソニカやイフリアですら、訓練の中でようやく習得し始めている能力だ。魔術はそもそも難しい。立ち止まりながらと動きながらでは、同じ魔術でも難易度が違う。

　救世科でもアミだけなのだ。感情任せに駆け回りながら、魔術で試術場に大穴を開けるなんてことが初めからできたバカは。バカにはバカなりの長所がある。

　そして。複数の魔術陣が、アミの指揮に従って重なっていく。

　――輻輳式。

　最高難度の技術とされるそれを当然、アミが普ふ通つうに使うことはできない。だが、俺ならアミを補助してやれる。こいつと俺の相あい性しようは、残念なことにほかの誰より図ず抜ぬけていい。

　当然だ。なぜならこいつは俺なのだから。その違いは、そして性別だけじゃない。
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　アミの魔力と、俺の技術が合わさっていく。

　俺が失った魔力量を、けれどアミが持っている。

　アミが未いまだ持たない経験と技術を、けれど俺が持っている。

　その二つが合わされば、俺たちは――かつて世界を救いかけた実力すら発揮できた。

　なにせ、魔力量の図抜けて少ない俺にすら、必殺の攻撃を約束する技術だ。それを、元から魔力量の多いアミが使えばどうなるか。そんなことは、説明する必要すらない。

　ラークが、ひときわアンドレアスに近づいた。

　アンドレアスも、アミの魔力の高まりは察していることだろう。追いつめられた人外は、そこでついにぼろを出した。

「ふざけるなァッ!!」

　灼毒。必殺を狙ねらって放射状に放たれたそれは、けれどラークには通じない。

　風を纏うラークに、火の魔術で攻撃しようというほうが間抜けだ。迫せまり来る火炎を流したラークは、けれどそこでアンドレアスから距きよ離りを取った。

　その隙すきをイフリアが撃ち抜く。

　彼女の魔術が、アンドレアスを捉えたのだ。無む駄だに魔術を放ったことが隙となり、その肉体を魔力が突つき刺さす。それは、けれど単なる魔弾ではない。

　撃ち出された魔力の塊は、アンドレアスを貫つらぬくと同時にその肉体へ楔くさびを打った。

　拘こう束そく魔ま術じゆつ。帯状のカタチを取った魔力の杭くいが、アンドレアスを貫いてその肉体を地面に縛しばりつけている。

　俺に捕とらえられたことを根に持っているイフリアだ。その拘束力は、魔族を相手にすら有効だった。

　その隙を逃のがさない。

　イフリアが、ラークが作り出したチャンスを――俺とアミが結果に変える。

「行くよ、アキ兄！」

「――おう。思いっ切り貫け、アミ！」

　そして。魔術陣から、魔力の奔ほん流りゆうが放出された。

　たとえるなら、大雨で決壊した堤てい防ぼうか。文字通りの怒ど涛とうとなった一ひと条すじの魔弾が、天上へ向けて昇のぼっていく。空を超こえて、神の下まで届けとばかりに。星をも砕く勢いでもって。

「――見事」

　膨大なエネルギーを内包した、光線上の魔力流。その熱量を見て取ったアンドレアスが、小さく、敗北を認めるように呟いた。

　存在の崩ほう壊かいを目前にした《灼毒》アンドレアスに向かって、俺は訊たずねる。

「言い残すことはあるか？」

「――もう一度、名前を訊こう」

　その潔いさぎよさは、さすが爵しやく位い級の魔族と言っていいのかもしれない。

　敗北を認める言葉だった。

「この身に滅ほろびをもたらした者の名を――貴様の名前を手た向むけに貰もらいたい」

　だから。

　その問いに、俺おれは正直に答えることにした。今度はフルネームで。

「俺は、アキ＝フォルトヴァール――」

　その直後。天へ昇った魔力流が、直上からアンドレアスに降り注いだ。

　想像を絶する熱量を纏った光が、魔族の全身を呑のみ込んでいく。それは一いつ瞬しゆんで、アンドレアスの肉体を、それを現世へ繋ぎ止とめる魂たましいごと焼やき払はらい、消失させた。

　魔族アンドレアスは、世界からその存在を抹まつ消しようされる。




「――救世科、担任教師だ」







第四章　『世界より先に救うべきもの』







　アンドレアスを殺した直後、俺は耐えられなくなって再び地に足を突いた。肩から流れ出る血よりも、直後、口から撒まき散らした血のほうが多い気がする。

「――アキ兄っ！」

　心配そうなアミの声が鼓こ膜まくを揺さぶった。

　やめろ。近くで大声を出すな。

「……自分で魔ま術じゆつを使うのではなく、別の誰かに使わせるとはね。本当に、わけのわからない器用なことばかりできる先生だよ。感心するね」

　と、戻ってきたイフリアが言う。

「ぜんぜん感心してる感じじゃねえんだけど……バカにしてんだろ」

「してないよ」イフリアは軽く首を振った。「本当に驚いている。まさか魔族を撃げき退たいするとはね――助けに来たつもりが、まさか授業が始まるとは思っていなかったよ」

「……ま、これでも救世科の担任だからな。あの程度、余裕だよ」

「よりにもよって、魔族を教材扱あつかいする教師もアキ先生くらいのものだろう」

「ああ、うるせえな。外に出しときゃ勝手に来るくせに、いざ協力すれば今度はそれか」

「……まあ、蚊帳かやの外に置かれているよりはマシだったと思うことにしよう」

「うるせえっつってんだろ。……悪かったよ」

　最初から、三人を信じていっしょに戦っていれば早かったという話だが。

　ともあれ、学院を襲撃してきた魔族を撃退することには成功した。奴らも奴らで、そう頻ひん繁ぱんに人間界を訪おとずれることはできないだろう。しばらくの安全は確保できたと言えた。

　と、そこでちょうど、こちらに歩いてくる人ひと影かげが見えた。キニャール先生だ。

「アキ先生。……驚きました」凛り々りしい瞳ひとみを大きく見開いて、彼女は言う。「まさか魔族を撃退なさるなんて。アキ先生は、いったい……」

　実際、この戦果は普通なら考えられないものだろう。

「ま、ちょっといろいろ裏うら技わざを使ったんで」

　俺はそう答えた。実際、アンドレアスは一度、その灼毒でもって学院を壊滅させている。

　奴に勝てたのは、その能力を俺が初めから知っていたからに過ぎない。あの能力は知らなければ防げない類たぐいのものだ。それを逆に罠わなにかけることで、なんとか撃退に成功した。

　未来の知識で、過去を変えることに成功したのだ。

「事情はどれくらい？」

　俺はほっと息をつきつつ、キニャール先生に訊ねた。先生は、けれどこちらを睨にらんで、

「その前に治ち療りようを……無む茶ちやなさるんですから、もう」

　俺は咄嗟に視線を逸そらした。キニャール先生は溜ため息いきを吐つき、

「とはいえ、すでに生徒たちからお説教してもらったようですし、不問としましょう。さ、傷を診みせてください。治ち癒ゆ魔ま術じゆつをかけますから」

「ありがとうございます……」

　肩の傷に、キニャール先生が手を触ふれる。そこから流れ込んでくる優やさしい魔ま力りよくが、傷を徐じよ々じよに癒いやしていくのを感じた。数ある魔術の中でも、治癒ほど便利なものは少ない。

「学院結界は、すでに教きよう師し陣じんで修復が始まっています。再さい侵しん入にゆうはおそらくないでしょう」

　治療と平行してキニャール先生が語る。

　さすがは王立学院の教師陣だ。かなり迅じん速そくな対応と言えよう。

「生徒たちは警護をつけて、全員を寮りようへ戻しているところですね」

「なるほど……あ、結界のことですけど、たぶん外部犯です。人間の中に、魔族に与くみしている者がいると思われます」

「……となると、邪じや教きよう徒との類、ということでしょうか？」

「そこまではわかりませんけれど」とはいえ、と俺は肩かたの力を抜ぬく。「ひとまずは安心していいと思います。正直、こんなにあっさり学院結界を抜かれるのは予想外でしたが」

「それほどに強力な魔族だったということですか。そんな相手に勝ってしまうなんて……アキ先生、実はそういう職業の出身なんですか？」

「いえ、まあ、いろいろ小ずるい真似まねをしましたからね」

「……でも、おかしいですね」キニャール先生は呟くように言った。「いくら結界に綻ほころびがあっても、単独の魔族に抜かれるほど弱い防御じゃないはずなんですが――」




　――不意に。

　俺は全すべてを悟さとった。




　本来なら知り得ない未来の知識。過去に戻ってきた事実。なぜか変わってしまっている現在。それらの違い和わ感かんに、ひとつの答えを見み出いだした。

「まずい」呟きは意図せず零こぼれていた。「くそ、バカか俺は！　なんで気づかなかった!?　先入観があったせいだ――ああもう、このクソ間ま抜ぬけ！　何やってんだ！」

「アキ先生？　何を……」

　キニャール先生が首を傾かしげる。

　だが、悪いが構っている暇ひまはなかった。考えろ。同じことと違ちがうこと。

　向こうの目的。なぜ今日、無理をしてまでこの日に襲撃を行ったのかという理由。

　一度目の世界において、魔族による襲撃はもっとずっとあとのはずだった。それが今日まで前まえ倒だおしされた理由はなんだ。決まっている。

　――ソニカが、学院を発たったからだ。

　かつてとの違い。俺がなぜか女の子になっていることや、本来いるはずのもうひとりの生徒がいないこと――だが、これらはなぜ変わってしまったのか理解できない。

　そんなことはひとまず置いておけ。問題は、俺が自分から変えたことのほうだった。俺によって前倒しにされたことがひとつだけある。

　それは、ソニカの神賜兵装の発見だ。本来の歴史では、もっと発見が遅れるはずだった。だが俺は未来の知識によって、ソニカの神賜兵装が隠かくされていた場所を知っていた。その情報を学院長に伝えることによって、発見が前倒しにされている。それは魔族にとって、きっと救世科の人間を殺す格好の機会として捉えられたことだろう。

　一度目の世界での襲撃の際、俺を含ふくめた救世科は全員が学院にいた。だからこそ、そのお陰かげで全員逃げ切ることができたとも言える。

　仮説。もしソニカが学院を発ったことを襲撃の理由にした場合、何が言えるか。

　一度目において、襲撃が遅れた理由は単純だ。そもそもアンドレアスひとりでは、学院結界を破は壊かいして中に入ることができなかったからだろう。だから結界を少しずつ壊こわすことで、単独でも破壊できる強度に落ちるまで襲撃を待つ必要があった。

　俺にとって二度目の現在、ではなぜ襲撃が前倒しにされたのか。いや――できたのか。

「……ソニカが危ない」

　頭の中で弾き出された結論を、気づけば言葉に変えていた。もはや周りのことなんて何も頭に入ってこなかったし、そんなことより今すぐにでも行動を起こすべきだった。

　ほとんど反射で、半ば無意識のうちに歩き出す俺。

　それを止めたのはイフリアだった。

「先生」鋭するどい声こわ音ねが、動きかけていた俺をその場へ縫ぬい止める。「今言ったのは」

「結界の内側に魔術が仕し掛かけられてたんだ。当然、それは魔族がやったんじゃない。内側から結界に干かん渉しようできるのは人間だけだ。内通者がいた――だがそれは問題じゃない」

「どういう……？」

「……あの魔族、アンドレアスは救世科おまえらを狙いにきた。だが奴は少なくともソニカがこの場所にいないことは知っていたんだ。お前ら三人の名前しか挙げなかったんだから」

　アンドレアス程度では、学院の結界を破ることなどできないと思っていた。

　だが、それは単独でならという意味だ。

　さきほどイフリアたちが三人で結界を破ったように。アンドレアスにも協力する魔族がいたのだと、そう考えるのがいちばん真っ当ではないだろうか。

　魔族は基本的にプライドが高く、戦いにおいて徒党を組まない。自らが人間より上位であると知っているからこそ、下位である人間を相手に数で押おすことを許せないのだ。

　その前提が、アンドレアスが単独であったと思い込ませてしまった。一度目の歴史で、襲撃がアンドレアス個人によるものだったせいだろう。

　奴らはそもそも、人間の手による仕し掛かけによって学院結界を解かせることになど大した意味を見出していなかったのだ。初めから魔族が複数いれば、仕掛けが発動する日を待つこともない。――魔族排はい除じよの学院結界を、力技で破壊することができたということだ。

　だからアンドレアスの襲撃が、今日に前倒しされたんだ。

「くそ、間違いない向こうにも行ってる！　――キニャール先生！」

　未来の知識を鵜う呑のみにしすぎたせいだ。俺が干渉した時点で、俺の知っている未来からずれるということを、もっと認にん識しきするべきだった。

　だが間違いない。襲撃に来た魔族は、アンドレアスだけではなかったのだ。

　突とつ然ぜんに叫さけび出した俺を、周りのみんなが驚いたように見ている。俺が考えていることに、まだ追いつけていないらしい。理解した顔なのはイフリアくらいだ。

　だが気にしていられる余裕もない。事態は、もはや一刻を争あらそっている。

「え、あ、はい？」

　狼狽うろたえるキニャール先生に、俺は告げる。

「すみません、ちょっと出てきます。あとのこと任せても大だい丈じよう夫ぶですか」

「な、何を言って……」

「ソニカのほうにも魔族が向かっている可能性が……いや可能性じゃない確実に向かってます。あいつが危ない。助けに行かないと！」

「落ち着いてください、アキ先生」歩き出そうとする俺を、キニャール先生が引き留めて言う。「心配なのはわかりますが、ソニカさんには学院長先生がついてます。怪我けがだってまだ治りきっていませんし、そもそも今から追いかけたって、向こうは馬車なのに――」

「そういう問題じゃないんです」

　だが俺はそう答える。その言葉には頷うなずけない。

「追いつけるかつけないかとか、誰だれがついてるだとか、そんなこと気にしてんじゃないんですよ。あいつが危ないってわかってんだ――そこにいなくちゃ意味がない」

　キジン学院長は確かに強い。強いが、その強さを向こうだって理解した上で襲撃しているはずだ。それを突とつ破ぱするなんらかの策があると見て間違いないはずだ。

　最低でもアンドレアス級か、あるいはそれより上位の魔族がソニカを狙っている。いくら学院長でも、ソニカを守りきれるとは限らない。

　アンドレアスを突破し、ここまで早い段階でそれに気づけたことは僥ぎよう倖こうだった。これを活いかさずしてどうするというのか。

　今ならまだ、アンドレアスの敗北が伝わっていないだろうから。

「つーわけだ」俺は、イフリアたち三人に向き直って言う。「俺、ちょっとひとっ走りソニカを追いかけてくっから、お前らはここで」

「まだ言うか、この先生は！」

「いっで!?」

　塞ふさがりかけていた肩の傷を、イフリアが思いっ切り引ひっ叩ぱたいて来る。

　容よう赦しやのない一いち撃げきに、思わず瞳から涙なみだが溢あふれた。

「ぼくらも行く。ていうか、先生ひとりで追いかけたって意味ないだろう。もうほとんど魔力も残っていないじゃないか。あの魔族の毒を防いだんだからね」

「そうだよ、アキ兄！」アミもイフリアに応じて言った。「よくわかんないけど、クラスメイトのピンチなんでしょ？　救世科の仲間くらい、自分たちの力で救えなくちゃね！」

「……そうだな。ああ、お前らの言う通りだ」

　未だに、躊躇ためらいがないと言えば嘘うそになる。

　こいつらを戦場に出したくない。できれば安全なところにいてほしい。そう願ってしまうのは、これはもう避さけられないことだった。

　けれど、そんなことには意味がないのだ。大事だからといって仕し舞まっておいては、その価値を否定するのと何も変わらない。その強さを否定して、弱らせてしまう。

　こいつらを信じると決めた。

　いや、違う。こいつらの強さなら、ずっと未来むかしから知っていたんだ。

「……お前もいいんだな？」

　ただひとり、黙だまったままでいたラークに問う。

　流されて戦場に出る必要はない。救世科の四人が、世界のため誰かから守護されることは、権利ではなく義務なのだ。彼かれらは勝手に死ぬことなど許されていない。

　けれど。それだけでは成長が見込めないのなら、戦いを選ぶ権利だって許されていい。

「――見つけた」

　俺の問いに、ラークは答えにもなっていないようなことを答えた。

　アミが首を傾げて、

「見つけたって？」

「ソニカ。風を辿たどって、おおよその位置は掴つかめたと思う」

「この距離から!?　ラーク、すっご！」

　驚きよう愕がくするアミ。口にしなかっただけで、俺も気分は同じだった。

　一周目の俺たちは、この段階でここまで強くなかった。過去に戻もどってきた成果はある。

「先生」と、ラークは不敵に俺を見上げる。「早く追いかけましょう。まだ間に合う」

　言外に示された、聞くまでもないという答え。

　なるほど、どうやら愚ぐ問もんだったらしい。仲間を死なせたくないのは、俺だけじゃない。

「――いい度胸だ、バカども。後こう悔かいすんなよ？」

　にやり、と俺は笑った。

　実際、まったく馬ば鹿かげた行いだ。

　世界の命運を背せ負おった子どもたちを、わざわざ無関係の戦場まで連れて行こうというのだから。それこそ世界中から後ろ指を指されかねない。

　――それが教師のすることか、と。

　もしもそう問われたら、いったい俺はなんと答えればいいのだろう。そんなことは俺にだってわからない。けれど少なくとも、俺はそんな顔も知らないような連中のために何かしてやろうとは思わなかった。そんなものだ――酷ひどく単純な話でしかない。

　こいつらが、それを望むのならば。

　その手伝いをしてやるのが、教師として俺がするべきことだった。

「……すみません、キニャール先生。あとのこと任せます」

「まったく。仕方がないですね。……課外授業ということにしておきましょう」

　そう言って先生は笑う。本当に、お世話になりっ放しだ。参ってしまう。

　一度目の世界でも、キニャール先生は救世科おれたちを守ってくれていたのだから。

　誰かを手伝ってやるどころか、誰かの力を借り受けてばかりで。それでも協力してくれる誰かがいることを、俺は嬉うれしく思ってしまうのだ。まったく立たつ瀬せってものがない。

　教師の仕事、あんまり向いていないのかもしれなかった。

「ま、だとしても関係ないな。ほら、お前らもっと近づいてこい。一瞬で行くぞ」

　三人を呼び寄せる。

　自分と合わせて四人分――かなりきついが、不可能というわけでもない。

「灰式魔術か」

　イフリアが気づいて言った。俺は頷いて笑う。

「ああ。こんなこともあろうかと、どこぞの魔ま女じよに教わった……教わったんだっけ？　いや、なんかよく覚えてないけど」

「なんだい、その適当な感じ……というか、とんでもないことを当たり前みたいに」

「まあ使える以上は便利に使わせてもらうだけだ。今さらだろ？」

「確かにね」イフリアは笑った。「わけのわからない先生だけれど――少なくとも、信頼はしてもいいと思うことにした。大だい丈じよう夫ぶなんだろう？」

「大丈夫大丈夫。成功すれば町までひとっ飛びだ。便利だぞ、転移は」

「……もし失敗したら？」

「全身がバラバラに飛び散るな」

「怖っ!?」「えっちょっ待って聞いてな」「あはは！　よっしゃ行け、アキ兄ーーっ!!」

　三者三様の反応を、けれど問答無用で封ふう殺さつして。

「しっかり捕まってろよ！　振り落おとされたら帰ってこられんからなあ！」

　魔術を起動し、転移を発動。俺は三人を引き連れて町まで跳とんだ。







第五章　『このどうしようもないけれど愛すべき仲間たちと共に』







　――ソニカ＝アルハーツは淑しゆく女じよだ。

　誰がなんと言おうと、貴族として相応ふさわしい淑しとやかで上品な乙女おとめであると自覚している。

　その自覚の是ぜ非ひはこの際、問わずにおこう。とにかくソニカが貴族として、それ以前に人間として、恥はじるところのない振ふる舞まいを常に心がけているのは事実だ。たとえ学院でバカだの問題児だのと罵ののしられていようと、それら全てが必要なことだから行っているだけであり、そんなことを宣のたまう心の狭せまい教師アキのほうが悪いのだ。うん。そういうことにする。

　狭きよう量りようではないソニカだから、そんなことに目くじらを立てたりはしない。

　だから魔術師たるもの、貴族たるもの、纏うイメージは大事だと思っているが、それをことさら他人にまで強制しようとは考えていなかった。それは個人の自由でいいと思う。

　彼かの女じよが救世科の面々と早期に打ち解けられた理由に、それが関かかわっていると見ることも、だから間違いではないだろう。要するに、これで意外と身内には甘あまいのだ。

　――そんなソニカではあったが。

「…………」

　馬車の中で、隣となりに座すわる学院長を横目に見ながら思う。

　いや、どうなのだろう。これは果たしてどうなのだろうか。

　学院長は、馬車に乗り込むなり寝ねた。それはもう刹せつ那なのうちに眠ねむり込んでいた。

　突っ込む暇すらなかった。

　これでも相応に緊きん張ちようしていたソニカである。周りの人間を遠ざけようとする意識はこのところ減りつつあった彼女だし、そうでなくとも相手は王立第一魔術学院のトップ。彼の以前の肩かた書がきも知っていたソニカとしては、紛まごうことなき王国最さい高こう峰ほうと言っていい戦いのプロフェッショナルを相手に、どんな会話をするべきかと迷っていたのだ。

　王都までの長い道のりが、気まずい感じになるのも嫌いやだった。教師といえばここ最近はアキくらいとしか関わっていなかったし、さすがに自分でもアキを相手にする態度を学院長に向けられないことくらいわかっていたから、いろいろと考えてはいたのだが……。

「……寝るかー。いや、あー。普通に、寝るかあー……」

　思わず普ふ段だんのキャラまで崩くずして、ただ茫ぼう然ぜんと呟つぶやいてしまうソニカだった。

　せっかくだから、これを機に普段は聞けないような話や、魔術のコツなんかを訊きいてみたいと思っていたのだけれど。こうまであっさり寝落ちされてはどうしようもない。

　少し迷ったソニカだが、学院長を起こすことはしないでおいた。

　正直、いくら生徒が相手でもちょっと失礼じゃねえのコイツと思ったことは否定できないのだが、しかし明らかに疲ひ労ろう困こん憊ぱいで、抗あらがう気力もなく意識を手放しましたといった風ふ情ぜいの学院長を叩たたき起おこせるほど、ソニカは強気でいられない。

　常識人なのだから。ちょっと他人より家事に関心があるだけで、常識人なのだから。

　――だがまあ、そうなると手て持もち無ぶ沙さ汰たになる。

　学院長とはいえ、横に男性がいる状態で自分も眠ろうと思えるほど剛ごう毅きではなかったし、さきほどの模も擬ぎ戦の興奮もまだ冷めていない。さすがに眠ねむ気けはなかった。

　というか、揺ゆれる馬車の中で平然と寝られる気がしない。

　学院を発ったソニカたちの馬車は、まずはそのまま近きん隣りんの町であるクルストリアを目指していた。この学院からだとどこへ行くにもおおよそ通ることになる場所だが、そもそも旅路のために必要な準備をするため立ち寄らざるを得なかった。

「……おやつは、三百個までだ……」

「…………」

　隣から零れ落ちてきた学院長の寝ね言ごとは、その通りおそらく寝言だろう。

　気にしないことにする。

　しかし暇だ。御ぎよ者しやが買い物に出てしまったせいで、外の景色を眺ながめる楽しみすらない。

　だから思い出すのは必然、隣で眠るキジン＝イーバックについてのことだった。いや、正確にはあのとき――アキの部屋に忍しのび込んだあと、彼から聞かされた担任の話か。




「――アキ先生のことは、信しん頼らいできないかな？」




　あのとき、学院長室で自らお茶を淹いれてくれたキジン先生は、救世科の生徒たち四人に向けてそんなことを訊ねた。なにせ部屋まで忍び込んだのだ、当然の問いだろう。

　けれどソニカは、その問いが四人全員に向けているようで、実のところただ自分だけに向けられたものだと思ったのだ。キジンの目が、自分に向いていたせいだろうか。

　だらしなく見えるが、温おん厚こうで落ち着いた物もの腰ごしの――しかも学院のトップ。アキに対するほど強気には出れなかったソニカは、なんとなく、素す直なおに答えた。

　親元から強制的に離はなされ、学院に閉じ込められたソニカだ。両親に甘えられなくなった反動でアキに当たっていたのかもしれないし、失ってしまった《大人》としての立場を、キジンに求めたのかもしれない。あるいは、そのどれでもなかったのだろうか。

　いずれにせよ彼女は、思っていたことを口にした。

「……目が、気になるんです」

「目？　アキ先生の？」

「上手く言えなんですけど、その……ほかの、周りの先生たちとアキ先生では、私たちを見る目が違うような気がしてしまうんです。なんていうか、まるで――」

「――まるで懐かしい友人を見ているかのよう、かい？」

　ソニカははっと顔を上げた。

　自分でも言葉にできていなかった違和感を、ぴったり言い当てられた気がしたからだ。

　驚きに目を見開くソニカを目の前に、キジンは相変わらずの雰ふん囲い気きを崩さない。

「まあ、アキ先生は教師陣の中でもいちばん若いからね。知ってるかな、実は先生もこの学院の出身なんだ」

「え……そう、だったんですか？」

　これまでまったくの不明だったアキの素す性じようが、初めて知らされたことに再び驚く。

「学生時代のことを、思い出しているのかもしれないね」

「……そう、なんでしょうか」

「悪いことじゃないだろう。君たちは特別だからね」キジンは断言して、重ねる。「だけど特別な人間が、特別に扱われたいわけじゃない――特別の価値を決めるのは君らだ」

「特別の……価値？」

「特別な相手は君らにもいるだろう？　ご両親だってそうだろうし、ここにいる仲間も。意味は違うかもしれないけど、アキ先生もそうかな。そして、それは向こうからもだ」

　その言葉の意味を捉とらえきるまでには、少しの時間が必要だった。キジンはソニカが咀そ嚼しやくし終わるのを待ってから、改めてゆっくりと言葉を重ねる。

「アキ先生もそうだ。君たちを特別に思っている――特別扱いをしている。それは君らが特別である以上は仕方のないことだけれど、そこに違いを、ズレを感じてしまう。それはアキ先生が、救世科を特別だと思っているわけではないからだ、と私は思う」

「どういう……意味ですか？」

　訊ねたソニカに、キジンは軽くニヤリと笑って答えた。

「――うん。そりゃ当然、君たち個人のことを大切に思っているからだ、という話だよ。救世科という枠わく組ぐみなんかじゃなくてね」

　特別な存在だから特別視しているのではなく、特別に思う相手だから特別扱いをする。似ているようでいて、その成り立ちはまったくの正反対だ。

　あまりにも当たり前に告げられた言葉に、ソニカは思わず押し黙ってしまう。けれど、それは言いい換かえれば、否定の言葉が出てこなかったという意味だ。

　だけど納なつ得とくはできない。あの教師が、本当に自分たちのことを見ているか、という点について、ソニカは未だに懐かい疑ぎ的てきな立場を取っていた。

　もちろんアキが、本気で自分たちを鍛きたえ上あげて、生せい還かんさせようとしていることは嘘じゃないだろう。その点だけは疑っていない――信じてもいいと、今は思っている。

　――だとしても。

「アキ先生は確かに私たちを強くしようとしてくれてます。ですが」

「……ですが？」

「ときどき、すごく寂しそうに私たちを見ているんです」

　そう。ソニカが最も気にかかっているのは、その点だったのだ。

　まるで自分たちを通して、別の誰かを見ているような。そんな気がしてならない。

「なるほどね」そんなソニカの言葉をどう受け取ったのか、キジンは頷く。「それは、君がちゃんとアキ先生を見ている証あかしだろう」

「……そんなことないですけど」

「そういうならいい。ま、確かにそれはアキ先生の手落ちかもな。だけどね――」

　――彼は、君たちを必ず強くする。

　そのことだけは、少なくとも信じてやってくれないか――。

「……そんなこと言われたって」

　ソニカはそこで、会話を思い出すのをやめた。それ以上は言葉にできないと思った。

　小さく息をつき考えを振り払う。停とまった馬車の中で、眠った同乗者を隣にただ座っている時間というものは、苦痛とは言わないまでも酷く無意味に感じられた。

　眠気なんてなかったはずなのに、もう寝てしまおうかと徐々に気が変わってくるほどである。次し第だいに外も暗くなってきたし、このまま意識を手放して――、

「――え……!?」

　おかしい。

　まだ昼間だというのに、あまりに外が暗すぎる。

　まるで時間が夜まで飛んだかのようだ。

「いったい、何が……」

「ソニカさん」

「ひぇっ!?」

　突然にかけられた声で、反射的に妙みような悲鳴が出た。

　振り向むくと、いつの間に起きたのか。学院長がこちらを見ていた。

　相変わらず気だるげというか眠たそうというか、気力らしきものが感じられない様子で。けれどその瞳だけは、ソニカが見たこともないような鋭さを纏まとっていた。

「が、学院長……？」

「静かに。落ち着いて呼吸を整える」有う無むを言わせない口調で学院長は呟く。「君は単に無意識で抵抗レジストしただけだよ。それじゃ足りない。意識的に魔力を体外に排はい出しゆつしなさい」

「何、が――」

「結界の中に閉じ込められたらしい。酷い魔力の淀よどみだ。身体からだによくないよ、これは」

　学院長の言葉は端たん的てきで、だからソニカはまともに受け入れられなかった。

　結界？　閉じ込められた？　魔力の淀み？

　どういうことなのか。思考だけがぐるぐると空転し、言葉の羅ら列れつに脳を埋うめられる。目の前の学院長があまりに冷静だったから、なんとか騒さわがずにいられただけ。

「ゆっくり、落ち着いて深呼吸。それから身体に沁しみ込んだ魔力を、自分の魔力で洗い流しなさい。大丈夫、いつもやっていることだろう？」

「えと……あ、はい……」

　頷き、ソニカはゆっくりと身体の中へ魔力を巡めぐらせていく。まるで血管が酸素を運ぶようなイメージで、架か空くうの神経を自らの魔力が循じゆん環かんする。

　そこで初めてソニカは、自分がなんらかの攻こう撃げきを受けていたのだと気がついた。

「ん、それでいい。さすが優ゆう秀しゆうだ」

　小さく呟く学院長。この状じよう況きように、すでに対応できているらしい。

「……何が起こったかわかりますか、学院長先生？」

「質問の仕方が賢けん明めいだね。いいことだ」学院長は小さく笑って答えた。「結界に閉じ込められているらしい。暗くなったのはそのせいだろう。瘴しよう気きに近い魔力で辺りが満たされているみたいだからね――魔ま力りよく循環を怠おこたらないようにしなさい。意識を奪うばわれるよ」

「……道理で眠気が」

　一いつ般ぱん人じんならば、あっさりと意識を奪われるだろうほど密度の濃こい瘴気。けれど魔ま術じゆつ師しならば、自己の魔力でそれに抵抗できる。なにせ魔力量の多いソニカだから、無意識のうちに瘴気を弾はじいていたらしい。それでも、その違和感に気づかせないほど静かなのだから、あのまま気を抜いていれば本当に眠っていた可能性もある。

　驚おどろくべきは、眠っていた状態でソニカより早くそれに気づいた学院長か。救世主候補だなんだと持もて囃はやされていても、経験という一点でまだまだソニカは素人しろうとだと自覚する。

「……何があったと思われますか？」

　ソニカは訊たずねた。

　もちろん彼女には何もわからない。何かよくないことが起きている、という誰でもわかる程度のことしか理解できていなかった。だからこそ学院長に訊ねたのだが、

「生あい憎にく、それに答えている暇はなさそうだ」

「――え……」

「馬車を降りるよ。まあ、そう心配することはない。さ、こちらに」

　促うながされ、馬車を降りる学院長に続いて、ソニカも地面に足をつけた。

　町は静かだった。馬車は町の外に停車されているが、おそらく町の中は多くの人間が気絶した状態で倒たおれていることだろう。

　動くものの気配はない。夜のように暗くなった空間を、ただ静せい寂じやくだけが満たしている。

　けれど、学院長は広がる闇やみの先へと声をかけた。

「いるのはわかっている。出てこないようならこちらから仕掛けるけど？」

「――さすが。噂うわさに違たがわぬと言ったところですか」

　ゆらり、と空間がぶれた。蜃しん気き楼ろうが形を持ったかのように。

　声とともに現れたのは、ひとりの男性だった。枯かれ木きのように痩やせぎすの、どこか病的な男。赤に近い逆立った短たん髪ぱつと、その印象が酷くアンバランスで気味が悪い。理性と獰どう猛もうさを併あわせ持つ、老いて飢うえた獣けもののような。その表情に貼はりついた仮面のような似合わぬ笑えみが、酷く怖おじ気けを掻かき立てる。

　その男を前にして、学院長は平時と何も変わらない、気の抜けた様子で肩を揺らす。

「噂、ね。魔ま界かいにまで私の噂が流れているとは思わなかったよ」

「……ああいや、そういう意味じゃない。私はなにせ変わり者だから、向こうにいる時間より、こちらにいる時間のほうが長いくらいなんだ」

　そのやり取りで理解した。いや、それ以前から、直感は男の正体を告げていたのだ。

「魔ま族ぞく……っ！」

「まあ、そう呼ばれる存在モノではあるけれどね」赤あか髪がみの魔族は、失しつ笑しようして言った。「その表現は、私以外の同どう胞ほうに対しては使わないほうがいい。無む駄だに怒おこらせるだけだからね」

「――っ！」

　遠回しな物言いではあったが、男は魔族であることを否定しなかった。

　ソニカは息を呑のむ。ヒトのカタチをした、けれどヒトとは明白に違う異界の外敵。

　目まの当あたりにするのは初めてだった。魔族は滅めつ多たに人間界には訪れない。

　いったいなぜ、どうしてこの場所に現れたのか。気を張るソニカのすぐ隣で、学院長はわかりきったことだとばかりに言葉を作った。

「目的はわかっているが……この分だと学院のほうにも現れている感じかな？」

「私はあまり魔ま術じゆつが得意じゃなくてね。あの結界をひとりで破るなんて到とう底てい無理なのさ」

　そんな風に嘯うそぶいて肩を竦すくめる赤髪に対し、学院長は答えを返さなかった。

　代わりに彼のほうを向いたまま、ソニカに対して言葉を作る。

「というわけだ。落ち着いて、これから言うことをよく聞きなさい」

「学院長、先生……」

「悪いけれど質問は許さないよ。そんな余よ裕ゆうはない。いいかい、今すぐ町に向かって走って逃にげなさい。これは命令だよ。君を守って戦うのは、いくら私でも難しい」

　やんわりとした物腰。けれど有無を言わせぬ口調だった。

「この王国が今、君という戦力を失うことは絶対にできないんだ。わかるね？　彼らは君を、君たちを殺すためにここへ来たということが」

「――――」答えなど返せなかった。

　けれど理解はできる。学院長の言う通りだ。

　魔ま神じんを殺し得る可能性を持つ存在を、その配下である魔族が無視するはずがない。

　学院長は、あえてその事実を突つきつけて言う。それで足が止まるようなら、それこそ救世主になどたり得ないとばかりに。

「大丈夫だ」と、学院長はそう続けた。「今日のための備えは怠おこたっていないからね。彼らも賭かけなのさ――もしもこの襲しゆう撃げきに失敗しようものなら、しばらく手は打てなくなる。この学院に救世科が置かれているのは、伊達だてや酔すい狂きようではないということさ」

「痛い部分を突かれたものです」

　学院長の発言を、魔族の男は笑って認めた。

　その余裕が、けれど今のソニカには恐おそろしくて仕方がない。けれど、足を竦めてなどいられない。なんのために人生を費やして、自分を鍛えてきたというのか。

　いずれこういうことが起こると、わかっていたからではないか。

「……ご武運を、学院長」

　ソニカは言った。自分が足あし手で纏まといになることを認めて。

「ああ。とはいえすぐ追いつく。そうなったら安全さ」

　笑って応じる学院長。それを止めるように、赤髪の魔族も笑みを深めた。

「――行かせると思うかい？」

「思うさ」

　その瞬しゆん間かん、ふたりの交こう錯さくが開始された。

　放たれた瘴気は、衝しよう撃げき波はとなって広く響ひびき渡わたる。けれどソニカはそれを無視して、町の方角に向けて走り出した。何を心配する必要もないと知っていたから。

　直後、学院長がその衝撃波を打ち消した。

　凄すさまじく高度な次元のやり取りだ。ソニカでは何が起こったかもわからない。

「――ほらね」

「さすが。噂以上、に評価を訂正しましょう」

　耳に届いた言葉はそれが最後。

　魔ま力りよくの強化でもって駆かけ出だしたソニカは、あっという間にふたりの視界から消えた。

　それを確かく認にんした学院長が、小さく魔族の男に告げる。

「さて。やはり簡単に逃がしてくれたね」

「あなたを倒して、そのあとに追えばいいだけの話ですから」

「まさか」その言葉に、学院長は笑う「違うだろう？　別の奴に追わせるだけだ」

「――――」

「追わせる気はない」

　ぱちり、と学院長が指を弾く。

　その瞬間、通りの奥おくに魔力の波が飛んでいく。何もない空間に向けて放たれたそれが、けれど何かを捉えたのだろう。直後、その先の空間が先ほどと同じくブレた。

　もう一体、魔族が隠れていたということだ。

「……気づいていましたか」

「仲間がいると、お前が言ったんじゃないの」

　歯は噛がみする魔族に対し、学院長は淡たん々たんと答えた。

　魔族の言葉はブラフだったのだ。仲間がいるとあえて伝えることで、あたかもそいつが学院へ向かったかのように思わせる。事実、それは嘘ではなかったのだが、別にこの場にもう一体いないとはひと言だって告げていない。

　初めから、この襲撃は三体もの魔族によって行われていたということ。

「……この結界はそのためだろう。魔界の環かん境きようを疑ぎ似じ的てきに再現する結界だ。それは彼女を逃のがさないためであると同時に――」

「ええ。我々が三名同時に、この場所へいられるようにするための魔術でもあります」

　人間が魔界では生きていけないように、魔族もまた人間界で姿を保つことは難しい。

　それは近い場所に多くの魔族がいればいるほど顕けん著ちよになり、この狭い空間に三体の魔族が顕けん現げんするためには相応の段取りが必要だったのだ。

「爵しやく位い級と二対一、ね……なるほど。教師になって以来、久々の修しゆ羅ら場ばだ」

「――ふうん。これでまだ勝てる気でいるんだ？」

　と、そう言ったのは、あとから現れたもう一体の魔族だ。

　赤髪のほうよりは少し若い魔族だろう。紫むらさきに近い長い髪を持っており、切れ長の双そう眸ぼうは金色。人間という存在に対する、露ろ骨こつなまでの侮ぶ蔑べつと嘲ちよう笑しようがそこに込められていた。

「……まあ、この程度ならどうとでもなるさ」

　紫髪の挑ちよう発はつに対し、学院長は平然とそう答えるだけ。

　それに気を悪くしたのだろう。「――あ？」と、紫髪の魔族は獰猛に牙きばを剥むいた。その鋭さは、やはり人間ではないということがわかるものだった。

　けれど学院長は狼ろう狽ばいすらしない。常と変わらない、ただ無感動な瞳ひとみを向けるだけだ。

　プライドを刺し激げきされ、殺意を全身から溢れさせる紫髪。それに対し、赤髪の魔族は変わらず冷静なまま、微笑ほほえむようにこう言った。

「ディア。そう感情を剥き出しにするものじゃあない」

「なんだと……!?」

「仮にも相手は、この魔術王国において最強の七人に数えられた男だよ。この男に滅ほろぼされた同どう胞ほうの数など私にもわからない。――気を抜ぬいていい相手ではないのさ」

「だからさっさとやろうって話だろうが、ヌルいこと言ってんなよ。いいのか、あいつに逃げられちまうぞ」

「何」魔族ふたりの纏う魔力が、学院長――キジンの目の前で増大していく。「そのときはそのときだろう。我々ふたりの力が足りなかったという話さ」

　どちらも揃そろって高位の魔族。単身が一軍にさえ匹ひつ敵てきするとされる魔族の強きよう者しや。

　けれど、そんな評価はキジンも得ていた程度のものでしかなく。

「――悪いが、さっさと終わらせたいのはこちらも同じだ。なにせ忙いそがしくてな、このところ寝ね不ぶ足そくが著いちじるしくてかなわない。面めん倒どうなことはさっさと終わらせて、早く寝たいんだ」

「だったら――オレが眠らせてやろうじゃねえかよォ!!」

　ディアと呼ばれた紫髪の魔族が猛たけると同時。

　人類と魔族の戦争が幕を開けた。




※




　すぐ目の前の町に入るまで、大した時間はかからなかった。

　ひとつ幸いだったのは、町の住人の姿がなかったことだろう。

「……気絶すると、外側に弾かれちゃうんだ」

　ソニカも、この結界が魔界を再現する術であることには気がついていた。だからだろう、意識を失った町民たちは、結界内で自己の存在を保てず外側へと弾かれる。

　無論、それは自己という存在を魔族に――結界の術者に掴まれてしまうということだ。気絶すれば外へ出られる、なんて甘いことではない。もしソニカが意識を失ったら、その段階で術者は結界を解いてしまうだろう。ソニカの身み柄がらは相手の手中に落ちる。

「でも、私ひとりじゃこの結界は解けない……」

　歯噛みするソニカだった。結界さえ解いてしまえば、応おう援えんも呼べるし逃げることも可能だろう。けれど、あの学院長ですらそのことを言い出さなかったのだ。できるわけがない。

　どうする。

　このまま隠かくれて待っていることしか自分にはできないのか。

　そう思っていたときだ。

「――あ、あの……すみません！」

　ふと通りの奥から声をかけられた。誰かがこちらに駆けよってくるのが見える。

　咄とつ嗟さに身構えるソニカだが、相手は人間だった。魔族じゃない。魔力を纏っていることから、おそらく魔術師なのだろう。

　ソニカや学院長たちと同じく、この結界の中で自分を保つことに成功したらしい。

「どなたか存じませんが、すみません！」

　町人のひとりなのだろう。気弱そうな男だった。

　くすんだ金きん髪ぱつに、弱々しい碧へき眼がん。かなり狼狽うろたえた様子である。

「な、何が起きているかわかりますか!?　いきなり人がいなくなって――」

「ちょっ、ちょっと、あの、落ち着いてください！」

　縋すがりついてくる男は、どうやら恐きよう慌こう状態にあるようだ。

　なんとかその男を宥なだめつつ、ソニカは告げる。

「魔族が出たんです。この街は襲撃されて、今は結界の中に置かれています」

「結界……ああ、やっぱり！　突とつ然ぜんで、もう無む我が夢む中ちゆうでなんとか抵抗したんですが……」

「それは……運がよかったというか、悪かったというか……」

　思わず口くちの端はしを引き攣つらせるソニカだった。

　場合によっては、ほかの町人たちといっしょに弾かれ取り込まれていたほうが、少なくとも恐きよう怖ふは感じなくて済んだだろう。

　ともあれ、男も人を見つけて落ち着きを取とり戻し始めたらしい。顔を伏ふせて呟いた。

「ですが、どうして魔族がこの場所に!?　いったいなんのためにでしょう」

「――それは」

　考えるまでもない。

　――それは、ソニカのせいなのだから。

　自分さえここに来なければ、魔族の襲撃だってなかった。クルストリアの町を巻き込んでしまったのは、ほかならぬソニカだ。それを、咄嗟に言葉にできなかった。

　何を言えばいいというのか。

　思わず押おし黙ってしまうソニカを、どう思ったのか。男はきょとんと首を傾かしげて、それから小さく呟いた。

「……あの。失礼ですけど、もしかしてあなた、救世科の……？」

「っ――」言い当てられてしまった。「え、ええ。そうです。お会いしたことが……？」

　それでも否定はできない。救世科ではない、などという嘘だけはつけなかった。

　なんとか平静を装よそおって訊ね返すと、男は小さく引ひき攣ってはいたが、ようやく笑みらしき表情を見せて答えた。

「ああ、不ぶ躾しつけにすみません。自分、学院に呼ばれて入っている作業員でして」

「作業員……ですか？」

「はい。なんでもグラウンドの結界が壊こわれたという話で。あと教室の壁かべが砕くだけたとかなんとかで呼ばれてきたんです。あ、自分、これでも修復師を生業なりわいにしてまして。遠巻きから学院で見かけたことがあったような気がしたんです」

「うぐ!?」

　二重に気まずくなるソニカだった。

　彼かれの仕事を増やしたのは、間ま違ちがいなく自分たちである。山の如ごとく申し訳ない。

「す、すみません……それやったの、たぶん私、です……」

　思わず謝あやまるソニカだった。

　いや、それ以上にこの事態を謝らなければならないのかもしれないが。

　それに対し、男は笑みを作って首を振った。

「ああ、いえいえ、とんでもない。それが仕事ですし、というか、まあそれなりにお金になりましたしね、汚きたない話ですが。仕事がないよりは、よほど」

「そう言っていただけると……でも、なるほど。結界の修復師だから、これに取り込まれずに済んだってことなんですね」

「はは。救世科の皆みな様さまに比べれば非才ではありますが、これでも専門ですからね」

「……この結界」思わぬ専門家の存在に、期待を込めつつソニカは問う。「どうにか破は壊かいして、外に出ることはできませんか？」

「どう、でしょう……」

　男は眉まゆ根ねを寄せた。

　いくらなんでも無む茶ちや振ぶりだったかもしれない。

「技術的にはあるいは、と言ったところですが。しかし、根本的な問題として、自分では魔力量が足りなすぎますね。申し訳ありませんが、お力にはなれそうに――」

「待ってください」

「はい？」

　男の言葉が、ソニカはある思いつきを与あたえていた。この結界を破れるかもしれない。

　彼には魔力が足りず、けれど技術がある。

　ソニカには技術が足りず、けれど魔力はある。

　ならばふたりで協力すれば、あるいは結界を解けるかもしれない。

「……どうでしょう？」

　その提案を、ソニカは男に告げてみた。

　置いてきた学院長のこともある。いくら彼が強いとはいえ、魔族を相手に必ず勝てるかどうかはわからない。それほど魔族とは、人間にとって恐怖の象しよう徴ちようなのだから。

　男は、その提案に一も二もなく諸もろ手てを挙げて賛成した。

「いけます！　いけますよ、それ！　あ、いえ、絶対にとまでは断言できませんが、試ためす価値はあると思います！　というより試させてください!!　一刻も早く出たいんです!!」

　落ち着きを取り戻もどしたとはいえ、やはりいっぱいいっぱいだったのか。思っていた以上に、男はソニカの提案に喰くいついてきた。ソニカとしても、これで光明が見えた形だ。

「できますか……？」

「ええ。懸け念ねん点である魔力量がクリアできたのなら、あとは自分の技術力次第。そうですね、自分が魔力供給用の術式を描えがきますので、そこに魔力をお願いします」

「……わかりました。やってみましょう！」

「では！」

　男が地面に魔ま術じゆつ陣じんを描き出す。

　結界を専門にしていると言うだけはあり、それは少なくともソニカの実力を遥はるかに凌りよう駕がする出来だった。思わず、アキのことを思い出してしまう。

　魔力量には恵めぐまれずとも、技術力では学院の教きよう師し陣じんすら遥かに凌駕するだろうアキ。

　彼も、それと同じなのかもしれない。戦うだけが魔術師の道ではないのだから。磨みがき上げた技術力を、結界魔術の専門家として振るっている。それは、きっと誇ほこるべきことだ。

　それこそ自分なんかより、よほど。

　彼は自らその道を選んだということなのだから。アキも同じだ。ただ環境が求めるまま救世主候補になった自分とは違ちがう。たとえ、それ以外の自由などなかったとしても。

　ソニカは考え込んでしまう。

　なぜ、初代の救世衆は魔神を滅ぼしてくれなかったのか。いずれ解けるとわかっている封ふう印いんと神賜兵装テスタメントだけを残し、それを遥か未来の自分たちへ押しつけたのか。

　八つ当たりに近い感情だという自覚はあった。

　そんなことを考えてしまう、自分の覚かく悟ごのなさが嫌になる。

「――あの」

　と、そこでふと男が口を開いた。

　考え込んでいたソニカは、はっとしつつ慌あわてて答える。

「え？　あ、すみません！　なんでしょう!?」

「へ、あ、いや、準備ができたので。お願いします、と……」

「ですよね、ごめんなさい！　えっと、ここに魔力を流せば大だい丈じよう夫ぶですか？」

「お願いします」

　確かに、気づけば石いし畳だたみの上に、魔力で魔術陣が敷しかれている。光る線のブレのなさが、描き手の実力を物語っているかのようだ。

　そんなことにすら劣れつ等とう感かんを抱いだく自分を振り払はらいつつ、ソニカは屈かがんで陣に手を触ふれる。

　そして、掌てのひらから魔力を流し込んだ――、

　――その、瞬間だった。

「く――ぁ!?」

　信じられない勢いで吸い取られていく魔力を感じ取って、慌てて手を離す。

　あり得ない速度だった。流し込もうとしたより遥かに大量の魔力が、吸うどころか喰う勢いで強ごう引いんに奪われていく。酩めい酊ていに似た感覚に襲われるソニカだったが、驚きよう愕がくはそこで終わらない。

　次の瞬間。

　その攻撃を回かい避ひできたことは、ひとつの訓練の成果だったのだろう。

　その自覚はなく、けれどソニカは本能のままに身を翻ひるがえす。魔力を奪われ重くなった全身に鞭むち打うち、ほとんど地面を転がるような形で咄嗟にその場から離れたのだ。

　魔術陣が、撃うち落おとされた魔ま弾だんに石畳ごと砕かれる、その寸前のことだった。

「……驚いたな」小さく、そして感情のない、冷静な声が響いた。「念には念を入れて、魔力を奪うまでやったってのに。まさか回避されるとは思わなかった」

「な、に……を」

「油断してると思ったんだけどな。さすが、未熟とはいえ英えい雄ゆう候補と言うべきか。いや、これは素直に賞賛ものだ。ここまで微び弱じやくな魔力の流れを知覚されるとは思わなかった」

　息が、荒あらい。全身が熱を持っている。

　それは、何も襲おそわれた驚きだけが要因ではないだろう。大量の魔力を、それも一度に強ごう奪だつされたせいで、心身に不調をきたしている。

　本来、それは絶対に避さけるべき事態だ。魔術師ならば誰だれだってわかっていることだ。

　魔力量の少ない、たとえばアキのような人間だったら、たったこの一工程だけで死んでしまうことすらあり得る。魔力とは、その持ち主の精神と密接に結びついているからだ。

　魔力を奪われたせいだろう。周囲の瘴しよう気きが少し入ってきた。二重に攻せめられ、全身が酷ひどく重たく感じられた。ただ、つらい。暑くて熱くて堪たまらない。

　それでも、なんとかソニカは視線を上げた。

　修復師を名乗った男は、そんなソニカを透とう徹てつした表情で見下ろしている。

「……あな、た……っ」

　魔術陣に対して施ほどこされていた魔ま力りよく強奪の細工。そして、その後にソニカを狙ねらって放たれた魔弾。その全すべてが男の手によるもので、それは考える間でもない殺意の発はつ露ろだった。

「どう……し、て」

「どうして、だって？」

　思わず零こぼれ出た言葉。男は、やはり無感動なまま、けれど冷れい笑しように近い声こわ音ねで返した。

「僕が君を殺そうとしたことは理解しただろう？　まさかしていないとは言わないよね。その相手に理由を問うなんて、間ま抜ぬけにも程があるだろう。なあ、ソニカ＝アルハーツ。もし理由を訊きいたら、それとも君は納得して自殺でもしてくれるって？　それなら確かに楽でいいけど」

「……ぐ、く――ぅ」

「うん？　それとも今の質問は、《どうして救世科の自分が人間に襲われるのか》という問いなのかな。いや、それにしてもまさかではある。よもや自分は世界を救うのだから、全国民が君の味方だとでも本気で信じているのかい？　いやいやいや、それこそまさかだよね？　ねえ、そう言ってほしいんだけど。なんだい、答えてくれないのかい？」

「……、……」

「つらそうだね。いや、その程度で済んでいることが、むしろ凄まじいとは思うけれど。しかしいくら才能があっても、やっぱり中身はただの子どもか。脅きよう威いってほどじゃないな」

　無表情を保っている割に、男の口調には仄ほの暗ぐらい嗜し虐ぎやく的な愉ゆ悦えつの色があった。

　ただし、予想だにしていなかったことは事実だろう。それこそ男の言う通りだ。

　――なぜ人間が、その希望の象徴である救世主候補を殺そうとするのか。

　わからない。それらしい理り屈くつを考えることすらできない。狂くるったとしか思えなかった。

　ソニカたちが魔ま神じん討とう伐ばつに失敗すれば、人類は必ず滅めつ亡ぼうする。

　それは確定した未来だ。唯ゆい一いつの希望である救世主候補に対し、殺意の銃じゆう口こうを向けるなどまともな思考をしていればあり得ない。

　だが。

　目の前の男が、たとえ狂っているのだとしても――理性がないようには見えなかった。

　男は理屈に基もとづいて、ソニカを殺そうと魔術を振ふるっていた。魔族が持つ、人間に対しての本能的で理屈のない殺意とも違う。それは明確に計算による殺意だ。

　それが――恐ろしかった。

　あるいは、強い負の感情を向けられること以上に。

「何も言わず、か。ま、どうでもいいんだけど」

　そして男のほうも、それきりソニカへの興味を失ったらしい。いや、元よりソニカ個人への興味など、男は一いつ切さい持っていなかったのだろう。

　ただ殺すだけの相手。その割り切りに、感情の入る余地など一切ないのだ。

　男の見せる感情は、だからソニカに向けられたものではない。ただ、《ソニカを殺す》という仕事――その過程にのみ向けられている。そのことを、痛いほどに理解させられた。

　――だが、ソニカはその程度で折れるわけにはいかないのだ。

「それじゃ死んでくれ」

　淡々とした口調で、地面に倒れたソニカに男の掌が向けられる。

　起動されていく魔弾――それが放たれる寸前。先に動いたのはソニカだった。

「――っ!?」

　咄嗟に男は背後へ振り向き、後ろから撃たれた魔弾を回避した。その隙すきにソニカは立ち上がり、重たい身体からだを引きずって駆ける。

　それは以前、授業の折にアキが見せた技法だ。土ど壇たん場ばでソニカはそれを体得した。追おい詰つめられたことで、むしろ思考がクリアになっていたのだろう。

　いや、そもそもソニカには、それだけの実力がすでに備わっていた。初撃を躱かわせたのもそれが理由だ。魔力の感知能力、そしてそれを操あやつる技術――繰くり返かえしアキが学ばせてきた基き礎そ技術は、ひとたび花を開かせればここまで厄やつ介かいな戦力に変わる。

「才能だけのガキの割に器用な……」

　それを躱してみせた男は、おそらく根本的に戦いという行こう為いに長たけている。経験で劣おとるソニカが上回るには魔力量しかなかったが、その利点すら今は封ふうじられてしまっていた。

　しかし、負けるわけにはいかない。

　あまり高等な魔術は、もはや使えないだろう。これ以上、体内から魔力を奪われるのはまずい。魔弾と障しよう壁へき――基本的なその二つの技術だけが、今のソニカの武器だった。

　――しかし。男のほうは当然、それ以外の魔術だって使ってくる。

「逃げられるわけないだろう」

　男がひと言そう呟つぶやいた瞬間、逃げるソニカの足がもつれた。堪たえられず無様に転んだソニカを、男は走ることもなく徒歩で追いつめていた。

　咄嗟に立ち上がろうとするが、できない。地面についた手が滑すべり、姿勢を保つことができなくなっていた。

「く――なんで!?」

　身体が上手うまく動かない。

　なんらかの魔術の影えい響きようを受けていることは間違いなかった。

「おいおい。おいおいおいおい。考えてもみろ考えろ。いったい誰がこの結界を起動していると思ってるんだ？　僕以外にあり得ないだろ。君はもう僕の掌の上なんだよ」

「……あなたが、魔族を呼び寄せた、と……？」

「だからそう言ってる。わかりきったことを訊くなよ、バカらしい」

　言葉と同時に放たれた魔術を、ソニカはなんとか障壁で防いだ。

「ち」男は舌打ちを漏もらす。「あれでも魔力を奪いきれないとはね……とはいえ、それでも限界は近いだろう。君如きじゃ、たとえ神賜兵装テスタメントを持っていたところで僕は倒せない」

「……だったら、さっさと殺してみなさい、よ……」

　気づけばソニカは、挑発するようにそんな言葉を吐はいていた。

　体力も魔力もすでに限界だ。それでも気力は残っている。心だけは、こんな状況に負けないと気き炎えんを吐いているのだろう。だから、こんな言葉が出た。

　あの意地の悪い教師の性格が移ったのかもしれない。そんな想像が、少しだけ心を軽くしてくれた。思えばここまで生きてこられたのも、彼の教えがあったからだ。

　よくわからないアキの教えは、けれど確実に最短距きよ離りでソニカを鍛きたえてくれていた。今この状況ですら、ソニカは自分が彼に守られているのだと悟さとってしまう。

　自分は、アキを拒きよ絶ぜつしたというのに。

「……不ふ愉ゆ快かいだね」

　そう、男は呟いた。やはり淡々としたその口調は、言葉ほど不愉快そうには見えない。

　ただやはり、ソニカの構築した障壁を、そう簡単には破れないようだ。それが土壇場の時間稼かせぎに過ぎずとも、少なくとも時間を稼ぐことだけはできる。

　あるいは、その間に学院長が追いついてきてくれる可能性だって零ぜろではないだろう。

「正直、見誤ってはいたようだ。ここまでやるとは思わなかった」

　淡々と語る男。それを見み据すえてソニカは言う。

「は――これでも救世主候補だっての。アンタ如きにやられるわけ――」

「で？」と、男は首を傾げる。「それがどうかしたわけ？」

「…………」

「だいたい君さ、これでいいと思ってるの？」

「……何を」

「世界のために犠ぎ牲せいを強しいられて、それに君は満足しているのか？　誰も君になんて期待していないっていうのに。君如きが救世主候補だということに、どれほど絶望したと思う？」

「――――っ!?」

　男が言葉を作るのは、魔力を削そぎ、体力を奪い、そして残った気力まで殺すためだった。

「そりゃそうだろう？　誰だってもっと強い英雄を期待していた。それが残らずただの子どもときたもんだ――その失望を、背せ負おわされたまま君は死ぬんだよ」

　その発言が、どれほどソニカを追い詰めるのかなんて、きっと言った当人にもわからない。けれどその言葉は、確かに彼かの女じよが抱いていた恐れを中心から貫つらぬいていた。

　――そう。負い目を感じないわけではなかった。

　結局、自分は何をしているのだろう。救世主候補と持ち上げられ、その期待を裏切らぬよう努力を重ねてきた。確かに、それは一定の効果を生んでいるとは思う。たった半月の間に、以前とは見み違ちがえるほど魔術の技量を向上させたことは間違いない。

　だとしても、結局はそれだけだ。

　どれほど訓練を重ねても、初めからその先にいる人間なんていくらだっている。どうせ選ぶのなら、自分ではなく学院長やアキが選ばれればよかったのだ。

　いつか誰より強くなる。そう言われても、信じることなんてできなかった。

　現に自分は、こうして学院長を置き去りにして逃げてきた。結界を突とつ破ぱすることですら、たまたま出会っただけのほかの魔術師を頼たよっている。ただ魔力が多いだけの英雄未満。

　――どころか自分は、同じ救世科の仲間にすら負けているではないか。

　ソニカは思う。イフリアは明らかに自分より魔術に長けていた。アミほど割り切った覚悟も、ラークのように泰たい然ぜんとした態度も取れていない。全てが中ちゆう途と半はん端ぱだ。

　本当は投げ出したかった。

　ほかにやりたいことだってあったのだ。

　けれども世界が、その期待が、ソニカを縛しばって離はなさなかった。なぜ自分なのだと恨うらんだところで、選ばれてしまったのだから仕方がない。嫌いやだと言わせなかったのは周りのほうなのに、そんなことを責められては、自分がどこに立てばいいのかさえわからなくなる。

「抗あらがうなよ。もう楽になれ――死後の失望なんて、お前には関係ないだろう」

　甘あまい誘ゆう惑わくではあった。

　それができたらどれほど幸せか。

　結局、逃とう避ひだったのだろう。逃れられない運命なら、せめて自らの手で打だ倒とうできれば胸を張れた。どうだ、私が世界を救ったぞと、自分自身を許してやることができた。

　けれど、それは立ち向かおうという意志から発生した覚悟ではなかったのだ。

　ただ認めたくなかっただけ。やりたくもない戦いに投げ出され、期待もされていないのに失望は見えていて、誰もが腫はれ物ものを扱あつかうように、ソニカを個人ではなく救世主候補という装置として見る。自由以前に、まず自分というものがどこにもなかった。

　それを認めたくなかったから、どれほどバカをやってでも強くなろうと生き急いだ。周りの全てを否定した。近づく人間を拒絶した。――独りでいようと、した。

　そうだ。ソニカは現実主義だ。自分のことくらい誰よりわかっている。

　どうがんばったって、自分が魔神を倒せるだなんて思えない。救世衆に選ばれたことも何かの間違いで、けれど背負わされたものも否定できずに追い詰められていた。

　――だから、あの教師のことが嫌きらいだったのだ。

　当の本人が諦あきらめているというのに、あの男だけがソニカの力になろうとした。

　どこか寂さびしそうな目で見られるのが怖こわかった。お前なら魔神を倒たおせると鼓こ舞ぶされることが嫌だった。魔神を倒したあとのことまで考えさせる人間は先生だけだった。きっと誰より訓練して身につけただろう技術を、才能だけで上回る自分を恨んでほしかった。こんな自分のために時間を使ってなどほしくなかった。

　――自分の弱さを、ああまで明確に突きつけられるのはごめんだった。

　だって、認めざるを得なくなる。自分に期待していて、けれど自分のことをちゃんと考えてくれている――そんな人間は欲ほしくない。がんばってしまいたくなるじゃないか。

　両親も、姉だって、救世主候補としてソニカが選ばれた瞬間に、ただ期待を押しつけた。

　先生だけだ。

　今のままじゃ無理だ。

　ただ倒したって意味がない。

　きっと勝てる。

　でも、そのためには努力がいる。

　俺おれがその手伝いをしてやる。

　――そんな当たり前のことを言ってくれた人間、ほかにはひとりだっていなかった。

「く、そ……っ！」

　思わず毒づいてしまった。

　目の前の障壁が壊れた瞬間、間違いなく殺されてしまうというのに。なぜ自分は、こんなときにアキのことを思い出しているというのか。あんな男、ただ嫌いなだけなのに。

　けれど、本当は、その理由くらいわかっているのだ。

　――初めてアキに会ったときのことが、痛いくらいに印象的だったから。

　あいつは言った。ほかの誰もが言わないことを、初対面で。まるで友達みたいに。

　魔術の訓練に励はげむソニカを見て、当たり前のようにぼそりとひと言。

「おいバカ、そんな訓練しても意味ねえぞ」

　当然、ソニカはキレた。ふざけんなってなもんである。印象は初めから最悪だった。

「何を焦あせってんだよ。お前にそんなん似合わんぞ。もっと気楽にやれよ。魔ま神じん討伐なんて押しつけられた仕事、嫌ならやらなくたっていいんだ、別に」

　そんなことを宣のたまう人間が、ほかにいるはずもなかった。

　だって、そうしたらみんな死ぬ。ソニカに選せん択たく肢しなどないいし、だから頷うなずけもしない。

「ま、そりゃそうだよな。だったら仕方ねえ。お前が自分の人生を救世に費やすなら、代わりに俺の人生は全てお前らのために使ってやるよ。俺は、そのためにここに来たんだ」

　思い返せば、その言葉はプロポーズにも似ていたように思う。

　格好つけのあの教師は、こんなに恥はずかしいことを素面しらふで言うのだ。

「だから焦んな。魔神を倒して、生きて帰ってこられるだけの実力を、俺がきっとお前にやる。――というわけで、初めまして。俺はアキ。救世科、担任教師だ」

　その言葉を、覚えている。

　そのときの表情を覚えている。

　どこまでも悲しそうな。まるで二度と手に入らないものを惜おしんでいるような。そんな表情を、アキはときおり見せていた。決して同情ではない、自分が痛みを負っている顔。

　それが、どこまでも気に喰わなかった。

　まるで自分を通じて、自分以外の何かを見ているかのようだったから。

　けれどそんな印象に反して、アキほど《ソニカ＝アルハーツ》という個人を見てくれた人間は、ほかのどこを探してもいない。それこそ、同じ立場の救世科の仲間ですら。

　だからソニカは、その期待に応こたえようと思ったのだ。

　そのことを思い出していた。

　決して押しつけられたからじゃない。アミがいつか言ったことを思い出す。

　――世界を救うなんて大役を、自分の手でできないなんて嫌だ。

　こんな世界なら、きっと守る価値がある。命を懸かけても構わない。たとえひとりでも、それができると心から信じてくれている人間がいるのだから。

　それを、見返してやれなくちゃ嘘うそだろう。

　その言葉を、嘘になんて絶対変えてやらない。

「――だから」

　ソニカは立ち上がる。

　世界を救おうという人間が、こんなところで負けて堪るものかと。

「私は諦めない。貴方あなたの思おも惑わくなんて知らない。――私は、世界を救うんだ！」

「――何も知らないガキが」

　その言葉は。

　きっと、初めて男から感情を呼び出した。

「いいだろう。抵てい抗こうしなければ優やさしく殺したが、逆らうというのなら仕方ない。苦しむ目に遭あうだろうが、お前が選んだ道だ。悪くは思うな――」

　魔ま術じゆつが起動される。

　それは、ソニカを殺すに足るだけの攻こう撃げきだろう。どう防げばいいのかなんて、そんなことは思おもい浮うかばない。決意なんてなんの関係もなく、あっさり殺されても不思議はない。

　それでも――諦めることだけはしたくない。

　勝ち取ると、そう決めたのだから。

　ソニカは魔弾を準備する。なんでもいい。とにかく目の前の男に抗う。

　そのための力なら、もう、教あたえてもらったのだから。

「死ね」

　そして、男が魔術を起動する――その、直前。




「――殺させるわけ、ねえだろう」




　立たち竦すくむソニカの目の前に、四つの人ひと影かげと、ひとつの声が現れた。

　男の魔術が封ふう殺さつされる。術式を破は戒かいされ、どころか反はん撃げきの魔術が男を襲った。

「僕ぼくの結界が、バカな!?」

　驚おどろきながらも、男はその攻撃を回避して距離を取った。

　ソニカの目の前には、男との間を庇かばうように立つ人間の姿。

　世界を救おうと戦う少女を、救おうとする男の姿。

「遅おそくなったな。でも、もう平気だ」

「どう……、して」

「おい、そんなこと訊くなよ、悲しくなる。言ってあったろ、何度だって。忘れたならまた何度だって言ってやるけど」

　決して大きくはない背中。けれど、なぜだろう。それがとても大きく見える。

　兄のように。

　いや、教師のように。

「――お前らは絶対に死なせない。生きて、戦わずに済む世界へ連れて行く。そう、約束しただろう？　……間に合ってよかった、本当に」

「う……あ」

　糸のように張はり詰めていた意識が、もう決壊する寸前だった。

　それでも堪えた理由は意地だ。同じクラスの仲間にも、そのクラスの担任にも――弱いところなんて見せたくない。それだけの、どこにでもあり触れた小さな意地。

　けれど、言葉にできない温かな感情だけは、とめどなく胸の奥おくから湧わいていて。

「貴様……何者だ？」

　必殺の攻撃を防がれた男が、憎にく々にくしげに問いを放つ。

　それに、彼は小さく笑って答えた。

「先生だよ」




※




　たとえば、何か失敗があったとして。

　過去に戻って、それをやり直すことができたとしよう。

　そのとき、二度目には上手くいくだろうか。取り返しのつかない失敗を取り返すことが、果たして可能なのだろうか。まあ、不可能であっては困るのだが。

　けれど、それは思うほど簡単なことではない。何かひとつを変えてしまえば、まるでそれに連れん鎖さするようほかのことまでどんどんと変わっていく。そもそも未来を知っているということ自体が、もはや過去の記き憶おくと食くい違ってしまっているのだから。

　そうそう上手くは運ばない。

　それでも――間に合ったのなら何よりだ。

「悪いな、ソニカ」

　背中に庇った少女に、視線は向けずに声をかける。

　偉えらそうなことを言っておいて、挙句の結果がこれなのだから。合わせる顔がない、というより、顔を見るのが怖かったのだ。そうでなくとも、目の前の敵から視線を逸そらせるはずがなかったが。

「アキ、先、生……」

　背後から聞こえてきた、力のないソニカの声。

　だいぶまずい。体内の魔ま力りよくが著いちじるしく減少してしまっている。それは言ってみれば、生命力そのものを失って衰すい弱じやくしているようなものだ。今すぐ対処しなくてはならない。

　だから俺は、視線を合わせないまま後ろ手にソニカの手を握にぎった。

「せ、先生!?　なんで、手――」

「悪いな。説明している暇ひまはない――逃にげるぞ」

「に、逃げ……逃げるって」

「時間稼ぎなら、あいつらがやってくれる。頼たのむぜ、死ぬなよ……！」

　それだけ言って、俺は魔術を起動した。

　灰式。時間や空間といった概がい念ねんに作用するという魔術。それを起動して、俺はその場から離り脱だつした。有う無むは言わせないし、邪じや魔まをさせるつもりもない。

「――じゃあな」

　直後、景色が歪ゆがむ。空間そのものが歪み、捩ねじれ、乱れることで別の場所と繋つながった。その流れに逆らうことなく、ソニカを連れて身を投げ出す。

　あっという間に、俺たちは距離を無視して町の反対側まで離脱した。

「い、今のは……」

　驚いた表情のソニカ。そういえば、彼女はまだ俺が灰式を使えると知らなかったのか。

　無論、説明をしている猶ゆう予よなどない。

　そしてソニカも、それ以上に訊くべきことを見つけたようだった。

「いえ、そんなことより、どうして先生がここに。ていうか、なんでそんなボロボロに」

「ボロボロって言うな」

　まあ間違っちゃいないのだが。

　さすがに、こうも短時間に魔術を乱発すると、俺もきつくなってくる。肩かたの怪我けがも完全に癒いえたわけじゃなかったし、魔力量はかなり心こころ許もとない。

　状態としては、ソニカともそう大差ないだろう。

「……さて。どういう状じよう況きようだ、ソニカ？　キジン学院長はどうした」

「が、学院長先生は私を庇って、それで魔ま族ぞくと」

「なるほど、それでか。おおよそわかった」

　上位の魔族が相手ともなると、学院長にも余よ裕ゆうはないだろう。ソニカを庇いながら戦うより、俺が到とう着ちやくすることのほうに賭かけたらしい。信しん頼らいされている、と思っておこう。

「結界に仕込み掛かけたの、あの業者の男だったのか……ったく、人間のくせに魔族に協力するなんざ頭おかしいんじゃねえのか」

　あの男の姿は憶おぼえていた。なにせ、さきほど学院で会ったばかりだ。

　自分たちを殺そうとしている魔ま術じゆつ師しを、自分たちで学院に招いてしまっていたとは。

　やっぱ救世科ってバカばっかだ。

「……私が、その……狙われていたみたいで」

　ソニカはあまり元気がなかった。

　体の調子が悪いこともあるだろうが、それ以上に、自分が原因であることを後ろめたく思っているようだ。そんなことを、考える必要なんてないというのに。

「ま、しばらくは大丈夫だろ。あいつらがどうにかしてくれる」

「あいつら、ですか？」

「……お前のクラスメイトだよ。あの場に残って、時間を稼いでくれている」

「そんな!?」

　ソニカの表情は、いっそ悲痛なまでに歪んだ。

　まるで、それすら自分のせいだと言わんばかりに。

「な、なんで置いてきたんですか!?」

「置いてきたんじゃなくて連れてきたんだよ」そういう話ではないとわかっていて、それでもあえて言った。「お前を助けるって聞かなくてな。愛されてるじゃねえの」

「そういうことじゃなくて、早く戻らないと！」

「落ち着け。あいつらなら大丈夫だ。作戦なら渡わたしてある」

　混乱するソニカに向き直って、俺はその視線を正面から受け止めた。顔を合わせたくないなどと、言っていられる状況ではない。

　ソニカは、もう泣き出す寸前のような表情だった。張り詰めていた緊きん張ちようの糸が、ついに切れてしまったのだろう。今までずっと、絶望的な状況をたったひとりで切きり抜ぬけてきたのだから。殺意を向けられて、よくここまで耐たえたものだと思う。

　忘れてはならない。

　いくら彼女が救世主候補だろうと、才能に溢あふれた魔術師だろうと――それでも、たった十六歳さいの少女であることにはなんら変わりない。俺がそのことを忘れてはならなかった。

「もちろん、いくらあいつらでもたぶん勝てない。でも、負けずに時間稼ぎをするくらいなら、あいつらにだって不可能じゃない」

「……、……はい」

　呼吸を落ち着けて、ソニカは小さく頷く。ここまで追い込まれても彼女は気き丈じようだった。

「それでいい。なら今、俺たちがやるべきこともわかるな？　一刻も早く回復して合流する。あいつらが稼ぎ出だしてくれている時間を、俺たちが無む駄だにしちゃいけない。――俺とお前で、あの男を倒すんだ」

「……できるでしょうか、私に」

　普ふ段だんの反はん抗こう的てきな態度はどこへ消えたというのか。殊しゆ勝しようというか、しおらしいというか、いつになくソニカは弱気になっている。そんな態度はまるで似合わない。

　だからこそ、俺は笑って彼女に告げる。

「おいおい、どうした。普段のお前だったら、『先生のほうこそ足あし手で纏まといにならないでくださいですわ』とか言うとこだろう」

「私、そんな喋しやべり方かたしませんけど……」

「そうだな。でも、今みたいなことだって言わないだろ？」

「……よく知ってますね、先生は」

「知ってるさ」

　と、俺は言う。ソニカの言葉は、たぶんただの皮肉だったのだろうけれど。

「お前らのことならよく知ってる」

　それだけは否定しない。

　ソニカ＝アルハーツはこんなところで折れるような女じゃない。

　誰より俺が、そう信じて疑わなかった。

「……先生？」

「いや。それより準備をしよう。今のお前は、お前が思ってるよりかなりまずい」

「どうするんですか？」

　首を傾かしげるソニカ。

　弱っていても、覚悟を決めることができる奴やつだった。

「俺とお前の間に魔力の共有経路を繋ぐ。普段ならお前ほど魔力量の多い奴にやる意味はないんだが、今のお前なら、それでも俺の魔力を受け取っておいたほうがいい」

「そ、それって……」目を見開くソニカ。「先生とここでキスしろってことですか!?」

「違うよ!?」俺の目まで見開かれる。「落ち着け。おい、なんでそうなる」

「だって、魔力のパスを繋ぐってことですよね？　そういうのって、ね、粘ねん膜まく接せつ触しよくでやるって話なんじゃ……」

　肩を抱いて身を引くソニカだった。

　窮きゆう地ちを格好よく助けに来たつもりが、弱みにつけ込む変態みたいになっている。

　まあ、体液の交こう換かんという行為に儀ぎ式しき的てきな意味があることは事実だが。

「違ちげえよ、バカ。確かにそうすりゃ楽だが、ちゃんと陣を描かいて術式を組めば、別にそんなことしなくても魔力を共有することはできる」

「そんな魔ま術じゆつ陣じんまで描けるんですか、先生」

「ああ。確かにちょっと時間はかかるし、その陣を描くこと自体にも魔力を喰くうからな。知らない奴のほうが多いことは事実なんだが、そういう小こ技わざには詳くわしいんだ」

「……時間、かかるんですか？」

「数十秒ってとこだよ。これでも陣を描くのは早いほうだ」

「わかりました」

　納なつ得とくしてくれたのだろう。ソニカはこう言った。

「陣を描く必要はありません、先生」

「あっれ」納得してくれてなかったんですけど。「おい待てソニカ、話聞いてたか？　俺とお前の間に経路を結ばないことには――」

　思わず言いい募つのる俺。我が慢まんすればいい、なんて話ではないのだ、これは。

　そもそも経路を結ぶこと自体にも意味がある。断ってもらうわけにはいかないのだが。

　ただ、幸いと言うべきか。ソニカが言っているのはそういうことではなかった。

「時間がもったいないですから」赤い顔で、彼女は言う。「……いちばん手っ取り早く済む方法で構いません」

「……え。どうしたのソニカさん？」

「なんで先生のほうが引いてるんですかおかしくないですか!?」

　怒ど鳴なられてしまった。「あ、いや、すまん」と反射的に謝あやまってしまう俺。

　しかし、ということはつまり、そういうことになるのだが。

「……いいのか」

「みんなが戦ってるのに、わがまま言えません」ソニカは言う。「それに、先生のこと、信じてますから。――ちゃんとこうして、私のことを助けに来てくれましたし」

「遅くなったのに、か」

「でも、ちゃんと間に合ってくれました。あのままだったら私、どうなっていたかわかりません」

　ソニカはまっすぐ俺を見つめる。

　こいつはいつもそうだ。誰かを見ることを恐おそれない。誰に対しても、正面から向き合うことを意識せずとも徹てつ底ていしている。――いつだってこいつはそうだった。

　自分のことは二の次にして、自分ではない誰かを見ている。

「……先生」と、ソニカは言う。「たまに、そういう表情になりますよね」

「え？」

「私たちを見るときの顔です。寂しそうっていうか、悲しげっていうか。なんだか遠くにあるものを見つめるみたいな表情で、私たちのこと見ますよね、たまに」

「……そうなのか？」

「そうですよ。気づいてなかったんですか？」

　まったく自覚はなかった。けれど、その指し摘てきはおそらく嘘ではない。

　そんなことに気づかれてしまっていたのかと、思わず驚いてしまった俺だ。そんなことを、よりもよってソニカに悟られたくはなかった。

「ずっと不思議に思ってたんです。最初は、私たちに同情してるのかと思いましたけど」

「…………」

「でも、違いますよね。先生はちゃんと前を見ていた。隠かくしごとはしてるのかもしれませんけど、私たちに嘘はついていない。そんなにボロボロになってまで助けに来てくれましたし、私たちが魔神を倒せるようになるって、本当に信じてくれてるの、たぶん先生だけだと思うんです。私たちと、同じところに立っていてくれている」

「ソニカ……」

「――だから私は、アキ先生を信じることにしました」

　その言葉がどれほど俺を救ったのか。きっとソニカにはわからないだろう。

　そう。俺は彼女に救われた。それも一度目じゃない。ソニカだけでもない――救世科の奴らはいつだって、俺のことを助けてくれていた。

　世界なんて関係なく。彼女たちは、ちゃんと目の前の人間を見ている。

　だから俺は、そんな彼女たちの味方になってやりたかった。救ってもらうだけでなく、世界を救う彼女たちを救いたいと願っていた。

　それが、たとえほんの少しでも、ちんけな慰なぐさめに過ぎなくても――本当にできていたとするのなら、それ以上に望むことなんてない。俺は、そのために今、生きている。

「行きましょう、先生。――もう、私は負けません」

「ああ」だから俺は、溢れ出でそうになる感情を押おし殺ころして呟いた。「そうだな――行こう」

　世界を救うためなんかじゃなく。

　周りにいる、ただの友達を助けるために。

　俺たちは戦えばいいだけだ。

「――ほら、早くしてください、先生」

　と、ソニカが目を閉じた。耳まで真っ赤に染まっている。

　俺はその顔を正面から見据えて、小さく笑い、そしてこう告げる。

「終わったぞ」

「ん……え、何がですか？」

「もう経路は繋いだ。お前が喋しやべってる間に、陣じんは描き終わったから」

「――な。な、な……なっ！」

　沸ふつ騰とうするソニカ。さきほどまでに輪をかけて赤くなった表情は、けれど羞しゆう恥ちではなく怒いかりを表すものだろう。彼女の覚かく悟ごを、俺はしれっと裏切ったのだから。

「ひ、ヒトが我慢して覚悟したっていうのに、この教師は……っ!?」

「うっせえな。しなくて済んだんだからいいだろうが」

「信じられない信じられないっ！　私のことからかいましたね、からかいましたよね、先生!?　最悪！　変態っ!!」

「なんで何もしてねえのに怒おこられなきゃなんねーんだよ。んなことより戻もどるぞ」

　ソニカを襲おそっていた、あの謎なぞの魔術師。

　奴は強い。それこそ単身で魔族に匹ひつ敵てきするだろう実力者だ。こんな結界を、単身で構築している時点でそれがわかる。イフリアたちでも、稼げる時間はわずかだろう。

　それでも俺は、心配なんてしていなかった。

　――あいつらは強い。

　なにせ、いずれ世界を救う連中だ。あんな魔術師を相手に、負けるはずがないだろう。
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　実に不愉快だった。

　こうまで何もかも上手くいかないなんて、そんなことがあるはずがなかった。

　学院の警護は完かん璧ぺきだった。あの学院長がいるという段階で、学院での襲しゆう撃げきを諦めざるを得ないほどに。

　しかし、それでも不可能ではないはずだったのだ。

　救世科の四人は必ず殺さなければならない。それは絶対の決まりだ。事実、それは今日ここで成るはずだったのだ。そのために練ってきた計画が、失敗するはずがなかった。

　――あの、謎の担任教師さえいなければ。

　障害になどならないはずだった。出自は不明、突とつ如じよとして担任に指名されたあの男は、けれど魔術師としての実力は贔屓ひいき目めに見ても中の下がいいところ。経歴の一いつ切さいが不明だという点から念入りに調べたのだ。その見立てに、間ま違ちがいのあるはずがなかった。

　けれど実際はどうだろう。

　こうして襲撃を察知した挙句に、学院へ向かっていた魔族はおそらく殺されている。念を入れて学院長のほうに二体を配置したのが、かえって裏目に出たような結果だ。

　その上、結界への侵しん入にゆうまで許してしまっている。

　――とはいえ、まだ逆転の目はあった。

　ソニカ＝アルハーツを連れて離脱した奴は、けれどまだ結界の中にいる。そして、足止めのためなのだろう。今は男の目の前に、三人の人間が立っていた。

　その三人も標的だ。名前も顔も把は握あくしている。

　イフリア＝エルクレグリ。

　ラーク＝シルデ。

　そしてアミ＝フォルトヴァール。

　そのうちのひとりも殺せずに消えた魔族には文句のひとつも言いたいところだったが、まさかこうして揃そろって目の前に現れてくれるとは予想外だった。

　これならお釣つりが来る。

　この場で全員、殺してしまえばいいだけの話なのだから。

「……、愚おろかなことですね」

　そう男は呟いた。その目の前に立つ三人の若き救世主候補は、すでに全員が満まん身しん創そう痍い。傷を負っているわけではないが、立っているのもやっとというほどに疲ひ弊へいしている。

　確かにこの連中は驚きよう異い的てきな才能を所有している。順当に育てば、いずれそれぞれが世界最強の魔ま術じゆつ師しと呼ばれるに足る実力を身につけることだろう。そもそも救世衆に選ばれるとはそういうことだ。誰だれより強くなれる――その可能性の証明が聖痕ステイグマである。

　けれど、それはあくまで未来の話だ。

　現状の三人は、単に少しばかり魔力量が多いだけのガキに過ぎない。凡ぼん百ぴやくの魔術師相手ならば、その才能による力押しで打倒できたとしても、本物プロの魔術師には及およばない。

　なにせ神賜兵装テスタメントは、あくまで魔神を殺すための武器なのだから。

　つまり、その機能は同族――人間相手には使えない。魔術の媒介としてはともかく、真の機能は引き出せない。

　仮に彼かれらが魔術師として大成したとしても、それは同じ。魔神や魔族を相手にしない限り、常識を超こえた力をもたらす神賜兵装は使えないということだ。

「アンドレアスを下した実力……もう少し見せてくれるものと思いましたが」

「……っ」

　見下したような男の言葉に、イフリアは歯は噛がみする。

　実際、単純な実力だけを見れば、勝てはせずとも肉にく薄はくはできたはずだった。

　こうまであっさり追いつめられているのは、如によ実じつに経験の差が出た形なのだろう。命を賭とした戦いと、模も擬ぎ戦との違いというものを理解しきれていなかったのだ。

　本当に死の危険をはらんだ実戦が、どれほど精神を削そぐものなのか。こればかりは、体験してみないことにはわからないということ。まして連戦ともなればなおさらだ。

　張り詰つめていた緊張の糸は、ほんの些さ細さいなことで切れる。体力も魔力も、気力でさえ、普段とは比ひ較かくにならない速度で消費していくのだ。

　むしろ初めての実戦で、ここまで持たせていることを褒ほめられていいくらいだろう。

　けれど――現実はこれだ。

　殺意をもって殺しに来る人間を前にしては、実力以前に心が持たない。

　じわじわと追いつめられていく精神が、魔術の制せい御ぎよを、肉体の運用を、咄とつ嗟さの判断を、本当にわずかな部分で劣れつ化かさせる。それが積み重なればこうなる。

　それだけの話だった。

　つまらないものを見るように、男は小さく呟つぶやいた。もはや目の前の三人など、仕留めたも同然だったからだ。これ以上は時間を費やしていられない。

「終わりにしましょう。早く、逃げたふたりを追わなければならない」

「――いいや。その必要はねえよ」

　声に、あるはずのない答えが返った。

　その程度のことに、もちろん男は驚きすらしない。ただ、少し意外ではあった。

「……救世科、担任ですか」

　現れた青年を、無感動に見み据すえて男は言う。

　――こいつさえいなければ。

　そんな思いも今はない。むしろ、よく三人もここへ引き連れてきてくれたと思うほどだ。失敗する寸前だったこの作戦を、再び成功へ導いてくれたに等しい。

　しかし――教師アキは笑っていた。

　この程度の事態になど、なんの脅きよう威いも抱いだいていないとばかりに。

　アキは、男を無視していた。

「よう。よくがんばったな、お前ら」

「……来るのが遅いよ、アキ兄」

　アミが小さく呟き、それにラークも頷いた。イフリアだけが気丈に唇くちびるを尖とがらせ、

「別に、ぼくらだけでも勝てたけれどね」

「お前らは充じゆう分ぶんがんばったよ」アキは笑え顔がおで告げていた。「気を張りすぎた。俺がお前らを信じたように、今度はお前らが俺を信じる番だぜ――もう大だい丈じよう夫ぶだ」

「任せて、いいんだね？」

「あの程度の魔術師に、この俺が負けるとでも？」

　そんな余裕があるはずもないのに。アキは気楽に笑って告げる。

　それが、魔術師の男には妙みように腹立たしかった。そんなことを平然と宣うアキも、実力差を知りながら、安心したとばかりに気を抜く生徒たちも、全すべてがだ。

「……あなた如きが僕に勝てると？」

　だからだろう。アキから放たれた挑ちよう発はつを、そっくりそのまま男も返した。

　実際、実力差は明白だ。救世科の生徒が戦うほうが、まだマシという程度の戦力しか、アキは持っていないのだから。それは油断や慢まん心しんではなく、客観的な事実である。

　もちろん、なんらかの切り札ジヨーカーは持っているのだろう。でなければ、あのアンドレアスが遅おくれを取るとは思えない。足りない能力を、技術と知ち恵えで補うタイプなのだろう。

　そんな自信に、意味があるとは思わなかったが。

「いや？　俺じゃたぶん、お前には勝てないんだろうさ」

　けれどアキは、男に対してそんな風に答えた。男はますます首を傾げる。

　ならばどうして出てきたというのか。

　その答えを、男が問うよりも先にアキは言葉にする。

「――お前は救世科こいつらに負けるんだ」

「何を……」

「世界を救う連中だぜ。お前らが舐なめたそいつらに、お前は負けるって言ってんだよ！」

　直後。アキが、突とつ貫かんする。

　ただまっすぐ男に向かって突っ込むような、暴挙とも言える行動。だが、

　――速い――!?

　咄嗟に回かい避ひを選せん択たくしてしまうほど、アキの速度は速かった。風を纏まとい、踊おどるように地を蹴けって駆かけてくるアキ。その速度に威い圧あつされてしまう。

「ち――ふざけた真似まねを」

　思わず男は舌打ちを漏もらした。

　ただ足が速い。それだけのことに脅威を感じさせられた自分にだ。少なくともさきほど見たラーク＝シルデは、アキよりもさらに速度があった。

　魔術師ならば当然、接近戦は警けい戒かいのうちだ。対処できないはずがない。

　一歩後ろに引いた男は、けれどその場に留とどまって魔術を起動する。無策にまっすぐ突っ込んでくる男に向けて、ただ撃鉄を下ろすように魔ま弾だんを一発――放った。

　それを、アキは躱かわすことすらしなかった。

「何――!?」

　魔弾はアキの体に当たる寸前、まるで見えない外がい套とうにでも遮さえぎられたかのように無効化されてしまう。続けざまに放った二発目、三発目も同じ結果に終わった。

「おら――あッ！」

「く……っ」

　そのまま強ごう引いんに距きよ離りを詰めてきたアキの蹴りを、今度こそ後ろに引くことで躱す。だがアキは、その動きすら予期していたように身を屈かがめると、

「――お返しだ」

　魔弾が、今度はアキから放たれる。

　男はそれを、魔術を使うことで強引に解体した。

　この程度の魔術師の攻撃など通じない。そんな考えはとうに棄すてている――いや、それは厳密にはアキの攻撃ではない。さきほど自ら放った攻撃を、そのまま返されたものだ。

「舐めるな！」

「――っとぉ！」

　放たれた三発の魔弾を、全て魔術によって無力化。逆に自分から距離を詰めて、今度は男がアキに殴なぐりかかる。それをアキは、軽く片手で流すようにいなし、

「甘あまい」

「――がっ!?」

　左の掌しよう底ていが、男の脇わき腹ばらに突つき刺ささった。

　男はたたらを踏ふんで後退する。アキはその場で構えたまま、皮肉に笑ってこう言った。

「どうやら格かく闘とう技術に関しちゃ、こっちに分があるみたいだな？」

「……口の減らない男だ。少しは黙だまったらどうだ」

「なに。使えるもんはなんでも使う主義だ。器用なだけが取とり柄えでね」

　と、呟いた瞬しゆん間かん、アキが唐とう突とつに視線を左にずらした。

　男は咄嗟にそちらを見る――だが、その方向に何があるわけでもない。再び前に視線を戻せば、その一いつ瞬しゆんでアキはすでに次の魔術の構築にかかっていた。

　視線のフェイク。あまりに自然で、思わずそちらを見てしまったのだ。

　戦いの最中に意味もなく視線を逸らすなどあり得ない、という思い込みが、意味のない行こう為いに意味を持たせていた。一歩間違えば、それだけで負けていたかもしれない賭けだ。

「――小こ賢ざかしい真似を」

　そんな一瞬の時間稼かせぎは所しよ詮せん、一瞬だけのものに過ぎない。

　悲しいかな、アキの魔術はそこまで早く完成しない。これは彼の実力ではなく、この場所に張られた結界がもたらす副次効果だった。辺りが高こう濃のう度どの瘴しよう気きで満たされているため、魔術の構築をどうしても阻そ害がいする。常に体に魔力を巡めぐらせている必要があるため、ただここにいるだけで体力を消費するようなものだった。

　そのために、救世科の三人も限界を早められたのだ。それはアキにも確実に作用する。例外はこの結界を構築した男、ただひとりだった。

　右手を伸のばし、男がそれをぐっと握る。辺りの瘴気がアキの描く魔術陣に作用し、その機能を阻害したのだ。作りかけだった魔術が、たったそれだけで完全に破は壊かいされていた。

「く……！」

　呻うめくアキ。いちいち魔術陣を通して作っている彼だからこそ、こうも簡単に魔術を阻害されてしまうとも言える。ゆえに、今度こそとどめを刺そうとした魔術師は。




「――うっ、らああああああぁっ!!」




　横合いからの一いち撃げきに吹ふき飛とばされ、地面を無様に転がっていった。

「ぐ、が……どこから!?」

　なんとか受け身を取りながら、予想外の奇き襲しゆうに応対する男。

　彼がそこで見たのは、自分を強引に殴り飛ばしたソニカ＝アルハーツの姿だった。あれほど瘴気に侵おかされていたはずの彼かの女じよは、その影えい響きようもなくぴんぴんと動いている。

　今日まで術式の扱あつかいを、ただひたすらに叩たたき込んできた、その成果だ。

「……入れてやったわ、一発！」
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　拳こぶしを握り、男を見下ろしてソニカは言った。憤ふん懣まんが溜たまっていたらしい。

　俺はその横に立って、ソニカに向けて片手を挙げてみせる。

「よくやった」

「――ん」

　ぱしん、と叩き合あわされる掌。それを見て、男は憎々しげに呟く。

「……結界の中で、この僕から身を隠してみせるとは」

「灰式ってのはそういう魔ま術じゆつだ。相手が悪かったな、結界術師」

　空間に干かん渉しようするこの魔術ならば、居場所を隠すことくらい簡単なものだった。俺はわざわざソニカが隠れている方向に視線を投げて、それから何もなかったかのように魔術を起動してみせた。あえて意識を向けさせてから外すことで、不意打ちを完全なものにする。

　ソニカもまた、俺の期待に見事に応こたえてくれた。

「どうだ。お前がバカにした、これがあいつらの能力だよ」

　風を纏って駆けるラークの力を。敵の攻こう撃げきを吸収して返すイフリアの魔術を。

　俺はそのまま再現して、奴にくれてやることにした。この野や郎ろうを倒たおすのは救世科だ。

　だが男は、それでも立ち上がってみせる。

「……鬱うつ陶とうしいにも限度がある」

　周囲の瘴気が、まるで渦うずを巻くように男へと集まっていくのがわかった。完全に、本気になったということだろう。もはや後先を考えず、俺たちを潰つぶすために全力を出した。

　身の毛のよだつような光景だ。とてもではないが、人間が扱う魔術とは思えないほど。

　この男は本当に何者なのだろうか。魔族に与くみし、救世主候補を殺すために戦う存在。そんな人間が、この王国にそう何人もいるとは思えないし、意味がわからない。

「――わかっているのか！　そいつらは、生きていちゃいけない存在なんだよ！」

　男が吠ほえる。その言葉の意味は、やはりわからない。

「……何を言ってんだ、お前。この世界の希望を捕つかまえて、おい」

「バカを言え！　魔ま神じんの強さは絶対だ！　初代の救世衆でも封ふう印いんを選ぶしかなかった神を相手に、こんなガキどもが勝てると本気で信じているのかお前は!!」

「それが救世科で、そのための神賜兵装テスタメントだろう」

「違う！　違う違う違う違う違う！　そんなことに意味はない！　ただ絶望を長引かせるだけのことだ！　そいつらは、殺さなければならないんだよ――！」

「……っ」

　その言葉を鵜う呑のみにしたわけでもないだろうが、怖おじ気けを感じたようにソニカが身を引いた。明らかに異常と言っていい剣けん幕まくだ、無理もないだろう。

　けれど、そんな勝手を言わせておくつもりはなかった。

　その言葉は――そんな言葉だけは、誰にも吐はかせるつもりはないし、許さない。

「もういい。黙れよ、お前」

「――黙るのはお前のほうだ三流！　邪魔をするんじゃ、ないッ!!」

　男が片かた腕うでを振ふるう。

　集った瘴気は目に見える形を為なすほど濃こくなっていた。黒い影のような淀よどみが、男の腕の動きに添そって振るわれる。干渉不能な力の渦が、俺を横合いに吹き飛ばした。

　咄嗟にガードに使った左腕が、みしりと音を立てるのを感じた。

「先生っ！」

　ソニカが叫さけぶ。泣き出しそうな表情だった。

　――そんな顔をするなよ。

　俺は思う。そんな表情をまた見たら、俺のほうが泣きたくなってしまう。

　だから俺は立ち上がる。幸い、奴はもう俺しか見えていないらしい。目的を達せんとするために、必ず打倒しなければならない障害として俺を認にん識しきしたようだった。

　それでいい。

　あいつらに死ぬべきだなどと言う奴は、間違いなく俺の敵なのだから――。

「決着つけようぜ、結界術師。お前の目的も意図も知ったことじゃねえが、あいつらの敵だというなら、お前は確かに俺の敵だ。ここで滅ほろべよ」

「黙れ！　何も知らない魔術師が、この世界の行く末に口を挟はさもうとするんじゃない！」

「――さて。少なくとも、お前より知っていることはあるさ」

　今日一日で何度目かになる複層魔術陣を描く。

　この一撃で決着だろう。俺は、駆け出すように一歩、前に出た。

　同時に振るわれる瘴気の渦。まるで台風のように大規模に、乱雑に、不規則に乱れるそれは、言うなれば太く思い黒の鞭むちじみた動きだった。当然、直ちよく撃げきすれば致ち命めい打だだ。

　そんな瘴気の嵐あらしの中を、俺は掻かい潜くぐるように駆けていく。

　目で見るのではなく、魔ま力りよくを捉とらえる感覚の視界で視みる――一発一発が、まるで大木を鈍どん器きにしたかのような威い力りよくを持つ攻撃を、紙かみ一ひと重えで躱しながら肉薄していく。

　頬ほおを瘴気の刃やいばが掠かすめた。

　触ふれるだけで傷を負う高密度のエネルギーが、俺の肌はだを裂さいて血を流させた。

　俺は躱せているんじゃない。

　徐じよ々じよに詰めるように、躱す余地のない場所へ追いつめられていた。

　全身を掠める攻撃が少しずつ増えた。そのたびに俺は男の下へ近づいていく。だがもしここで俺が死んだら、そのとき男は容よう赦しやなく、ソニカたちを殺すだろう。

　――そんなことは絶対に許せない。

　もう二度と、俺はそんな光景を見たくなかった。

「お前に、何がわかる……あいつらの何がお前にわかる……っ！」

　誰より優やさしく、ゆえに誰より強いからこそ、押しつけられた役目に耐える少女の何が。

　怖こわがりで臆おく病びような少年が、それでも世界のために戦おうという決意の何が。

　世界に対して一切期待を持たず、それでも仲間を想おもって戦場に立つ少女の何が。

「何がお前にわかるってんだ――！」

　直後に振り下おろされた黒い瘴気の塊かたまりは、もはや回避の隙すきがなかった。打ち下ろされるそれと、横に振るわれるそれが、俺から逃にげ場ばを奪うばっている。

「――アキ先生っ！」

　そんな声が、聞こえた気がした。

　俺は、空いたもう一方の手に用意していた魔術を解き放つ――。

　転移の術式。

　時間を無視して空間を超える、《灰色の魔ま女じよ》が編み出したとされる汎はん用よう術式。その力で男の真上へと跳とんだ俺は、続けて複層魔術陣を真下に向けた。

　俺の転移に気づいた男は、こちらへ視線を向けると、小さく笑った。

　そこが台風の目。狙ねらい得る唯ゆい一いつの弱点だということは、男のほうも知っていた。当然、瘴気の奔ほん流りゆうは俺を狙って上じよう昇しようしてくる。俺の魔術を正面から崩くずすつもりなのだろう。

　けれど、それは無む謀ぼうというものだ。

　これは単なる複層式ではないのだから。その超ちよう高こう等とう技法に、灰式魔術を合わせた、世界でおそらく俺だけが使える、オリジナルと呼べるほどの超ちよう級きゆう複層魔術陣。

　重ね合わせる魔術陣の数を、空間魔術によるコピーで強引に増やすという荒あら業わざ。

「な――」

　男の目が見開かれる。当然だろう、奴の目には今、輝かがやく絶望が映っているのだから。

　幾いく重えにも増えた魔術陣。その数、折り重なること実に千。

　それがもたらす破は壊かい力りよくは、あるいは魔神にすら通用するという自負がある。その術式の根幹となっている俺自身への反動も凄すさまじいが、これが間違いなく俺の最大火力。

　名づけて、輻輳式。千の数が折り重なった魔術陣が、天へと向かって伸びていく。

　魔ま神じんに敗北した俺が、未来で培つちかった最後の技術。

　だからこの勝利は俺のものじゃない。救世科の全員による勝利だ。俺を生かしてくれたあいつらの――俺を、信じてくれたこいつらの。その力があるからここに立っている。

　天に伸びる輻ふく輳そう魔ま術じゆつ陣じんの威い容ようを、男はあり得ないものを見る目で眺ながめていた。

　それも当然だろう。これほどの魔力量、たったひとりの人間が工面するのはまず不可能だ。どこかで反則に近い技術を使わなければ、これだけの攻撃はなし得ない。

　掌の痣あざがじくりと痛んだ。

　喪うしなったものには固こ執しつできない。

　だとしても、諦あきらめきれないものがあったから。

「――落ちろ、バカ野郎」

　俺の放った攻撃が、結界ごと全てを貫つらぬいて地面に降り注いでいった。
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　――ソニカ＝アルハーツとの初対面を思い出す。

　あのとき、彼女はひとりで試術場にいた。ひとりで訓練用の剣けんを振り、ただ自分を磨みがくことに全神経を傾かたむけていた。その場に現れた俺は、邪じや魔まをしたようなものだった。

「ソニカだろ！　何やってんだ、こんなとこで」

「――誰、アンタ？」

「俺はアキ！　アキ＝フォルトヴァールだ！　今日からお前と同じ救世科に――」

「うるさいんだけど」

「訊きいといて!?」

　あの頃ころの俺は、自分が世界のために戦える救世主候補に選ばれたことを、何より嬉うれしく思っていた。今のアミと同じように、その事実が誇ほこらしくて仕方なかったのだ。

　だから気づかなかった。考えもしなかった。想像もできなかったのだ。

　――救世科に連れてこられてしまったことを、喜べない奴がいるなんてことに。

　ソニカはそれだ。だけど貴族である彼女は、自分のわがままで与あたえられた役割から逃げ出すことなんて選べない。だから、生きて帰るために訓練を重ねた。無理でもなんでも、とにかく一刻も早く強くなることだけを考えていた。

　バカな俺だったけれど、そのことだけは、なんとなく伝わってきた。

　こいつは誰よりも努力家で、誰よりも真しん剣けんで、それならきっと最高の仲間になれると。きっと最高に信しん頼らいできる仲間になれると、そんな風に直感した。

　だから言ったのだ。

「……訓練してんだろ？　なら俺といっしょにやろうぜ。そのほうがきっといい！」

「はあ？」ソニカは、酷ひどく煩わずらわしそうに俺を睨にらんだ。「いらない。アンタみたいなの邪魔にしかならないから。どっか行ってくれない？」

　まあ、なんだ。あの頃は、俺もバカだったし、ガキだった。

　そんな風に挑発されてしまっては、カチンときて言い返してしまうくらいに。

「……なんだよ、ビビってんのか？　救世科の仲間が、まさかそんな臆病だとは――」

「あ？」

　挑発には秒で乗ってくるソニカだ。こいつはそういう奴だった。

「しつこいな。本当……油汚よごれよりしつこい。ガンコなコゲつきみたいな奴……」

「ん。え、ナニて？」

「なんでもない。いいよ、わかった。そこまで言うなら相手になってあげてもいいけど」

「……けど、なんだよ？」

「私の時間をわざわざ使わせるんだから。的くらいにはなってよね？」

「――上等！」

　そうして、俺たちは初対面で、まず最初に喧けん嘩かをした。俺が最も喧嘩を重ねた相手は、間違いなくソニカだった。俺たちはそれから、何度なく言い争い、戦い合った。

　まず初対面で試術場の地面に大穴を開けたものだ。アミのことは言えないと思う。会うたびに施し設せつを壊こわして、キジン先生やキニャール先生に大目玉を喰らったものだ。

　けれど。

　そんな風に、幾いく度どとなくぶつかり合ったソニカだからこそ。

　彼女は俺にとって、誰より気の合う最高の相棒だったのだ。

　ああ。だけど俺だってわかっている。それを認めようとはしなかっただけで。

　――このソニカと、相棒だったソニカは、別人であるのだと。

　結局、俺の間違いは、かつて喪った仲間と、今こうしてここにいる生徒たちを混同したことなのだろう。

　もちろん俺はその失敗を取り戻すために、魔女の力で過去に戻ってきた。一度は本当に文字通り、全てを失くした俺だ。救世主にはなれなかった、英えい雄ゆう未満の敗残兵。

　ソニカたちのいなくなった世界を、失ったものを認められずに旅し続けた。そんな中で俺はおそらく、世界最強の魔ま術じゆつ師しになったと言っていいだろう。

　けれど失ったものに比べて、得たものはあまりに小さかった。自分より強い人間が全て死んだから、結果的に繰くり下さがってきた最強の称しよう号ごうに価値なんてあるはずがなかった。

　だとしても――その時間全てがなかったことになったわけじゃない。

　今、こうして俺は、かつて届かなった力を身につけていた。たとえ魔力を失ったとしても、生き延びて歩いてきた時間は嘘うそじゃない。役に立つならそれでよかった。

　その力を、こいつらに伝えられるのなら。今、こうして守ってやれるのなら。

　大人しく守られていてくれるような連中ではないけれど。

　なにせ俺がいるのだ。なぜか女の子になってしまってはいるが、だからといって、こういう状じよう況きようで黙っていられるような俺じゃない。認めよう――アミは俺とそっくりだ。

　だとしても、俺はアキ＝フォルトヴァールだ。決してアミではない。

　それは、そしてほかの三人にも言えることなのだと思う。ソニカも、イフリアもラークも、俺を守って死んだ三人とは違ちがう。今こうして、この時間を生きている存在なんだ。

　守ろうとしながら戦場に送り込もうとする。そんな矛む盾じゆんの中にあった怯きよう懦だを、あっさり見み抜ぬかれてしまっていた。反発して、抵てい抗こうを覚えられたのも無理のない話である。

　今ここにいるあいつらを通じて、なくしてしまったものを見ようとしていたのだから。

　けれど、たぶんそれでは駄だ目めなのだと思う。俺が見るべきは、あくまで今、ここにいるあいつらであるべきなのだ。そのことを、よりにもよってアミに気づかされてしまった。

　だけど――それでいいとも思っていた。

　だって、そうだろう？　今、俺はこの学校の、あいつらにとっての先生なのだから。

　生徒に教えるだけが教師じゃない。生徒から教わるものがあってもいい。

　そんな風に、思えるようになっていた――。
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　体の痛みに襲われて目を覚ました。

「ず……っ」

　思わず呻いたところで、俺は自分が気絶していたのだということに気づく。反射的に立ち上がろうとしたところで、そんな自分を正面から見据える視線にぶつかった。

　ソニカだ。

　どうやら俺は、彼女の膝ひざに頭を預けているらしい。

「目、覚めましたか？」

「あ……ああ。もう大丈夫だ」

「ですか。なら、よかったです」

　顔の横を流れる髪かみを、片手ですくいながらソニカは言った。どこか婉えん然ぜんとしている。

　その雰ふん囲い気きに一瞬だけ流されそうになりながらも、状況のほうに頭を向ける。どうやらあの謎の男を倒したあと、そのまま気を失ってしまったらしい。

　結界は、すでに解かれたあとらしい。辺りは昼の明るさを取り戻していた。この分ならそろそろ町民たちが気絶から目を覚まし始めることだろう。

「……あんだけの覚悟をして、このザマか」

　思わず失しつ笑しようしたくなってしまう。

　いろいろと考えなければならないことは多いらしかった。

「先生？」

　と、俺の呟きを聞いていたのだろう。ソニカがきょとんと首を傾かしげる。

　俺は笑った。

　――彼女たちに指し摘てきされた通りだ。

　生きて、動いて、笑っている彼女たちを見ると胸が痛い。俺のせいで死なせた人間が、生きて俺に笑いかけているところを見ると、全身を掻き毟むしりたくなる衝しよう動どうに襲われる。

　それでも、そんなことを彼女たちに悟さとられるわけにはいかない。

　俺はいつだって、笑顔を作る以外にないのだ。

　教師が、生徒に不安を与えてはならない。

「……ありがとうございました」

　と、ソニカが急に頭を下げた。

　体勢のせいで、彼女の顔が急激に近づく。心臓が跳はね上あがったような気がした。

「アキ先生のお陰かげで、生き残ることができました」

「お、おい、なんだよ急に。らしくねえぞ」

　一度目の世界でだって、俺とソニカはいつだって喧嘩ばかりだった。その関係は、教師と生徒となった今と実のところあまり変わっていない気がする。ラークもあの通りの変わり者だったし、イフリアとだっていつも言い争いが絶えなかったように思う。それを、今はなぜかここにいないロクサディムという兄貴分が笑い、俺はいつだってアミのように、バカな夢ばかり語っていた。……いや、やっぱいくらなんでもあそこまでじゃない。

　俺が茶ちや化かしたからだろうか。ソニカはちょっと不満げに、唇を尖らせて呟く。

「なんですか。せっかく私が感謝してるっていうのに」

「……その言い回しは、やっぱり普ふ段だんのソニカっぽいな」

「失礼です！」

　ぺしん、と頭を叩かれてしまう。

　教師になっても、俺とのソニカは変わらずこんな感じなのか……。

　喜ぶべきか悲しむべきか、なんだか微び妙みようなラインだった。

「何をしているんだ、君たちは……」

　と、そこに現れるイフリア。なんだか胡う乱ろんげな視線でこちらを見つめている。ラークとアミに至っては、妙に嫌いやらしいニヤニヤした笑えみを浮うかべていやがったコイツらオイ。

「いやあ、仲がいいことですねえ、ラークさん」

「そうですねえ、アミさん」

「なんでお前らこういうときばっかり息ぴったりなんだ……」

　呆あきれ果はてる俺だった。さきほどまでの緊きん張ちよう感かんは、どうやら俺が気絶している間に全てどこかへ消え去ったようだった。

　まあ、今さらこんな風にからかわれたところで狼狽うろたえもしないが。俺もそろそろ、いい大人といっていい年ねん齢れいなわけで。

　ただソニカのほうは、これが面白おもしろいくらいにこの手のからかいに弱かった。

「な、違――!?　これはその、あの、単に先生が、その、大変だったと思って……！」

「何も言ってないだろう。なぜそんなに慌あわてる」

「そ、そういうことイフリアが言う!?」

「わー、ソニカ顔真っ赤ー」

「アーミーっ！　あんたもあんたでいい加減にしなさいよね!?」

　一瞬で、ぎゃあぎゃあと喧やかましくなる四人だった。

　俺がいた頃と、この空気だけは何ひとつ変わっていない。

　……それは要するに、俺がいなかったところで世界は何も変わらないということなのかもしれないが。それは考えないことにしよう。

　少なくとも俺は、今の救世科の雰囲気を気に入っている。これでいいと、そう思える。

　なら、きっとそれはいいことだと、そう思った。

「――ふむ。ま、みんな元気そうで何よりってところかねえ」

　と、そんなときだ。俺たちにかけられる、男の声がひとつあった。

　見てみると、そこにはこちらへと歩いてくるキジン学院長の姿。ゆったりと歩いてくるその姿には、怪我けがどころか疲つかれた様子すら見受けられなかった。

　これで魔族と一戦交えてきたあとだというのだから、本当に驚異的だ。人間相手にここまでボロボロになっている俺とは、雲うん泥でいの差があると言っていい。

「お疲れ様さまです、学院長」

　ともあれ、俺は立ち上がって学院長に返事をした。さすがに彼の目の前で、いつまでもソニカの膝ひざ枕まくらを享きよう受じゆしているわけにはいかない。もっとも、一度目かつての恩師であり、二度目げんざいの上司であるキジン学院長は、そんなことは大して気にもしていないとばかりに言った。

「ん、お疲れ。やっぱり君なら、どうにかしてくれると思ったよ」

「その信頼は重たいですよ」俺は笑う。「学院長がついてりゃ安全だと思ってたんですからね、俺？」

「それを言われると弱いが、こっちも二対一でね。いっぱいいっぱいさ」

「魔族が二体向かってたんですか!?」

　とんでもないことをあっさり言ってのける学院長だった。

　つまり合計で魔族は三体いたということだ。その事実も驚おどろきだったし、魔族と二対一の状態で、平然と無傷で戻もどってくる学院長にも驚きだった。この人のほうがバケモノだろ。

「ともあれ帰るとしよう。君らの傷と疲ひ労ろうを、早く癒いやすに越こしたことはないからね。女王陛下のところへ向かうのは遅れてしまうが、この場合は仕方ないさ」

「ま、魔族の連中も、しばらくは何もできないでしょうしね……」

「お疲れ様です、アキ先生」

　笑みでもって言うキジン学院長。やはりこの人に敬語を使われるのは本当になれない気分だが、これも仕方のないことなのだろう。俺もまた笑顔で答えた。

「ところでこれ、ちゃんと働いた分は別べつ途とで給料出るんですよね？」

「いやいや。生徒を守るのは担任の教師の仕事だろう？　固定給の範はん囲い内ないさ」

「うわー。割に合わねえー……」

　とは言うものの。

　はしゃぎ回る四人を、この目で見ることができるのだから。

　それだけで、俺にとっての報ほう酬しゆうには充分すぎた。




　――まったく、教師というのは実に大変なお仕事だ。







エピローグ　『それは厳しくも清々しい教師としての一日』







　清々しい朝だった。

　天候は晴れ。春の陽ひ射ざしが暖かく窓から差し込んでいる。寝ね起おきの体に、優しい陽光を目いっぱい浴びながら、俺は凝こった関節をほぐしていく。

　静かで、そして爽さわやかな目覚めだった。

　今日はきっと素す晴ばらしい一日になる。そう確信させるほど、爽やかで気持ちのいい朝と言えよう。仕事にも身が入るというものだ。

　……以下略。

　清々しい朝の微睡まどろみを突き破やぶる、地上からの音が耳に届いた。今日もかー……。

「ああああああああああああああああああああ！　壁かべ！　また壁っ！　壁えッ!!　なぜだ答えろ、アミ＝フォルトヴァール！　どうして貴様は壁に対して当たりが厳しい!?」

「はい先生！　壁は乗のり越えるものだからですっ！」

「お前は突き破ってるだろうがァ!?」

「穴を開けるのが得意なんです！」

「そのままお前の墓ぼ穴けつにしてやろうかああああああああああああああ!!」

　……おや。今、なんか音がしたかな？

　木々の間をそよぐ風の音に耳を傾けていたからよく聞こえなかったけれど。

「――ラーク＝シルデ！　貴様はなぜ学院の共有スペースに草花を植えた!?　どうしてここに緑を増やしているどういうつもりだ趣しゆ味みは園芸か！」

「風が、緑を求めていたので」

「ハァ!?」

「これは北風さんと南風さん、そして僕ぼくの、仲直りを祝う花です」

「頼たのむから王国の共通語で喋しやべってくれないか貴様は！」

　風の音とか聞いてない。知らない。怖い。やだびびるわ。何もう。知らんて。

「イフリアアァ!!」さらに聞き覚えのある声が。「今日という今日はもう我が慢まんならない！　なんであんたが私の魔術教本に落書きしてるわけ!?　アァ!?」

「落書きとは失礼だね、ソニカ」よく教室とかで聞く感じの声が。「君が書き込みしていた理論が非常に非効率的だったから、それを訂てい正せいしておいただけじゃないか」

「アンタのそれは机き上じようの空論でしょうが！　実戦主義的じゃないのよ、魔術師らしくない。これだから引きこもりは！」

「バカを言わないでほしいね。魔術師だからこそ理論に重きを置くべきなんだ。というか机上の空論？　単に君の実力が低いだけだろう」

「……唐突だけどしつこい陰いん湿しつなカビ汚れを掃そう除じしなくちゃ」

「いきなりだけど性格の捻ねじれた素す直なおじゃないエセ貴族を指導しないとね」

「ははは」

「ふふふ」

「――掃除してやる」

「絶ぜつ呪のろ」

　今なんか爆ばく発はつ音おんがしたような気がしますが気のせいだと思われます。思いました今。

　ここは最上階なので地上の喧けん騒そうは届かない。そういうことにしておこう。

　何も、聞こえて、ナイ。

　だがやはり、現実逃とう避ひは長くは続かない。わかっていたけれど、たまにはもう少しゆったりとした朝を過ごさせてもらっても、罰ばちは当たらないのではないだろうか……。

「アキ様、アキ様っ！　大変です、すぐ起きてください！　――アキ先生っ!!」

「わかってる。わかってるよ、リシェ。おはよう」

　世話役である、メイドのリシェに朝の挨あい拶さつをした。胃が痛かった。

「……あの、その、えと。言いにくいんですけど……」

「いい。大だい丈じよう夫ぶわかってる。もうだいたい聞こえてたから。聞こえなかったことにしたいけど聞こえちゃってたから……」

　毎朝のように俺を呼びに来るリシェには、もうなんか頭が上がらない気分だ。

　というか。どうしてあいつらは毎朝のように問題を起こすのか。

「――今日も朝飯は抜ぬきかなあ……」

　小さく呟つぶやく俺。救世科の連中は、どんなときだって絶対に静かにはしていない。

　返す言葉がないように、苦い笑みを「あはは」と返すリシェ。そんな彼女に軽く会え釈しやくをしてから、連れ立って教員寮を降りていく。

　さて。今日も一日、気合いを入れていくとしよう。




※




　とりあえず全員纏まとめて拘こう束そく魔ま術じゆつで縛しばり上げて教室に纏めて放ほうり込んだ。

　ただ最近、どいつもこいつも俺の攻撃を躱かわすことに全ぜん霊れいを懸かけ始めたというか、どんどん回かい避ひ能力が向上しつつあって、捕とらえるのも割とひと苦労だ。

　本来なら喜ぶべきなのだろうが、なぜだろう。釈しやく然ぜんとしない。

「何するんですか先生！」

　そして騒さわぐソニカ。こいつは訓練の大義名分があれば何をしてもいいと思っている節がある。いや、たぶん抑おさえようとはしているのだろうが、可燃性が高すぎた。

「何するんですかはこっちの台詞せりふぅ！　なんで朝から喧嘩してんだ元気かお前ら！」

「元気だよっ！」

「アミには聞いてねえんだよ！　お前はいつも元気だろうが!!」

「まあまあ」

　と、アミに絡からんでしまったがせいだろう。にやりと不ふ吉きつな笑みでイフリアが言う。

「そう目くじらを立てなくてもいいじゃないか。――ねえ、アキ兄？」

　――ブフォッ!!　とラークが噴ふき出だした。

　見ればソニカまで肩かたを震ふるわせている。

「口から風が出る……っ！」

「噴き出してるだけじゃねえか！」

「アキ兄、だって……こ、この凶きよう悪あくな顔で……くくっ」

「今、凶悪な顔っつったかソニカァ！」

　ぐっ……この、こいつら……この……っ！

　もうなんと言えばいいのやら。

「まあまあ」とソニカ。「そうね。ここは……くふっ。妹の顔に免めんじて、ね……ふふっ」

　実に腹の立つ笑い方を心得ているお貴族様だったヤダ殴なぐりたい。

　そう。あの事件から七日。

　俺おれは事件の折、ぽろっと自分の苗みよう字じが《フォルトヴァール》であるということを口に出してしまっていた。偽ぎ名めいでも考えておけばよかったものを、これは痛つう恨こんの失態だ。

　それを覚えていたイフリアたちも、さすがに俺とアミが同じ人間であるとまでは考えなかったようだ。それは幸いだったのだが、どうも連中、俺が苗字を隠かくしていた理由をこう考えたらしい。

　――すなわち、アミと本当に兄妹きようだいだと思われるのが恥はずかしいから。

　もちろんぜんぜん違う。違うが、俺とアミの関係は非常に言葉にするのが難しい。なにせ、かつてまだアホだったころの自分が、性別を変えて、よりアホさを増して動いているようなものなのだから。本当に、アミは俺にとって歩く黒歴史に等しかった。

　そんな感じだから、俺としてもなんだか微妙に否定しきれず。

　結果として、今の救世科で俺に対する最もホットなからかいのネタが《アキ兄》という呼こ称しようになってしまっていた。俺がその呼び方を嫌がっていたのも大きいところだろう。

「いい度胸だな、お前ら……そんな拘束された状態で俺に楯たて突つくとは」

　暗い笑みを漏もらしながら俺は呟く。

　教育ですしね？　ちょっとくらいはこう、痛い目見せてやっても構わないですよね？

「ちょ、それはずるくない!?」「僕は関係ないだろう！」「ラーク、裏切る気かい!?」「ていうか、イフリアが言い出さなければこんなことにならなかったんだけど！」

　途と端たんに喚わめき出す救世科の生徒たち。

　これを見ていると、怒おこる気も失くしてしまうのだから不思議なものだ。




　――またアキはバカなことばっかり言って。本当にどうしようもないんだから！

　――本当だね。アキは一度、イフリアに頭を解かい剖ぼうしてもらったほうがいい。

　――はは！　ラークがなんか怖いこと言ってるぜ、アキ。

　――というかラーク。それはぼくに対しても失礼じゃないかな……？

　――ていうか、お前らが全員揃そろって俺に失礼だろうが!!　やんのかおいコラァ！




　かつて俺がまだ、こいつらとこの学院に通っていた頃を思い出す。

　そのとき交かわしていたバカな会話。なんの気ない日常の一幕が懐なつかしい。

　今、その場所には俺に代わってアミがいる。けれど代わりに、俺という存在が教師として同じ時間にいる。それはきっと、掛かけ替がえのないことなのだろう。そう思った。

「……ったく。本当にバカな奴やつばっかりだ」

　けれど、それは悪いことじゃないのだろう。

　こいつらが、こうやって、バカなことを言い合っていられるということが。それだけで何物にも代えられない奇き跡せきなのだから。俺は、それを守るために教師になったのだ。

「いいだろう。久々に魔ま弾だん合戦と行こうじゃねえか。四対一でいいぜ。かかってこい！」

　だから、俺はそんな風に叫んだ。

　今のこいつらを相手に、四対一で勝てるかどうかはわからないが。

　それでも、教師なのだから。

　張れる意地もあるはずだ。俺たちはそうやって、競きそい合って強くなっていった。

　一度目の世界で、学院が攻せめ込まれた時間まであと一年弱。

　それまでは、こうやってみんなでバカをやろう。

　いつか魔ま神じんを倒たおすために。

　そのための力を身につけるために。

　そうすれば、きっと戦いを終えて、この日常に戻ってくることができるから。




　――その日々を、いつか貴重な、宝物のような財産として笑い合える日を俺は願った。
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あとがき







　別に人間誰しもそうだって話ではなく、あくまで僕個人がそういう性格だという前提でこれは話すんですけれど、基本的に目ってヤツは今しか見ていなくて、過去とか未来とかそういう遠い時系列のことをきちんと現在から確認できているかって訊かれると、これがもうまったくできていない。なんなら今のことだって、本当に見えているのかどうか。

　まあ未来のことを予測できるほど頭を労働させていなければ、過去のことを振り返ったところで何かを反省できるわけでもなく、だから未来も過去も基本的には後悔の連続で、いや別にだからって今が楽しくないわけじゃないんだけど、これ結局のところ、後悔先に立たずと言った先人の言葉は至言だなあ、なんて雑な感想を抱いてみたりするだけで。

　――じゃあ、過去に戻って全てをやりなおしてみたいかい？

　なんて魔女に甘言で唆されても、きっと僕の回答は「いや、いいよ。面倒だし」なんてことになっちゃうと思うんですよね。一度目の後悔を、何も全否定する必要はない、と。

　なんて勢いで、それ序文から作品を全否定してません？　みたいなこと言いながら。

　お久し振りでございます。あるいは初めましてでしょうか。

　どちらの皆様も、本当にありがとうございます。涼暮皐と申します。

　というわけで新作『やりなおし英雄の教育日誌』でした。もしまだお読みでない読者の方がいらっしゃいましたら、まずは読んでから――と言いたいところですが、せっかくの機会ですし、簡単にあらすじなどを説明させていただくとします。と、

　――救世主として世界を救おうとして失敗しちゃった男が過去の世界に戻り今度は教師としてかつての仲間を導きながら歴史改変を試みる、が、あれ、なんかもう変わってる？

　みたいなお話です。昔の自分が、なぜか女の子になった状態で、かつて振り撒いた黒い系の歴史を濃縮還元して自分の目の間で振り撒くとか。なかなか地獄めいていますね。

　まあ、とはいえ基本的にはバカな先生がバカな生徒たちとバカ話をする、そんな感じの軽いノリで読める作品に仕上がっています。ぜひ、お楽しみいただければ幸いです。

　担当編集Ｋさん、並びにイラストレーターの桑島黎音さん。そして様々な関係者の皆様には、毎度お世話になっております。足掛け一年以上、ようやく新作に漕ぎつけたぜ。

　今回もまたイラストが素晴らしいですね。「ああ、こいつらこんな顔だったんだなあ」と納得する瞬間は、割と作家をやっていてトップクラスに感慨深い瞬間だと思います。妙にこれが不思議なもので、まるで旧い友人と再会したときの感覚に似ているんですよね。

　作家と、考え出したキャラクターの関係って、別に友人でも親子でもないとは思いますけれど。「あー、そうそう。お前、こんなんだったよなあ」みたいな。楽しい時間です。

　読者の皆様におかれましては、さて、いったいどのような感覚で彼らを見ていただけているのかはわかりませんが、楽しいバカどもを気に入っていただければ嬉しく思います。

　それでは。また再びお目にかかれることを祈りまして。

　彼らの過去と未来と現在に、思いを馳せていくことにいたします。




　末筆代わりに。

　友人との学生時代述懐トーク。

「というわけで、なんか印象深い学生時代の面白思い出話とかないもんですか？」

「ない」

「それじゃ話が終わっちゃうでしょ。もうちょいこう、執筆の参考になりそうな――」

「ないよ。ないってことになったんだよ。だいたいお前はあるの、ねえ？」

「…………」

　まあ、ひとそれぞれいろいろあったと思いますからね！

　過去とか未来とか言ってないで、ちゃんと今に目を向けて生きて行こうじゃないの！




二〇一七年葉月　涼暮皐
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